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「いったいなんでこんなに混んでるんだろッ、この時間にィーッ」

　江森えもり五月さつきは赤いミラージュを運転しながらイラついていた。体格の良い大きな身体をハンドルの上に乗り出すようにして、前方を睨む。いつもは笑顔を絶やさない優しい顔なのだが、さすがに今はちょっとしかめ面になっている。

　茶色がかった大きなキラキラとした眼は、サイドミラーを見たりバックミラーに注がれたりと、忙しく動く。明るい色の真ん中分けの癖毛も、頭を振るたびにクシャクシャになる。

　もう夜の八時だというのに、甲州街道は数珠つなぎだ。丸型や角型の赤いブレーキランプが川の流れのように、蛇行して続く。六月に入って湿気の多い季節になり、夜でもねっとりと暖かい。のろのろと這うように進む車には、もちろん爽やかな風は吹き込まず、仕方なくエアコンの除湿だけＯＮにした。

「やだなー、モーッ、ＭＲは緊急車両のランプを持ってていいって法律でも、できないかなあ、まったくッ」

　江森は富士製薬という製薬会社の営業マン、通称ＭＲ（Medical Representative）である。先程、携帯電話で私立Ｊ医大病院の医師・柴田しばた浩司こうじに呼び出され、Ｊ医大に向かう途中だった。

　ＭＲの本業は薬のセールスだが、実際は医師のあらゆるニーズに応える補佐のようなものだ。学会の手伝いから文献・資料集め、ハテは飲み会の接待まで、とにかく体力の続く限り自社の薬を使ってもらうために奉仕しなければならない。しかし江森を呼び出した柴田浩司は別に江森をこき使おうと思ってコールしたわけではなかった。二人はれっきとした男同士ではあるが、同棲を始めたばかりの恋人関係にあるのだ。

　ほんの四ヶ月程前、まだ立春を過ぎたばかりの寒い季節に江森はＪ医大の担当となり、柴田と知り合った。

　いろいろあってなんとか同棲に踏み切った二人なのだが、これが皮肉なもので、別々に住んでいる時はほんの僅かな時間でも工面して会っていたのに、家に帰れば相手がいるとなると妙に安心して仕事に励んだりしてしまった。

　特にこのところ柴田は術後の患者の容体が悪化したために再手術になったりして、もう四日も病院に泊まり込んでいる。

　せめて昼ご飯を一緒にとろうと江森が提案しても、病院の中で馴れ馴れしく振る舞うのをひどく嫌う柴田に、いつも即座に却下されていた。

　それが今日は医局会が早めに済み、患者の容体も安定したので久し振りに家に帰れると、先程、携帯に連絡があったのである。江森はもう有頂天になっていた。

（うわッ、久しぶりにオールナイトで……）

　携帯を切った途端、全身が熱くなったが、

（だ、駄目だ、浩司さん、病院に泊まり込みで大変だったんだから、きっと疲れてるよォ）

　柴田の身体のことを考えて自重しようと、必死で自分に言い聞かせた。

　江森は柴田と付き合うようになるまで、恋愛にあまり執着心がなかった。そうは言っても、少年のようにあどけない大きなキラキラした眼、甘いマスクに明るい性格、大柄でスポーツ万能といったモテる要素は兼ね備えており、女性に不自由したことはない。

　しかし優しいが執着心のない性格で、どのガールフレンドもパートナーとしては今一つと感じるらしく、いつのまにか相手から離れていった。

「ごめんね、もっと好きな人が出来たの」と言われたことも何度かあったが、そのたびに『まぁ、そんなものか』という感想しかなかった。

　柴田を得て初めて、自分にも人並みの執着心や嫉妬があるのだと知ったくらいである。そのため、自分の嫉妬心とどう付き合ったらいいか、まだ分からないでいる。自分にこんな醜いドス黒い感情があるとは知らなかった。それも、あの時まで。

　あの時とは、柴田がかつて愛していた男と再会した夜のことだった。

　柴田には江森と付き合う前、十四年間想い続けた男がいた。恋人と呼べる付き合いだったわけではなく、中学校時代から柴田を見守るようにしてくれていた親友の相沢あいざわ和彦かずひこという男で、今は同じＪ医大の第１内科に勤務している。そしてこの春、同期で柴田が妹のようにかわいがっていた橋爪薫という女医と結婚した。

　無論、相沢はノンケなのだから、柴田が自分を心の中で想っていたなどということは露程も知らない。薫との間に子供も出来たのだから、江森が嫉妬する理由はないのだ。それなのに……柴田が相沢のことを考えているというだけで、それが友人としてだろうと、過去の思い出としてだろうと、謂れのない怒りが込み上げて来ることがある。

　一度、怒りに任せて力づくで抱いたことがあった。嫉妬のあまり、「抱けさえすればそれでいい」と言い放ち、身体ばかりか心も深く傷付けてしまった。

　そのことを思い出すと今でも激しく胸が痛む。

「うんと優しくしよう」

　そのあと、誓ったのだ。今日も、『すごく疲れているようだったら、我慢しよう』

　柴田の顔を思い浮かべ、様子を想像しながらそう思っていた。









　柴田浩司は帰宅する前に、もう一度三病棟に上がり、病室へ行くと患者の状態を診た。腹腔ふくくうのドレーンからの出血は、殆ど見られない。血圧も安定し、平熱に戻った。

（これなら今日は当直医に任せて帰れそうだ……）

　ホッと安堵の溜息をつく。

　帰り際にナースステーションを覗くと、近藤師長が准夜で勤務していた。相変わらず、『ナントカ殺人事件』といった文庫本が机に積んである。

「あら、柴田センセ」

　ナースステーションに入って来た柴田に気づき、病棟日誌の記録を途中で止める。

　ひっつめた髪を後ろで束ね、ややいかつい顔立ちで、見た目はいかにもしっかり者という風貌だが、その実近藤師長は本好きの元文学少女という一面も持っていた。当然「赤毛のアン」はお気に入りで、一時、ハーレクィンロマンスにも転んでいた。

　少女趣味という訳でもなく、硬派のミステリーも好きで、翻訳ミステリに加えて時代小説の『鬼平犯科帳』も読破している。

　最近ではとある著名女流ミステリー作家にハマり、作中の人物造形と微妙な男性同士の関係に魅了されている。

　柴田と江森のカップルは観察には持って来いとばかり、大のお気に入りで、三病棟の看護師達が結成した柴田ファンクラブの会長に収まっていたが、もちろん柴田はそんなこととは知らない。

　こちらをやや警戒しながら見る柴田を、師長は満面の笑みで迎えた。

「さっき、産婦人科の安川センセから電話がありましたよ。こっちへ来るから待ってて下さいって」

「産婦人科の安川？」

　柴田は内心首を傾げる。誰だろう……覚えがない。

「おメデタ、ですか」

　師長がクスクス笑いながら言う。

「だッ、誰がだよッ！」

　柴田は真っ赤になって怒鳴ってしまった。

「センセに決まってるじゃないですか」

　すまして答える。

　どうもこの観察力の鋭い師長には、すべてを見通されているようで、柴田は居心地が悪かった。

「ウウ……」

　何か言うと返って墓穴を掘るだけだと、グッと我慢した。ホッとしたことに、ちょうどエレベーターが開いて、白衣を着た小柄なボブカットの女医がやって来る。

「浜野さん！　あ、そうか……」

　柴田と同期で、結婚して『安川』になったのだ。同期とはいっても、一度女子大を卒業し、それから医学部に入学したので柴田より四歳年上の三十一歳だ。相沢と結婚した橋爪薫とは名簿も近く、臨床実習ポリクリなども一緒だったので仲良しだった。

「柴田君！　ちょっと話があるのよ」

　安川は手招きする。柴田はナースステーションを出ると、飲食コーナーのソファに並んで腰を降ろした。

「あの……薫ちゃんのことで、相談したいんだけど」

「薫ちゃんのこと？」

　安川は山形出身で雪のような肌に眼が大きく、バンビのようにかわいらしく見えるが、一旦大学を卒業してから医学部を目指しただけあって、意志は強くハッキリとした性格だった。なかなか面倒見のいいところもあり、恋人には尽くすタイプでもあった。

　同学年の女子生徒よりは随分と恋の経験もあって、薫の恋の相談相手といった所だったのだ。

「あのさ……薫ちゃん、相沢君とうまくいってないんじゃない？」

「……」

　柴田は驚かなかった。

　この前、江森と行きつけのパブに飲みに出掛け、偶然相沢と出会った。相沢は一人で飲みに来ており、ひどく投げやりな様子だった。心配して薫のことを柴田が尋ねると、相沢は驚いたことに「薫を幸せにする自信がない」と言ったのだ。

　そんな言葉が相沢の口から出るとは思ってもみなかった。

　いくら相沢を自分が愛していたからといっても、相沢を奪ったと薫のことを恨むことは出来なかった。それどころか、妹のように可愛がっている薫が不幸になるのはイヤだった……薫のお腹の中には赤ちゃんがいる……生まれて来る子供は俺みたいに要らないと言われるのだろうか。

　そういう思いとはまた別に、『あんなに辛い思いをして、俺はお前を諦めたのにッ』という気持ちもあり、思わず柴田は相沢に殴り掛かってしまった。

　その後、お互いに気まずくなって顔を会わせていなかったが、なんとなく薫と相沢の仲がうまくいっていないというのは肌で感じとっていた。

（やっぱり……そうだったのか）

　柴田の顔がひどく暗くなったので、安川は慌てた。さすが年上だけあって、六年間の間には柴田が無愛想な顔の下に人一倍、傷付き易い心を持っていることに気付いていた。ただ、まさかホモセクシュアルで相沢を愛しているとまでは思い至らない。どちらかというと、柴田は薫を愛しているのではと思っていたのである。泣く泣く、親友の為に身を引いた、という図式が安川の頭の中で出来上がっていた。

　薫のことを言おうかどうしようか、本当に迷ったのだが、二人に力を貸せるのは柴田しかいないと思い、呼び出して相談したという訳だった。

（やっぱ、まずかったかしら……）

　何だか事態を複雑にするだけかもしれない……急にそんな気が安川はしてきた。

「……まァ、ホラ、赤ちゃん出来ると、不安になったりするから、気の回し過ぎかな、アタシの」

　俯いてしまった柴田に、わざと明るく話しかける。

「……赤ちゃん、順調なの？」

　薫にも相沢にも聞きづらいことだったので、この際、安川に尋ねてみた。

「ええ、ちょっと先月から悪阻つわりが強くて……まいってるみたいだけど。本当だったら、そろそろ安定期なんだけどね」

「エッ？」

　柴田はその言葉に驚いて、心の中で計算する。

「じゃあ……もう？」

「ええ、五カ月に入るから」

　となると……。

（……結婚式の時には）

　顔が強張って唇が震えた。

（バッカみてー……なんで動揺すんだよ……こんなことでッ）

　二人は大学の時からそういう付き合いだったのだ。

（結婚前に赤ちゃんができたって、別に、いまどきふつーだろ）

　そうは言っても、つい自分のことに引き比べてしまう。

（俺は……ずーッとどうにもなんない立場にいたんだ……俺は男で……相沢の欲しいもんは何も持ってないんだ……）

　また俯くと、両膝に肘をつく。そして頭を両手で押えた。

　柴田の激しい動揺ぶりに安川は驚いてしまった。こんなに感情をオモテに出す男ではなかったのに……。

（まさか……）

　疑惑の種が育つのを避けられなかった。全くの誤解から生じたものだったのだが……。

　安川の夫は四年先輩で、相沢と同じ第１内科に所属していた。安川自身は新婦の親友として、夫の方は新郎の同僚として、一緒に披露宴に出席している。

（そう言えば、あの時、柴田君、すごく暗かったし……）

　安川はそれ以上考えるのを止めると、疑惑の影を隠し、「ホラ、親友なんだから励ましてあげてね」と言う。

「女は十ヶ月も大変な思いをするんだから、男にはわかんないでしょうけど」

　悪気無く言われたその言葉は、さらに柴田の心を引き裂くように傷付けた。

　柴田は暗い声で、「……ん」と返事をすると、足を引きずるようにして医局へ向かった。

　今年の梅雨入りは早いとの予想は外れ、ここ何日も穏やかに晴れ渡る日が続いている。

　病棟から研究棟をつなぐ渡り廊下を歩きながら、柴田は夜空を見上げた。

　新宿から私鉄で三十分程のこのあたりは、まだ民家のそこここに置き忘れられたように畑が残ってはいたが、汚れた空気とビルの明かりで星空など見えない。晴れているのか曇っているのかさえ分からなかった。

　まるで今の自分の心境そのものだ……そう思った。

　病院の中庭に目をやると、紫陽花の花が色づき始めている。季節は着実に自分の周りを流れて行くのだ。

　三月の初めに相沢が結婚した時、自分の居場所はこの世にはないとさえ思った。が、今は自分の傍に誰よりも愛する人がいる。それなのにまだ時々、過去に動揺させられてしまう……。

（早く会いたい……五月……）

　優しい顔が見たい。大きな身体で抱き締めて安心させて欲しかった。
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　スロープを下って駐車場に見慣れた赤いミラージュが滑り込んで来る。

（江森のだ！）

　柴田はアタッシェケースを小わきに抱えると、柱の陰から飛び出す。走っていってまだ停まらない前から助手席のドアに飛び付き、ノブをガチャガチャいわせた。

「浩司さん、ごめんね、遅くなって。道路工事で混んでたんだ」

　江森は柴田が焦れていたのかと、急いで扉を中から押し開けた。

「待たせてごめんね」

　にっこり笑いかける。

　江森の優しい笑顔を見て、柴田は救われる思いだった。アタッシェケースを後部座席に放り、乗り込んで自分から江森の唇を求めた。江森の方はシートベルトをしているので、柴田が運転席にのしかかるようにして口付けする。

「浩司さん！」

　江森は大胆な行動に驚いたようだが、しかし何もかも分かったようにギュッと抱き締めてくれる。しばらく抱き付いていると、不安が引潮のように引いていった。身体の緊張を解き、柴田は溜め息をついた。

「大丈夫？　浩司さん」

　柴田の髪を撫でながら、江森は心配そうに尋ねる。

「……何か、あったの？」

　時々柴田は激しい感情を爆発させるような発作を見せる。そういう時はなにか心に不安を抱えているのだということが、江森には少しずつ分かって来ていた。

「……何だよ、キスしちゃ悪いか？」

　わざと明るく言う。相沢に関することは江森の強い嫉妬心を見て以来、なるべく知られたくないと、柴田は思っていた。

「今日はどこでメシ、食うんだ？」

　柴田は話題を変えた。

「いいトコ、雑誌で見付けたんですよォ」

　江森はニッコリ笑うと、ギヤをドライブに入れて発進させた。

　物に執着しない柴田は、最近は食べる物も着る物も皆、江森に頼っている。江森の方は、放っておくと何も食べない柴田には手を焼いていて、色々手を変え品を変え、バランスの良い食事を摂らせるようにしていた。

　多摩川を越えてしばらく走り、住宅街の一角の普通の民家をレストランに改造したという店に着いた。

　野菜をふんだんに使う南仏風の田舎料理が売り物で、ヘルシー嗜好に乗って女性客に人気の店だ。ディナータイムは平日でも混んでいる。金曜の夜などは、なかなか席を確保出来ない。今夜は江森が車中から携帯電話で予約を入れておいたので、二人はすぐテーブルに付くことが出来た。

　今日の江森は仕事帰りで、濃い灰色のスーツに糊のきいた白いＹシャツと光沢のある紺色のストライプタイというオーソドックスな組み合わせだが、柴田の方は淡いブルーのサマージャケットに、ボタンダウンの藍色のシャツ、ミントグリーンの細いタイといった涼しげな服装で、シャツよりも少し明るい青のパンツもラインが決まっていた。

　二人で店に入って行くと、デカイ江森にえらく綺麗な柴田という組み合わせなのがやたら目立ち、ジロジロと女からも男からも眺められた。

　江森は初め、いろいろ着せ変え人形のように柴田を飾り立てて楽しんでいたのだが、最近になって、柴田にあまりいい格好をさせるのはやめようかなと思い始めている。

（なんだか、人目を引き過ぎて、みんながヨダレを垂らして浩司さんのこと、見てるような気がするんだよね）

　ボーイが渡してくれたお絞りで手を拭きながら、江森はこちらを窺う周りの客達に警戒の視線を注ぐ。ついでに辺りを見回した。

　店のインテリアはしゃれた洋館でのおもてなしといったコンセプトらしく、テーブルの間も広くスペースが取られていてアットホームな雰囲気だ。フローリングの床には、明るい花柄のラグマットが敷かれ、窓辺にはクラシックなガラスのランプが飾られている。

　テーブルクロスやナフキンも、明るいオレンジや緑を大胆に使った花やつる草模様で、給仕頭に尋ねると、プロヴァンス独特の意匠なのだという答えである。

「浩司さん、何にする？」

「……まかせる」

　これはいつものことなので、江森はメニューとにらめっこする。

（えっと、浩司さん、ビタミンを摂らなきゃな）

　色々考えて、まずニース風サラダを注文する。

　メインはシェフのお薦めのラグーという煮込み料理にした。これは肉と野菜を長時間煮込んだもので、いわばシチューだ。

（これなら消化にいいもんな）

　江森は思いながらワインリストに目を通す。

　こちらは江森には全く分からないので、柴田にまかせた。どうせ江森は運転するから飲めないのだ。

「肉料理だから赤なんでしょ？」

　それくらいは江森も知っている。

「……何だっていーんだよ、酒なんて、しょせんはエチルアルコールだ、好きなの飲みゃあいいんだ」

　柴田らしい意見である。

「でも、浩司さんくらいならそう言ってもバカにされないけど、僕なんかがこういう時、白とか頼むときっとバカにされちゃうだろうね？」

　柴田はフンと鼻を鳴らし、「そんな奴こそ、バカにしてやれよ」と言う。権威主義が嫌いなのだ。近くにいるソムリエのもったいぶった顔も。

「まあ、俺は赤が好きだからな。サカナの時だって、赤を飲むんだ」

　赤ワインの方のリストを手にとって眺める。

「ロスチャイルドって、僕、聞いたことある」

　江森が読める名前なので指さすと、柴田は「ユダヤ系の有名な名前だからな。フランス語だから、ロートシルトって読むんだ」と答える。

　若僧と思って馬鹿にした顔付きだったソムリエが、それを耳にして「ほう」と言う顔になった。

「『シャトー』ってつくのは、有名な証拠なんだよ」

　ワイン初心者の江森に、柴田は説明する。

　ワインリストの上位に書かれた名前を続けて読み上げた。

「このシャトー・マルゴーも有名だ」

「僕、それ、知ってる！」

　ワインに関するほとんど唯一の知識だったので、江森は鼻高々になる。

「あのねぇ、『失楽園ワイン』っていうんだよ」

「なんだ、そりゃ？　ミルトンか？」

　柴田は怪訝な顔をした。

「やだなぁ、浩司さんて、遅れてるんだから！　ちょっと前だけど有名になったじゃないか、映画にだってなったし。人妻との不倫の話でさぁ」

　柴田の表情の変化に気づかず、話し続ける。

「男の人も奥さんがいるから、ダブル不倫って言うんだって。でもさぁ、人妻っていうと、なんだかドキドキしちゃうよね？」

　ピクリ、と柴田の眉が動いた。

「……なるほどな……」

　押し殺したような低い声に、

「えッ？　え？」

　危険信号を感じ、急いで柴田の顔を見ると、冷たい眼でこちらを睨んでいる。

「お前って、人妻と不倫したいのか？」

　暗い声で続けた。

「そういや、あの藤谷とかいう女も、人妻だもんな……色っぽかったよな、すっごく……でかい胸に太ももはムチムチでさ……眉が太くて、眼は大っきくて……俺とは正反対だよな……」

「え……えーッ？」

　藤谷？　一瞬、出て来なかったが、

「アッ、藤谷先輩！」

　会社の先輩で、いつも江森は彼女とペアを組んでテニスの試合に出ているのだ。

　しかし柴田は一回しか、会ったことない筈……。

「あの試合に来てくれた時に見ただけなのに、浩司さん、すっごく記憶力いいッ」と言ってしまった。

「……悪かったな」

　さらに柴田は暗くなる。

「……どーせ俺は執念深いよ」

（ゲーッ）

　江森は焦った。五日ぶりのデートに、たかだかワインのことで喧嘩なんかしたくない。

「ヤだなーもーッ、違いますヨォッ、別に、人妻が好きな訳じゃなくてッ、たまたま会社の女の子が本、読んでて、おしえてくれたんですよォッ」

　ブンブン首を振って大声を出した。

「ホントかァ？」

　まだ疑わしそうな眼で言う。

「そーですよッ、人妻と不倫なんて、考えたこともないですッ。それに藤谷さんだってッ、全然タイプじゃないですしィ」

　柴田はきっと江森を睨んだ。

「ほー、じゃ、どういう女がタイプなんだ、え？」

（わーッ）

　ますます会話は地雷原に突入し、江森は冷や汗をかいた。

（どころか、僕って地雷原でバズーカ砲、ぶっ放すタイプ？）

　気づいてもすでに遅い。必死でいいわけを続ける。

「そうじゃなくてッ、僕の好みは浩司さんそのものなんですってば！」

「……それってどんなんだよ」

「眉が細くて、眼が切れ長で、ちょっと気が強そうで怖くて、口が悪くて、ヤセ型で筋肉質で、いつもはすっごく真面目だけど、ホントは大胆でッ、腰は細く締まってて、入れるとキュッと……」

　周りが目に入らなくなっていて、どんどん声が大きくなる。ソムリエは後退りし、となりの席のカップルは耳がダンボになっている。

「それ以上言うなッ、このマヌケッ」

　結局マルゴーは災いの元ということで、レ・フォール・ド・ラトゥールにした。フランスで四大シャトーと言われる、有名なシャトー・ラトゥールのセカンドワインである。元々が有名なブランドなので、セカンドと言っても十分、一級品に属する。

「セカンドワインは値段が安いけど、味はいいからお得なんだよ」

「そっかー」

　江森は柴田の説明に納得する。

「日本酒でも、特級より美味しい二級があるもんね」

　ワインはまるで知らないが、日本酒ならいつも同僚と飲んでいるのでよく知っている。得意げに付け加えたが、ちょっと違うという気が柴田はした。

「ま、とにかくこれにしようぜ」

　ソムリエを呼び寄せて注文する。

「これはお勧めですよ」

　ソムリエは柴田がなかなかいい物を選んだので感心した。値段が高い物でなくても、客がこういういい品を選んでくれると嬉しくなる。ニコニコして引き上げた。

　すぐに食事が運ばれてくる。

　ラグーはキャセロールのような花柄の深皿に盛られ、ほかほかと湯気を立てている。たっぷりのスープには一口大に切られた仔羊の肉に、ニンジンや小玉葱はもちろん、ズッキーニや珍しいアーティチョークなども入っている。じっくりと煮込まれた肉や野菜は、口に入れるとはらりと溶けてしまう程柔らかい。トマトベースのスープはニンニクの風味がよく効いていて、実際に料理は舌が火傷する程の熱さなのだが、ほんの数口で江森は身体がカッとなる。

（うわ……まいったなー、こんなにニンニクが効いてるとは）

　柴田が疲れているなら、今晩は我慢しようと決心したばかりなのだ。江森は汗が出て来た。熱いためだけではなく、冷や汗も混じっている。

　柴田はどうなのだろうと窺うと、目の前で柴田は一匙掬っては、フーフーと冷まし、ほんの少しずつしか食べていない。

「どうしたの？　口に合わないの？」

「……ううん」

　柴田は恥ずかしそうに笑う。

「俺……猫舌だから」

「あ、そうだったね！」

　江森は柴田の皿を自分の前に引き寄せると、大きく息を吹きかけ始めた。

「い、いいよ、恥ずかしいって」

「大丈夫、僕が冷ましてあげるよ」

　でかい江森の肺活量はかなりなもので、しばらく吹き続けると江森は柴田に皿を返す。

「どう？　もう大丈夫でしょう？」

「……ん」

　柴田はしかし、またゆっくりと一匙ずつ口へと運ぶ。

「……俺さー、食うの、のろいから、食ってる間に冷めちゃうから猫舌なのかなー」

「浩司さん、いいんだよ、ゆっくり食べなよ」

　自分の分をあっと言う間にあらかた平らげてしまったので、江森は柴田の食べる様子を観察する。そして鍋奉行のように「浩司さん、野菜、ちゃんと食べて！」とか、「次、肉！　ほら、これ美味しいよ」などと指図した。

　江森が気を配っていないと、柴田はすぐ食べるのをやめてしまう。別に好き嫌いがあるわけではないので、その点は良いのだが、根本的に食べることにあまり熱意がなかった。

　デザートを選ぶ段になって、また江森は色々考える。

「じゃあ、タルト・タタンに生クリームをつけて」

　タルト・タタンとは、りんごの焼き菓子だ。それだけでは物足りないので、江森はサイドオーダーで生クリームをつけてもらうことにした。

（浩司さん、子供みたいにアイスクリームとか、甘いもの、好きだからな）

　可愛らしいピンクの皿に乗ったタルト・タタンは、りんごの切り身がタルト生地に敷き詰められ、表面にアーモンドの薄切りが散らしてある。美味しそうな甘い香りに、艶のある焦げ目が食欲をそそり、脇には渦状に絞り出された生クリームが山のように盛り上がっている。

「うわーっ、すごいボリュームだね！」

　言いながら江森が見ると、柴田は両腕を組んでテーブルに乗せ、前屈みになっている。だんだん頭が下がり、もう少しで生クリームの山に突っ込みそうになった。

「浩司さんッ」

　急いで皿を取り上げる。

「……あ……悪い……寝ちまった……」

　無造作に額にかかった髪を掻き上げ、こちらを見た。ワインが入ったので眼はトロンとしていつもの険がとれ、頬もほんのりと赤くえらく色っぽく見え、江森はドキリとしてしまった。

　周りの客にもドキリとした奴が何人かいたようで、こちらを盗み見る視線を感じた。江森はムッとしてそこら中を睨みつけてやった。

（僕んだからな！）

　不安になって「浩司さん、もう帰ろう」と声をかけると、大人しく従う素振りを見せるので、腕をとって立たせる。

　ギャルソンが飛んで来て、心配そうな顔をした。

「デザートがお気に召しませんでしたか？」

「いいえ、ちょっと……連れが眠くなっちゃったって」

　急いで江森が弁解すると、ギャルソンは「では、テイクアウトにお作りいたします」と皿を持って厨房へと戻って行った。

「……悪い……俺……」

「いいんだよ、浩司さん、明日食べようね？」

「……ん」

　江森が腕を取ったまま、外へと導くと、柴田は嫌がりもせずに江森に寄り掛かるようにして歩く。いつも柴田は恥ずかしがって、人前では絶対、肩も触らせないのに……。

（疲れてんだ……きっと……やっぱ今日はヤめよう！）









　マンションに帰り着くと、柴田はリビングのソファに腰掛け、すぐにうつらうつら始める。

「浩司さん、上着、脱ぎなよ」

　江森は柴田の前に膝まづくと、ジャケットを脱がせ、タイを緩めてやった。

「……ありがと」

　またすぐ船を漕ぎ始めるので、抱き寄せた。

「浩司さん、シャワー、浴びたい？」

「……ウン」

　柴田は答えるが、立ち上がる気配もなく、そのまま眼を瞑って肩に頭を預けている。仕方なく肩を貸してバスルームへと連れて行く。最大限の自制心を振り絞って、服を全部脱がせ、シャワーの下に立たせると自分も全裸になって一緒に湯を浴びた。肌と肌を触れ合わせながらスポンジで拭ってやった。行為に移りたかったが、グッと我慢した。ほとんど痩せ我慢選手権である。

　ベッドルームへ抱えて運び、ベッドに横たえてパジャマを着せる。きちっと上着のボタンを上まで留め、毛布にくるんでやって「お休み」と言うと、柴田は初めて驚いたように眼を開けた。

「……抱かないのか？」

「抱きたいけどサ、疲れてるでしょ、浩司さん」

　すると柴田は急にしがみついて、「……ヤダッ！　行かないでくれッ！」と大声を出す。また発作かとギクリとして良く見たが、身体は震えていない。甘えているだけなのだ……江森はホッと安堵した。

　あの感情を爆発させる発作は、見ている江森にとってとても辛かった。

　初めは単に今まで心を打ち明ける人がいなかった為かと思っていたが、小さいころ母親が恋人と駆け落ちして家を出たこと、父親に自分の子供ではないと疑われていたことなど少しずつ話してくれるようになってから、深い心の傷から発作をおこすのだと知った。

　どうしたら発作を起こさなくなるのか、江森には分からない。自分が医者なら、何がしかの徴候から発作を未然に防ぐことが出来るのかもしれない。何か、こちらにはわからないサインを出しているのではないかと思う。

　しかし……医者ではない自分にはそれが分からない。そう悟った時は本当に悲しかった……。

（相沢センセだったら）

　小さいころから柴田を見守ってきたのだ、なにもかも解ってもっと柴田を幸せにしたのかも知れない……自分よりずっと……。

　苦しくなって、柴田を抱き締めた。

「抱いてくれよ」

　柴田は少し恥ずかしそうに胸の中で甘える。

「浩司さんが大丈夫なら」

「大丈夫だからさ」

　初めは「抱いてくれ」とも言えない人だったのだ。自分の感情を素直に伝えられるようになったことが、却って発作を助長しているのじゃないだろうか……だって……最近、多くなってきている……。

　不安を振り払うように、江森は激しく唇を奪う。一気にパジャマを脱がせた。

「浩司さん、愛してるッ」

　叫びながら下着を剥ぎ取った。もどかしげに自分も全裸になると、柴田の上に覆いかぶさる。しかしだるそうな表情を見て、性急に挑みかかりたくなる衝動をぐっと堪えた。

（この人を傷付けたくない……）

　どんな物より大切だった。

　深呼吸を繰り返しながら高ぶりを宥め、そっと指先で小さな顎を持ち、上に向かせる。唇を重ねるとゆっくり舌を入れ、絡め廻した。まるで壊れ易い大切なものを扱うように、指を首筋から胸へと滑らせる。

　二人とも無言で見詰め合った。

　ふと柴田が「俺は女じゃない」と言う。

「え？」

「そんなヤワじゃないんだから……」

　少し傷付いたような声だ。

「お前の好きにして、いいんだぜ？　乱暴にしてもいいんだ」

　眼を伏せて言う。

「浩司さん……？」

「お前の好きなように愛して欲しい……」

　首にしがみついてきた。そして「俺は女じゃない……女じゃないんだ」と繰り返す。

（どうしたんだろう……何かあったんだろうか）

　以前、相沢から柴田が薫の妊娠を知らされ、ショックを受けたことは察していたが、先程の安川とのやり取りまでは江森は知らない。それでも何かのことで深く傷付いているということはとにかく分かった。

「分かってるって、浩司さん……浩司さんは浩司さんだよ？」と言う。

「男とか女とかじゃなくて、僕は浩司さんが好きなんだ」

　抱き締めて優しく揺する。

「……ウン」

「別に、女の替わりに愛してるんじゃないもの。浩司さんだから愛してるんだ」

　ギュッと瞑った瞼の上に口付けしようと顔を近づけると、涙の跡に気づいた。

（浩司さん……）

　江森の胸も激しくキリキリと痛んだ。そして「何か辛いこと、あったの？」と聞いてみた。

「……ううん」

　柴田はかぶりを振る。

「……ウソ」

「え？」

「なんでも言って欲しいよ、僕に。ほら、あそこのホテルで、言ったじゃないか、浩司さん」

　Ｇ　　Ｗゴールデンウィークに二人で泊まりにいったホテルだ。初めて二人きりで旅行した、思い出の場所だ。

　あの時、ベッドの中で柴田はいつも一緒にいたいと言ってくれた……二人で生きていけば喜びは二倍に、悲しみは半分になるという、特別なことの何一つない当たり前の生活がしたいと告白したのだ。決して自分からは望まない柴田が、初めて自分から……。

「辛いことも僕に分けてよ、ね？」

　柴田は言い澱んでいたが、胸に顔を埋め、ポツリポツリと話し出す。

「……薫ちゃんと相沢が……うまくいってないって言われた……」

「えっ？」

（そう言えば、この間パブで偶然会った時）

　江森は思い出す。そのとき相沢先生はそんなことをほのめかしていた。

　だって、じゃあ赤ちゃんはどうなるの、と言いそうになったが抑えた。そんなことを言ったら、柴田は自分の幼い時のことを思い出してまた辛くなってしまう。

「でもさ……だからと言って、俺には何も出来ないよ……」

　柴田は深く溜息をつく。

　江森も何も言うことが出来なかった。

　柴田のことだけを考えれば……相沢が薫と別れて柴田を愛するようなことになればいいのかもしれない。

　でも薫と赤ちゃんはそれじゃあ救われない……けれどそのまま赤ちゃんが生まれても、また望まれない子供として、柴田のように辛い目に会うのかもしれない……。

　腹の中は相い反する感情が渦を巻き、ただ柴田を抱き締めることしか出来なかった。

「それにさ……俺、バカみてー」

　背中に回された柴田の手に力がこもる。

「なんか、ショック受けちゃった……薫ちゃん……結婚式ン時にはもうお腹に赤ちゃん、いたんだ……」

　声が詰まる。

「女の人ってセックスしたらさ、赤ちゃん、出来んの、当たり前だもんな……俺は男だから……なんにもいいもん、あげらんないんだな……どんなに愛してても……お前に」

　そんなことで傷付いていたのか……江森はぎゅっと抱き締め、覆いかぶさっていく。

「バカだな、浩司さんは」

　胸の突起を指先で愛撫しながら、耳元で囁く。

「エ？　……アアッ……ンッ」

　反り返って喘ぐのをさらにギュッと抱き締める。

「そりゃあ、赤ちゃんは可愛いし、いいもんだけど……でもそれがなきゃ悪いってことないじゃない？　そんなの、変だよ？」

　髪を撫でながら続ける。

「だって、赤ちゃん、出来ない女の人だっているでしょう？」

「あ……」

「僕の先輩の佐々木さんのとこも、子供がいないけど、じゃあ、そういう人は悪い人なの？」

「ちっ、違う、そんなことない……」

「でしょう？」

　顔を両手で挟み、深くまた口付けた。

「子供が出来なきゃ、悪いなんてこと、ないんだよ」

　江森は囁き続ける。

「愛し合ってるんだから僕達、悪いこと、してないよ」

　顔を挟んだままじっと見詰めた。

　すると驚いたことに、柴田の眼から涙が零れ始めた。

「どッ、どーしたのッ、浩司さんッ」

　江森はオロオロして、柴田の顔に所構わず口付けしてしまった。

「ゴメン……俺……」

　柴田は俯いて低い声で言う。

「俺……悪いこと、してないなんて言われたの、初めてだったから」

「え？　ええッ？」

　一言ずつ、区切りながら話す。

「俺……ずーッと悪いこと、してると思ってた……男しか愛せないッて……分かってから……男……好きなの……そんなに恥ずかしいこととか……思わないようにしてた……けど」

　柴田はまた顔を上げ、江森を見詰める。

「けど……男が好きなんて、悪いことってきっと心の底で思ってたんだな……お前が……俺のこと、愛してくれて……俺、やっと……悪いこと、してないッて、思えるようになったんだ……でも……言葉でそう言ってもらったの、初めてだから」

　江森は心臓が破裂するほど苦しくなった。

　柴田は眼を潤ませながら続ける。

「相沢が、愛してくれないのは……悪いことしてるから……男が好きなんて、俺は悪い人間だから、当然だって……でもお前が愛してくれたから」

（そんな風に考えてたんだ、この人は今までずーっと）

　初めて知った柴田の気持ちに、江森も泣きそうになってしまった。

「浩司さん、どうしてそんな風に考えちゃったの！」

「わかんない……親父や兄貴にずーッと悪い子って、言われてたからかな？」

　もう何も言えなかった。言えたのはただ一言だけ……。

「浩司さん……愛してるよ……」

　口付けすると、柴田の中に深く分け入っていった。

「愛してる……愛してる……」

　行為の間中、ずっと囁き続けた。
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　週末、二人は久しぶりに落ち着いた日を過ごした。

　柴田は土曜日も仕事だったが、夕方にはオフデューティとなる。

　江森と待ち合わせて都心へ出掛け、ショッピングを楽しんだ。今までは決してやらないことだったが、江森と暮らすようになってからは、生活パターンが変化して来ていた。

　そして、日曜日は朝からゆっくり愛し合った。

「一週間分、やるよ」

　江森は前々から宣言しており、

「ったく、もう……」

　何度身体を重ねても再び江森が求めてくるので、柴田は些か呆れ果てた。

「いいでしょ、愛し合ってんだから、当然だよこれぐらい」

　江森はそう言いながら、柴田の中に深々と埋め込み、ゆっくり味わった。何度抱いても柴田の身体は飽きるということがない。細く締まった腰は片手で抱けるほどだが、強靭で、江森の荒々しい動きを受け止め、跳ね返す。内部の粘膜の皺壁は、江森のモノに吸い付くように絡み付いた。

　時折、全体が大きく蠕動するので、まるで未知の生き物の喉に飲み込まれるかのように錯覚する。熱い粘膜のうねりが起こる度に、快感が全身を貫いた。

　放出を堪え、波をやり過ごすと、江森は美しい恋人をじっと見つめ、眼に焼き付ける。

「浩司さん、綺麗だよ」

「な、何、言うんだよッ、俺、男だぞッ」

「関係ないよ、男とか女とかって。だって、本当に綺麗だもの」

　柴田は恥ずかしさに身悶える。それがまた欲情を誘い、江森は桜色に染まった肌に指と唇を這わせた。

　柴田の皮膚は張り詰めていて体毛は少なく、汗の滴が転がり落ちるほど滑らかだった。上半身は水泳で鍛えられたせいか、筋肉質で厚みがあり、下半身は引き締まっていて、叢は薄かった。身体のどこに触れても性感帯のように鋭敏に反応を見せる。江森の指一本で、淫らな声を漏らし、身体を反り返らせ、下腹部の薄い叢の中から欲望をあらわにする。一つ一つの表情や仕草すらも欲情を掻き立てた。

　上り詰めて行くときの何か視線の定まらない切れ長の眼や、僅かに開けて喘ぐ口、寄せられた眉根など、総てが江森の欲望を誘う。こんなに誰かに夢中になったことはなかった。身体だけではない、柴田の寂しさも甘えも不器用なところも、一緒に過ごすひとときのどんな小さなことも、とても大切なのだ。もうだれかに渡すなんて、考えるだけでも耐えられない。

　相沢と薫の話が気に掛かっていることも手伝って、執拗に求め続けた。なんだか身体をつないでいないと、相沢に取り返されてしまうような気が江森はしていた。

　午前中一杯、ベッドで過ごし、さすがに空腹に耐え兼ねて遅い昼食を摂りに出掛ける。そして帰って来ると江森はすぐリビングで柴田を抱いた。着たばかりの服を脱がせ、ソファに横たえる。

「……もうッ、ベッドまで待てねーのかよッ……」

「待てないッ」

　文句を言う唇を自分の口で封じながら、服を脱ぎ捨てる。そのままのしかかった。

　江森は朝から到達しないようにうまくコントロールして、何度も柴田の中に侵入していた。柴田の方は繰り返し追い上げられ、もうあまり反応はなかったが、江森が侵入するとそれだけで喜びを覚えた。身体の内部に存在を感じ、甘い声を上げる。江森が少し体を持ち上げて抜きかけると、

「アアンンッ……」

　切ない声を出し、腰を振ってついてくる。

「浩司さんも欲しいんじゃないの」

「バ……バカッ」

　真っ赤になってしがみつくので、江森はいとおしさに胸が苦しくなる。口付けて、舌を絡ませながら強く打ち込んでやった。すると喘いで下腹部を絞り、江森を根元から締め付けた。

「……いい声……もっと聞かせて」

　腰をゆっくり回すように動かしながら言う。

「……バカッ……アアッ」

　病院で働いている時の柴田は、冷静で仕事第一の若手の医師といった印象で、元々照れ屋ということもあり、江森と親しく口をきくことはない。それが今、胸の中にいる時は、素直で情熱的に江森の愛撫に答える……こうして抱いている時だけが、柴田を自分のものと感じる瞬間だった。

「最高だよ、浩司さん……ッ、……締まり具合、バツグン」

「バカ……ヤだッ……言うなッ」

「なんで？」

　柴田は顔を赤くする。

「……恥ずかしい」

　クスクス笑い、江森は体勢を入れ替え、柴田を上にする。

「あッ、や……」

　上の体位を柴田はひどく恥ずかしがるのだ。特に明るい部屋の中ではいつも拒絶されてしまうのだが、今日は有無を言わさず、腰をガッチリと掴んだ。

「いいじゃない、よく見せてよ」

　言いながらグイと突き上げる。

「アアンッ……」

　柴田は細い喉を見せ、のけ反って喘いだ。

「駄目ッ、恥ずかしい……」

「どこが、恥ずかしいの？　二人だけだもの、恥ずかしくないよ」

　柴田がかぶりを振り続けるので、江森は胸に抱き取って優しく髪を撫でた。

「愛してる……浩司さん」

　ゆっくりとけだるい午後が過ぎ去っていった。









　夜遅く、江森が風呂を使っている間、柴田は一人ベッドで行為に疲れた身体を休ませていた。もうどんなに愛撫されても、中心のモノは反応しなくなっていたが、身体の奥はまだ貪欲に疼いている。下腹には熱く脈打つ別の生き物が住み着いているようで、柴田は横たわって、澳火のような欲望の名残を静かに味わっていた。

　するとサイドテーブルの電話が鳴った。病院からの連絡かと、急いで取り「ハイ、柴田です」と応じる。　

　しばらく間があって、「……柴田クン？」という細い声が聞こえた。

「薫ちゃんッ」

　柴田は思わず大声を出した。

「ごめんなさいね、こんな時間に電話しちゃって……」

　なんだか泣きそうな声だ。

（そういえば、まだ赤ちゃんのこと、お祝い言ってないんだっけ）

　気付いて柴田は「赤ちゃん、出来たんだって？　おめでとう」と話しかける。

「なんで、知ってるの？」

　訝しげな声が返る。

「安川さんに教えてもらったんだよ」

「そう……アリガト」

「悪阻つわり、ひどいの？」

　電話の向こうの声が震える。

「ダイジョブ……アリガト」

「薫ちゃん、なあに？　なんか、用？」

「……ウウン、久しぶりに柴田クンの声が聞きたかったの」

　相沢が子供を望んでいないなら、当然薫にもそのことは伝わるだろう……妊娠初期にこんなに心配させるなんて……相沢に対する怒りがこみあげてきた。

　励まそうとわざと明るい声で「赤ちゃん、出来て良かったね？　こないだ相沢に会ったらサ、喜んでたヨ」と言ってみる。

「ウソ！」

　きつい声が返ってきた。

「薫ちゃん！」

「……ウソ……言わないで！　あの人……いらないって」

　直後に電話が切れた。

「ア………」

　柴田は受話器を握ったまま、頭を押えた。

　グルグルと部屋が回るようだ。

　家を出ていった時、母親の腹の中には四ヶ月の赤ちゃんがいた……顔を見たこともない自分の妹が……。

　あの時、柴田は自分が捨てられたように感じ、母親を恨んだ。でも、望まれない赤ちゃんがいて……夫に「いらない」と言われたら、女の人はどうすればいいのだろう。

　愛する人の子だったら、それはもう、家を出て産むしかないんだ……母親の苦しみが今、分かった。

（俺……自分のことばっか、考えてたけど……）

　胸にきりを突き立てられたように、痛みが走る。

（薫……）

　薫が柴田に電話してきたのも分かる。母親には愛する男がいた。その男の元へ救いを求めて走ったのだ。しかし薫は相沢を愛しているのだから、どこへも逃げられない。せいぜい柴田に電話して、訴えるぐらいしか。

　柴田はガバと飛び起きて、クローゼットへ走り、服を取り出した。

「どうしたの、浩司さんッ！」

　振り向くと、腰にタオルを巻いた姿で江森がベットルームの戸口に立っている。

「薫ちゃんから電話があったんだ、心配だからちょっと見に行く！」

　柴田はズボンに足を突っ込みながら答えた。

　江森は仰天してそばへ行くと、肩を掴み「ダメだヨッ、今から行くなんてッ！」と、柴田を揺すった。

「え？」

　柴田は怪訝そうな顔をした。

（あーもーっ、このヒトって……）

　江森は柴田のトロさに愕然とする。

　柴田が偶然出会ったパブで相沢に殴り掛かったとき、相沢は「人の心は変わる、お前だって！」と柴田に言った。

　それから周りを巻き込んだ大乱闘になったので、考える暇がなかったのだが、後で江森は色々感じるものがあった。あまり難しいことは考えられない男だったが、勘は鋭い方なのだ。それも、自分が相沢に激しく嫉妬していると気付いてからだったが……。

　あの夜、自分を拒んだ柴田を無理やり抱いた。

　さすがに殴りはしなかったが、ひどく苦しんで吐いたあとだったのに、みぞおちに膝を食い込ませ、抵抗出来ないようにした。

「僕はどうせ、相沢センセの替わりだもんね」

　そう言って、力任せに犯し続けた……。

　今でもあの時のドス黒い怒りを思い出すと、ゾッとする。男の嫉妬がこれ程醜くて危険なものとは思わなかった。

　しかも相沢と柴田が自分に隠れて愛しあっているというならともかく、ただ単に柴田が相沢のことを忘れられないというだけで、我慢できない程の嫉妬を感じるのだ。

　もし自分が相沢だったら、と江森は思う。

（ほら、フランス映画によくあるじゃないか）

　二人の親友同士の男に、一人の女。女の方は、そのうちの一人を選ぶ……が……。

　柴田にとっては「女に欲情しない」ということは当たり前の事実だが、そんなことは他の誰もが知らない。しかも柴田は自分が綺麗という自覚もないから、まったく分かっていないようだが、周りには別の物が見えているのではと江森は気づいていた。

　げんに江森だって、会ってすぐのころ柴田が薫を好きなのかと思っていたくらいだ。

　薫は小さな卵型の顔につぶらな瞳の持主で、かわいらしく華奢で、細身で綺麗な顔の柴田と並んでいるのを見た時は、二人とも本当にお人形の夫婦のようにお似合いで、もう全然江森は自分に見込みがないと確信した。

　江森がこう思うくらいだもの……。

（もしかして相沢センセは）

　そんな所へ柴田が夜遅く「薫ちゃんが心配だから」などと、ノコノコ出掛けていったひには、

（もう、バズーカ砲どころじゃないよ、疑惑の火焔放射器ってなもんだ！）

　肩に手を置いたまま、柴田の顔を覗き込む。

　相沢が柴田と薫の仲を疑っているかもしれない、などとは口が裂けても言えなかった。柴田の性格では自分を責め抜くだろうから……。

(ここはうまくごまかした方がいい)

「ほら、幾らなんでもまずいよッ、むこうだってちょっと電話、しただけのつもりかも知れないでしょう？」

「だってッ！」

　胸に引き寄せ、柴田を抱き締める。

「明日、病院で会いなよッ、アツアツの新婚さんの家に、夜遅く行くの、失礼だよ？　僕たちだって、新婚みたいなもんでさ、さっきまでベッドにいたじゃないか」

「……だな」

　少し、納得したようだった。

「明日さ、医局に電話、してみなよ、ね？」

「……ウン」

　もう少しだと、江森は必死で説得を続ける。

「うまくいってない、とか言ったってさあ、夫婦喧嘩は犬も食わないって言うじゃない、今頃仲直りのセックス、してるかもよ？　僕達みたいに、ね？」

「バカッ」

　片手で顎に手をかけ、上を向かせて口付けした。もう片方の手を背中に回す。と、ブルブル震えているのが分かった。

（ア、まずい！）

　急いでまた抱き寄せて、耳元でゆっくり囁いた。

「ね、大丈夫だから……大丈夫だよ」

「ア……」

　柴田は少し喘いでいたが、だんだんおさまってくる。

「五月ッ……」

　柴田が片手を首に巻き付けてくるので、江森はゆっくり髪を撫でてやった。ふと、腰に巻いていたタオルが床に落ちた。

「え？」

　柴田がもう片方の手で、江森のモノを愛撫している。

「どッ、どーしたのッ、浩司さんッ」

　柴田の大胆な行為に江森は驚いた。こんなことをされたのは初めてだ。

「欲しい……今すぐ……もうダメか？」

　小さな手で、江森の大きなモノを握り、細くて柔らかい指を這わせる。自分のでかくて太い指とは全然違う……しなやかに、器用に動く……江森は驚いて見下ろした。

　手の動き自体も優しく、激しい欲望が募るというより、じんわりと暖かくなって来るようだ。

　柴田は必死の面持ちで手を動かしながら江森を見上げている。その訴えかけるような眼に、江森は切なくなってチャカすように「浩司さん、最高、自分でヤる時はこういう風にやってんだね」と言った。

「……もうッ」

　赤くなって俯くので、そのまま抱えるようにしてベッドに倒れ込む。

「もう大丈夫、準備オッケーだよ、ね？」

　わざと明るく言うと、腰を擦り付ける。すると、

「ウッ……早くッ……中へッ」

　柴田は大声で喘ぎ始めた。そして身を捩って欲しがる。眼は虚ろだ。

「早く……アアッ」

「どうしたの、浩司さんッ」

　江森が驚いて上にかぶさると、下腹をグイグイ押し付けてくる。

「早くッ、早くッ」

「大丈夫だから……」

　抱き締めて背中を摩るが、納得しない。

「ヤダッ、早くッ、入れてくれよッ」

　江森がゆっくり侵入すると、根元まで収まるのを待ち切れず、柴田は自分から強く腰を打ち付けてきた。

「ア……アアッ……ンッ」

　深く飲み込んだあと、しばらく自分で動いていたが、そのうち落ち着いて来たようで、江森の首に腕を回す。

「ああ……お前がいる……」

　動くのを止めると頭を江森の胸に預け、溜息をついた。

「ウン、ちゃんといるじゃない」

「そうじゃなくて……俺ん中にサ……」

　今度は高く腰を挙げて、長い足を背中で交差し、外れないように締め付ける。

「こうやってると……安心する……」

　うっとり江森を見詰めるが、なんとなくまだ焦点が合っていないようで、江森はちょっと心配になっていた。

（なんだかいつもと違う）

　いつもは抱き締めるだけで安心していたのに。

（相沢センセと橋爪センセのことで、相当キてんのかもしれないな）

　思いながら、ゆっくり腰を動かし始めた。あやすように全身を揺らし、両手で腰から脇腹、背中へと摩り上げる。

「……ンッ……ア」

　声が漏れ始めたので、ドキリとして様子を窺ってみたが、ヨガリ声のようで、ホッとしてまた行為を続けた。

「アン……アアッ」

　いつもの蕩けるような顔を見せ始めた。今度はしっかり江森を見詰めている。

（良かった、もういつもの浩司さんだ）

　腰の動きを大きくしてみた。ゆっくりと熱を持った粘膜を抉るように突き、素早く引き抜く。

「ハ……アッ」

　喪失感で柴田はギュッと締め付けてくる。

「いくな……ッ」

　喘いで柴田が下腹を絞ると、粘膜が大きくうねり、江森に吸い付く。

「いいヨッ、浩司さんッ」

　行為を重ねた後の粘膜は、トロけるように熟れていて、すべてを柔らかく包み込む。それでいて適度に心地よく締まり、長く行為を続けるには最適の状態だ。

「浩司さん、最高だよッ、浩司さんのナカ……」

　腰を抱え込んで、強く打ち込み続けた。するとしだいに中の熱が上昇してくる。手を伸ばして下腹を触れてみると、いつのまにか反応していた。

「浩司さん、もうタンク、カラッポじゃなかったの？」

「バ、バカッ、もうッ」

　江森は勃ち上がりかけたモノをそっと大事に扱いた。

「最後に出したの、もうだいぶ前だから、また溜まったんだね？」

　笑いながら、濡れて来た窪みを指で撫でる。

「浩司さん、もう一回、逹かせたげるね？　でも、これで打ち止めだよ、明日、仕事出来なくなっちゃうから」

「アアンンッ……」

　恥じらいながらも、柴田は腰を振って江森の手に自分を擦りつけてきた。

「……五月」

　小さくせがむ声に、江森は応えて手を動かし出す。

「もったいないから、すぐはダメだよ……うんとゆっくり達こうね」

「……ん」

　二人とも小さな不安を抱えながらも愛の行為に没頭していった。





　　　　　　　　　　４




　翌日の月曜日は朝から緊急手術が何件も入り、第２外科は大荒れだった。

　特に昼頃運ばれて来た、工事現場から落下したという男性の症例は、骨盤骨折に腸破裂と膀胱破裂を併発しており、六時間もの長い手術となった。しかも運悪く工事現場は地盤の緩い場所で、ひどい泥沼になっており、その中に落下したというもので、汚れた傷の状態から見ると感染症は免れ得ない。

　術後は執刀を手伝った柴田が担当することになり、一般病棟には移さず、集中治療室で経過を診ることに決めた。

　さらに柴田の受け持ちの土曜日に入院した交通事故後の患者の容体が急変し、これまた集中治療室へと入室させる。腎不全に褐色のミオグロビン尿という症状から、クラッシュ・シンドロームを疑って、内科にコンサルトすることになった。

　クラッシュ・シンドロームとは、筋肉の広範な挫滅のため、腎臓が侵され、血漿交換や人工透析が必要になる病気である。

　依頼を受けて集中治療室にやってきたのは、第１内科の安川という医師だった。丸顔で小さな目も丸く、真面目そうな中背の、三十代前半にしては落ち着き払った印象の男だ。

「あ」

　安川は柴田を見て、身体を固くした。丸い眼を落ちつかなく彷徨わせ、時折柴田の上で留める。

「え？」

　その視線に敵意を感じて、柴田はうろたえた。

（気のせいかな……だって、初対面だし……）

　そのうち、産婦人科の浜野の夫なのだと思い当たった。

（そっか、知ってる人なんだ。こっちが知らんぷりしてたからかな？）

　近づいて、「あ、どーも……いつも奥様にお世話になってます」と、ボソッと言う。すると「あ、ああ」と鷹揚な態度を見せた。

（やっぱ、そうか）

　ちょっと安心する。傍へ行って、患者の説明を始めた。

「えっと……受傷したのは、土曜日の午前二時のことです」

「ああ、そう」

　安川は慌てて柴田の顔からカルテに目を落とす。

「あ、そこじゃなくて前のページです」

　安川の落ち着きのない本当の理由を把握していない柴田は、熱心に話を続け、最後に「宜しくお願いします」と締めくくった。

「俺、これからまたオペに入りますので」

「ああ」

　柴田がＩＣＵを出て行くと、残った安川は、困惑しながら血漿交換の準備を始めた。

（まいったな……不倫か）

　まるでこの場にふさわしくない言葉が、頭の中を駆け巡る。

　実は妻から仄めかされていたのだ、自分の下で働く相沢の妻が三角関係かも知れない、と。

　安川は同じ医局員の先輩として結婚式に呼ばれたので、相沢の妻も良く知っていた。相沢の妻は小柄で可愛らしく、さらりとした栗色の髪を結い上げ、まるで十代の少女そのままといった感じで、とても不倫をするようには思えなかった。

　後輩の相沢は真面目で優しく、評判の男だ。奥さんを不倫に走らせるような要素はまったくない。仕事が忙しいのは医者の宿命だし、自分も女医と結婚しているから、そのことでうまくいっていないとは思えない。

　だとすると、相手が悪いのだ、そう決め込んだ。

（新婚の妻に手を出すなんて、人の道にもとる！）

　新妻を奪うなんて、さぞや厚顔無知の脂ぎってずうずうしくガサツな顔なのだと予想していた。

　安川は人は悪くないのだが、善は美、悪は醜といった固定観念の持主だった。第２外科の柴田という名前は妻から聞いていたが、今さっき顔を見て驚いた。背はそれ程高くないが、均整の取れた細身の身体つきで、眼はやや暗く陰があったが切れ長で美しい。顎はとがって細く、鼻筋もスッキリして、女と言っても通る美しさだ。

　とてもこれでは、鬼畜・外道とは呼べなかった……。

（もうかかわるのは止めよう！）

　ロクなことにならない。妻にもそう言おうと思った。この一件は自分の許容能力を越えていた。









　結局その日は一日中忙しくて、柴田は薫と連絡が取れなかった。術後の患者も容体が安定せず、病院に泊まることに決める。江森あてに留守録にメッセージを入れたあと、念のため眼科と第１内科の医局に電話してみたが、二人ともいなかった。

「なんだ……仲良く帰ったのかな？」

『夫婦喧嘩は犬も食わないって言うじゃないのさあ』

　昨夜の江森の言葉が蘇り、少しホッとした。









　翌火曜日は江森の方が忙しく、夕方には上司から飛び込みの仕事を言い付けられた。

「明日、宇都宮の学会に、手が足りないんだ。行ってくれるか？」

「ハイ、分かりました」

　元気良く返事をした江森だが、「じゃあ今から頼む」と言われ、ウッとなる。

　一昨夜のことが心配で、柴田の傍になるべくついていたかったのだが、仕方がない。

「ごめん、急な出張で帰れないんだ」

　マンションの留守電に入れながらも、江森は不安になっていた。

「夜、十二時にもう一度、電話するからね？」

　十二時以降に柴田に電話することを、江森は極力避けていた。十二時までに柴田が帰っていなければ、それは病院で忙しくしているという意味なのだ。疲れて帰って、やっと寝付いた所を起こしたくない、そう配慮していたのだが……。

　案の定、十二時に江森が宇都宮のビジネスホテルから電話すると、まだ留守電になっている。

（仕方ないや）

　本当は「相沢センセと、橋爪センセはどう？」と尋ねたかったが、それはメッセージに残すのをやめ「お休みなさい、浩司さん、愛してるよ」とだけ入れ、電話を切った。



　数分後、帰って来た柴田は録音を再生してみる。江森の残したメッセージを聞いて、落胆してしまう。

（やれやれ、すれ違いか……色々、話したかったんだけどな……薫ちゃんのこととか……）

　自分の不安を打ち消す為もあって、相沢と薫がうまくいっているらしい、と伝えたい気がしていた。

　一瞬、携帯に連絡しようかと思ったが、

（あいつも忙しいよな……）

　溜め息をつき、メッセージの消去ボタンを押す。

　小さなすれ違いが、後々大変なことに発展しようとは、二人とも夢にも思わなかった。

（こんなこともあるよな……医者同士だったらもっとこういうことあるんだろうな）

　また相沢と薫の顔が脳裏に浮かんだ。

　柴田は一人、冷たいダブルベッドに潜り込む。

　小さな常夜灯だけが点いた薄暗い天井を見上げ、考えていた。

　もう十年近くもこのマンションに一人で住んでいたが、あまり生活臭を感じない。まるで今までどこにも居場所のなかった自分を象徴するかのような部屋だった。

　柴田の育った家は、早く出て行きたいと思わせる場所で、帰りたいと思う所ではなかった。あの冷え冷えとした大きな家と病院の中のどこにも、自分の居場所はなかった。

　母の捨てた家、母に捨てられた自分……父親に出生を疑われ、この家にそもそも来るべきではなかったのだという周りの視線に見下ろされながら、暮らしていた。

　学校にも居場所はなかった。母の駆け落ちした相手は、小学校の自分の担任だったのだから。

　誰もが自分の存在を否定していた。

　中学に上がって、相沢和彦に出会うまで。

　相沢に話しかけられても自分のことを何も知らないせいだろうと、初めのうちは警戒していた。

　嫌な噂を聞かされたら、遠ざかっていくのだろうと。

　ところがあることがきっかけで相沢の心の内を知った。

「っとに暗いんだよな、いッつも」

「あいつはよー、お袋がヤリヤリのインランだからなー、無理ねーよ」

　入学して二ヶ月が経った頃、よくあることで、聞こえよがしに嘲る声に何も言えずに俯いていると、誰かがその連中を教室の隅へ引っ張って行くのが、気配で分かった。

「よせよ、そういうことを言うのは」

　きっぱりした声が背中から聞こえ、耳を疑った。

　怒っているのでもない、穏やかなその声には不思議な説得力があった。

（相沢……？）

　クラス委員の相沢の声は良く知っていた。

　肩越しにそっと窺うと、背の高い青年の整った横顔が目に入った。

（相沢……）

　相沢は凜とした表情で、教室の隅に追い込まれた男子生徒達を見据えている。

「ケッ」

「何だよー」

　相手はブツクサと抵抗したが、どういうわけか喧嘩にもならず、似たようなことが何度かあって、いじめはあっと言う間に激減した。

　相沢にはそれだけの信望があったのだ。

　相沢がいなかったら、あのまま言われっぱなしで、びくびくしていたに違いない。中学・高校は灰色のままだったろう。

（登校拒否だけには、ならなかったろうけど）

　柴田はくすりと笑ってしまった。

　だって家の中の方がよっぽど辛かったからだ。家から出られるというだけで、学校はまだましな場所だった……。

（でも、それはもう昔の話だ……）

　大学に合格して、東京に出てから慣れない生活の緊張や勉強の大変さはあったが、そんなことはどうでもよかった。相沢とともにいられるだけで。

　いつか相沢がだんだん離れていくとしても、今は親友として一緒にいられる。今だけがこうして、かけがえのない時が持てる……それが何よりの喜びだった。

　密かに懐いている気持ちを言葉に出せば友情まで失われる。軽蔑され、嫌われるかもしれない。そうしたら、たった一つの拠り所までが壊れるのだ。

　その恐ろしさを考えては、何度もおののいた……。

（今はもう、そんなことはない……）

　江森は自分から求めてくれた。

（あいつだけだ……）

　江森だけが自分を求めてくれた。

　情熱的に、何にも臆することなく。

「好きです、ずっとこうしたかった」

　江森は暖かい。自分の知らないいろいろなことを知っていて、いつでも受け止めてくれる。「大丈夫ですよ」と言ってくれる優しいまなざし、ぎゅうっと抱き締めてくれる強い腕、広くて暖かい胸……。

（本当に安心する……）

　少し頼り過ぎかな、と思うこともある。でももう、江森なしでは生きられない。付き合っているうちに、ネクラな自分は結局嫌われてしまうのではないかと、最初はずいぶん心配していた。

　これまでには行き違いもあったが、何とか乗り越えてきた。

　江森の腕の中で初めて知った、身も心も蕩けるような感覚、全身で求め合い、気持ちをぶつけて伝え合う、一つになる歓び……。寂しさも不安も、その中で消えてしまう。

（……ちょ、ちょっと、行き過ぎかなと思うこともあるんだけどー）

　様々な嬌態を思いだし、柴田は一人で赤くなった。

（いいんだよな、だって恋人同士なんだから、これぐらいするの普通だって五月が言っていたもの）

　真面目に一人で頷く。

（五月は経験豊富だし、常識あって、いろいろな事、ちゃんと知ってるんだから。五月が普通だって言うんだから）

　これからもあいつが女性にもてるだろうと思うと、今でも本当は少し心配だけど、

（でも大丈夫、一緒に住んでるんだから）

　そう、二人は家庭を持ったのだから。

　今、自分には『早く帰りたい』という所がある……本当の家庭は今、手に入ったのだと思う。それはこの部屋、というより江森の胸の中だった。

（これが……本当の家庭ってもんなんだ……）

　暖かく広い胸の中を思い出し、柴田は笑みを浮かべる。

　今はたった一人で冷たいベッドの中だが、明日になればあの胸の中へ帰れるのだ。

（五月も俺ん中に帰りたいって思ってくれてるといいな……）

　そう思いながら、眠りに落ちた。
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　翌日、柴田が手術に入ろうと準備をしている時、手術室の看護師が柴田を電話口へと呼んだ。

「相沢先生からです」

　手を消毒しようとしていた柴田ははっと動きを止める。慌てて電話口へと駆け寄った。

「あいざわ？」

　すると「私」とか細く帰ってくる。

（そっか、薫ちゃんもう橋爪先生じゃないんだもんな）

　まだ「相沢」の名に反応してしまって胸の高鳴りを覚える自分を柴田は苦々しく思った。

（で、でも今は五月なんだからっ）

　急いで胸の中で弁解をする。そして「どうしたの？」と優しく尋ねた。

「あの……相談したいことがあるの」

「ごめん、薫ちゃん、これからオペだから、終わったらすぐ電話するよ」

　薫は小さな声で「うん、待ってるから」と答える。

「医局にかければいい？」

「ううん……」

　しばらく黙っているので、柴田はなんだか不安になった。

「じゃあ、どこ？　喫茶店かなんかで待ち合わせる？」

「あのね、誰もいない所がいいの……」

　柴田はなお心配になった。すぐにでも会いに行きたかったが、仕事場を離れる訳にはいかない。

「じゃあ、駐車場にしようか。一時間後に」

　柴田は手術が終了すると看護婦に術後の指示を出し、手術着の上に白衣を引っ掛けて、急いで地下の駐車場へ向かった。

　まだ約束の時間には早かったが、行ってみると薫は指定の場所で既に待っていた。

（ひょっとして……電話してからずっと待ってたのかな？）

　悪阻がひどいと聞いていたが、薫の顔は青白く、また痩せたように見える。ブルーの水玉のブラウスにゆったりとした紺のスカートを履き、その上から白衣を着ているのでそれ程目立たなかったが、柴田には分かった。薫も十年近く自分の側にいて、相沢の次に大事な友人だった。そして、母親を除いては一番愛している女性なのだ………。

「薫ちゃん！」

　何だか自分の母親の顔が重なって、胸が苦しくなる。傍へ駆け寄ると肩にそっと手をかけた。

「……柴田クン、ごめんね……」

「どうしたの？　薫ちゃん、相談って……」

　薫はじっと俯いていたが、決心したように顔を上げた。

「あのね、赤ちゃんのことなの」

「ああ、赤ちゃんのことかぁ！」

　柴田はにっこりする。

（赤ちゃんのことで相談なんて、もうお母さんなんだな）

「なあに、名前のことかい？」

「ううん……」

　薫はじっと柴田の顔を見詰める。

「違うの……赤ちゃん、堕ろそうと思うの」

「エ、エエッ！」

　見詰める薫の目からは涙がはらりとこぼれた。

「バカッ！　そんな気ないくせに、んなコト、言うなよッ」

「だって……和彦さん……」

　薫は両手で顔を覆い、細い肩を震わせる。

「結婚前にデキた子じゃ……責任もてないって……」

「ウソだろッ！」

　終いまで聞かず、柴田は大声で叫んだ。

（んなこと……信じられない！）

　優しい相沢がそんなことを薫に向かって言うなんて！

　柴田は全身が冷たくなった。

「そんなことッ、よくもッ」

　薫をギュッと抱き締める。

「俺、言ってやるッ、あいつにッ、絶対、そんなことないッてッ」

　薫が声を殺して泣き続けるので、柴田は胸がつぶれそうになった。抱いたまま、「薫ちゃん、大丈夫だ、俺、言ってやるよ！」と何度も言い聞かせる。

「泣くなよ、俺が何とかしてやるよ！」

　ふと、薫の身体が重くなった。グッタリと柴田に体重を預けている。

「どうしたの？　薫ちゃん？」

　抱え上げると顔色は真っ青で、ほとんど意識がない。

「薫ちゃんッ」

　大声を出すと、僅かに眼を開けた。

「あ……」

　見ると、出血している。

「大丈夫、すぐッ、診てもらうからッ」

　横抱きにして両腕に抱え上げた途端、

（……え？）

　あまりの軽さに驚いた。薫を抱いたのは初めてだった。女の子がこんなに柔らかくて軽いとは思わなかった……。

「薫、しっかり！」

　名を呼びながら階段を駆け上がり、一階の救急室に飛び込む。

「誰かッ、産婦人科の先生を頼むッ」

　部屋のあちこちにいた看護婦達が駆け寄って来た。









「切迫流産よ。でもまだ、胎児心音もしっかりしているし、子宮口も開いていないから大丈夫」

　主治医となった安川が、ベッドの脇でニッコリ安心させるように薫に笑いかける。しかし薫は固い顔を崩さず、すぐ眼をつぶった。

　安川はホーッと溜息をつくと、点滴の速度を少し早めた。

「少し、眠った方がいいかもね……」

　緊急で入院したので、個室しかとれなかったが、これから柴田に色々話したいことがあったので、ちょうど良い。そう安川は思い、離れたところで見守る柴田の方へやって来た。

「相沢は？」

「出張中で、もうじき戻って来るそうよ」

　薫が寝入ったことを確かめると、安川は柴田に「薫ちゃん、堕ろせって言われたんですって？」と尋ねた。

「……ウン」

　柴田は暗い眼をベッドに向ける。

「俺……信じらんない……そんなこと……相沢が言うなんて……でもこないだの夜、同じようなこと言ってたんだ、いらないって言われたって」

　安川は肩を落とし、目を伏せた。

「あたしのせいかも」

「え、えっ？」

　安川は唇をわななかせながら続ける。

「ほら……亭主がサ、第１内科なのヨ」

「ウン、知ってる、こないだ会った」

「……言っちゃったの、あたし……柴田君のこと」

「……俺の？」

　柴田にはまるで通じていない。全くの誤解だったのだと、安川には、今、良くわかった。

「薫ちゃんが一番初めに好きだったのは、柴田君だって」

「ええッ」

　柴田は初めて聞く話に頭の中でぐるぐると渦が巻くようで、もう少しで倒れそうになった。傍に置いてある椅子に倒れ込む。

　薫は小学校から私立の女子校だったので、医学部に入学したときは周りの男達に圧倒されているようだった。偏差値重視の受験戦争を勝ち抜いて医学部に入学して来た二十歳前後の男達はプライドが高く、優しさや気配りという言葉からははるかに遠かった。同世代の男性と付き合う機会がなかった薫にとってはエイリアンのように思えたのかもしれない。

　初めに親しげな口をきいてきたのは、薫の方からだった。

　階段教室でいつも一人離れて座っている柴田の隣に、ある日、偶然薫が席を取ったのだ。

　必要最小限の口しかきかず、会話の弾まない柴田は、却って薫には楽だったのだろう。そのうち薫は、自分から柴田の隣の席に座るようになった。

　薫も女の子にしてはあまりお喋りではないので、柴田もノートを見せろなどとうるさく言う男よりはずっとまし、と思い、そのままにしていた。

　そうやって一ヶ月も経った頃、初めて薫に誘われて、休み時間に自販機で缶ジュースを買って一緒に飲んだ………。

　考えてみれば、ネクラで大人しく、ナイーブな柴田は、そもそも男性的な要素をあまり持っていないわけだから、薫が安心して喋れる唯一の男だったのかもしれない。

　柴田もどこかにいる筈の妹の替わりを手に入れたような気がして、親切にしてやっていた。薫にとっては、柴田は初めて付き合う異性だった。でもそれは、今にしてみれば男トモダチ未満だったのだが……。

　初めから薫は年上の安川に、色々相談していたらしかった。

「でも、柴田君は、妹みたいにしか見てくれないって」

　薫の気持ちには薄々感づいていた所もあったが、気付かない振りをしていた……自分は女には欲情しないのだから、薫に応えられるわけがない。そのうち、相沢と三人でグループ交際するようになった……そして……。

「ウチの亭主が相沢君にそのこと、漏らしたの」

　安川は泣き始めた。

「あたしが馬鹿なこと、言ったから、相沢君は誤解して薫ちゃんを責めたのよ、きっと！あたしのせいだわ、何もかも！」

　それは違う、と柴田は思った。

（相沢だって、人の噂や中傷を鵜呑みにする程、馬鹿じゃない。俺の時だってそうだったんだから）

　結婚式の前、薫に相談を受けたことを思い出す。

（薫ちゃんはなんて言ってたっけ……）

　そう、確か、相沢が「僕でいいのか」と薫に尋ねたと聞いた。薫は相沢に別に好きな人がいるのではと不安がっていたが、あれはそういう意味だったのだ……。

　相沢はきっと最初から、薫が柴田を好きだということに気付いていたに違いない。

　そして、柴田が全くその素振りを見せないので、薫は次第に優しい相沢に惹かれるようになったのだ。

（相沢は優しくて、男らしくて、ハンサムで、俺だって好きになるくらいだ……薫が惹かれるのも当たり前だ……でも……）

（相沢にしてみれば、俺の替わりって思ったかもしれない……）

「僕はどうせ、替わりだもんね！」

　苦しそうに叫んで、自分を引き裂いた江森の悲しい眼が浮かんできた。

　あの時柴田は激しく犯されながら、江森が柴田を愛するあまり苦しんでいることを感じとった……。

（なんてこった……）

　今は相沢と薫の苦しみが理解出来る。

（……俺って、バカみてー……）

　自分が一番、かわいそうなヤツ、とか思ってた……世界中で一番、自分が不幸だッて思ってたんだ……ほかの人の苦しみも知らないで。

「安川さんのせいじゃない」

　顔を上げて、きっぱりと柴田は言った。

　結婚式の前、苦しい心の内を知られたくなくて、柴田は相沢を避けた。徹底的に。

　一方、薫は相沢の不信感を感じ取って、柴田と会いたがった……他愛のない話題だったり、新婚生活の相談だったり。薫と会うのも辛かったが、妹のように可愛がっていた薫の頼みを無下に断る訳にもいかず、柴田は求めに応じて頻繁に会ってやっていた。時には薫が夜遅く、柴田のマンションに訪ねて来る時もあったのだ。相沢の疑惑を助長したのも無理はない。

「安川さんが言う前から、相沢は知ってたと思う。俺はそんなつもり、全然なかったけど……でも、誤解されるようなとこ、あったんだ、きっと。安川さんのせいじゃない。これは俺のせいだ」

　柴田は心を決めた。

「俺が悪かったんだ。ちゃんとしなかったから」

　母親に捨てられて、親友は愛してくれない、だって？　被害者ヅラして俺だって、ヒトを傷付けてたんだ……。

　言わなきゃいけない……相沢に。一番知られないようにしてたことを。

　柴田は安川が病室から出て行った後も、一人残って薫の顔をずっと見詰めていた。









　青い顔をして相沢が病室に到着したのは、もう八時過ぎだった。いつもは優しく細められている眼も、緊張のあまり見開かれており、汗で滑る銀縁の眼鏡を気ぜわしげに何度も押し上げる。真ん中分けの髪は走って来たためか、クシャクシャだった。

　柴田の顔を見るとビクッと身体を震わせたが、大股で脇を擦り抜け、ベッドに近付く。スラリとした長身を屈めて枕元に顔を寄せ、「薫」と優しい声で呼んだので、柴田は涙が出そうになった。

（やっぱり、相沢はまだちゃんと薫を愛しているんだ……）

　薫はまだ安定剤のせいで眠っているようで、反応はない。

「薫？」

　もう一度呼んで相沢は諦め、柴田を振り返る。

　こちらに物問いたげな視線を投げ掛けるので「切迫流産だけど、今んとこ、大丈夫だって」と柴田は言葉少なに伝えた。

「良かった……」

　相沢は心からホッとした様子だった。

　柴田はその顔を見詰める。

「……相沢……俺、話があるんだ」

　相沢は眼をそらし「あとにしてくれないか」と言う。

「今じゃなきゃ、ダメなんだ！」

　柴田はきっぱりと言い、傍へ行って相沢の顔を見上げた。　　

「……わかった」

　相沢は太い眉をわずかにひそめ、手に持っていたカバンをソファに置いた。

　柴田は白衣を脱いでスーツのジャケットを着込み、相沢の前に立って歩きだす。相沢も黙って柴田の後をついて病室を出た。

「どこへ行くんだ？」

　そう相沢が言うのを、柴田は黙ったまま前を歩いて行く。病院を出て五分程歩き、近くのファミリーレストランに入った。

「ここで話すのか？」

　喧噪の中を席に案内され、相沢は怪訝な顔をする。

「うん、ここの方がいい」

　却ってザワザワと人が多いところを選んだのだった。何かとんでもないことをするかもしれない……気持ちが高ぶっているので、柴田は自分でも行動に責任が持てなかった。こういう所なら人の目を気にしてあまり変なことはしないのではないか、そう思っての選択だった。

　コーヒーが来ると、柴田はスプーンでかきまぜながらじっと相沢を見詰めた。

「……俺、お前に打ち明けることがある」

　相沢の眼が伏せられた。ギュッとテーブルの縁を掴み「僕の知ってることか？」とポツリと言う。何がいいたいのか、予測はついている、そういった態度だった。

「ううん……お前の知らないことさ」

　カップを持ち上げて一口、コーヒーを飲むと、柴田は一気に言った。

「俺、女は愛せない身体なんだよ」

「え？」

　初めは聞き返したようだったが、「えっ」と次に驚いたような声を出し、顔を上げた。柴田は真っすぐ相沢の顔を見ている。気迫のこもったその表情に、相沢は息を呑んだ。いつも伏せられがちな暗い陰のある眼は、今は強い意志の光が宿っている。キッと結ばれた唇も、細い顎も形の良い眉も、目を奪われるほど美しく見えた。何か、自己を犠牲にするといった崇高な感情が、内部から輝きを与えているのかも知れなかった。

「そうなんだよ……俺は男しか愛せない。もうずーッと前から」

　相沢は言葉の意味を反芻する。

「それって……ホモセクシュアルってことか？」

「まあな……だから」

　相沢の眼を見詰めた。

「そういうことなんだ……薫ちゃんを責めないでくれ」

「アッ」

　何故柴田がそんなことを言い出したかわかり、相沢は大声を出した。

「……あれはお前の子だよ……だって俺は女とはデキないんだからさ……」

「……柴田ッ」

　相沢が絞り出すような声で続けようとするのを手で制し「最後まで言わせてくれよ」と言う。

「俺……親父から、自分の子じゃないって責められて……親子鑑定を受けて……99％、ホントの子って言われても……それでも……残りの１％があるって……ずーッと、お袋が駆け落ちしてから言われ続けてたよ……男はサ、自分の子じゃないッて疑ぐること、あると思うよ……だから……幾ら、薫や俺が違うって言っても……お前がちょっとでも疑ったら……生まれて来る子は俺みたいに……」

　そこまで言うと、苦しくなって下を向いた。必死で言葉を絞り出す。

「……すごく……辛いと……思うよ……けど……俺が女と出来ないって分かれば、お前も納得するだろ？」

　相沢は苦しそうな顔をして、テーブル越しに手を伸ばし、拳を握り締めている柴田の手を包んだ。

「ゴメン……柴田！」

　ぐっと力を込める。大きな暖かい手だ。

（ああ……昔と変わらない……あの手だ）

　柴田は胸が詰まった。

「僕……お前のこと、追い詰めたんだね……そんなことまで、言わせるなんてッ！」

「……ンなコト、ねーよ」

　柴田はニッコリ笑って見せた。相沢はまさか柴田が自分のことを愛し続けていたとは気付いていないようだった。それでいい、と柴田は思う。これ以上、相沢を追い詰めたくなかった。それに、柴田には今、江森がいるのだから……。

「それより……俺のこと、嫌いにならないでくれるか？」

「エッ、何で？」

「……ホモとか嫌いじゃねーか？　気持ち、わりーだろ？」

「バカいうなよ！　そんなわけ、ないだろう！」

　相沢は優しく柴田を見詰める。

「ずっと、今までだって、これからだって、一緒だよ、三人ともね」

「……ウン」

　相沢の手を握り返した。

「……俺さ……今、好きな奴と棲んでるんだ」

「エ？」

　相沢は驚いて柴田の顔を見る。

「お前らにアテラレちゃってさ……俺、こー見えても、お前とおんなし、新婚ってのかな？」

　わざと明るく言ってやる。

　相沢はつられてニッコリした。

「好きな奴って、男だよ、もちろん？」

「ああ、分かってるよ」

「……だな」

　しばらくじっと見詰め合った。

　お互いに知らない間に傷付け合っていたのだ。何もかも前と同じというわけにはいかないにしても、多分……またやっていけるという確信が二人にはあった。だって十四年間もずっと一緒だったのだから……。









　病室に戻ると、安川ともう一人、指導医の医者が二人で暗い顔をしている。相沢が驚いて「どうしたんだ！」と駆け寄ると、安川が「血圧が出ないのヨ」と答える。

「ええっ！」

「６０の３０」

　普通は上が１２０、下が８０だから、これではショック状態と言っていい。

「それに出血が止まらない。止血剤を点滴してるんだが」

　指導医が言う。

「赤ちゃんは？」

　柴田が口を挟んだ。

「今のところ、胎包も胎児心音もしっかりしてるけど、もしかしたら……手術になるかもしれない」

　相沢は真っ青になった。

「念のため、輸血のオーダーしておくわ」

　安川も付け足した。

「そんな……」

　相沢は呆然自失で動けない。かわりに柴田が「じゃあ、俺、交叉適合試験クロスマッチ用の採血、するよ」と言って、急いでナースステーションから採血用具を持って来た。

「相沢ッ」と声をかけるが、傍で薫の手を握ったまま動こうともしない。

（仕方ないよな……身内って、ダメなんだ……）

　薫のか細い腕に駆血帯を巻き、採血すると、アルコールを浸した脱脂綿で採血部位を圧迫し、しばらく押える。

　絆創膏を貼ろうと押えていた綿をとると、

(アアッ) 

　柴田は声を上げそうになった。普通だったらしばらく押えていればちゃんと止まる筈なのに、ジワジワと血が流れ出す。

　ギュッともう一度押え、またはずして見ると、やはり止まらない。

（もしかすると……）

「相沢ッ、ココ、押えてろッ」

　相沢に出血場所を押えさせると、再度ナースステーションから器具を持って来た。そして相沢に「プレショックのＤＩＣかもしれない」と告げた。

「ＤＩＣ！」

　さすが内科医だけあって、医学用語には反応した。「血小板と、凝固系、ＦＤＰ、至急で調べてくれ」と言う。

「わかってるって！　外科もそれ程、バカじゃないぜ！」

　緊張をほぐすために、わざと軽口をたたいてやった。

　ＤＩＣとは重篤な病気の一症状として現れるもので、全身の血液が固まり易くなる。血管の中で血が固まり、たくさんの血栓が出来て身体中の臓器を侵し、放置すれば死に至る。

　血の塊がたくさん出来る結果、反対に血小板などの血を止める作用のある物質が不足し、表向きは逆に血が止まらないように見えるのだ。だから治療法は血が止まりづらく見えるにもかかわらず、血を固まらなくする作用のある薬を投与しなくてはならない。

　この場合、薫には止血剤が投与されているので、もしＤＩＣならまったく正反対の治療に切り替えなければならないわけだった。

　柴田は採血し直し、自分で走って中央検査室に運んだ。

　ナースステーションで待ち構えている二人に、すぐ電話で折り返し結果が伝えられる。

「血小板３万、ＰＴＴ３０％、ＦＤＰ６４０倍、やっぱりＤＩＣだ」

　柴田が言うと、

「ヘパリンとＦＯＹ、用意してくれ」

　相沢もやっと医師らしく反応し始めた。

　薬物の量が多すぎると、今度は胎児に影響が出てしまう。胎児モニターをつけ、胎児の心音を確認しながらの治療になった。ヘパリンの量が増やせないので少量の血小板輸血も平行して行う。

　時間をおいて採血し、不足している血小板が増加して来るかどうか調べた。三度目の検査でやっと血小板が十三万に増え、普通の人並みの値に回復してきた。

「良かったな……」

　柴田は相沢の肩を叩いた。安川も「子宮からの出血が止まったわ」と確認する。

　血圧も上が９０、下はまだ４０と低かったが安定してきた。とりあえず、落ち着いたようだ。

　柴田はホッとして椅子に倒れ込む。ふと腕時計を見ると、

（いけねッ……もう三時だッ）

　江森に連絡するのをすっかり忘れていた。留守電に入れる暇もなかったのだ。

（まー仕方ないか……もう寝てるだろうし。起こすのも悪いや……こんな時もあるよな……）

　マンションは病院から歩いて十分だから、今から帰ってもいいのだが、

（相沢だって、疲れてるよな）

　相沢はさっきから身じろぎもせずに、ベッドサイドにしゃがみこんで薫の手を握っている。見ているとなんだかちょっと、胸が苦しくなってきた。

（でも、俺には五月がいるもんな……俺も五月が病気したら、ずっと傍についてるだろーな……）

　江森の優しい顔が浮かんで、目頭が熱くなる。

（五月がいなくなったら、俺、もー死んじゃうかも……）

　相沢の傍に行くと「二時間、寝てていいよ、交替、しよう」と声をかけた。





　　　　　　　　　　６




　江森はその日、文字通り朝から晩まで働きづめだった。

　昼過ぎに学会の手伝いが終わると、とんぼ返りでＪ医大へと急ぐ。昨日から数えると実働四十時間にもなる。しかも今日はＪ医大の耳鼻科が主催する、地元の開業医との懇親会の手伝いという大仕事なのだ。

　特に今日の懇親会は、接待相手がいつも担当で廻っている開業医の医師達なので、色々気を使う。とても一人では対応出来ないので、同僚の佐々木に手伝いに来てもらうことにした。

　佐々木は社では二年先輩で、江森より10㎝程も背は低いが、骨太で体格がよく、顔もはっきりとした作りで、押し出しは立派だった。頭の回転の早そうな生き生きした切れ長の眼に、黒い縁の眼鏡をかけている。年齢は五歳上ということもあり、江森の上司といってもおかしくない風貌だが、要領を心得た男で、江森をうまく立てながら補佐してくれた。

　八時過ぎ、なんとか会場の片付けが終わり、病院を後にした。

「ありがとうございます、お疲れ様でした」と言うと、「あれ、メシは？」と聞く。

　柴田からの連絡はなかったので、江森は考えた末、「別に……予定ないです」と返事をした。

「じゃー、一緒に食おう」

　愛妻家の佐々木で通っているので、江森は驚いた。

「佐々木さん、家で食事、されないんですか？」

「今日はナイ日なの。俺んち、共稼ぎだから、家で食べる日は曜日を決めてるんだ」

「へぇ……」

　その答えに江森は感心してしまった。

（そっかぁ……そうだよね……奥さんも働いてるんだから、今から食事、作らせるの、大変だものね）

「それじゃあ、ぜひ、ご一緒に！」









　二人はいつも利用する近くのファミリーレストランに入った。

「ステーキセットと生ビール！」

「僕も同じの、で、ライスは大盛りでね！」

　健啖家の江森に、佐々木は苦笑する。

「俺も本当は大盛りにしたいんだけどさ」

「何でなさらないんですか？」

　大盛りライスをフォークでせっせと運びながら、江森は疑問を口にする。

「カミサンに、太るからって厳しく言い渡されてんだよ」

「佐々木さん、偉いですねー、奥さん思いなんだー」

　食べながら、江森はまたしても感心する。

「えっ、なんで？」

　一瞬、ダイエットと奥さん思いが結び付かず、佐々木は怪訝な顔をする。

「いえ、食事のことですよ。曜日を決めてるなんて、すごいなー。共働きって、たいてい奥さんが家のコトも会社のコトもやってて、大変っていうじゃないですかぁ」

「結婚した時からの約束だから」

　佐々木は事もなげに言う。江森はますます感心してしまった。ついまた相談したくなって、「あの……ちょっと聞いていいですか？」と尋ねると、「なになに、何でも聞いてくれッ、俺は人生の先輩だぜッ」とひどく嬉しそうな顔になった。

　実は飲み仲間から『江森のことを聞き出せ』と、指令を受けていたのであった。

　先日、江森が突然同棲に踏み切った時は皆、のけ反って驚いた。男の医者とデキていると知らされた時もタマげたが……同棲となると、『こりゃ本物だ』というわけだった。

「佐々木さん、奥さんにヤキモチ、妬いたりしません？」

「はぁ？」

「だって、奥さん、会社勤めで、ほかの男の人と話したりするでしょ？　嫉妬とかしないんですか？」

　こいつはまるで恋愛の直立猿人だと佐々木は思った。まだまだ現代人に進化するための道は遠い……。

「あのなー、嫉妬とかヤキモチってな、恋愛とは切っても切れないもんなんだぜ？」

　ビールを煽り、ステーキを切りながら佐々木は言う。

「そうなのかな……だって、ヤキモチとか、妬くのって、みっともないと思いません？」

「人間なんて、みっともないイキモンってことよ」

　肉を口に運びながら、佐々木は続ける。

「そもそも、人間の三大欲望なんて、みんなみっともないぜ？　睡眠欲、食欲、性欲」

　そう言われればそうかもしれない。

「セックスだって、人前でしちゃいけない恥ずかしいことだし、俺なんか、人前で、物、食うのも恥ずかしいぜ？」

「ええ？」

　江森はあっけに取られて、肉を切るナイフを途中で止めた。

「だって、食えば出るんだ。入れるトコロと出るトコロは直結してるんだからさ」

　佐々木もけっこう変わった奴であった。

「俺、テレビなんかで、可愛い顔の女優とかが、ものを食うレポートしてんの見ると、よく恥ずかしくないかなって、思うぜ？　食ってるトコ、映されてさー、出るトコの逆回しだぜ？」

「うーん……」

　すごい論理であった。

「だからさ、みーんな生きる行為は恥ずかしいもんなんだよ」

「恋愛もですか？」

「そういうコト」

　嫉妬やヤキモチが恥ずかしいのは当たり前ということか……先輩の佐々木の言葉に「そうかー」と江森は納得する。

「それにな、嫉妬やヤキモチがある間は、恋愛してるッてことだよ、それは。しなくなったら終わりなのッ、両方とも適度に妬き合ってる、これがいいのよ」

　グイとビールを煽り、「大ジョッキ、お代わり！」と叫ぶ。

　柴田もそういえば、ヤキモチを妬いてくれる。この間レストランで、藤谷に妬いてくれた……ということは、二人で妬き合っているのだから、すごく恋愛してるのかもしれない……江森は少し心が軽くなった。

　食事を終えてレジへ行くと、佐々木が「俺の方の経費で落とすから」と申し出てくれる。

「すみませーん」

　佐々木が領収書を切ってもらっている間、店内を見回していた江森は、心臓がギュッと鷲掴みにされたように感じた。

　隅の席に相沢が座っている。

　ひょいと首を伸ばして確認すると、向かい合っているのはなんと柴田だった。

（え？　えっ？）

　相沢は優しそうな眼で柴田に微笑みかけ、手を伸ばして柴田の手に重ねる。そして何か言ってギュッと握り締める。柴田の方も握り返していた。目はじっと相沢に注がれているようで、心なしか頬も赤い。

（ウソ……だろ……）

　走り寄って「何をしてるんだ！」と怒鳴りつけたくなる衝動をぐっと堪える。唇を噛み締めると背を向け、店の外へ出た。









　佐々木には上の空で別れを告げ、一人で歩きだす。

　知らない間に繁華街へと足が向いていた。まだ宵のうちという時間帯で、サラリーマンやＯＬの姿で、飲食店は混んでいる。戸口に出たグループは大声で次に行く店の相談をしていた。

（近くの飲み屋で、つぶれるまで飲んでやろうか）

　一瞬思ったが、寸前で止めた。

（いや、今頃浩司さん、帰ってるかも知れない）

（そうだよ、久しぶりに会って、ちょっと話をしてただけだよ！　相沢センセは別の病院に出張中だから）

　頭では解っている。柴田にとって相沢がどんなに大切な友人かということは……。

　たった一人で寂しい少年時代を送っていた柴田の、唯一の心の支えだったのだもの。

（単なる友人で、恋人じゃなかったんだから）

（恋人は僕一人だもの！）

　自分に言い聞かせ、混んでいる歩道を、人込みをかき分けながら歩く。

（きっと今頃、帰ってるよ！）

（うん、そうして「お帰り」って言ってくれる！）

　ふいにあるシーンが脳裏に蘇った。

　………あの同じファミレスで、柴田が俯いてシートに腰掛けている。

　その脇で相沢和彦が身を屈め、優しく柴田に何か話しかけていた。

　そう、柴田と知り合ってすぐの頃。

　あの時は柴田が相沢を愛しているなんて、想像もつかなかった。でも今にして思えば、あの時柴田はひどく切ない顔をしてたのだもの。その場ですぐ気が付かなかった自分は、鈍いくらいだ……。

　今しがた相沢を見詰めていた柴田の顔は、なんだか光り輝いているみたいに綺麗で眩しかった。

（あんな顔……僕にだって見せたこと、ない）

　そう、あんな綺麗な柴田は初めて見る。

　柴田のことはすべて知っていると思っていたのに……。

　どんな表情も全部自分一人のものだと思っていたのに……。

　ネオンや店の明かりに照らされたアスファルトの歩道に染みが幾つも現れるのが、俯いている視界の中でふいに目に入った。ぽつぽつと背広の肩に雨垂れが当たる。

　驚きというよりも浮き浮きした女性の嬌声が、そこここから上がった。連れの男達は、嬉しそうに背広や鞄で雨粒を遮ってやったり、近くの店で雨宿りをと誘ったりしている。急な雨さえ、恋人達には愛を感じるサインになるのだ……それなのに、今の自分は……。

（泣きっ面にハチって奴かな）

　江森は雨に濡れるのもかまわず、ひたすら歩き続けた。

　マンションに戻り、エントランスで見上げると、まだ柴田は帰っていないとみえ、部屋の灯は付いていない。胸の中にまたもやドロドロとマグマのような熱塊が込み上げる。感情が爆発するのを鎮めようと、必死で頭を巡らせた。

（いや、もう寝てるのかも！）

（それとも、ちょっと遅くなるって、伝言が残ってるかも知れない！）

　ひとけのない寒々とした部屋に入り、走って電話に近づいた。

　留守録には何も入っていない。

　暗い怒りが身体中から噴き出しそうに感じた。疲れも手伝って、思考は堂々巡りを繰り返す。

（僕に内緒で会ってるなんて……）

（今までもそうだったのかもしれない）

　同じ職場の二人が、自分の知らない所でいくらでも会えるという事実を突き付けられ、何もかも信じられなくなりそうで怖かった。

（なんでもないんだ、ただ、話してるだけだ）

　自分で必死に言い聞かせた。

（これくらいで妬くなんて）

　相沢がまさか薫から柴田に乗り換えたとまでは、思わなかった。

　そうじゃないのだ……柴田の心に相沢がいるということが問題なのだ。江森が一番好きと言ってくれているのに、まだ足りない。

　ついこの間、柴田が自分を一番好きと言ってくれたときは、すっごく嬉しくって、それだけで満足してたのに。自分の貪欲さが醜く、辛かった。

　初めのころなんか、ちょっとでも好きでいてくれればそれでいいと思っていたのに、どうしてこんな傲慢になったのだろう……今は江森が一番で、しかも江森だけを思って欲しい。相沢のことを柴田の心の中から追い出さなければ、満足出来ないのだ。

　そんなことは不可能で、それを望む自分の身勝手さも十分わかっていた。それでも……やっぱり嫉妬を抑えることは出来なかった。

　相沢が心の中にいる間は、安心出来ない。だって、もし相沢がたとえ薫を捨てなくても、柴田に手を出せば、柴田は求めに応じてしまうかもしれない……。

（不倫ってことも、あるかも知れない！）

（奥さんとうまくいってない時に、気晴らしに浮気しちゃう男の人って、いるじゃないか！）

　そんなことはあり得ないと頭ではわかっていたが、どうしても不安が拭いされなかった。

　端正で知的な相沢の顔が眼に浮かぶ。スラリとした長身、男らしい太い眉、優しい眼差し……優秀な医者として皆の称賛を受け、柴田の隣に立つ男として、これ以上相応しい人間はいなかった。どう頑張っても、自分はあの男の足元にも及ばない。

　さっき二人は手を握り合っていた。

　ただの仕事の打ち合わせの話をしていたとはとても思えない。席は遠かったが、相沢の表情は優しく、柴田を大事に思っていることははっきり伝わって来た。

（相沢先生の方は、友達のつもりでも……）

　あんなに優しくされたら、柴田の気持ちが揺れ動くことはないのだろうか。本当は好きだった、と何かの機会に告白するかもしれない。それを知ったら相沢はどうするだろう……。

（もしその時に、奥さんとうまくいってなかったら……そしたら）

　また元の考えに戻ってしまう。

　何といっても、二人は何度でも会う機会があり、当直や学会出張で一緒に泊まることだってあり得るのだ。

　たとえ柴田の気持ちを知って、すぐ恋人同士にならなくても……一緒にいる時間が増えるにつれ、気持ちが近づくことぐらい、あるかも知れない。そして、ふとしたことをきっかけに……。

　ふいに相沢の身体の下で歓喜の声をあげる柴田の姿が脳裏をよぎり、江森は呻いて唇を噛み締める。うっすらと血の味がして、ハッと我に返った。

（そんなこと！　ぜったい……嫌だ！）

（浩司さんが……他の男となんてッ）

　まともな経験のなかった柴田に、肉の悦びを教えたのは自分だった。今はもう、江森の指先一つで柴田の肉体は官能の扉をやすやすと開く。冷静で腕の立つ外科医として知られている普段の姿からは、想像もつかないほどの嬌態を見せるのを知っているのは、江森ただ一人なのだ。ほんの僅かな愛撫でもう身を捩り、眉根を寄せて甘く喘ぐ……そして、蕩けるような淫らな目付きでねだり、自ら足を開きさえする。

　誰も知らない江森だけの柴田の姿なのに……どうしても我慢ならないのは、江森が一番好きなあの時の顔を、自分一人のものだったあのイク時の顔を、相沢にも見せるのかということだった。その情景を想像すると、身体中の血が熱く泡立ち、反対に頭の芯は冷たくなっていく。

　が、どんなに辛くても柴田を失うことだけは嫌だった。拳を握り締め、涙を堪えた。

　リビングのソファに腰を下ろし、柴田の帰りを待ち続ける。

　電話機は沈黙を保ったままで、ガラス窓を叩く激しい雨音だけが聞こえる。

　やがてその雨足も遠のき、小鳥のさえずりが始まる。

　夜が明けたのだ……。
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　次の日の昼、仕事が一段落したので、柴田は薫の病室を見舞いに訪れた。

　夜の間ずっと降っていた雨は止み、からりとした天気に、昨夜は暗い穴蔵のようだった病室は光に溢れている。何人かの友人が既に花を届けてくれたので、花瓶に生けられた薔薇やカトレアなどが雰囲気をいっそう明るくしていた。

　ベッド脇には相沢が安心した表情で付き添っていて、柴田に向かって親指と人差し指で丸を作った。

　薫はウツラウツラしていたが、柴田が「薫ちゃん」と呼びかけると、眼を開いてニッコリしてみせた。まだ口をきく元気はないようだったが、危機は脱したのだった。

「良かったな……あまり長居すると、疲れさせちゃうから」

　そう言って柴田が帰ろうとすると、「僕も、そろそろ」と相沢が椅子から立ち上がった。　相沢は一緒に病室を出て、柴田の肩に手をかける。

「柴田、ありがとう」

「エッ、俺、何もしてないぜ？」

「だって、お前がＤＩＣって気がつかなきゃ……」

　柴田はそっけなく相沢の言葉を遮る。

「なに言ってんだよ、血ィ止まんねーんだもん、誰だって気がつくよ？　治療したのはお前じゃないかよ、俺は見てただけだ」

　相沢は微かに笑って肩をポンと叩いた。一旦言い出すと聞かないのだと思いだし、「そうだね」とだけ、返事をした。

　そして、「薫には、全部僕が悪かったって謝ったよ」と言う。

「薫ちゃん、許してくれたか？」

「ああ」

「甘いのなー」

　柴田はわざと呆れたように言う。

「俺なら、許さねーな」

　自分もすぐ江森を許してしまうのを思い出し、何だか身に覚えがあるので、ボソッと付け加える。

「けど、すっごく好きって証拠かもな、すぐ許しちゃうのは……」

　そんな気がする。柴田は口元を綻ばせ、それを見て相沢も小さく笑った。

「まっ、これでお前は一生、薫ちゃんに頭が上がんねーぞ」

「その通りだね」

　相沢は以前のような柴田の口の悪さを懐かしく思った。元に戻って来たのだ……二人の間が……。そしてそっと「あの、薫にはお前のこと、言ってないから」と付け足した。

「エッ」

　一瞬、柴田の顔が強張る。

（薫ちゃんにはとても言えないってことか、俺がホモなんて……）

　すると優しい声が耳に届く。

「いや、プライベートなことは本人の口から聞くほうがいいだろ？　お前が薫に言いたければ言えばいいし……言いたくなければ言わないでいろよ」

（ああ……そうなんだ……）

　いつも相沢は、柴田の考えることの先を読んで、傷付けないようにしてくれていた……。

（やっぱ、優しいよな、相沢は……）

　自分が初めて愛した男だもの、当然だと柴田は思う。その愛は報われなかったけれど、

（でも薫ちゃんが幸せになるんだ……）

　そして『俺だって、五月と一緒で幸せだもんな』と思いながらしばらく無言で歩く。

　階段の手前で、ふいに空腹感を覚え、相沢を仰いだ。

「俺、朝も食ってないんだ。一緒にメシ、食う？」

「いいね」

　連れ立って一階へ降りた所で、

「付き合ってるって、どんな人なの？」

　相沢にいきなり話をフラれて、柴田は真っ赤になってしまった。

「どんなって、ふ、普通の人だよッ」

「医者？」

「ううん、富士製薬って会社のサ、ＭＲなんだ」

「へェ」

　柴田が嬉しそうに自分からしゃべるので、相沢は驚いていた。

「三つ、年下なんだけどさ……俺よりしっかりしてるとこ、あるんだ」

「僕の知ってる人？」

「あ、こないだあそこのパブでさ、お前と喧嘩した時、一緒にいた奴だ……」

「ああ！」

　相沢は覚えていた。とても身体の大きな、明るい色の髪で優しい顔立ちの男だっけ……周りの男どもをぶっとばしながら、柴田を助けていた。でかい身体を使って、柴田を守ってやっていた……。

「優しそうな人だね」と言ってみる。

「まっ、まーな」

　柴田がユデダコのように真っ赤になるので、相沢はクスクス笑ってしまった。

「そう言えば、お前がそんな顔するところ、初めて見るね。中学からの付き合いなのにな。ひょっとして、初恋？」

「なんだよッ、からかうなよなッ」

　柴田はムキになって食ってかかる。

「お前、デカくて優しそうなタイプに弱かったんだー」

　わざと相沢は驚いてみせた。

「そう言えば、ホラ、放射線科にいった芝元もああいうタイプだな」

「ええッ」

　柴田は叫んだ。

「冗談じゃないぜッ、なんでそこで芝元なんだよッ」

「だって、学生時代、結構アイツになついてたじゃないか、お前。アイツもお前に優しくしてたしな」

「何、言ってんだよッ」

　柴田はマジで抗議している。

「江森のが、ずーっと優しい！　スッゴク！」

　相沢はもう、笑いを堪えるのに必死である。

「そうか、エモリ君ていうの？」

「ア！」

　思わず口を手で塞いだが、遅かった。

「そのうちエモリ君、紹介してくれよ」

「まっ……まーな……そのうちな」

　ふと相沢が外来の待合い室の向こうに大柄の男を認めた。見覚えのあるスーツ姿のその男は、柱の陰からそっとこちらを窺うようにしている……。

「オイ、そのエモリ君じゃないか？」

「アッ」

　柴田は立ち止まった。

「一緒に昼ご飯、食べようか？」

　相沢が今にも手を挙げて呼びそうになるので、柴田は慌てた。

「いいんだッ」

　強く言って、相沢の腕を掴み、急いで廊下を曲がる。

「どうしたんだよ」

「嫌なのッ、そういうのわッ」

　クスクス相沢は笑う。

（柴田は照れ屋だったっけ……）

　見ている江森の方は、すんでの所で追い掛けて行って相沢を殴り倒す所だった。固い顔で拳を握り締めていると、

「アラ、富士製薬さん」

　後ろから声をかけられる。振り向くと三病棟の近藤婦長だった。

　婦長はこのところ柴田が元気良いので、『ヨシヨシ』と思って、江森を呼び止めたのだが、振り向いた江森の顔がいつになく苦しげだったので驚いた。

　江森の視線をたどると、柴田が顔を赤くして、長身の眼鏡をかけた若い医師の腕をとって歩いて行く。若い医師は、優しい眼でニコニコしながら柴田を見詰めていた。

（確か、柴田センセと同期のセンセでしたよね）

「アララ」

　婦長は江森の顔と見比べた。

（……なるほどね）

　ミステリーマニアにとっては、密室トリックより簡単だ。

「似て、ませんね」

　いきなり言う。

「え？」

　江森は無論婦長の考えがわからず、ボーッとしていた。

「似てない方がいいんですよ。いい徴候です。大丈夫ですから。頑張んなさい」

　一人で納得して、江森の背中をバシッと叩いて去って行く。

　せっかく力づけるつもりで言った婦長の言葉は、まるで江森の頭には入っていなかった。

　打ちのめされて江森は柱の陰で立ちすくむ。そしてふらりと身体をよろめかせながら、歩き始めた。









　走るようにしてロビーから遠ざかると、柴田は相沢の腕を離し、溜め息を付いた。

　相沢は呆れて柴田を見る。

「まるで悪いことをしたみたいじゃないか」

「いいんだって！」

　言いながら柴田は腕時計で時間を確かめた。

「どこ、行く？」

「俺、二時からまたオペに入るから」

「じゃあ、味気無いけど、地下食へ行こうか」

　しかし病院の地下にある職員食堂は押し合いへし合いで、二人は諦めて外へ出た。

　少し歩いて、結局、早く食べられるファーストフードの店へ入る。ここもやはり混んでいたが、なんとか席を確保して、二人は一息ついた。

「あの……柴田、ごめんな」

　相沢が言いかけるのを、柴田は「いいって」と遮る。

「もう、昨日、聞いたって」

「そうだね」

　しばらくハンバーグをパクつくと、相沢は「一緒に棲んでるって、お前、引っ越したの？」と尋ねる。

「ううん、前んとこ」

「そうか、あそこは広いもんな。二人で棲んでも余裕があるな」

「ん」

　柴田はフライドポテトをポリポリ齧りながら頷く。

「こないだ、あいつ、引っ越してきたんだ……」

　言いながら頬を染めるので、相沢は胸が暖かくなった。

　……柴田がずっと孤独だったことは知っていた。初めて会ったのは中学一年の時で、同じクラスだった。相沢は学級委員長を任されており、担任の石塚という教師に柴田と友達になってくれと頼まれた。

　柴田が小学五年生の夏に柴田の母は家を出たのだが、駆け落ちした相手というのは柴田の担任の教師で、母とは高校時代の同級生だったのだ。

　そして石塚もまた、高校時代の二人のクラスメートだった。その間の事情は良く知っており、苛めに遇っていた柴田を何とか励ましたいと思ったという訳だった。

　初め柴田は「誰も近づくな」といった拒絶のオーラを発し、警戒の眼で皆を見ていた。友人になるまでは長い時間を要した。

　最初は教師に頼まれた為の付き合いだったが、良く知り合ってみると、柴田は真面目で誠実、物事を決して投げないという性格だった。人と深く付き合うのは苦手なようだったが、却って誰のことも裏切らず、偏りのない物の見方をしていた。親友として頼りになる男なのだ。外見は女性のようだが、柴田は男らしいと相沢は思った。粗暴さが男の条件なら当てはまらないが……。

（良かったな……）

　恋人が男というのはかなり驚いたが、とにかく柴田が幸せならばいいと今は心からそう思う。

「なんかさ、俺はこうだから、一生結婚も出来なくて、死ぬまで独りぼっちなんだろうって、ずーっと、ずーっと思ってた」

　淡々と話す柴田に、相沢の方が苦しくなる。

「柴田……」

「でも……俺でも家庭が持てたってのかな……あいつといると、そう感じるんだ……」

　首を僅かに傾げて、小さく笑うので、相沢はまた胸が痛くなった。

（柴田……ありがとう……僕もその家庭を失わずに済んだよ、お前のお陰で……）









　仲良く並んで歩く柴田と相沢を、江森は無意識のうちに追っていた。

　地下食堂へ降りる階段の雑踏の中へ消えた時点で諦めて、しばらくうろうろしていると、程なく二人はまた階段を上がってくる。急いで柱の陰に隠れた。

　そのまま二人は研究棟へと向かう。すぐに白衣を脱いだ背広姿で、病院の敷地から出て行った。

（……どこへ……行くんだろ）

　拳を握り締め、江森は再び追った。

　しかし数十メートル追跡したところで、自分があまりにも惨めになって足を止める。

（これじゃ、まるでストーカーだ）

　昨夜、二人はいつでも自分の知らないところで会えるのだと初めて気づいたが、今もその証拠を目の前に突き付けられたようなものだ。

（昼休みだもの、どこへでも行けるじゃないか！）

　単に食事をしにいくだけなのだと自分に言い聞かせる。

（でも……昨日だって、一緒に食べたのに！）

　すぐまた翌日の昼も一緒に摂るなんて、アツアツの恋人同士みたいじゃないか！

（僕とだって、そんなにしょっちゅう、ご飯を食べなかったのに……）

　そう、初めて会った頃、江森は一所懸命、電話攻勢をかけて柴田を食事に連れ出したのだ。そのうち柴田の方から連絡をくれるようになったけど。

　俯いて重い足を引きずりながら、病院へと戻る。

　にっこりと微笑む相沢の手を取って、自分の前から頬を赤らめながら歩み去った柴田を思い出す。

　長いことかけて築いた柴田との愛は、相沢のほんの一言の優しい言葉、ほんの一回の笑顔にも敵わない脆いものだったのだろうか……。

（そんな……筈はない）

　そう信じたい。

（……でも）

　十四年間想い続けた重みはどれ程のものなのだろう。もし逆に、江森にずっと想いを打ち明けられずにいた人がいたら……その人が結婚してしまって、失恋した時に柴田に会ったのだとしたら……。そして再会した時に、

（もし、本当はずっと好きだった、なんて言われちゃったら）

　自分は柴田を裏切るだろうか？

（絶対、ない！）

　それだけは確かだ。

（僕はもう、浩司さん以外は要らない！）

　でも柴田は違うかも知れない。自分には十四年間、一人を想い続けた経験なんてないのだから、それがどういうものか確信はもてない。

　柴田にとって相沢は、ただ一人の人だったのだ。片思いの相手というだけではない。幼なじみで、クラスメートで、家族同様の、たった一人の理解者だったわけだから、江森という恋人が出来たからといって、そのすべてがなくなるわけではないだろう。

（相沢先生にとって代わるなんて、もともとあり得ないことだったんだ……）

　でも、これから恋人である自分は、家族にはなれる筈だ。まだ知り合って四ヶ月だけど、柴田の恋人は江森一人なのだ。

（けれど、同僚で相談相手っていうふうにはなれない……）

　何度も溜め息をつきながら、江森は第４内科の医局へと向かう。

　すると医局の前に、同じＭＲ仲間の田辺ともう一人、若手が立っていた。

「お、江森君、ちょうどよかった！」

　田辺はベテランのＭＲで、江森達若手をよく引き立ててくれる、面倒見の良い男である。江森もしょっちゅう世話になっていた。

「お早うございます」

　江森は頬を引きつらせながらも、微笑む。

「江森君、今晩、空いてるか？」

　田辺はノートを背広の内ポケットから引っ張り出しながら尋ねる。

「え……え、まあ……」

「すまん、産科の森教授が医師会で講演会をするんだが、そのあとの接待に付き合ってくれないか？」

　本当は一分一秒でも早く、柴田の元に行きたかった。しかし今、柴田と顔を合わせたら、自分でも抑えられない嫉妬の感情が溢れてしまうかも知れない。

（いやだ……）

　嫌がる柴田を無理矢理抱いた翌朝、鏡に中の自分の醜い顔に背筋が寒くなったことを思い出す。嫉妬に狂うあの醜い顔を見せて、柴田に嫌われたくなかった。

（ちょうどいいや……時間をおいて、少し頭を冷やした方がいいかも）

「宜しいですよ」

　江森の答えに、田辺はほっとした表情を見せる。

「助かったよー！　何しろ、森教授は大酒飲みだからなー。若い奴じゃないとつきあえんよ」

「まかせといて下さい、僕、幾らでも飲めますから！」

（そう、酒を飲まなくてはやってられないものな）

　江森は苦い思いを心に隠し、またにっこりして見せた。
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　その夜マンションに柴田が帰ると、江森はまだいなかった。携帯電話を午後何度もコールしていたが、ずっとオフになっていた。調べてみたが留守録も入っていない。

「ちぇッ」

　手術日の木曜にしては珍しく早めに帰れたのに……。月曜日から数えてもう三晩もすれ違いなのだ。

「せっかく急いで帰って来たのに……」

　風呂を済ませ、リビングでブランデーを飲みながら待っていたが、なかなか帰って来ない。昨夜は二時間しか眠っていないので、ついウトウトしていると、玄関の扉が開く音がした。

「あ……」

　時計を見るともう十一時だ。食事も摂っていないので、ムクれて玄関に迎えに出ると、と「なんで、電話くれないんだよッ」拗ねてみせた。

　いつもならここで「ゴメンね」と言って、抱いてくれるのに……江森は眼を伏せて靴を脱いでいる。

「五月ッ」

　強く言ってみる。

「……接待だったんですよ」

　江森は視線を合わせず、投げやりに言うと、脇を擦り抜けてリビングへ向かった。

（エッ、ええっ）

　柴田は焦って広い背中を追う。そう言えばひどく酒くさい。

「そんならそう、連絡、してくればいいだろッ、そしたら俺も外で食べてくるのに！」

　するとこちらを振り向き、強い口調で、「そうすれば、相沢センセとまた一緒にご飯が食べれるものね」と言葉を投げ付けた。

「えッ！」

　自分を糾弾するその言葉に柴田は耳を疑う。

「どういうことだよッ」

　言いかけて、昼間、ロビーで会ったことを思い出す。病院でそっけない態度を取ると、江森は機嫌を悪くすることに思い当たった。急いで弁解にかかる。

「昼間のことか？　だってあれはッ、びょ、病院ではッ、お、お前と食べるワケには……」

　江森は苦しそうに顔を歪める。

（醜いよ……でも）

　こんな風に嫉妬から相手を非難するなんて、どんなに醜い姿かは重々承知している。それでも……言わずにはいられない。

「違う。僕、昨日、見てたんだ。あそこのレストランで」

「ア……」

　柴田はギクリとした。

「昨日、帰ってこなかったね。僕、寝ないで待ってた。電話してくれなかったのは、浩司さんの方じゃないか！」

　冷たい眼で江森は柴田を見詰める。

「相沢先生に会ってたなんて、なんで言わなかったんだ。何を話してたの？」

　とっさに薫のことは口に出せなかった。

「あれはッ、患者のことで、相談してただけだッ」と言ってしまう。

　ついさっきまで、いつものように江森の優しさを期待していたのだ。それが江森の思いがけない感情的な態度にあって、柴田はすっかり混乱してくる。

　すらすらといいわけができるタイプでは元々なく、さらに相沢と薫との間で起こった事件はとても一言では説明できない。

「か、患者が重症だから、帰れなかったんだッ」

　江森はキッと睨む。

「どんな、患者さんだったのッ」

　詰問され、薫の蒼白な顔、急患室へかつぎ込んだ時のこと、相沢が自分を疑っていた様などが次々に頭の中で炸裂する。堕ろそうとまで思い詰めていた薫が、流産しそうになったなどとはとても言えなかった。心臓がなにやら締め付けられるような感じがして、柴田はこぶしを握り締める。もう、何も考えたくない……話を終わらせようと、そっけなく言い放つ。

「お前は医者じゃないんだからッ、詳しく言ったってッ、分かんないだろッ」

　江森の顔色が変わった。茶色がかった眼を見開いて、柴田を正面から捕らえる。そして低い震える声で言った。

「僕……あなたの相談相手にもなれない、どんなに愛してても……僕より仕事でも頼りになれるヒトの方がいいに決まってるよね、相沢センセみたいにさ」

　江森はさっとＵターンして玄関に向かう。

「五月ッ」

　驚いて腕をとったが、江森は黙って強い力で柴田の指を引きはがすと、靴を履き始めた。

「どこ、行くんだよッ」

　柴田は叫ぶ。江森は感情を圧し殺した声で、「ちょっと、頭、冷してきます。これ以上ここにいると、もっと醜いこと、あなたに言いそうだから」と言い、ドアのノブに手をかけた。

「ア……アッ……ア……」

　ふいに心臓がキリキリと痛み始め、柴田は身体を二つに折って胸を押えた。まるで心臓から墨のように黒いものが血液の代わりに流れ出してくるようだ……身体中の血管にドス黒い不安が充満する。酸素が途絶し、頭がガンガン痛んで何も考えられない。呼吸しようとしても、胸の筋肉が言うことをきかなくて、息も出来なくなってきた……ガクリと膝をつくと、声を絞り出すように「ヤダッ」と叫んだ。そのまま頬を床につける。身体がガクガクして、両腕で押さえ付けてもどうしても震えが止まらない。顎も震えて、うまく言葉が出なかったが、しかし、必死で、「いかないでくれッ」とだけ言った。

「アッ」

　物が倒れる音で江森が振り向くと、玄関のあがり口に柴田が胸を押えてうずくまっている。

「ワッ、浩司さんッ」

　真っ青になって駆け寄った。

（アアッ、またあの発作だッ）

　抱き起こすと、柴田は「いかないでくれッ」と食いしばった歯の間から、やっと一言いう。

　ただならぬ様子に江森は真っ青になった。

「浩司さんッ、ゴメン、ゴメンねッ」

　必死で抱き締め、「大丈夫、大丈夫だから」と耳元で囁き続けるが、身体の震えは止まらない。

「ア……アア」

　江森の胸にすがりついて、苦しそうに息をつく。急いでベッドルームに抱え込み、シャツを脱がせ横たえた。しかし、浅く速い呼吸が止まらない。そのうち、「ウッ……」と呻き始め、身体をつっぱらせる。江森に手を差し延べて引き寄せようとするので、抱き締めたが、身体のつっぱりはとれない。どんどん、呼吸も速くなる。

　初めて見る状態に、江森はどうしていいかわからなかった。

「アッ……ア……」

　呻いている柴田に顔を近付け、「大丈夫、ここにいるから」と繰り返すだけだ。首にかじりついてくるので、上体を覆いかぶせ、口付けしてみた。すると自分から口を開け、舌を求める。深く舌を差し込んだ。

　何度も何度も舌を絡め、深い口付けを続けていると、やがて呼吸が落ち着いて身体のつっぱりがとれてきた。

「……さつき」

　やっと言葉が出る。

　江森が両手で頬を挟むと、柴田は自分の手をその上に重ね、潤んだ眼でこちらを見上げ、

「……置いてかないでくれ」

　哀願するように言う。

「いかないよッ、どこにも！」

　再び固く抱き合った。柴田の身体は熱病のように震えている。江森の胸に深い後悔の念が沸き起こった。

（ゴッ、ゴメン……）

「約束したくせにッ、ウソつきッ」

　柴田は責めるように言うと、江森の背中に回した腕に力を込める。

「ゴメン……絶対、行かないから」

　しばらく抱き締めていると、柴田はそのうち「アア……ッ……ンンッ」と再び喘ぎ始めた。

「早く、早くッ」

「え？」

　江森が柴田の顔を支え上げると、こちらを見ているようだが、視線が合わない。

「浩司さん？」

　名を呼んでも、トロンとして眼の焦点が合わず、まるで譫言のようにかすれ声で言い続ける。

「早くッ、入れてくれよッ、中にッ」

　……セックスを求めているのだとわかった。江森の手をとって、自分のモノを握らせようとする。ソコは堅く膨張し、今にも弾けんばかりで、却って痛々しさを感じさせた。

「浩司さん、しっかりして、ここにいるから」と言っても納得しない。

「ヤダッ……早くッ」と、かぶりを振り続ける。中に感じないと駄目なのかもしれなかった。下も脱がせ、腰を抱え上げて侵入する。そのとたん、「アウ……ッ」と呻いて、放った。

　それだけでは鎮まらないようで、自分から腰を捩り、打ち付けてくる。自分のモノを握り、江森の手に擦り付けて呻く。

　手荒な刺激でモノは一旦力を回復したが、いくら柴田が激しく手を動かしても、到達の気配はなかった。

「ア……アアッ」

　放ったばかりなので、臨界点に達することが出来ないのだ。鎮まらない欲望の行き場が見つからず、柴田は苦しそうに身体を捩った。

「い、逹かせて……ッ、アア……ッ」

　後ろへの刺激が足りないのかも知れないと、江森が腰を動かそうとすると、「イヤダ……アッ」と叫んで、首にかじりついてくる。置いていかれるのだと誤解しているのだった。

「違うよ、違うよ」

　耳元で囁くが、納得しない。首に回した腕に力を込め、「さつきッ、さつきッ」と叫び続ける。仕方なく張り切ったモノを握り、手で慰めてやった。すると眼をギュッとつぶり、身悶えて、「吸って」と言うので、胸も腹も強く吸う。その度に声をあげた。　やがて呻きながら腰を揺らし始める。柴田の動きに合わせ、江森も腰を打ち込んでやった。

「もっとッ、深くッ、深くッ」

　体重をかけ、根元まで入ると、「アア……ッ、イイッ」と叫んで首にしがみつく。

「もっとッ、もっとッ」

　汗みずくになって激しく自分から動くので、傷つくのではないかと江森は心配になった。が、江森が動きを止めると「ヤダ……アッ」と、泣き声をあげ、よけい激しく動くので、そのまま行為を続けた。

　やがて柴田はガクガクと震え出す。頂が見え、江森は下腹に力を込めた。

「アアアアッ」

　柴田が悲鳴を上げる。

「イ……クッ」

　しかしいつもと違って、痙攣しながらも動きを止めない。ビクビクと身体をわななかせながら、うつろな眼で江森を見詰め、動き続ける。

「もう、やめよう、浩司さん」

　抱き締め、落ち着かせようと囁いても、まるで聞こえていないようで、絡み付かせた足を締め上げ、行為を促す。

「もっとッ、もっとッ」

　江森が応えて動き始めると、首に回していた腕を解き、安心したかのように微笑む。そして瞼を力無く閉じ、声のない唇を『さつき』という形に動かすので、江森は泣きそうになってしまった。

「浩司さんッ」

　二度、三度と迸らせたあと、柴田はグッタリとシーツに身を沈めた。

「大丈夫、浩司さん？」

　声をかけると、ふいにはっきり眼を開く。しかし出て来る言葉に江森は驚愕してしまった。全然違う人間がしゃべっているようである。

「……だからさ……あの時、俺の糸のかけ方が悪かったんだな……出血が止まらなかったのは、俺のせいなんだ……」

　江森を見詰めていることはいるのだが、「な、あいざわ」と言ってみたり、別の名前で呼んだりする。

「浩司さん、どうしちゃったの、僕だよ、僕が分からないのッ」

　肩を掴んで揺さぶると、また力無く眼を瞑った。顔色は紙のように白い。

　もうこれは江森の手にあまった。病気なのに違いない。

「浩司さんッ、しっかりしてッ」

　急いで上から身体を引き離すと、柴田のアタッシュケースの所に走り、中を掻き回して手帳を探す。

　他に頼れる相手は思いつかない。

　目的の電話番号を見つけると、急いでプッシュボタンを押した。









　相沢和彦は誰もいないマンションに帰宅すると、部屋の明かりを点けた。

　学生時代に住んでいたのは１ＬＤＫで、ここは結婚を決めてから薫と何度も足を運んで選んだ部屋なのだ。家具も二人で家具センターへ行って、新しく買った。ほんの四カ月前のことだ。

　相沢はリビングの新しいソファに身を沈め、溜め息をつく。

　昨日からのことを思うと、それはもう何年も前のような気がする。どころか、この数カ月の自分を思うと、まるで本当の自分ではなくなってしまって、他人に操作されている心をもたないロボットだったかのようだ。

　キッチンへ入り、冷蔵庫を開ける。缶ビールを手に取ったが、少し考えて元に戻した

（何かあって、呼び出されるかも知れない）

　薫の容体はもう心配ないとは言え、もしもの時に備え、アルコールは控えることにする。代わりにジュースの缶を取り出し、プルトップを引き上げて一口飲む。

　またソファに戻って腰をかけた。

　一人になって考えるのは、自分を縛り付けていた卑しい疑いの心のことだ。

　なぜあんな考えに捕らわれていたのかといくら反省しても、し足りない。

　ただ、付き合う前から相沢は柴田が薫に恋しているのだと思い込んでいた。

　中学からずっと傍で見ていたが、柴田が女の子と親しく話す仲になったことはなかった。それが薫にだけは、何かと自分から話しかけていたから。

「お前、薫ちゃんのこと、どう思ってるんだよ？」

　何度も尋ねた。

「妹みたいなもんだよ、薫ちゃんは」

　そのたびに柴田は答えた。

「それ以上のことはないんだ」

「本当だな？　じゃあ、僕が薫と付き合ってもいいのか？」

　一度だけ、そうつっこんだことがあった。その時、初めて柴田は動揺した表情を見せた……。

　何度か二人だけでデートしたあと、ある日、相沢が薫を家まで送っていった。薫は一人娘で、父親は眼科医院を自宅の隣に開業している医師だった。

　母親がお茶とケーキを用意していると、父親が現れ、少し不機嫌な顔をして見せた。

「なんだ、君か」

　新聞を広げると、隣のソファに座り、「母さん、私にも紅茶をくれ」と呼んだ。そしてかしこまっている相沢をじろりと眺める。

「柴田君は今日は一緒じゃないのか？」と薫に尋ねた。

「柴田君は次男だろ？」

　相沢が長男であることを、薫の父は知っていた。一人娘の相手には、次男である柴田の方が望ましいと相沢に暗に告げたという訳だった。

　薫の父親は読書家で、ゆったりと太った穏やかな男で、雰囲気は明るいが口数は少なかった。同じように口数が少ない柴田のことを気に入っていたのかもしれない。

　薫の母は薫とそっくりの卵形の小さな顔をしたきびきびとした女性で、この母がいないと、会話はたちまち行き詰まるのだった。学生時代に何度も薫の家を訪れたが、最初の一、二年は必ず柴田が一緒だった。薫の家は品川の便利のいい場所にあり、一人娘の薫は寝室の隣に広い勉強部屋も持っていたので、女の子も含めて数人で試験勉強や実験レポートをまとめるために集まったこともある。

　女子学生のメンバーはいろいろだったが、男子はまず、柴田と相沢だけだった。

　一番よく顔を合わせたのは浜野で、ある時、ベランダのついた勉強部屋にふだんは使っていない和室が続き、ミニキッチンまである二階の間取りを見回して、こう言ったことがあった。

「ここの二階って、いつでも薫ちゃんが結婚してここで暮らせるようになっているのねえ」

　その時は、さすがに目の付け所が違うのは四歳年上、と感心しただけだったのだが。

　コンパの帰りに柴田が一人で薫を送って行ったこともあったと思う。基礎課程を終え、学部の一年と呼ばれる三年生になるまで、相沢が一人で薫を送ることはなかったのだ。

　薫の家族が柴田をお婿さん候補として見ていたのは、無理のないことだったのだろう。

　二人だけの付き合いが深まるにつれて、そんなことはもう念頭から消えていたが、結婚を申し込んだ時にもう一度、反対された。

「なぜ、柴田君じゃないんだね」

　不機嫌な声で言うので、薫の母が「誰が相手だって文句を言うのよ、父親は」と執り成してくれた。

　それ以降は、薫に甘い父親は何も文句を言うことはなかった。

　しかし相沢の心には「柴田の方が望まれている」という考えが刷り込まれたのかも知れない。

「本当に僕でいいのかい？」

　結婚前、何度も薫に尋ねたのはそのせいだった。

　その頃、柴田が自分を避けているように感じたことが何度かあった。

　誘いを断るのは遠慮しているのだろうと最初は思ったが、病院で会っても目をそらせるようにしているので、次第に別の可能性に気づいた。

　二人が結婚するという段になって、初めて柴田は自分の本当の気持ちを自覚したのではないか。あるいは、幼い友情の土壌に、大人になって改めて恋心が芽生えたのか。

　あり得ないとは言い切れないことだった。

　パブで偶然会った時、思わず漏らした自分の弱音に、柴田がいきりたって殴り掛かってきたことも、薫を心の底では愛しているという証拠のように感じられた。

　薫の方はどうなのか、と思った。

　薫が柴田を兄のように慕っていることは分かっていた。

「柴田君は一番、話しやすいの」

「柴田君は優しいから」

とよく言っていた。

「そうだよね。あいつはいい奴だ」と自分もそのたびに軽く相槌を打っていたのだが。

　相沢が仕事で留守をしている時に、薫が柴田のところへ相談に行っていたこともあったようだった。

　そんなことまで気になりだしたのは、いつからだったろう。

　結婚の話が具体的になってからというのは、ひどく忙しいものだ。

　部屋探し、家具選び、式場の予約、招待状の発送、そういったことでただでさえ忙しい仕事の合間を縫ってのデートの時間は、雑事に費やされた。新婚旅行で休む日程を空けるために、さらに仕事は忙しくなり、恋人らしいゆっくりとしたひとときは持てなくなっていた。

　だから子供が出来たと知った時は、嬉しいよりも先に意外な感があった。何もかも知っていたつもりの薫のことが、急に分からなくなった気がした。

　そういう自分の気持ちにも戸惑っていたのだが、暗い表情が顔に出ていた時に、先輩の安川に見咎められて「やっぱりあれか。結婚前に出来てたってのは……男って奴は不安になるもんかな」と言われ、不安の正体に直面した。

　結婚してすぐ、相沢は関連病院に出張になり、家を空けることが多かった。薫も医者なのだから、夜、家に電話を入れた時に帰っていないことが多くても当たり前なのに……一度疑い出してからは、悪い方へと事態は転がって行く。

　今から思えば、あの頃たぶん柴田は、自分がホモセクシュアルであることで悩んでいたのではないだろうか。

（とんでもない考え違いをしていた……！）

　相沢は苦しくなった。

（みんな僕のせいだ）

　あそこまで薫を追い詰めたのは。

　それだけではない、親友までも。

　柴田は打ち明けようと思っていたのかもしれない。

（それとも、自分には出来ない結婚というものを見せつけられて、辛かったのだろうか……）

　長い付き合いを振り返っても、相沢には柴田に男の恋人がいたという心当たりはなかった。

　おそらく今の恋人と付き合うまで、あまりうまく行ったことはなかったのだろう、と相沢は想像する。

（だって、昼間、江森君とかいう人の話がでた時の顔ったら、なかったものな）

　あんな嬉しそうな顔は初めて見た。

（うまく行っていたら、きっと今までだって、話してくれた筈だ）

　まさか自分に片思いをしていたとまでは思い及ばなかったが、相沢は考えていた。

　本当に妹のように薫のことを思いやってくれていた柴田を疑うなんて。

　柴田の誠実な性格を、誰よりも良く知っていた筈なのは、自分なのに。

（どんなに謝ってもすむことじゃない……）

　それでも謝るしかなかった。

　もし薫が流産していたら……。

　相沢は身体を震わせる。

　妻と子と、かけがえのない親友を全部失う所だったのだ。

（考えてみると……）

　相沢は思う。

（薫と柴田はよく似てる）

　二人ともおとなしく見えるが、芯が強い。最初、薫はお嬢さんに見えたが、やはり医学部を目指しただけあって、中身はしっかり者だった。そして二人とも不平や不安を口に出さず、心に溜め込んでしまい、何でも自力で頑張ろうとする健気さがあった。もっと薫の性格をちゃんと把握していれば、あんなに疑う前に色々話し合って解決出来たかも知れない。

（そうなんだ……柴田に似ているって、もっと分かっていれば……）

「薫ちゃんは妹だから」

「柴田君はお兄さんみたいなものなの」

　二人が言うのもその通りだ……。

（もし自分に償いが出来るとすれば）

　これから二人を大切にすること以外はないのだと相沢は思った。

　薫の実家にはまだ連絡を入れていない。

「お母さんに来てもらおうか」

　先程相沢が提案したのだが、薫は「赤ちゃんも無事だったし、たいしたことないんだから、言わないで」と断った。だがしばらく入院という話だから、連絡しないではすまされない。

（明日、かけよう……）

　薫の両親には自分が疑ったとはとても打ち明けられないが、薫の健康を守れなかったというように謝ろうと思っている。

　電話機を見詰めながら考えていると、ふいに呼び出し音が鳴った。

（まさか、何か……）

　容体の急変かと、急いで受話器をとる。

「もしもし、相沢ですが」

　電話の向こうの声は知らない男のもので、ひどく慌てていた。

「あッ、相沢センセですかッ、僕ッ、いつもお世話になってますッ、柴田浩司センセの友人ですがッ」

「え？　どなたです？」

「えッ、江森ですッ」

「ああ、江森君！」

　昼間聞いたばかりの名前だ。

（あの恋人の……）

「ああ、存じ上げてますよ、どうされたんですか？」

　電話の向こうで何が起きているか知るはずもないので、相沢は明るい声で応える。すると悲鳴のような声が返った。

「柴田センセが死にそうなんですッ、助けてくださいッ」

「ええッ？」

　いったいどうしたのかと思い、「落ち着いてッ、ゆっくり話して下さい」と声をかけるが、「早くッ、なんとかしてやって下さいッ、僕じゃダメなんですッ」とこちらの言うことも聞かずに叫び続ける。

「病気なんですッ、早くッ」

　相沢はムッとして怒鳴りそうになったが、自分も昨日、薫が重体の時は何の役にも立たなかったことを思いだした。

（仕方ないな、好きな人が病気とかいったら……）

「とにかく、状況を説明して下さい」と冷静な声で対応した。こちらが熱くなっても、何の意味もない。

「あ……す、すみません」

　やっと少し、落ち着いて来たらしかった。

「どうしたの、どういう状態なの？」

「グッタリ、してるんです」と言う。

「え？　グッタリ？」

　あまりに素人っぽい表現で、相沢は事態がまるで把握出来ない。

「意識がないってことなんですか？　意識レベルとバイタルは？」

　意識不明となったら、救急車を呼んだ方がいい。

「は？」

　医者じゃないって言ってたっけ……相沢は思い出した。

「携帯ですか？　この電話？」

「ハイ」

「じゃあ、指示に従って下さい。まず、柴田の傍へ行って」

　江森は指示通り、ベッド脇に立つ。

「呼び掛けに答えますか？」

　江森は「浩司さん」と呼んでみる。柴田は眼を開けてニッコリするが、無論、江森のことをわかっている風はなかった。

「ええ、ニコニコしてます。でも、しゃべらないし、僕のこと、わかんないみたいです」

（……どうしたんだろう……見当識障害ってことかな？）

　相沢も少し不安になった。柴田が病気を持っているなんて、聞いたことない……。

「血圧は……あ、血圧計、ないですか」

「ええ」

「じゃあ、脈拍、測って。測り方、わかるよね」

　江森は柴田の手首に触ってみた。全然拍動がない。

「全然、ないですッ」

　泣きそうな声を出す。相沢はまた「しっかり、しろ！」と怒鳴りつけたくなったが、グッとこらえた。

（柴田だったら、死ぬほど、怒鳴ってるかも）

　実際いつも怒鳴っていたのだった……。

「首筋に触れてみてください。そっちの方がわかりやすいから」

　脈が速くて弱いから、きっと触れにくいのだ、そう解釈した。

「１分間に幾つか、数えて」

「はい！」

　江森は必死で腕時計の秒針を見ながら、数える。

「……26、27……38、39、ワーッ、わかんなくなっちゃったッ」

「あのね……」

　大きく息を吸って、またこらえた。

「５秒間、数えて、それを12倍して下さい」

「ア、そーか」

　今度はちゃんと江森にも数えられた。

「10だからッ、１２０ですッ」

　江森はホッとした。

（良かったー、11以上だったら、暗算に手間がかかって恥をかく所だった）

　実はもう、十分恥をかいていたのだが。

（かなり脈が速いようだな）

　相沢は考える……しかし、意識はあるようだし……寝不足とストレスかもしれなかった。

（とにかく、まず診察しなくては）

「ワイシャツ着てるようだったら、襟をゆるめて、それからなるべくゆっくりした服に着替えさせてやって下さい。二十分で行きますから」

　電話が切れ、江森は携帯を握りしめたまま、柴田を見下ろす。

　まさか既に全裸ですとは言えず、江森は絶句した。

　一応毛布はかけてあったが、シーツはしわくちゃで、柴田は暑いのか自分で上掛けをはね除けてしまっている。見える範囲の肌には、そこここに数え切れないほど朱が散っており、下腹は放ったものにべっとりとまみれている。内股にも汗とも体液ともつかぬものが濡れて光っていた。ハードなセックスをしたあとだと、見ただけでこれでは分かってしまう。

（ま、まずい！）

　急いであたりを整えにかかった。









　相沢は約束通り二十分後に到着した。

　玄関で江森が出迎えると、往診鞄をさげ、先に立ってサッサとベッドルームに直行する。間取りを熟知しているようで、江森は少し胸が痛んだ。

（こんな時に、そんなこと考えてる場合じゃないんだ）

　自分に言い聞かせ、相沢の後を追う。

　ベッドルームにつくと、相沢は『ウッ』と思った。

　シーツもパジャマも整えられてはいたが、部屋全体に情交のあとといった雰囲気が漂っている。

　しかも出迎えた江森は、柴田のことはキチンとしてやったようだが、動転して自分にまでは頭が回らなかったらしく、シャツの裾ははみ出し、髪も乱れ、ズボンもクシャクシャである。ジッパーも半分、開いていた。さすがにこの場で「開いてます」とは注意できなかった。

　なんだか華奢な柴田をゴリラのようにデカイ江森が散々な目にあわせたのでは、という気がして、疑いの眼を向ける。

　ベッドの脇へ行くと、柴田が眼を開けて「あいざわ……」と言う。が、すぐ力無く眼をつぶった。

　相沢が江森の方を見ると、江森は小声で「ちょっと前から、分かるようになってきました」と言った。

　診察してみたが、特に痛む所もないらしく、呼吸音も心音もしっかりしている。しかし、身体中にキスマークがついているので、また非難の眼を江森に向けた。

（まさか……やり過ぎでこうなったんじゃ……）

　疑いながらも相沢は血圧計を出し、血圧を測定する。

「幾つ？」

　尋ねる柴田に「１００の６０。男にしてはちょっと低いな」

　相沢は応える。

「昨日あまり寝てないからな……ひょっとして夕ご飯も食べてないんじゃないか？」と尋ねると、柴田は「ウン」と頷いた。

　相沢が江森を振り返り、「こいつ、疲れるとあまり食わなくなっちゃうんだ」と言ったので、また江森はずきりと胸が痛んだ。

（相沢センセは、本当に浩司さんのことを分かってるんだ……）

　俯いて相沢の邪魔にならないようにベッド脇に膝まずいた。

　相沢は江森が落ち込んでいることには気づかず、反対側に腰を落として柴田のパジャマの袖を捲り、腕の血管を探す。

「点滴、しておくか？」

「えっ、そんなに悪いんですか？」

　江森は心配そうな声を出して、柴田の手を握った。

「そうじゃなくて、元気をつける為にね」

　相沢は往診鞄に血圧計をしまうと、替わりに点滴セットを取り出した。

「え、点滴？　そこにあるのか？」

　柴田は首を伸ばし、相沢の手元を見る。

「ここに来る前、病院に寄って、借りて来たんだよ」

「さすが、内科医、気が利くなー。外科とは大違いだ」

　力無く枕に頭を戻しながらも、柴田は軽口を叩く。しかし、無理をして喋っているのだと、相沢には解った。江森を心配させない為なのだ。

「いいから、おとなしく寝てろ」

　自分も明るい声で応じながら、点滴の用意を終える。　

「ビタミン剤も入れとくか」

　点滴の注射針を刺し、絆創膏で留めると江森を手招きし「終わったら、ココ、止めて、それから抜くんだ」と教える。江森は真剣な眼で、

「ココ、止めて、それから、コッチ、ですね」

　指さし復唱する。真面目で結構いい奴なんだと相沢は思った。そして、

「ここんとこ、受け持ちの重症患者が多かったから、疲労と寝不足で低血糖と低血圧、起こしたんじゃないかな。点滴してゆっくり眠れば、大丈夫だよ」

　江森に向かって説明する。

　すると柴田がまた眼を開け「タクモー、言ってやってくれよッ、病院で死ぬ程働いて帰って来ると、今度はコイツが朝まで責めたてて、寝かせてくれないんだぜ？　こないだの日曜なんか、一日中、やりっぱなしなんだからなッ」と言う。

「ワッ」

　江森は真っ赤になって俯いた。

「あの時はッ、浩司さんもシてッて言ったじゃない」

「バカッ、ンなコト、言うんじゃねーッ、このドアホ」

　相沢は二人のやり取りがホノボノしているので、クスクス笑ってしまった。

「まあホラ、江森君は若いからな。しょうがないんじゃないか？」

　往診鞄を片付けながら言った。

「という訳だから、江森君、あっちの方はホドホドにしてやってくれよ。もうあいつは年寄りだから」

「俺だって、まだ若いよッ！」

　怒鳴る柴田を置いて、二人はリビングへ出た。

　まさか柴田が江森との仲を相沢にしゃべっているとは思わなかったので、江森は居心地が悪かった。俯いたままでいると、相沢が「江森君」と真剣な口調で言う。

　江森が眼を上げると、相沢の心配そうな顔に遭った。

「……柴田先生、重症なんですか」

　ＭＲだから仕事柄、点滴治療を受けている患者さんは毎日目撃している。

　しかし自分の愛する人が青ざめた顔で横たわって点滴を受けている姿には、さすがに冷静ではいられなかった。

（もし本当に重症なら……僕が病気にしたんだ！）

　心臓が早鐘のように打ち出すのを感じ、江森は息をつめて相沢の言葉を待った。

　相沢は心配そうな表情を崩さない。

「……っていうか……ああなったの、初めて？」

「ええ……今まで時々具合悪そうにしてたんですけど、今回が一番ひどくて……」

　今までに柴田が起こした発作のことを、詳しく話した。セックスの最中に起こすというのはさすがに省いたが、時折ひどく不安がること、そういう時には抱き締めて落ち着かせたこと。

「でも今夜は、どうしても治らなくて……」

　興奮して息が早くなり、そのあと、全く意味不明の事を言ったというと、

「……昏迷状態ってやつかな」

　相沢は不安そうに眉を寄せた。

「それに……さっき、聞いてみたら……そのことはあんまり覚えていないみたいで」

　江森に去られるという不安から倒れたことまでは覚えていたが、単に疲れて具合が悪くなったためと思い込んでいる。激しく求めたことも、江森の顔が分からなかったことも……まるで記憶にないのだ。

（記憶脱失だ）

　相沢は診断を下す。

（悪い傾向だ……解離性健忘か）

　解離性健忘とは、記憶の一部が失われる状態だ。強いストレスから逃げるための病的反応なのだ。

　溜息をついて、江森に説明をする。

「ストレスと疲労から起こったんだな……僕にも責任がある」

「え？」

　相沢はソファに座ると、眼で江森に座るよう合図する。そして「僕の妻が昨日、流産しそうになったんだ」と言った。

「え、ええーッ」

「一緒にずっと寝ないで看病してくれてたんだよ」

　江森はでかい身体の置き場がこの世のどこにもないと感じた。

（そんなことがあったんじゃあ、電話だって出来るわけない……）

　赤ちゃんが出来たと知って傷ついていた柴田……その一方で、心配して夜遅く、薫の元へ駆けつけようとした柴田……思い出して胸が痛んだ。

（流産しかけたなんて！）

　どれ程、柴田はショックを受けただろうか……。

　それなのに自分は能天気に、柴田と相沢が浮気しているかもなんて、ありもしないことを思い浮かべてたんだ……。

（浩司さんが、僕にそのこと言えなかったのも……当たり前だ）

　自分は浩司さんを疑ってたんだもの。江森は自分がいかに柴田を傷つけたかを、いまさらながら悟る。涙が出そうになって、俯いた。

　相沢はそのことで江森が柴田を責めたとは知らず、優しくニッコリして「あいつは、口、悪くて無愛想だけど、とてもいい奴なんだ。あいつのこと、宜しく頼む」と言う。

（僕じゃ駄目なんだ……あなたじゃないと……相沢センセじゃないと、浩司さんは幸せになれないッ）

　喉まで出かかったが、言えなかった。黙ってじっと俯いたままでいた。

　相沢の方は江森が照れているのかと勘違いし、ポンと肩を叩く。

「ね？」

「……ハイ」

　やっと声が出た。

「それより……柴田の発作のことだけど」

「えッ」

　顔を上げて、相沢を見詰める。

「あんまりしょっちゅう、起こすようだったら、言ってくれ。精神安定剤とか、出した方がいいかもしれない」

「ええッ」

　江森は顔色を青ざめさせた。

「そんなに悪いんですか」

「……まぁ、そんなことはないと思うけど、念のためな」

　相沢はソファから立ち上がり、玄関へ向かう。江森も後をついていった。

「発作を起こす時の様子、よく観察してくれ。そうすれば、いつ起こすか分かるし、未然に防げると思うよ。そういった症状が出る時は徴候がちゃんとあるから」

「僕……医者じゃないから」

　自信なさそうに言うので、相沢は「そういうことじゃないよ」と励ました。

「好きな人のことは、いつだって良く見て、いつだって何考えてるか、知りたいだろ？　それと同じだから、ね？」

　江森が自信を無くしているのは分かった。柴田は昔からつっぱって強そうに見えても、とても傷付き易かったから、恋人としたら難しいかも知れない……。

「難しい奴だけど……君しかいないから」と言う。

「……ハイ」

「今日もね、昼ご飯を一緒に食べた時、君のことノロけてた」

「ええッ」

　柴田が自分との仲を他人に話すなんて……いつもは人に知られるのが嫌といった感じなのに！

「あいつ、ほら、照れ屋だから、嫌がってたけどね、聞くと結構ポロポロしゃべるんだよ？　すごく優しくて、自分より年下なのにしっかりしてるって……君と一緒に住むようになって初めて、家庭が持てたって……言ってたから」

「そんなことを浩司さん、言ったんですか……」

　思わず名前を呼んだ江森に、相沢は笑いかける。

「そうだよ。僕はあいつを中学の頃から知ってるけど、あんなに幸せそうな顔は見たことがなかったよ」

　相沢の江森を見る眼は慈愛に満ちていて、じっと見詰められると身体が暖かくなるようだった。江森はなんだかホロリとしてしまった。

　相沢にはとても人を安心させる優しさがあった……柴田が惹かれるだけのことはあるのだ。ずっとこうやって、寂しがり屋の柴田を支えてきたのだと思った。

　でも、もう手の届かない所へ行ってしまった……もう柴田のそばには、誰もいないのだ。江森しか。それなのに、自分も出て行こうとした……。

　江森は顔を上げると、きっぱりとした口調で言った。

「僕、頑張りますから」

　そして『あなたの替わりに』と、心の中で付け足す。

　相沢は安心したようで、ニッコリして帰っていった。








　ベッドルームに入ると、柴田は既に眠っている。

　先程の、もう今にも死にそうといった苦しそうな表情はウソのように消え、少し顔色は悪いものの、安らぎに満ちていた。時々ピクリと身体を震わせるので、ドキリとして見るが、熟睡しているためらしかった。点滴の針を腕から抜く時、僅かに眼を開けたが、すぐまた寝入った。

（ホントに疲れてんだ……）

　しかも、心身共に……。

　素早くスウェットに着替えると、江森は床にペタンと腰を下ろし、じっと柴田の寝顔を見る。

　そっと柴田の手に自分の手を重ねた。
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　朝、柴田が眼を開けると、江森が枕元に座っていて「おはよう、大丈夫？」とニッコリした。

「あ……」

　柴田の脳裏に、病室で相沢がじっと薫の手を握っていた光景が浮かんで来た。

「……ずっと……いてくれたのか？」

「うん」

　そう言えば、相沢の結婚式の夜、悪酔いしてホテルで介抱してくれた時も……江森は傍についていてくれたっけ。柴田は手を伸ばして顔の上にある江森の頬に触れてみる。

「ゴメンネ」

　江森がその手をとって握った。

「もう、ぜったい、どこにもいかないから……許して」

「……またかよ……もういっつも、そうだもんな……」

　わざと柴田は呆れた声を出してやった。しかし江森がひどくシュンとするので、「ちゃんと俺が、電話、しなかったから」と言った。どうしても、この男には弱いのだった。

「ううん、だって橋爪センセが大変だったんでしょ？」

「相沢、言ったのか……」

　柴田はちょっと口ごもった。

「うん……流産するとこだったって」

「ああ」

　一昨夜の辛い記憶が蘇って来た。なんだかもう大昔のことのように思えるが、まだ一日しかたっていないのだ。

　江森は小声で続ける。

「……僕達のことも、浩司さん、相沢先生に話したんだね」

　そっと柴田の頬を撫でた。

「……なんで、そんなこと、わざわざ言ったの？　浩司さん、誰にも知られないようにしてたのに。特に相沢センセには知られたくないって言ってたじゃないか」

　柴田が「来てくれ」と手を伸ばすので、江森は覆いかぶさって抱き締めた。

「……相沢……赤ちゃん……俺の子かと思ってたんだ……」

　柴田は胸の中で言う。

「アッ」

　やっぱり、と江森は思った。

　このことだけは、この人に感づかせたくなかったのに……。

「だから……俺は女とは出来ないッて言った」

「ええッ」

　相沢の疑惑を解消するために、そこまで打ち明けたのだと分かった。

（それで……そんなこと……）

　江森は苦しくなって何も言えない。ただ胸の中の柴田を撫でることしか出来なかった。

　柴田の身体がまた震え始めたので、すぐベッドの中に滑り込んで全身で包み込むように抱く。そのうち震えは収まってきた。

「……あったかいな……お前は」

　しばらくじっとしていたが、ポツポツと言い始めた。

「……お袋が家を出て行った時さ……妹が……腹ン中にいたんだ」

「え……」

　それで、薫のことが他人事に思えなかったのだ……。

「言うの、辛かったんじゃない？」

　髪を撫でながら尋ねた。

「ううん、薫ちゃんと相沢の方が、今までずっと辛かったと思うよ？　俺はずーっと、お前と一緒にいて、幸せだったもんね」

　もう、こういう風に考えちゃうヒトなんだ、江森は思った。

「でもお前に悪いこと、してないって言ってもらわなかったら、言えなかったかもなー」

「そんなこと、ないよ、きっと」

　江森は顎に指をかけて上を向かせた。

「あなたは橋爪センセと赤ちゃんの為なら、きっと言ってたよ」

「ンなことねーッて」

　ちょっと顔が赤くなった。

「俺はそんなにヒトが良くねーの」

　プイと横を向いて、腕で顔を隠す。江森は、一旦言い出すときかないともう分かっていたので、「そうだね」とだけ答える。

　柴田は驚いたようにまた江森を見て「……なんか……似てんな、相沢と言い方がサ」と言った。

「そう？」

　そう言われても、胸はあまり痛まなかった。なんだか少し、ふっきれたような気がする……そして「相沢センセにずっと好きだったって、打ち明けなかったの？」と尋ねてみた。

　柴田は少し苦しげな表情で、首を横に振る。

「今更、言ったってしょうがないし……それに今はお前が一番、好きなんだから……」

　言い終わると急に口付けを求めてきた。

「浩司さん……」

　しばらく舌を絡め合ってあと、柴田は唇を離す。

「いいよ……しても」

　小声で言う。

「えッ、でも身体は……大丈夫？」

　心配そうな江森の声に、柴田はまた首を横に振ってみせる。

「相沢が点滴にタップリ栄養剤、入れてくれたからさ、大丈夫だぜ？」

　江森の手を取って、パジャマの中の自分のモノに導く。

「な？」

　切なげにこちらを見上げる瞳に、江森はそっと握ってやって「ホントだ、もうオッキクなってる」と囁いた。

「うんと、優しくするからね……身体にさわらないように」

　お互いに服を脱がせ合うと、江森はベットの上にあぐらをかくように座る。柴田を抱き起こし、後ろから抱えるようにして自分の太ももの上に座らせる。

「え？」

　柴田が怪訝そうにしていると、

「このまま、僕に寄り掛かっていいよ」

　自分のモノの上に引き寄せ、少しずつ侵入させていった。

「ア……ンンッ……ア……」

　体重がその部分にかかるので、深々と飲み込まれて行く。

「ア……ハァッ、ンンッ……アウッ、深……」

　柴田は呻く。今までになく深い所まで江森を感じ、１本の棒で口まで貫かれたように全身を固くした。

「ングッ……ウウッ」

「大丈夫、力、抜いてよ」

　江森は首筋に口付けながら、優しく抱き寄せた。

　前を柔らかく握り、指を先端の窪みに這わせる。しだいに柴田の筋肉から緊張が抜けていった。

「ね、僕に寄りかかって？」

「……ウン」

　体重を江森に預けてくるので、膝を使って柴田を揺すり上げ、片手で前を愛撫しながらもう片方の手は胸に這わせる。

　そして後ろから首筋と肩を優しく噛む。滑らかな背中にも入念に舌を這わせた。肩甲骨の縁を舌でなぞり、背骨の突起の一つ一つに口付けする。引き締まった背筋は、胸とはまた別の美しさを持っていることを発見した。

　うなじから耳へ、舌で舐め上げる。耳たぶも噛んでやった。

「ウ……アアアッ」

　優しい刺激と江森の息遣いを首筋に感じ、柴田は快楽に身を捩った。

「イ……イイッ……俺ッ、……ヘンになりそ……だヨッ……」

　指と舌が背中を這い、下からはグイグイと突き上げられ、全身が総毛立つようだ。

　暖かい男の手は胸の突起をいじったかと思うと、下腹を擦る。次の瞬間には、反対側の突起をつまんでいたぶる。

　同時にもう片方の手は、股の内側を探り、そこから柴田自身の根元を締め付ける。

　ふいに臍の窪みに指が入れられ、柴田は「アアッ」と叫んだ。ビクンとモノが反り返り、腹に当たる。根元を握っていた江森は、急に手の中のモノが体積を増したのを感じた。

「ここも急所なんだね、浩司さん……」

　もう柴田の性感帯はすべて知っていると思っていたのだがと、江森は新しい発見に感動する。嬉しくなって、やっと人差し指の先端が入る程の可愛らしい窪みを、丹念に確かめた。

（浩司さんのオヘソ、可愛いな）

「アア……ッ、そ、それは……ッ」

　初めはむず痒いだけだったのが、次第に触れられている部分に熱が集中して来る。体内に収まった太いモノが、窪みのすぐ裏側にまで到達しているような気がして来た。内と外から責められ、柴田は背を反り返らせる。

「だ、駄目ッ、や、破れちまうよッ、ア……アッ」

　体内の太いモノが、下腹を突き破って臍から顔を出しそうに思え、柴田は悲鳴を上げた。

「ア……アアッ、ううッ」

　声を出すたびに内部が収縮し、江森も快感に呻く。

「いいよ、それッ」

　臍に入れた指をグリグリ回され、下腹部が痺れた。痺れは背中からうなじまで伝わり、柴田は必死で首を振る。

「そ、それ、駄目ッ、そこはッ」

「じゃあ、ここは？」

　先端の窪みに爪が立てられる。

「アアアッ、いいッ」

　二つの窪みを同時に指でこねられ、内部には楔を打ち込まれ、快楽の中心がどこにあるか分からなくなり、身悶えて大声を出した。

「ウ……アアッンンッ」

　背中を反らし、跳ね上がりそうになるので、江森は肩に回した手に力を込め、力いっぱい奥へと捩込む。熱い粘膜は江森のモノを迎え入れ、すっぽりと包み、壁全体で締め付ける。先端を絞られ、江森は声を漏らした。

「いいよッ、浩司さんのナカ……気持ちいいッ」

　耳元で江森の喘ぎを感じ、柴田も悦びに全身をわななかせる。

「五月ッ……イイ……の？　お前も……ッ？」

「いいよッ、浩司さんッ……サイコー……」

　江森が両腕で柴田の身体を軋むほど抱き締めると、結合がより深まった。

「アアッ、浩司さんッ」

　一体感に江森は胸が張り裂けそうになる。柴田の全身を指でまさぐった。そしてまた前を握り込むと、

「浩司さん、スゴーイ、いつもよりオッキイよ？　栄養剤って効くのかなー、僕も注射してもらおうかな」

　クスクス笑いながら言った。

「……ンッ、バカッ、クスリ、射ちながらやる奴、ねーよッ……アンンッ」

　しばらく膝を揺らし指を使っていると、柴田の身体がピクピクと細かく震え始める。もうじき、というサインだ。

「……イクの？」

「……ウ……ン」

　両手でギュッと握ってやる。自分の手の中の熱いドクドクと脈打つモノを肩越しに上から覗いていると、なんだかまるで自分のモノのように錯覚し、江森も激しく高ぶってきた。力いっぱい何度も突き上げる。

「アアアッ……モウッ」

　柴田は身体を反り返らせ、両手で江森の太ももを掴んだ。

「アアッ……イ……イクッ、さつきッ」

「浩司さん！　イってよッ、アアアアッ」

　同時に達した……。

　ぐったりと脱力する身体を抱きとめて、江森は口付けする。優しく柴田をベッドに横たえ、汗ばんだ髪を掻き上げてやった。

　そして隣に横たわり、抱き寄せる。

「……僕も興奮しちゃった……スッゴク、良かった」と囁く。

「……バカ」

　柴田は顔を赤くして、また腕で顔を隠した。

「でもこの体位だと、浩司さんのイク時の顔がみらんなくて、つまんないや」

　ウットリと眼をつぶっている柴田の顔中に、口付けしながら江森は言う。

「そうだ、今度、ラブホテル、行きましょうか？　総鏡張りの部屋の。そうすれば、バックからでも顔が見られるよ？」

　柴田は驚いて眼を開けた。

「お、お前ッ、そんなトコ、行ったことあんのかよッ」

「浩司さんはないの？」

「ねーよッ、バカッ、お前ッ、誰と行ったんだよッ」

　江森の顔をキッと睨む。

（し、しまったッ）

「ほ、本で読んだんですよォッ」

　焦ってブンブン首を振って見せ、そっと手を伸ばして指先を這わせ始めた。

「ウ……アア……ンッ、ホ、ホントかッ？　く、くちが上手いからなッ、ＭＲはッ」

「指もね」

「バカッ」

　放ったばかりのソレは、再び愛撫に反応し始める。

「カワイー……食べちゃいたいよ……ウィンナーみたいで美味しそう」

「もうッ、俺のッ、んな小さくねえよッ」

「じゃあ、うんと大っきくしてあげるから、やらせて？」

　耳元で囁くと、柴田は柔順に江森の愛撫に身を任せた。

　柴田の分身も素直に指の動きにつられ、育っていく。時折、ヒクリと頷くように首を振るモノを見ていると、江森はいとおしくてたまらない。大きな手に包み込み、丁寧に指で扱き上げた。

「ココ……浩司さんそっくり。かわいくて、僕の言うこと、よく聞くね」

「バ……カッ、んなことッ」

　恥ずかしそうに俯く表情がたまらなく好きだった。瞼に、口元に、鼻に、キスの雨を降らせながら、指先で導いてやった。

「ア……ハッ、ンンッ」

　柴田は江森に全身を委ねて、眼を閉じ眉根を寄せ、快楽のままに背を反り返らせる。

「ウンッ……」

　再び身体が細かく震え始めるので、片手で顔を自分の方へ向けた。

「ア……ア……」

　柴田は驚いて眼を開ける。

「よく見せて、いく所を」

「ヤ……ダッ……」

　頭を振るので、大きな手でガッチリ顎を固定しもう片方の手の動きを早め、タイミングを見計らって、強く握った。

　一瞬、息が止まり、小さく開いた口から喘ぎが漏れる。

「ア……ッ」

　江森の手の中に放った……。

「いい顔……」

　その瞬間の表情を、江森は今度こそたっぷり堪能する。

「最高、かわいいよ、浩司さん」

「……もうッ」

　解放したあと、満足して胸の中で身体を猫のように丸めている柴田の髪を撫でながら、江森は思った。

（お医者さんは患者さんが訴える症状や、小さな徴候を見逃さずに観察して、病気を診断したりするわけだけど……それって、おんなじなんだよね）

　相沢の励ましの言葉が蘇ってくる。

「好きな人のことは、いつだって、何だって知りたいだろ？　それとおんなじだよ」

　その通りだ。

　愛する人の何げない一言や些細な仕草までもが、みんなこちらに向けられたサインなのだから。

（浩司さんは、口べたで辛いとか嬉しいとかあんまり人に言わないけど……僕が気をつけて見ていればわかるんだよな）

　甘えた様子で胸に顔を埋めている柴田を抱き締めた。

（うんと、うんと、分かってあげたい……）

　髪に口づけながら思う。

（そうすれば、もっとこの人を幸せに出来る……）

　何もかもというわけではないが、前から比べると柴田の気持ちも癖も、好きなものも、随分と良く分かるようになってきている。

（……だよな……イく時も、もう、分かるもんな）

　握ってやったタイミングが抜群だったので、江森は気を良くしていた。

（あのサインでさ）




 END　　　
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　五時を十五分回ったところでやっと化学の教師は、元素記号やら化学方程式やらを絞り出す白墨の動きを止めた。

「今日はこれまでにしておこうか。明日はプリントの三枚目から」

　理数系を目指す生徒は、県でも偏差値１、２位を争うこの高校には多い。補習を受けているのは二年生の三分の一にものぼる。

　もちろん柴田浩司もその一人で、急いで黒板いっぱいに書かれた文字をノートに写していた。もともと器用でなんでも手が早いことで知られているので、さらさらと書き写すと作業を終了し、化学教室から外へ出た。

　腕時計を確かめると、五時半だ。

「もう終わってるかな……」

　生徒会室の前を通り過ぎたが、中には誰もいないようだ。

「まだなんだ」

　一階へ降り、玄関の下足場を通って、体育館へと足を進めた。

　グラウンドでは十数人の野球部員が、ランニングの最中だ。この時間、夏の日は傾いてはいるが、まだ頭の上は明るい青々とした空が広がっている。しかし西へと目をやると、山々が夕映えに赤く染まっているのが見えた。

　専用のスリッパに履き替えるのも面倒で、柴田は体育館の出入り口でスニーカーを脱ぐと、２段ある階段を上がり、中を覗き込んだ。

　バスケットコートには選手達が入り乱れ、どうもまだ試合中なのだった。

「もう一本！　いくぞ！」

　澄んだ声が響く。

　声の持ち主は、大男ばかりの部員達の間では目立つという程背は高くないが、筋肉質の手足はずばぬけて長く、細面で大人びた表情の青年だった。

　汗で身体に張り付いた水色のシャツに、白い短パンといういかにも運動部員というスタイルも、まるでむさ苦しく見えない。

　やや長めの前髪を真ん中で分け、メタルフレームの眼鏡をかけている。きりっと太い眉を寄せ、真剣にゴールポストを見据えるその顔は男らしい二枚目だ。

（相沢……）

　キャプテンである相沢和彦は、ゆっくりとドリブルをしながら味方に目で合図を送る。

　敵方の選手がドリブルを阻むのをうまくかわし、ゴール下へと入った味方にパスを渡す。

　これがフェイントで、シュートを阻もうと二人がジャンプした足元を再びボールが相沢へと返った。

「しまった、戻れ！」

　声がかかったがもう遅い。

　相沢はまるでお手本のような綺麗なフォームでシュートを打った。

　スリーポイントシュートが決まり、笛が鳴る。

「お疲れさま！」

　練習の最後に、一年生に見せるための模範試合をやっていたのだ。

　相沢は「さぁ、最後に軽く三周して終わりだ」と、床に座っていた一年生部員に声をかける。

　そして戸口に立っている小柄な青年に気づき、手を振った。

「柴田！　ちょっと待っててくれ！」

　マネージャーの女子部員からタオルを借りると、首にかけて小走りに近づいた。

「柴田、ごめんな、遅くなって！」

「相沢、いいんだ」

　相沢はごしごしと額の汗を拭きながら、柴田の傍に寄り、にっこりした。

「先にいつものところで、待っててくれないか？　これから掃除と片付けがあるから、もう少し、かかるんだ」

「相沢……」

　柴田は呆れ顔をしてみせる。

「お前、キャプテンなんだから、そんなこと下の奴にやらせりゃ、いいじゃないか」

「そういうわけにもいかないんだよ」

　相沢は微笑む。

「ほら、いつも生徒会の仕事を優先して、掃除をさぼってたからな、夏休みぐらいはちゃんとやらなくちゃ」

「……お前らしいよ」

　柴田は手を振ると、その場を後にする。

　いつも学校の帰りに二人で寄るのは、国道沿いにあるファーストフード店なのだ。

　レジでコーラを買うと、窓際の席をとって相沢を待つ。

（そうだ、渡す前に……）

　鞄からノートを取り出し、書き忘れがないかどうかチェックした。

　まもなく半袖のＹシャツと紺のズボンに着替えた相沢が、店に入って来た。

　手を挙げて合図をすると、カウンターで「クリームソーダとハンバーグ」と注文する。すぐにトレイを持ってやって来た。

　柴田は調べていたノートを閉じ、指しだす。

「ほら、今日の分」

「ありがとう、本当に助かるよ。コンビニに寄ってコピーしたらすぐ返すから」

　相沢はノートを両手で押しいただくようにする。そしてわざわざ向かい側ではなく、隣の席に身体を滑り込ませた。

　柴田は急いで隅っこへ詰めると、下を向いて自分のコーラを一口飲む。下を向いたまま、ぼそりと答えた。

「いいんだって。その代わり、来週の数学、頼む」

「まかせとけって！」

　来週は水泳部の強化練習があり、今度は柴田が補習に出られないのだ。

　二人の通っている高校は、二年の二学期から文系と理系のコースに別れるという、典型的受験校だ。夏休みには補習が行われ、その間、教師の進路指導も頻繁にある。

「その割りに、『文武両道』なんて、部活も厳しいんだからな、困ったもんだ」

　相沢は溜め息をつくと、クリームソーダのストローを口にくわえた。

「そういえば、柴田、二学期が始まったらすぐ、志望校の調査があるけど……どうするの？」

　下を向いたままの柴田を、相沢は覗き込む。

「僕はＪ医大にするけれど……お前は？　お父さんと相談した？」

「……ん」

　柴田が実の息子にもかかわらず父親から疎まれていることを、相沢は知っていた。母親がとうに家を出ていて、連絡すらつかないことも。進路を決める時、誰に相談するのかとずっと心配していたのだ。

「……俺も……Ｊ医大にする」

「大丈夫なのかい？　お父さんは賛成なの？」

　Ｊ医大は私立だ。老舗の私立医大なので、新設校よりは入学金や寄付金は少ないが、国立に比べればだいぶかかる。父親の了解なしには無理だろう。

　心配顔でさらに尋ねる相沢に、柴田は小さく頷いてみせた。

「……ん。先週、Ｊ医大って書いた志望校調査の紙を、オヤジの診察机んとこにおいといたんだ。そしたら……」

　昨日、帰宅したら自分の勉強机にその紙が乗っていた。

「特にバツとかついてなかったからさ……いいってことじゃないかな……」

　まるで会話のない父子の有り様に相沢は憤りを覚えたが、取り敢えず許されたことだけは感謝した。

「よかったな！　じゃあ、一緒に頑張って合格しような？」

　相沢は優しく話しかける。

　この、シャイで誠実で真面目な友人が大切だった。

　不幸な家庭環境のこともあるが、人付き合いが下手で不器用な性格は、見ていると気になって、何とか力を貸してやりたくなる。

　相沢の言葉に、柴田はふいに顔を上げる。

「……一緒に？　合格？」

　切れ長の目で、少し首を傾げ、相沢を見上げる。

「そうだよ、そうすれば、大学でも一緒だ」

「そっか……」

　柴田は眼を瞬かせると、また下を向く。そして小さな声で「……そしたら、ずっと一緒にいられるね」と付け加えた。

「そうだね」

「……約束してくれるか？」

「え？」

　相沢は聞き返す。

　柴田はまたぼそりと言った。

「……ずっと一緒にいてくれるって」

「ああ！　でもまず、合格しなくちゃな、頑張ろうぜ？」

「……ん」

　柴田は顔を上げると、にっこりする。

「俺、頑張る」

　相沢も安堵の笑みを返す。偏差値から言えば、柴田も自分もまず合格ラインで心配はないのだ。何と言っても最大のハードルは、柴田の父が反対することだった。

（もう大丈夫だ……）

　柴田には内緒だったが、相沢は密かに自分の父に根回しを頼んでいた。

　相沢の父は内科医院を開業しており、病院長である柴田の父とは所属の医師会は違ったが、ライオンズクラブの会合で顔を合わせる機会があった。

　それとなく「うちの息子はＪ医大を受けさせるが、お宅の息子さんもよく出来るから、受けさせては」と、会うたびに言ってもらっていた。

　柴田の父は、既に長男を医者にしていた。もしかしたら疎んじている下の息子を医学部へやる金を惜しむのでは、と心配していたのだった。

（よかった……）

　相沢はほっと溜め息をつくと、思わずテーブルの上の柴田の手に自分の手を重ねた。

「……相沢？」

「柴田、よかったな……」
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　柴田の実家は、「外科・内科・整形外科」を掲げる病院だった。六十床程もあるベッド数で、三階建ての大きな白い病院棟の隣の敷地に、二階建ての日本家屋があり、こちらが家族の住処である。病院棟とは渡り廊下でつながっていた。

　柴田が引き戸を開け、家に入ると、病院棟の方から熊谷というもう六十歳近い総師長がやってくる所だった。

「あ……」

　柴田は小さく首を振ると、急いで奥の自分の部屋へ引っ込もうときびすを返す。熊谷は病院を新設した時からの従業員で、父の最初の妻と仲が良く、後妻に入った柴田の母を嫌っている。当然、その息子である柴田のこともあまりよく思っていない。柴田にとってはなるべく接触したくない人物である。腹違いの柴田の兄・俊貴としたかの方を贔屓にしているので、向こうも柴田のことはいつも無視しているのだ。

　それが今日は熊谷の方から声をかけて来た。

「浩司さん、俊貴さんがお帰りになってますよ。今、お茶を差し上げるところですから」

「……あ」

　柴田は気を変えて、居間に入った。短い髪を後ろへ撫でつけ、すっきりした細面の、肩幅の広い男がソファで新聞を読んでいた。ベージュのサマースーツに幅の狭いタイを締めている。

「……お帰りなさい」

　小さな声に俊貴はバサリと新聞を膝に降ろす。振り返って、

「浩司！」

　驚いたような声を出した。一瞬ののち、黒々とした眉を寄せ、切れ長の眼でじろりと柴田を睨む。

「何だ、お前か。今まで遊び歩いていたのか、え？」

　いつものことだが、この兄にいきなり決めつけられるとうまく言葉が出ない。下を向いて後退りした。

「……じゃなく……」

「え？　何だって？　もっと大きい声を出せ、男だろう、お前は！」

　俊貴はイライラした口調になった。この弟と話すと、はっきりしないのでいつも腹が立つのだ。

「……補習が……学校で」

「ああそうか！」

　俊貴は頷きながらも、舌打ちする。

「お前、そういやぁ、もう高二だもんな。しかし、それぐらいちゃんと言えないのか、まったく女々しい奴だな！」

　そこへ台所から熊谷がアイスティーの乗った盆を運んで来た。

「ぼっちゃま、さあどうぞ、お暑いならエアコンを入れましょうか」

「そうしてくれるとありがたいな、熊谷さん」

　二人の関心がもはや自分にはないと見て取って、柴田はそっと後退りを始める。

　俊貴が気が付いた時には、もう柴田の姿はなかった。

「まったく浩司は相変わらずだな……あの暗さは何とかならないのか！」

　この前俊貴が家に戻って来たのは、正月休みだった。その時に比べると久しぶりに見たせいか、弟は小柄ではあるが幾分背が伸び、大人びて見える。頬が少し細くなって子供子供していた顔立ちがいくらか整い、妙に綺麗に見えた。小さい頃から綺麗な子だったから、意外という感はなかったが、それにしても想像以上だったので、驚いた。

　しかし性格は全く変わらないようだ。それに少し伸びた前髪を額に垂らし、こちらを窺うような表情は、

「あの女そっくりじゃないか……」

　さっき、薄暗い戸口に立っていた時は、本当に生き写しと思ったくらいだ。

　独り言を聞き留め、同じサイドの人間としてわかっていますよ、というように熊谷も頷く。

「そうですね、浩司さんは本当にあの女によく似ていますよ」

　俊貴は溜め息をつくと、また新聞を取り上げる。熊谷に「ご苦労さん」とだけ言った。

　熊谷は「それじゃ」と部屋を出て行きかけ、ふと思い出して「ぼっちゃま、夕ごはんはどうされます？」と尋ねる。

「そういや、そうだな……いいよ、何か取るから」

　そして「親父の奴は？」と付け加える。

「もう診療時間はとうに終わったろ？」

「ええ、先程またお出掛けになりましたよ」

　俊貴はまた舌打ちをした。

「あいつも相変わらずだな……いい齢して、まだ夜遊びかよ」

　熊谷はあいまいに笑い、そうそうに引き上げることにした。

　一人残ると、俊貴はスーツのジャケットを脱ぎ、タイを外す。ソファから立ち上がって、縁側へと近づいた。

　母屋と病院の白い建物との間は小さな日本庭園で、綺麗に丸く刈り込まれた植栽や枝に縄をかけた松などが、病院からの目隠しになっていた。一部には西洋芝も敷き詰められて、家の影が落ち、青々と涼しげだ。

「まったくもう……この家はまるで変わってない」

　俊貴はまた溜め息をつく。

　この家に帰ると、本当に気持ちが苛立つ。

　相変わらずの父親の乱行ぶりも腹立たしいが、弟の浩司の怯えた眼を見ているとひどく気分を害される。

「確かに俺はいい兄じゃなかったが……」

　弟が父を怖がっているのは無理もないことだ。あいつの母親が家を出てから、ずっと父は弟を疎んでいるのだから。だが、

（俺はそれ程苛めた覚えはない）

　とりたてて可愛がりはしなかったが、

（だって、仕方がないじゃないか）

　俊貴の母は骨太の体格で、顔もがっちりとして美人とは言えなかった。父と母は見合いで結婚したもので、俊貴が小さい頃から父の浮気のために夫婦の仲は悪かった。

　母は気が強く、俊貴は体格とともにその気の強さも受け継いだらしい。

「絶対、離婚などしてやらない」

　眉を吊り上げてしょっちゅう母は怒鳴っていた。それが俊貴が小学校六年の時、どういう事態が起こったのか、突然母は離婚を承諾し、説明もなく俊貴を置いて実家へと戻った。

　何カ月も経たないうちに家にやって来たのが、弟の母・愛美まなみだった。

　愛美のことは実は前から知っていた。愛美は四月から病院に勤め始めたばかりの薬剤師だったのだ。

　その時やっと俊貴は事の顛末を漠然と悟った。

　気の強い母は、父の外での浮気は見過ごせても、病院内の従業員に手を出したということでプライドを傷つけられ、我慢ができなかったのだ。

　実のところ、愛美は従業員というより、父の友人の姪で、「安全な就職先」として父に預けられたものだった。友人の顔を潰すわけにはいかず、さすがの父も責任を取ったらしいと俊貴は納得した。

　愛美は病院に就職した時から美人で評判だったので、あまりそういうことに関心のない俊貴さえも知っていた。ほっそりと小柄で色は白く、つやつやした髪は顎のあたりまでのショートカットで、丸い小さな顔をしている。切れ長だがキラキラと輝く眼に品の良い細い眉で、まるで自分の母とは違っていた。しかもまだ若く、俊貴は自分の母に落第点をつけられたように思い、愛美を嫌いになった。

　一方でその美しさに、十二歳の子供ではあったが眩しさを感じたことも事実だった。程なく弟が生まれた時は、ひどくショックを受けた。美しい義母は自分のためにではなく、弟のために存在するのだ。弟を可愛がる義母を見ていると憎しみが込み上げた。

　この齢になって冷静に自己分析すれば、実は自分はあの美しい女性に愛されたかったのだ、と俊貴は思う。俊貴は弟の浩司に嫉妬していたのだ。

　心理学で言えば、「長子は王座を追われた世継ぎの王子」である。

　それもあって、弟にはことさら冷たかったかも知れない。のちに気になって高校や大学の友人に尋ねると、男の兄弟なんてそう仲良いものではないと、皆が言っていた。友人達に「取っ組み合いの喧嘩なんてしょっちゅうさ」と答えられ、俊貴はホッとしたものだ。

（俺はそんな意地悪はしていない）

　実はそれこそが愛情表現だということには気づいていない。

　愛美が家を捨てた時には驚いたが、自分の父親と一緒では到底幸せにはなれないだろうから、まあ無理もないと冷めた気持ちで納得した。

　その頃俊貴はもう二十三歳になっていて、まだ真剣に結婚を考えたことはなかったが、女性との付き合いはあった。それを知った時、自分は絶対、愛する女性を不幸にはしまい、と堅く心に刻んだものだ。

　父親のことは今でも許せない。

　父親はあんな男になりたくない、という反面教師のような存在で、医師となること以外は趣味にしろ服の選び方にしろ、ことごとく俊貴は違う道を選んで来た。

　特に男女関係については俊貴は今時珍しいと言われる程、潔癖すぎるぐらいの硬派で、複数の女性と付き合うようなことは決してなかった。さらに愛人を家の外に作るなどということは、どんなことがあっても許されないと感じている。

　弟は、と言えば、今や別にどうということのない存在だ。長子としての権利を奪われるわけではなかったのだから。一回りも年が下なので話は合わないが、特に憎み合う理由もないのだ。もう十二歳の頃の自分ではない。

　俊貴は縁側へ降りて、大きく伸びをした。

　今、自分は一人前の医師になっている。あと四年もすれば博士号も取れるだろう。弟も医学部を目指すらしいが、それもいいだろう。将来この病院で働くことになれば、好都合というものだ。今は妙に女々しくて、イライラさせられるが……。

（まったく性格はサイアクだよな、あいつは）

　軽く舌打ちする。

「オヤジに似て、ふてぶてしくても困るが……」

　まあまだ、高校二年ではガキだ。もう少し大人になれば、しっかりするだろう……。

　ふと空腹を覚え、俊貴は居間に戻り、卓の真ん中に置かれた菓子鉢に手を伸ばした。煎餅を一枚取って、齧りながら考える。

「鮨でも取るか……浩司はどうするんだろう。まさか相変わらず、病院の給食を食ってるんじゃないだろうな」

　毎日通っている家政婦は、夕食の用意をしていかないのだ。

　居間を出て奥へ進むと、弟の部屋の前の廊下に、冷えきった病院給食の乗ったアルミの盆が置いてある。ひどく侘しい様子に俊貴はまたイラついた。

「まったく……どういうことだよ！」

　怒りはやはり弟へと向けられる。

「なんで文句の一つも言えないんだ、あいつはッ！」

　ノブを掴んで「おい！」と声を上げながら中へ踏み込んだ。









　俊貴の前からそっと逃げ出すと、柴田は急いで自分の部屋へと向かった。

　一番奥の六畳程の洋間で、エアコンはないが北向きなので十分だ。風通しも良く、窓を開け放しておいたので、熱気はこもっていない。

　窓へ寄ると、きっちり閉めた。部屋にいる時はいつも閉め切っているのが習慣になっている。

　鞄を椅子に乗せると、ベッドに腰をかけ、溜め息をついた。

　久しぶりに兄に会って緊張したせいか、心拍数が上がっている。

（……いや……そうじゃない……）

　本当のことを言うと、学校にいた時からなのだ。体育館で相沢に話しかけられた、あの時からずっと。

（何で……だろう）

　このところ、身体の調子が変なのだ。元々、夏は苦手だった。水泳部以外の運動部だったら、とてもやっていけない。

　今週はずっと朝から何時間も補習を受け、疲れが溜まっているのも原因かも知れないが、それだけではない。時々、身体が異様に熱く、持て余すことがある。

　さっき、練習試合でシュートを決めた相沢が眩しく見えた。汗を拭いながら傍に立っていた時は、とっても男臭くて、なんだか圧倒された。相沢がバスケで活躍しているところなど、いつだって見ている筈なのに……決定的だったのは、ファストフード店で手を握られたことだった。

　今までだって、握手をしたり、手を握ったりしたことぐらい、ある。でもその瞬間、触れ合った部分から身体に熱いものが流れ込み、心臓が跳びはねた。

「ずっと一緒にいてくれるか？」

　思わず口をついて出た言葉だったが、あれは自分の本心だ。

　相沢は嫌がりもせず、頷いてくれた。

（相沢だけなんだ……世界中で、俺といてくれるなんてのは）

　そう、相沢だけだ。そのあとに会った兄の冷たい眼を見てもわかる。

　相沢だけが、自分のことをイヤがらない。

　それだけで満足しなくちゃいけないのに。

（「ずっと」なんて、言っちまった！）

　それなのに相沢は優しく承諾してくれた。

　単なる同情ということぐらい、わかっている。

　柴田は溜め息をつくと、ベッドに横になった。

「あ……」

　また身体の奥が熱を持ち始めた。

（……駄目だ）

　もう高校二年なのだから、自分で慰めることぐらいはある。しかし母親が出て行く前の晩に起こったことを目撃して以来、欲望には嫌悪感を伴うようになっていた……。

　………あの晩、言い争う声に目覚め、そっと居間を覗いた。父は母の肩を鷲掴みにし、大声を張り上げていた。

「浩司も俺の子じゃないんだろう！」

　すると母は父の頬を打った。次の瞬間、父は母を床に引き倒した……。

　咆哮を発し、母の身体に馬乗りになって腰を振る父は、まさに獣だった。泣き続ける母から父が身体を離した時、凶器のような怒張した局部が露に見え、柴田は吐き気を催した。

　セックスはそれ自体が嫌悪の対象となっている。それでもどうしても抑えられないことがある……。

（……いやだ）

　知らぬ間に、固くなった股間を細い指でまさぐり始めた。半袖シャツの裾を掴みだし、ジッパーを下げる。

（ああ……いやだッ）

　自分の痴態を消し去りたくて、ぎゅっと眼を瞑る。その間も指の動きはどんどん早くなる。奥へと進み、熱い塊へ到達していた。

　ふいに相沢の顔が瞼の裏側に浮かび、柴田は身体を硬直させる。

（……え……ッ）

　こんなことは初めてだ。今まで具体的なものを思い浮かべ、慰めたことはない。やむにやまれず、少しでも早く終わらせようと指を使うだけだったのに。

（……あッ）

「ずーっと、一緒だよ」

　低く柔らかい声がリフレインする。自分の指に触れた暖かい手の感触が蘇る。

（……ああッ）

　股間を這い回る自分の指が、相沢の手のように思えてくる……。

（……ちが……う、そ……んなッ）

　自分の粗い息は、さっき汗に濡れた体操着で見下ろした相沢の熱い息遣いに変わる……。

「……柴田」

　相沢の声が耳元で囁く……。

「あ……あッ、あいざわ……ッ」

　とうとう名前を呼んでしまった……頭の中が真っ赤になる。

「……うううッ」

　ドクンと身体の奥が脈打った。









「おいッ！」

　怒ったような声を浴びせられ、柴田は悲鳴を上げた。

「あああッ」

　ベッドの隅へと逃げ、壁に背中をぴたりとつけて怯えた眼で戸口を見詰める。

　頭の中も視界もぼんやりとしていたが、怒りを露にした大柄な男が立っているのが見えた。

（……父さん？）

　ますます怯えて壁にすがりつく。

「ご、ごめんッ、ゆ、許してッ」

「おいッ、何をして……」

　言いかけて部屋に踏み込んだ俊貴は、夕暮れの薄闇の中ではあったが、こもった熱気と乱れた服装に弟が何をしていたか、すぐわかった。訳もなく怒りが込み上げる。

「何もそんなに怯えることはないだろうが！」

　大声を張り上げて睨む。

「たかだか、マスをかいてたぐらいで、なんだ！」

　柴田が何を思い浮かべていたかというところまで気づく筈もない。

　怒鳴り声に柴田はいっそう怯えた眼になった。まるで誰を思いながら慰めていたかまで見通されたようで、ひたすらこの場から身体を消してしまいたかった。

　涙目になった柴田に、俊貴は舌打ちをすると、もっていた給食盆を荒々しく机に置いた。

（せっかく鮨でも取ってやろうと思ったのに……こいつときたらッ）

　まだ子供と思っていたのが、いっぱしに色気づいていたということにも、腹が立っている。潤んだ切れ長の眼に、桜色に上気した頬は妙に艶めいて、見ていると俊貴は居心地が悪くなった。ごまかそうと、乱暴な言葉でなじる。

「お前も男だろうが！　こんなことでヒーヒー泣くんじゃない！」

　大声を上げれば弟を怯えさせるだけということは俊貴も承知しているが、それでも怒鳴らずにはいられない。

「そんなことでは、まともな男にはなれないぞ！」

　吐き出すように言うと、部屋の外へと出て行った。

　残された柴田は、巣穴に追い込まれた小動物のように丸まっていたが、足音が遠ざかるのを確認し、少しずつ手足を伸ばした。

（……ティッシュ……）

　ベッドからヨロヨロと降りると、机の上のボックスからティッシュを引き出し、指とズボンを拭う。

「う……」

　惨めさで涙が零れそうになったが、必死でこらえる。泣けばいつも、父や兄の「女々しい奴だ！」という罵声が頭の上から振って来たものだ。

「……俺」

　またベッドにもどり、力無く腰を落とす。

「まともな男になれないぞ！」

　兄の怒鳴り声が蘇る。

（……俺は……まともな男じゃないんだ……）

　両手を開き、膝においてじっと見る。何を思い浮かべてこの指を動かしたのか考えると、おぞましさに背筋が冷たくなった。

（もうまともな男じゃないんだ……）

（まともじゃないんだよ、俺は……）

「……相沢」

　絶対、あいつに知られたくない……嫌われる……相沢にまで嫌われたら、

（俺はまた、独りぼっちになっちゃう……）









「……あいざわ」

　小さな声が唇から漏れたので、江森は聞き耳を立てる。

「浩司さん？」

　胸の中で眠っている男は、ぎゅっと瞼を瞑り、眉を寄せ、眉間に深い縦じわを刻んでいる。

「……あいざわ」

　もう一度、苦しそうに名前を呼ぶと、江森のパジャマを握っている指に力がこもった。

　その名前に江森はドキリとしたが、今は柴田の苦しそうな様子が気にかかる。

「浩司さん、大丈夫？」

　江森は腕枕していた手を肩にやり、抱き寄せた。

「……あ」

　うっすらと眼が開けられた。

「浩司さん、どしたの？　苦しそうにしてたから……心配になっちゃったんだよ」

　江森は片手で額の汗ばんだ髪を梳いてやる。

「なんか、悪い夢でも見たの？」

「……ん」

　小さく頷くと、柴田は溜め息を漏らす。身体の緊張を解いた。

「……やな夢、見ちまった……小さい頃の……」

（いやな夢だなんて……）

　相沢先生が出てくる夢なのに、そんなに辛いなんて、相沢に去られる夢でも見ていたのだろうか。江森は胸の奥が痛んだ。

「浩司さん……」

　江森はぎゅっと柴田を抱き締める。

「悪い夢、見るなんてかわいそうだ」

「ううん、違うよ……」

　柴田はまた江森のパジャマを掴んだ。

「だって、夢だもん、だから平気だ……お前とこーやってるのが夢で、覚めたらお前がいないって方が嫌だ……悪い夢の方がずっといいよ……」

「そっか、そうだね」

　江森が髪に口づけると、柴田は嬉しそうに目を細め、見上げる。

「でも……時々さ……なんか、あんまり幸せだと、夢なのかなって……心配になっちゃうんだ……お前と出会ったのも、こーしてるのも、みんな夢で……ホントの俺は……やっぱ、一人なんだ……って」

「浩司さん」

　寂しげな口調に、江森は胸が苦しくなる。

「大丈夫、浩司さん、僕はホントだよ？」

　片手で器用に柴田のパジャマを脱がせて行く。あっと言う間に柴田は生まれたままの姿に剥かれてしまう。

「もう……ッ、手が早いんだからッ」

「手だけじゃないよ？」

　体内に太いモノが潜り込んで来たのを感じ、柴田は「アアアッ」と呻く。

「しっ、静かにしてて……僕を感じてよ。夢じゃないよ？」

　江森はゆっくりと入って行く。

「夢の中の人じゃ、こんなこと、してくれないよ。ホンモノだけだよ、これは……」

　開かれる鈍い痛みを、柴田は目を閉じて受け止めた。

「ああ……五月……」

　……熱く脈打つ生き物は、もうまるで自分の一部のようなあの存在だ……それが自分の中に入ってくる……そして初めの違和感はすぐに懐かしい感覚に変わる……。

（ああ……いつもの……感覚だ）

「五月……お前のだ……夢じゃない……」

　うっとりと呟く柴田を、江森は少し悲しい気持ちで眺める。

　固いモノを動かしながら、抱き締め、耳元で囁く。

「僕のことを感じて、ホンモノの僕を」

　そして、『相沢先生のことは、夢で見てね』と心の中で付け加える。

　現実の柴田は自分のものなのだから、夢の中ぐらいは相沢に貸してやってもいい。

（それぐらいは我慢するよ、僕）

　けれどいつかは自分も夢の中へ入って行って、

（絶対あなたを抱くよ、夢の中でもね）

　心の中で呟きながら、江森は滑らかな肌に唇で自分のものという徴を刻んでいった。




END　　　
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　土曜日の午後も二時を回ると、いつもは診療の順番を待つ人々でぎっしりの、ここＪ医大付属病院の外来ロビーもさすがに人影がまばらになる。六月も半ばになったが、今年の東京は梅雨に入ったのかどうかはっきりとしないまま、少しずつ雨模様の日が多くなっていた。

　新宿から私鉄で二十分ほどのこの辺りは、駅前に高層ビルも立ち並んでいるが、古くからの住宅街には緑が多く、庭の木々は雨の恩恵を受けて若葉を生き生きと茂らせている。朝からの雨がついさっき上がったばかりで、あちこちの大きな窓からは明るい日が差し込み、診療の終わった人々が楽しげに、

「雨が上がったわねぇ」

「良かったわ、今のうちに晴れて」

などと話し合いながら玄関の方へと去って行く。三時からは特別外来が開くのだが、こちらは完全予約制なので番を取る必要はなく、時間通りに来れば診てもらえるので、待っている人はいない。

　しかし三つ並んだ第２外科の診療室の一番奥に、簡単な手術も出来る処置室があって、その前のベンチにはまだ採血やら包帯交換やらなどの処置を待つ人が数人、座っていた。

　いつも土曜には処置係が一人しかいないので、処置室の前はライブハウスの出待ちといった混み方なのだが、今日はさほどでもない。外来の主任看護師はひょいと戸口から首を出して残りの人数を確かめ、笑みを浮かべた。

（もうじき終わりだわ……良かった、やっぱり柴田先生は早くて助かるわ）

　中を振り返り、黙々と看護師を介助につけて足の傷を縫合している若い医師に眼をやった。

「柴田先生、あと少しで終わりですから」と声をかけ、励ました。

　柴田は「……ん」と返事をし、眼も上げずに器用そうな指で素早く縫合を続ける。柴田の口の重いのに慣れている主任は、いっこう気を悪くもせず、笑顔のまま見守った。

　処置係は、まだ外来診療を任される程のキャリアのない若手の業務だ。包帯交換や採血や抜糸などを、診療室で患者を診ている医師の替わりに代行する、いわば下働きだ。

　本日の処置係である柴田浩司は、まだ後期研修二年目に入ったばかりの若手だった。

「桑野くわのさーん、どうぞ」

　最後の一人の名を呼ぶと、外来主任はカルテを手に患者を導いた。桑野と呼ばれたのは髪を金色に染め、Ｔシャツにジーンズ姿の青年で、今時の細い顎の優男だ。情けない表情で、包帯をぐるぐる巻にされた右足を引きずり、おどおどと入って来た。

　桑野はバンドを組んでおり、先日練習中に足の上に重たいアンプを落としてしまった。ひどい血まめを作ったが、かまわず長時間ブーツを履いてクラブに出演するという愚行を犯したため、傷がすっかり膿んでしまったので、昨日、メスで切開して排膿したところだ。

　ひょろりと痩せた身体を屈め、心配そうに処置室の中を見回しながらベッドへと近寄る。びくつきながら腰かけると処置台に包帯で包まれた足を乗せた。

　昨日の切開はひどく痛かった……しかも処置をしてくれた医師は、でかくてごつい顔の男で、ギョロリと飛び出た眼で「痛いですか！」と尋ねられた時は、怒られたようで思わず首を横に振ってしまった。

　するとまた大胆にメスを奮われ、本当に涙が出た。終わったあと、涙眼でいると「痛いならちゃんと痛いと言って下さい！」とまた大声で怒鳴られ、散々だったのだ。

　怯えた眼を上げると、消毒液の入った洗面器で手を洗っている手術着の小さな背中が見える。こちらを振り向くと、ほっそりした顔に長い首、切れ長の驚くほど綺麗な眼が現れた。

　昨日のゴツイ医師ではなかったので、桑野はホッとする。近寄って来た医師に、「痛いですか？」と尋ねた。これからの処置が痛みを伴うなら、前もって覚悟を決めよう、そう思ってのことだ。

　しかし尋ねられた柴田は変な顔をした。

（普通、痛いですかって聞くのは、こっちなのに……）

　意味がわからないので、そのまま黙って傷の消毒を始めた。

　有能で冷静な医師で通っている柴田は、いつも手早く淡々と仕事をこなす。人付き合いが苦手であまり世間話と行った軽口がたたけないせいなのだが、外目にはおよそ愛想がないと映るのだ。クールと受け取られることも多い。

　桑野は沈黙を守る医師に戸惑う。

（傷を診て、何も言わないなんて……悪くなってるんだろうか！）

「あの……」

　声をかけられ、柴田は桑野を振り仰ぐ。

「……何ですか」

（何ですかって……こういう場合、説明してくれるもんじゃないのか？）

　桑野は少しムッとして、また「どうですか？」と言った。

　またしても柴田は変な顔をする。

（……どうですかって聞くのはこっちなんだけど）

「……どうですか？」

　柴田は反対に尋ね返した。

「はぁ？　どうって、どういうことです？」

　禅問答のようで、介助についていた看護師はプッと吹き出した。極端に口数が少ない柴田には、行き違いはよくあるパターンなのだ。

「桑野さん、昨夜はどうでしたかって意味なんですよ？」

　同時通訳してやる。

「ああ！」

　桑野は頷いた。

「あまり痛くありませんでしたけど……先生、悪くなってます？」

　少し不安になる。

「……いいえ。また月曜日、来て下さい」

　暗い声が返って来て、桑野の不安は増した。

「本当ですか？　大丈夫なんでしょうね？」

　大声で柴田に問いかける。柴田は少しびっくりしたように顔を上げ、桑野の心配そうな顔に気づくと、ふいににっこりして「大丈夫です」と答えた。

　間近で綺麗な顔に笑いかけられ、桑野もすっかり気分が良くなる。ほっとした顔で帰って行った。

「お疲れ様ー」

　看護師が膿盆やらガーゼやらを片付け始め、柴田に声をかける。

　手袋を脱ぎながら、柴田は壁の時計を見た。

（まだだろうな、五月は……）

　江森の名をちらと思い浮かべただけで、柴田の心に暖かな想いが沸き起こった。自分よりは１５㎝も高い大柄な身体、明るい栗色の髪、優しい表情をたたえた大きな眼がたちまちありありと思い起こされる。いつも強く抱き締めてくれる太い腕、そして情熱的に求めてくる……ちょっと情熱的過ぎるくらいに、飽くことなく……。

　連想が広がって、柴田は一人で壁に向かって赤面し、はっと我に返ると咳き込みそうになった。臨時の勤務がなければ江森は土曜日は休日なので、会社のテニス同好会の練習に出ている。今日もその予定で、終わるのは五時過ぎだ。

（先にマンションに帰っていようっと）

　内心のときめきを抑えようと、少し気を使いながら処置室を出ようとした時、外来師長が「柴田先生」と呼び止めた。

「大月先生が、診察室に来て下さいって」

「……大月先生が？」

　大月は第２外科の副医局長だ。いつもやっかいな頼み事を押し付けられるので、柴田にとっては鬼門である。警戒の色を顔に浮かべつつ、柴田は待合室の方から大月のいる第３診察室へと廻った。

　待合室との境に吊るされた白いカーテンの向こうから人声がする。

（まだ診療中なのかな……）

　柱の陰に立っていると、聞くともなしに会話が聞こえてきた。

「……どうも弟には甘いもんなんだよ、兄貴って奴は」

　低い落ち着いた声がする。笑い声とともに、聞き慣れた大月の声が遮った。

「お前が特別に弟に甘いんじゃないか！」

「そうかもな……つい、心配になっちまって。でも利之としゆきが知ったら怒るから、俺が来たことは内緒にしといてくれよ？」

　溜め息が間に挟まる。

「利之は小さいころ、身体が弱くてな。で、鍛えようってんで親父がボーイスカウトに入れたんだが……最初は嫌がって、キャンプなんかも俺が付き添いでいったもんだよ。まあ、十も年が離れてるから、つい俺も心配でな」

「いや、いい兄貴だよ、お前は」

（……いい兄貴……か）

　聞いていた柴田の胸がちくりと痛む。柴田にも一回り年の離れた兄がいる。母親の違う兄だ。柴田が物心付いた時には、兄は既に思春期で、後妻に入った柴田の母を家庭を壊した原因として嫌っていた。無論、その子供である柴田も含めて。

　若く美しい母と再婚した後も父の浮気は繰り返され、家の中は諍いが絶えなかった。兄と言えばいつも真っ先に思い出すのは、親達の言い争いを横目に見て、強ばった表情で部屋を出て行く姿だ。

　兄の俊貴としたかは背が高く、父親に似た細い眼をしていて、潔い日本男児といった風貌が中学の頃やっていた剣道によく似合った。この兄に「チビだな」「女みたいな奴だ」と言われると、反論できなかったものである。

　柴田の母が家を捨てた時、兄は医学部に通っており、下宿生活で家にはいなかった。その後はたまに家に帰ると、母親に捨てられた柴田に蔑みと哀れみの言葉を投げ付けた。

　それでも柴田は兄が帰ってくると嬉しかった。家の中に父親以外の人間がいれば、いくらかでも気が紛れたからである。

　自分の息子ではないのではという疑いを抱き、男と出て行った妻への憎しみも重ねて柴田を疎んじている父親との二人だけの生活は耐え難かった。

　父はそれ程背は高くないが、体格が良く、鷲鼻で切れ長の鋭い眼をした立派な顔立ちで、ただでさえ威圧感のある男だった。兄がいると父の関心はそちらへと向かい、家全体の空気がよほど緩和された。

　たまに機嫌が良いと、兄は意地悪をしなかった。それだけでも柴田は兄の存在をありがたく思ったものだ。

（本当の兄弟って、どういうんだろう……）

　カーテンの向こうで話しているのは、弟思いの兄らしい。

（どういう人なんだろう……）

　じっと聞いていると、ふと話がやんだ。

「柴田か？」

　大月が呼ぶ。

「あ……すいません」

　なんだか立ち聞きしていたようで、柴田は狼狽してその場を去ろうとした。

「お話が終わったら、また来ます」

「いいんだ、入ってくれ」

　診療机についている少し髪の毛の後退しかかった、太縁の眼鏡の医師が、「おう、柴田」と手を挙げる。

「……大月先生、何か用ですか？」

　柴田は言いながら、大月の前の丸椅子に腰掛けている、グレーのスーツ姿の男性に眼を走らせる。細長い顔だが肩幅は広くがっちりしており、大月と同じくらいの年だろうか…

…全体に落ち着いていて優しい少し下がった眼をしている。眉は太くて、髪は黒々としており、櫛できちんと後ろへ撫でつけている。柴田はまじまじと見詰めた。

（この人が……）

　どこかで見たようにも思い、柴田は眼を細めて記憶の回廊を辿る。

　大月の呼びかけに、男は振り返って柴田をじろじろと興味深げに眺める。

「ふーん……この子にかぁ？」

　無遠慮な言い方に柴田はたじろいだ。

　先程の会話とは随分印象が違う。

「柴田浩司先生だ。後期研修の三年目だけど、真面目で働き者だから、こいつに任せれば大丈夫だよ」

「まぁ、お前が評価してんなら、そうだろうな」

　大月は柴田に説明を始めた。

「こいつ、坂口さかぐちって、俺の同期なんだ。もう実家の病院を継いでるんだけどね」

（ああ……）

「一回ぐらいは、会ってるんじゃないかな？」

　言われて柴田は思い出す。第２外科の先輩というわけで、今の砕けた言い方もそれならば仕方がない。自分よりは大分、上なのだ。そう言えば、柴田が医学部の６年生の臨床実習で第２外科を廻った時は、まだ医局員として大学に残っていたっけ……。

　大月は笑いをかみ殺しながら「こいつの弟が今、第２外科を研修で廻ってるんだ」と説明を続ける。

「こいつ、心配性でな。弟のことを俺に頼みに来たんだよ」

「おいおい、バラすなよ」

　男は頬を赤らめる。

「まるで親バカみたいじゃないか。あ、兄貴バカか」

　照れ臭そうに言い、柴田にペコリと頭を下げるので、柴田はなおさら状況が分からなくなった。

　神妙な顔を崩さず、次の言葉を待つ。大月がなぜ、自分を呼び付けたのかまだ不明だ。

「でさ、来週からお前の下につけるから、宜しくな」

　やっと呼び出しの理由が分かり、

「ええッ」

　柴田は思わず声を上げた。

「それだけだ、宜しく頼む」

「……ちょっと待って下さい」

　柴田は大月に食い下がる。

「……だって……俺、まだ二年済んだだけですよ」

　三年目になったばかりの柴田では、まだ研修医を指導するにはキャリア不足なのだ。

「だからお前の指導医の岡沢先生の下ってことだ」

　大月は当然という顔で言う。

「けど、宜しく頼むよ。岡沢君は外来診療もやってるから、忙しいしな。病棟では柴田、お前が面倒をみてやってくれ」

「……はい」

　副医局長から直々に言われれば、そう答えるしかない。

　柴田は困惑したまま、外来をあとにした。

　口べたでネクラな自分が、他人を指導するなんて……一気に落ち込んで来る。

（研修医の指導なんて……）

「いやだなぁ……」

　後半が口から言葉になって出たので、近くを歩いていた医師が「は？」と尋ねる。

「あ……いえ……独り言で……」

　ゴニョゴニョと口の中で言って、歩くスピードを速めた。









　一年で一番昼の長い日も間近で、雨上がりのテニスコートはこの時間でも十分明るい。まだ真夏の夕暮れのような光り溢れんばかりの華やかさはないが、健康美溢れるテニスウェアの若い女性達がスポットを当てられたように輝いている。

　朝からの雨は一時は激しく降っていたが、昼過ぎには上がって運動にはうってつけの天気となり、午後からは暑い程だった。

　市民コートを借りての練習はそろそろ終わりに近づいて、まとめ役の上原は腕時計に目を走らせた。

（ボール拾いにかかるとするか）

　二面借りている奥のコートでは、まだ後輩の江森が女子部のキャプテンの藤谷ふじたに瞳ひとみと一緒に、女子社員の練習をみている。

　こちらのコートは残念ながら男子ばかりだ。それも仕方がないと、上原は大柄でハンサムなテニスボーイがはつらつとボールを追うのを見ながら思う。１８５㎝という上背のある筋肉質の身体、真ん中わけのウェーブした茶色の髪、大きな眼はいつもきらきらと輝いて、甘いマスクの典型的二枚目だ。

　上原自身も、高校時代から軟式テニスをやっており、管理職の年代の割には引き締まった身体をしている。女子社員には、安全でなおかつ奢ってくれる素敵なおじさまとして慕われてはいるが、テニス同好会に入部してくる大半の女子部員のお目当てが江森というのは、男の眼から見ても納得する。

　ところが肝心の江森は女の子には眼もくれず、そのうち皆諦めて、いつのまにか他の男性部員とカップルになることが多い。それゆえ、江森がいるので男性部員もいい思いが出来るという噂が立ち、このところ新入部員に不足した試しがない。テニス同好会は「風が吹けば桶屋が儲かる」状態なのである。

　今日の練習でも江森の大学時代から先輩である藤谷は、江森を「撤き餌」としてフルに活用しているのであった。

「藤谷くーん、そろそろ上がるかぁ？」

　上原は声をかける。

　藤谷はボリュームたっぷりの胸の前で組んでいた腕を解くと、ネットの反対側にいる江森へ手を振った。

「じゃあボール拾い、開始ー」

「ハーイ」

　女子部員達がパラパラと散る。江森は大きなバスケットを三つ、うまく持つと、ボールを拾っている女子部員のところを順繰りに回ってボールを回収する役を引き受けた。

「エモちゃん、こっちよォ」

「あたしんとこにも、来てェー」

　女の子達は甘い声であちこちから呼びかける。

　江森はいやがりもせずに、走り回って籠にボールを受け取った。

　これも藤谷の作戦で、球拾いはいやだなどとぶーぶー言う今時の子も、江森相手だと自分から拾いに行くのを利用していた。

　あっと言う間に、散らばっていたテニスボールは全部回収される。

　女子部員を引き連れ、藤谷は更衣室へと引き上げた。

「うわー、暑いー、ビールでも一杯、引っかけたいわねー」

　ポニーテールに結んでいた髪をほどき、タオルを手にシャワールームへと歩きながら藤谷は漏らす。藤谷の言葉に、何人かの同意の声が上がる。

「行きましょ、行きましょッ」

「確か昨日から、駅前のスーパー、屋上ビヤガーデンを始めたんじゃない？」

「そうねぇ……」

　藤谷は腕時計を確認する。二人の子持ちである藤谷だが、

（一杯ぐらいなら……夕食の支度には間に合うわね）

　シャワーを手早く浴びて着替えると、男子更衣室に前へ行って、「上原さーん」と大声を出した。

「何だね？」

「女の子達で、ビヤガーデン行こうって、盛り上がってるんですけどー」

　男子部員からも賛同の声が上がる。その声の中に聞き慣れた江森のものはなく、藤谷は「エモちゃんは？」と尋ねた。

「駐車場にいるんじゃないかな」









　江森はボールをミラージュのトランクに積んでいるところで、藤谷に誘われてちょっと心が動いた。今日も藤谷とラリーをしたし、初心者に近い部員との練習はいつもの三倍は走り回るはめになる。

（一杯なら……いいかな……）

「ちょっと待ってて下さいね！」

　急いで携帯電話を取り出し、マンションへとかける。

（浩司さんがまだ帰ってなかったら……）

　五回程、コール音が鳴ったところで、カチリと繋がった。

「……柴田です」

「浩司さん！」

　柴田が土曜日のこの時間に戻っていることはあまりない。まさか柴田が出るとは思わなかったので、江森は大声をあげてしまった。

「もう帰ってたの？　仕事、早く終わったんだね！」

「……ん」

　声音に元気がないような気がして、江森は「浩司さん、どしたの？」と尋ねる。

「どっか、具合悪くて、早く帰って来たの？」

「……ん、そうじゃない。お前はもう、練習、終わったのか？」

　柴田は力のない声で応じる。急に江森は心配になってきた。

　このところ、柴田の身体の調子はいいとはいえ、ついこの間、いろいろなことがあったばかりなのだ。

（どうしたんだろう、浩司さん）

　別の病院に出張していた相沢は、先週から再び付属病院勤務になっていた。そのことを柴田から知らされた時、江森は胸中複雑だった。柴田がもう完全に相沢のことをふっきったとは言え、病院で再会したらまた心を乱されるかも知れない。

（何か、相沢先生との間にあったのかな）

　その可能性はある。　

「僕、すぐ帰るからね！」

　携帯を切ると江森は、クラブハウスへと飛んで行った。

「ごめん、ちょっと用が出来て、ご一緒出来ないんです」

　藤谷にそそくさと別れを告げる。テニスウェアを着替える時間も惜しく、そのまままた駐車場へと走り、ミラージュに飛び乗った。

　江森が不参加と聞いて女子部員達は落胆したが、ビヤホールの誘惑には勝てず、参加を取りやめる者もいなかったので、取りまとめ役の上原はホッとした。

　藤谷はと言えば、既にビールのことしか頭になかったので、そそくさと帰って行く江森を機嫌よく送り出してやった。









　六時過ぎに江森はミラージュをマンションの駐車場に入れた。テニスのラケットとボール籠をトランクから出すと、白い半ズボンにライラックピンクのポロシャツというテニスウェアのまま、外へ出た。

　渋い色調のマンションの落ち着いた佇まいにはいささか不似合いの格好だが、土曜の夕方だから悪くない光景である。

「おや、江森さん、お帰りなさい」

　板についたテニスルックの大柄な若い男が、元気そうな足取りでエントランスから入ってくるのを管理人が見つけ、声をかける。人当たりのよい江森は普段なら笑顔で答え、ちょっとおしゃべりに立ち寄ったりするのだが、今は柴田のことで頭がいっぱいだった。前を向いたままペコリとお辞儀をし、エレベーターへ突進する。

「浩司さん、ただいま！」

　五階の柴田の部屋について扉を開け、大声を出すとしんと静まり返っている。

「浩司さん！」

　大声で呼びながらリビングへ走ると、ソファに座っていた柴田がびっくりした顔で新聞から顔を上げた。

「どうしたんだよ、そんな大声で」

（良かったー、元気そうだ！）

　江森は傍に飛んでいって、柴田を抱き締める。

「な……なんだよッ、急に！」

「ううん、なんでもないよ」

　柴田は心に不安を覚えると、感情を爆発させ、パニックに陥る発作を起こすのだ。付き合い始めた頃はあまり起こさなかったのに、このところ回数が増えていることが、江森の気にかかっている。

　同棲さえすれば、すべてがうまく行くと江森は信じていた。それなのに……。

（一緒に棲むようになって、心配なことは無くなった筈なのにどうして……）

　思いながらも江森は「早く浩司さんに会いたくて、急いで帰ってきたんだよ」と耳元で囁く。ギュウギュウ締め付け、首筋に顔を埋める。

「も、もうッ、暑いよッ」

　柴田は照れて、江森の胸を手で突っ張った。

「ごめん、ごめん」

　言いながら江森はソファに身体を押し込み、器用に柴田を自分の上へと移動させる。

「え……」

　あっと言う間に、柴田は江森の膝に抱かれている形になってしまった。

「ねぇ、浩司さん」

　江森は柴田を抱え込むと、頬に指を這わせる。柴田はこうやって身体を密着させると安心するというのを学んでいた。

「さっき、どうしたの？　なんだか元気が無かったですよ？」

「え？」

「電話に出た時のこと」

「……ああ」

　柴田は思い当たって顔を赤くする。

「んー、たいしたことじゃないんだ」

　江森を見詰め、先程の大月に頼まれたことを伝える。

「俺、あんましそーゆーの、得意じゃないからさー」

（なーんだ、そうだったのか）

　江森はやっと安心した。

「俺、人と喋んの、苦手だから……」

　困り切った顔で言う柴田に、江森も『確かに』と同意する。

「それじゃあ、あんまり口で喋らなくてもいいように、プリントとか作ったらどうですか？　学校のドリルみたいに」

「プリントぉ？」

「ほら、ＭＡＣでさ」

「そっかー！」

　柴田は感心して眼を丸くする。

「お前、すっげー、あったまいい！　それ、いいな！」

　江森は笑いながら柴田に頬擦りした。

（この人って、ホントにカワイイな）

　江森がスリスリと肌を擦り合わせ続けるので柴田は悲鳴を上げた。

「お前ッ、何、すんだよッ」

「浩司さんの顔って柔らかくて、気持ちいい！」

「バカッ、俺は痛いよっ」

　プリプリ怒るので、江森は急いで顔を離した。

「じゃあ、こっち」

　唇を重ねる。

「……ん」

　深い口づけを交わすと、江森は柴田をソファに押し倒し、素早く上に覆いかぶさる。

「夕ごはんの前に、ちょっとつまみ食いしていい？」

「……もうッ」

　抵抗しない柴田の服を、江森は手早く脱がせていった。





　　　　　　　　　　２




　月曜日の朝、三病棟のナースステーションに足を運びながら、坂口さかぐち利之としゆきは溜息を何度もついた。１８２㎝のスリムな身体をダブルの白衣に包み、シャツもネクタイもディオールで、金持ちのボンボンの典型といった所だ。いま流行りのサラサラヘアを真ん中で分け、縁無しの眼鏡が細い眉をかたどっている。レンズの奥の大きな黒目がちの眼は優しさと気弱さが同居しており、俯いて自分の履いている磨きたてのコーチの靴を見詰めている。

　まだ幼さは残るものの整った顔立ちで二枚目といっても良かったが、今は欲しいものを買ってもらえずフクれている子供のようであった。

（ちェッ……嫌な奴にあたっちゃったな……これから三週間もあいつの下かと思うと、ウンザリするよ……）

　坂口利之は後期研修に入った研修医で、先月から第２外科に配属されたばかりであった。

　ここ、新宿より私鉄で２０分程の所にある私立Ｊ医大では、医師国家試験終了後の二年間の研修期間はスーパーローテートといって主な科を廻るのだが、後期研修では独自のカリキュラムで行っている。

　坂口は外科志望なので、現在は外科を研修している。このＪ医大では、一般外科は胸部中心の第１外科、腹部中心の第２外科に分かれている。坂口は兄に勧められ、最初の一年は半年ずつ両方廻るつもりでいるのだ。

　２外ニゲに廻されて初めの一ヶ月は良かった。五病棟の入局七年目の温厚な本間という医師の下について、手取り足取り教えてもらった。今日からは三病棟ということになったのだが、なんと上につくのが柴田浩司だと、先週副医局長の大月から知らされた。

　柴田浩司はまだ後期研修中の若手で、指導出来る程の経験はない。ただ、若手の上にはオーベンと称する中堅の医師が指導のためついており、坂口は柴田の下ではなく柴田のオーベンの下ということになっている。

　しかし実際、病棟で主に肉体労働に従事するのは若手だから、坂口は実質的には柴田に指導されることになるのだ。

　問題は柴田という医師だった。

（ったく……なんであいつなんだよ……）

　学生時代、臨床実習で第２外科を廻った時から、柴田に良い印象を持っていなかった。自分より十㎝以上背が低く、華奢で顎は細く、女性といってもおかしくない顔をしている。表情の変わらない切れ長の眼は冷たい印象を与え、無愛想でほとんど口をきかない。眉は細く、いつも神経質そうにひそめられていることが多い。全体にネクラでとっつきにくい男という印象だった。

　柴田はその時外科で研修中で、坂口が「僕、外科志望なんですけど、先生、どうですか外科って」と尋ねた時も、ボソッと「…………忙しい」と答えただけだった。

　その後二週間第２外科で実習したが、柴田と口をきいたのはそれだけだったのである。

　それからも第一印象を覆すだけの良い噂は聞かなかった。医者としては優秀だが、とにかくブアイソで付き合いが悪いという。不思議なことに看護師のウケはいいのだ。それも坂口は「顔が綺麗だからだろ」と思っていた。そのわりに浮いた話はなかったが。

　坂口がナースステーションに入ると、既に柴田が仕事をしていた。糊の効いたシングルの白衣をぴしりと着込み、ブルーストライプのシャツに、濃紺の細いタイを締めており、ただでさえスリムな身体が更に華奢に見える。

　坂口に気づいて、　黙ったまま、暗い眼で椅子に座るよう促す。

「おはようございます、今日からお世話になる坂口です」

　一応先輩なので、ちゃんと挨拶する。

「…………これ」

　見ると五、六冊のカルテが机に並べられている。

「担当する患者だ。要約サマリーがついてるから、読んどいてくれ」

　ボソボソと話す。

　久し振りに見る柴田は相変わらず無愛想だったが、美しさには磨きがかかったようで、坂口はマジマジと見てしまった。カルテを見ながらしゃべっていると、時折、七三に分けた前髪がバサリと額にかかる。その度に、細い眉をしかめて、無造作に手でかきあげる。何げない仕草だが、優雅で上品だ。切れ長の眼はどことなく色気があり、顎はすんなりと細く、桜色の唇は薄い。

　ふいにこちらを見上げるので、坂口はドキリとした。

「今日は午前中、二件オペに入る。午後は担当患者の診察しといてくれ」

「先生、午後は？」

「外来で小さいオペがある」

　ナースステーションを出て行くので、急いで後をついて、手術部に向かう。無言の行でもやっているようで、ひたすら暗い。しかもひどく足が早い。

（修行僧か、オノレはッ）

　心の中で罵った。

　手術部の手洗い場で、二人並んで沈黙のうちに手を洗う。坂口はついに我慢が出来なくなって「柴田先生」と言った。

「……ん？」

　綺麗な細長い眼がこちらに向けられた。別に話題があったわけではなく、坂口の方が今度は詰まってしまう。

「……変な奴だな、お前」

（アンタだろーッ、そりゃーッ）

　一日の始まりとしては散々だった。

　一件目は胆嚢たんのう摘出術で、比較的早く終了した。

　第１執刀医は、大体終わるとさっさと退室してしまう。事後処理は若手の役目だ。手術創の止血を確認し、ドレーンを入れ、皮膚を縫合する。それゆえ、若手は「カイヘータイ」と呼ばれる。「開閉隊」という意味だ。

「……やってみろ」

　ボソッと柴田が言う。

「え？」

「……ココ」

　指示された所を縫合する。手を動かしながら時折向かいに立っている柴田を窺うが、ウンでもなければスンでもない。前についていた本間だったら、色々アドバイスしてくれたのだが……。つい、自信のない手つきになった。

　終わると柴田は、縫合した部分をピンセットでつつき、「ココとココ、やりなおし」と言う。

「え？」

「糸の緊張が他と違う」

「あ……」

　言われた通りだったが、頬がカッと熱くなった。が、大人しくやり直す。

　二件目の手術は大腸部分切除で、こちらはかなり時間がかかった。

　坂口は一番下っぱなので『鈎こう引き』という係で、長時間同じ角度で切開創に鈎を引っ掛け、術者が見易いように引っ張っていなければならない。しだいに疲れて手が痺れてくる。ふと、でかい自分の手の上に、細い指の小さな手が添えられている。

（ゲッ）

　女の手だと思ったので幻覚かと目をむいた。

「……離していい」

「え？」

「……代わりに持つ」

　柴田だった。ボソッと「疲れたろ」と言う。

「え？」

（親切なのか、そうでないのか分からないな……）

　しかし、皮膚の縫合の時は相変わらずだった。また「ココと、ココとココ、やり直し」と、やられてしまった。思わず「先生、これぐらいの力でって、教えて下さいよ」と言うと「全部ダメなら教えるが、ちゃんと出来てる所もあるんだ。出来てる所と同じようにすればいい」という返事。

（そりゃ、そうだけど……やりにくいなァ……）

　手術時間も長かったし、その後も『やり直し』があり、昼食はすっかり遅くなってしまった。

　医局に引き上げ、頼んでおいた仕出し弁当を開ける。

　既に他の医師達は食事を終え、広い医局はがらんとして二人きりだ。

（なんか、気まずいなあ、もう）

　横を見ると、柴田はまるで手術中と変わらずに無駄口をきかず、黙々と食べている。

「……あのな」

　ふいにボソッと柴田が口を開いた。

「はい？」

「……俺……教えるの苦手だ」

「はァ」

　んなこと分かってるわいと思った。

「これだけ、言っとく」と、急に坂口を真剣な眼で見詰める。綺麗な顔が正面から自分を見ているので、坂口は心臓が跳びはねたように感じた。

「……自分で考えろ、何でも。人に聴くのは最後にしろ。最終的には自分で決めなきゃなんないんだからな」

　それだけ言うと、弁当の蓋を閉め、自分の机へ行ってＭＡＣを立ち上げ、作業を始めた。

（ほとんど食ってないじゃんか……なんだ、あいつ？）

　スキャナーで文献や学術書から、何やら色々読み込んでいる。

（学会か何かの資料を作っているのかな……）

　取りつくシマがないので、坂口は冷えきった弁当をたいらげると自分でお茶を入れた。

（一応、いれてやるか）

　柴田の分もいれて、机の所に持って行ってやった。

「先生、お茶どうぞ」

「あ、ありがとう」

　いきなりニッコリされてしまった。

（礼儀知らずってわけじゃないんだな……）

　たかだかお茶一杯で、あんなに嬉しそうにニッコリしてくれなくても、いいという気もするが。

　切れ長の眼はブアイソで冷たい雰囲気だったのが、笑顔になると子供のようで、とてもかわいらしく見える。

（なんだ、あいつ……）

　謎は深まるばかりだった。

　一日の終わりに疲れたのは、坂口ばかりではなかった。馴れない指導などをしたのでスッカリ柴田もまいっていた。さらに、明日の症例検討会には柴田の担当している患者を、症例として提示しなくてはならないので頭が痛かった。

　症例検討会とは、毎週一回、問題の多いケースを幾つか取り上げ、教授以下全員で手術適応や治療方針などについて討論するもので、一種のブレインストーミングである。

　柴田が担当している森山という患者は、来週手術の予定だったが、あまり経過の良くない頭を痛めているケースなのだ。

　すでに指導医の岡沢と手術手技について検討を重ね、一応決定はしているが、明日の検討会の具合では変更になるかもしれない。そうなると、家族への説明ムンテラも総てやり直しだ……。

　柴田は帰り支度をして医局を後にすると、既にひとけのなくなった外来の公衆電話に立ち寄って、携帯電話の番号を打ち込んだ。

「あ、五月？　俺」

「あ、浩司さん、僕、まだ抜けられないんですよォ。せっかくかけてくれたのに……ごめんね？」

　医者も忙しいが、このところ江森も会社で新薬の開発が相次ぎ、売り込みなどで忙しくしている。今日も実は同じＪ医大の産婦人科の医局で、新薬の説明会を開いているのだった。

「ん、わかった、俺もちょっと疲れたから、先、帰ってるって言おうと思ったんだ」

　電話の向こうの江森が、めずらしく柴田が疲れたなどと言うので、とたんに心配そうな声音になる。

「浩司さん、夕ごはん、ちゃんと食べた？」

「……う、まだだ」

「ダメだよ！　僕が見てないと、いっつも食べないんだから！　食べてから帰ってよ？」

「……分かった」

　江森は細かく注意を与え始める。

「あのね、食べに行っても、お酒、すぐ飲んじゃあ駄目だよ？　ちゃんと何かおなかに入れてから、飲むんだよ？」

「分かってるって。俺、ガキじゃないよ」

　柴田は文句を言うが、江森は引かない。

「浩司さんはまだガキだよ！　変なとこでさぁ。ちゃんと外で食事してから帰るって約束、してよ！」

「……うん。約束する」

　やっと江森は安心して「じゃあね、またあとで」と言った。

　柴田は電話を切ると、考えあぐねてその場で立ちすくんだ。

（食ってけって言われても……どこ、行こうかな……五月と一緒じゃないと、つまんないしな……）

　すると突然「柴田先生」と、声をかけられた。

「ワァッ」

　柴田が大声を出してアタッシュケースを取り落とす様に、声をかけた方も驚いた。

「……あ……坂口か」

「すみません、驚かすつもりじゃなかったんです」

　坂口は恐縮してしまう。

（ウ……まるでいぢめたみたいだ）

「……いや、いい」

　頭を深々と下げている坂口を見ているうちに、柴田はふと、思い付いて「坂口、メシ、食うか？」と誘ってみた。一人だとあまり食べる気がしないのである。それになんだか疲れる相手ではあるが、とにかくこれから暫くの間、付き合わなければならない。今日は少し邪険にし過ぎたかな、と、いつもの癖でだんだんと罪の意識を感じ始め、気分が落ち込みかけていたのだった。

「ええッ！」

「……何もそんなに驚くようなコトか？」

　柴田はジロリと睨んだ。

「い、いえ……別に」

　しかし、内心はとても驚いていたのだった。ブアイソで人付き合いが悪いと聞いていたのに……。

　二人で連れ立って、近くの洋風居酒屋に入る。

　入り口の両脇には緑濃い立派な観葉植物が置かれ、磨りガラスのライトが下がった天井は高く、店内は広々としていた。モダンな黒い椅子に可愛いチェックのクロスのかかった木製の長いテーブルがいくつも並び、おつまみもあれば定食もあり、ピザもあればこじゃれたカクテルもあるという便利な店である。

　仕事帰りの既に出来上がった人達で席はいっぱいで、カウンターの奥へと曲がると、なんと三病棟の非番の看護師数人に出会ってしまった。皆、ビールを飲んで盛り上がっている。柴田と坂口の二人連れに気づいて、たまげたという表情になった。

（これだから……）

　柴田はゲッソリした。

　江森と一緒の時は、絶対近くの店は利用しないようにしている柴田だが、今日は油断だった。少し離れた所に席を取り、ビールと適当につまみを頼んでいると、グループの一人が「柴田センセッ、エモちゃんにいーつけちゃおーかなッと」と笑いながら話しかける。

「バカッ、やめてくれッ」

　柴田は真っ赤になって怒鳴ってしまった。坂口は柴田の私生活を知らないので、まるで通じていない。坂口の方を盗み見て、状況が分かっていないことを確認し、ホッとした。自分の性的嗜好を恥じていた時のような絶対誰にも知られたくないという気持ちは、今はだいぶ薄れてはいたが、別にあまた知らしめるようなことでもないと思っているのだ。

「どっしよっかなーッと」

「……いぢめないでくれよなッ」

　柴田が睨む。ケラケラと笑って、

「ごちそーさま、していーなら、黙ってるッ」

「わーかったッ、わかったッ、いいよ！」

　もうこれだからイジメたくなるのだと、看護師達はキャーキャー笑いながら、伝票を柴田に押し付けて出て行った。

「…………」

　柴田は沈黙したまま、ビールを飲む。

「柴田先生、あの……今のは？」

　坂口は看護師達の消えた方を振り返って尋ねた。

「……なんでもない」

「なんか、僕、迷惑かけちゃったんですか？」

「いいや、そんなことない！　俺が誘ったんだから！」

「でも、なんだか悪いなあ」

　江森ならここで大人しく引いてくれるのだが……柴田はやりにくかった。確かに医者になった奴だけあって、きちっと理詰めで説明しないと引き下がらないたちなのだ。

「あのな、俺のプライベートのことでからかわれたんだ。君とは一切関係ない」

　キッパリと言い渡した。

「……それから明日、森山さんが症例検討会にかけられるからな」

「ええ、ちゃんと下調べしておきます」

「……お前はどう、思うんだ」

　ケースとしては難しかった。

　胃癌のstageⅠと思われたのが、ＣＴで肝臓に転移があったのだ。年令も五十代と若い。拡大全摘か部分切除かで悩んでいた。

「それは……部分でしょう」

「教科書的にはな」

　柴田は溜息をついてビールを飲んだ。

「ファーストチョイスって言葉、知ってるだろ」

「ええ、薬剤を選択する時、言いますよね」

　first choiseとは、第一次選択薬のことで、最も良い適応と思われる薬剤を意味する。second choiseとは、第二次選択薬で、第一次選択薬が副作用などで身体に合わなかった時、又は効果が少なかった時に選ばれる。

「外科の手術もおんなじだ、ファーストチョイスと思っても、それが必ずしも合ってるというわけじゃない」

「はァ……」

　坂口はいきなりそう言われてもわからない。

「お前に昼、言いたかったことはそうゆーことだ。結局自分で決めるんだ、周りがどう言おうとも。たとえ周りの意見に従ったとしても、決めたのは自分で、責任も自分にあるんだ」

　柴田は自分自身に言いきかせていたのだった。それだけは、坂口にも分かった。

（きっと何でも、自分で決めてきた人なんだな……）

　坂口は自分と引き比べて考え込んだ。

（僕はあんまり自分で決めたことはないかも……）

　実家は中規模の病院で、家を継ぐという感覚で医学の道を選んだ。外科を選んだのだって、父親と兄がそうだからだ。

「一年目は２外ニゲの他には１外イチゲを廻るのか？」

　柴田の問いに坂口は「多分」と頷いた。

「兄さんは第２外科の出身なんです」

　嬉しそうに兄のことを話し出す坂口に、今度は柴田が自分のことと重ね合わせていた。

「僕は２外と放射線科を廻ろうと思ったんですけど、どうしても１外を廻れって勧められて。なんていうか、結構お節介なんですよ、うちの兄は」

　まるで自分と違う、と柴田は思った。

「仲、いいんだ……」

　ぽつりと口から漏らしたのを、坂口が「え？」と聞き返す。

「あ……いや、君と兄さんてさ」

　坂口はところが心外という顔をする。

「そんなこと、ないですよ！　小さい頃から喧嘩ばっかり。向こうは十も上の癖に、手加減しないんですよ、もう」

「へぇ……」

「兄貴風を吹かせるんで、たまりませんよ！」

　しかし坂口の表情は和んでいる。

（普通の兄弟は、そうなのかな……）

　たとえしょっちゅう喧嘩をしても、本当は仲がいいのだろう……。

「そっか……だよな、兄貴ってさ」

　柴田はあいまいに返事をする。

「柴田先生は？　兄弟とか、いるんですか？」

「あ……うん」

　いきなり尋ねられ、心構えが出来ていなくて柴田は首を縦に振ってしまう。いつもは面倒なので「いない」と言っているのだ。

「へぇ、お兄さん？　それとも下ですか？」

「あに」

「じゃあ、僕とおんなじですね！　二番目って、結構割り食うと思いませんか？」

「……う……ん……」

　歯切れの悪い柴田に、坂口は怪訝な顔をした。

「なんか、まずいこと聞きましたか、僕？」

　頭のいい男なのだ。

「……いや」

　柴田は無理やり笑うと、ビールを一口飲む。

「医者になるって兄さんにも相談したのか？」

　話題を坂口に振る。坂口は素直に「ええ」と答えた。

「ただまぁ……成り行きって感じで受験したのかなぁ、今考えると」

　坂口は言いながらまた柴田をじっと見る。その真面目な表情をたたえた大きな瞳が誰かに似ているようで、柴田はドキリとした。

「柴田先生はなんで医者になったんですか？」

　今度は坂口が尋ねる。

「俺？　俺……は……家から逃げるためかな」

「え？」

　アルコールが入ったためか、柴田は珍しく饒舌だった。

「……俺んちも、君とおんなじ病院で、医者になるって言ったら、たいていのことは大目に見てもらえたからな。そうでなきゃ、オヤジに追い出されてたかもしれない。大学、合格したら、どうどうと東京にこられたから」

　意外な話を聞いてしまったので、坂口は驚いて柴田を見詰めた。

　柴田はにっこり笑うと「明日、早いから帰ろうか」と言った。
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　柴田がマンションに帰ると、まだ江森は帰っておらず部屋は暗かった。リビングに入り、間接照明だけ灯ける。

　壁紙に合わせたベージュのソファに沈み込むように腰を掛けると、ジャケットを脱いでタイを緩めた。大学に合格して以来、もう十年近くここに住んでいるが、あまり生活の匂いのしないインテリアだ。柴田は物に執着しない。移って来た江森も質素な会社の寮住まいだったので、持ち込んだのは服とパソコンと本だけだった。

　江森が移って来る前とほとんど変わらないのに、何故今はこんなに寂しく感じるのだろうと思った。今まで一人で住んでいても何とも思わなかったのに、今夜はとても部屋が広く見える。フローリングの床も寒々としていた。

　……母親が出て行ったあと、家の中が急にがらんとした感じになったことを思い出す。

　前夜の争いを心配して、あの朝、母親に尋ねたのだ。

「どこにも行かない？　置いて行かない？」

「ええ、行かないわよ」

　母親はダイニングキッチンのテーブルに肘をついて、そう答えたのだ。

　だが学校から帰ると、家の空気が一変していることにすぐ気づいた。

　母親の姿を求めてキッチンから居間に飛び込むと、庭の方を向いて父親が仁王立ちになっており、振り返ると憎々しげに告げた。

「あの女は出て行ったぞ」

　夢中で母の部屋へと走った。

　クローゼットの扉は開け放たれ、ハンガーからほとんどの服が落とされて床に重なり、ベッドの上にも投げ出されていた。箪笥の引き出しも不揃いに開き、中身がつかみ出されており、古いアルバムや本が床に叩きつけたように投げ捨てられていた。

　柴田の赤ちゃんの頃のアルバムもうつぶせに開き、背表紙が壊れ、写真は散らばっていた。荒んだ有り様に柴田はひどいショックを受けた。母が本当にすべてをうち捨てて出て行ったと思ったのだ。自分も含めて。

　後になって、それは大部分、父が怒りに任せてしたことだとわかったのだが。

　荒れた様子のわりに、実はなくなっている物はごくわずかだった。

　母親は宝石も毛皮も持たずに出て行った。三面鏡の上の化粧品と、母の高校時代のアルバム、それに昔から使っていると言っていた裁縫箱だけが消えていた。

　その日、担任の先生は急病ということで学校を休んでいた。その理由が分かったのは、翌日になってからのことである。

　……あれは小学五年の夏休みが始まる数日前のことだった……。

（やめよう、こんなことを考えるのは）

　頭を振って、気分を切り替えようとする。

（今はもう、あの頃とは何もかも違うんだから……）

　あの家に戻る必要はない。江森がもうすぐ、ここに帰ってくるのだから。

　溜め息をついて身体を伸ばし、服を脱ぐとバスルームへ向かう。シャワーを浴びながら、坂口との会話を思い出していた。

（なんで、あんなことしゃべっちまったんだろう）

ふと、

（……少し、相沢に似てる……から……か？）

　眼鏡をかけ、真ん中分けの髪、優しい面立ちが……。

　思い当たって、カッと頬に血が上った。

　ああそうだ……坂口の兄に会った時、どこかで見たような印象があったのは……。

　坂口の兄も少しあの優しい雰囲気が似ているが、弟の利之はもっと似ている……。

（それで……つい……）

　相沢と飲んでいるような心安さがあったから。

　そう、何年か前はあんな風に、相沢と酒を酌み交わしながら語り合っていたのだ。もう二人だけの時間を持つことはない。あいつは他の人間の物になってしまった……。

　柴田と同期の相沢和彦は、柴田が十四年間想い続けていた男だった。中学一年の時に出会ってから、誰よりも大切な存在だったのだ。

　しかしこの春、共通の友人であった薫と相沢は結婚してしまい、柴田は自分の想いを心の底に閉じ込めた。永遠に。

　既に手の届かない存在なのに、まだこうして影をひきずっているのか……。

　二人の間には赤ちゃんも出来て、もう柴田は自分の気持ちにきっぱり区切りをつけたつもりでいるのに。

（五月……）

　熱い湯を浴びながら、柴田は壁に背をもたせかけた。江森五月は失意の底にいる柴田の前に現れ、手を差し延べてくれた。初めは相沢の替わりだったかもしれないが、今は誰よりも大切な恋人だ。でも時に、こうしてフラッシュバックが起こってしまう。

（五月ッ……どこにいるんだ……）

　知らず知らず、内股に手が伸びた。相沢への想いを断ち切るかのように、江森の顔を思い浮かべ無心に手を動かす。あの時の江森の優しい愛撫、低く自分を呼ぶ声……少年のようなキラキラとした瞳でこちらを見詰め、大きくて暖かい胸で自分を庇ってくれる……今すぐ、抱いて欲しい、なにも考えないでいられるように……。

「ンッ……クゥ……ッ」

　熱い想いが迸ると、ガックリと膝をついた。タイルの床にペタッと座って壁に寄りかかっていると、いきなりバスルームの扉が開いて「浩司さんッ」という声がした。

「あ……」

　焦点の合わない眼を戸口の方へ向けると、江森が立っていた。明るい色の髪、大柄な身体をスーツに包み、いつも優しそうな眼は今は心配そうに柴田を見詰めている。

「あ……帰ってきたのか」

　柴田がシャワーを止めもせず、湯を浴びながらぐったりと壁にもたれているのを見て、江森は仰天した。

　マンションに帰ってみると、柴田の靴が玄関にあったので、声を掛けたのに返事がない。眠ったのかとベッドルームにいってもベッドは空だった。ふと気が付くと、水音がする。シャワーを浴びているのかと、しばらく待っていたのだが、出て来る気配がないので心配になり、扉を開けてみたのだった。

「浩司さんッ、どうしたんですッ」

　湯がかかるのもかまわず、柴田の方に手を伸ばす。柴田はその手を取ると「五月ッ、来てくれッ」と言って、グイと引き寄せた。

「え、えッ？　浩司さん？」

「早く……来てくれ……俺の中へ……」

　激しく江森に口付ける。何かあったのだろうと江森は思った。しかし今は原因を突き止めるより、柴田の想いを受けることの方が先決だ。

「浩司さん、ここでいいの？」

「いい！　ここで、早くッ」

　喘いで柴田は江森の首にしがみつく。濡れた髪は乱れて額にへばり付き、小さな口は誘うように僅かに開けられている。潤んだ切れ長の眼で見詰められると、江森はすぐ自分のモノが力を持ったのを感じた。準備を整える必要もなく、ジッパーを降ろして取り出す。

　柴田を抱えて立たせると、タイルの壁に寄りかからせ、後ろから侵入した。

「ウウッ……アア」

「大丈夫、浩司さん、力を脱いて？　入らないよ？」

　江森は首筋に口付けながら囁き、前を愛撫した。まだ、柴田のモノは力無く項垂れている。内股から擦り上げるようにして、モノを扱いた。先端部を丁寧に指で摩る。

「ア……ンンッ」

　やがて柴田の身体から緊張がとれ、柔らかくなっていく。反対に、欲望が固く形を取り始め、それとともに、後ろは江森を深々と飲み込んでいった。

「アアッ……五月ッ……」

　江森を感じて、柴田は歓喜の声をあげた。二人ともシャワーを浴びながら立ったまま行為を続ける。体液も汗も湯も混じって、滴り落ちた。

「五月ッ……五月ッ」

　柴田は朦朧としながら名を呼ぶ。

　江森は不安が増した。力強く前を握り、もう片方の手で胸を愛撫する。首筋に、肩に、唇を這わせながら、腰の動きを早めていった。

「五月ッ、五月ッ」

　怯えた声に、江森は「浩司さん、いるよ、ココに！」と応え、グイと腰を突き入れる。

「アア……アアッ」

　力強く腰を打ち付けると、内部に感じて締め付け「五月ッ」と叫ぶ。悲しくなるほどの切ない声だった。

　やがて、柴田の全身が小刻みに震え出す。抱え上げ、力いっぱい突き、前を握り込んだ。

「イク……ッ、ウンッ、アアッ」

　ガクガクと身体を震わせ、解放すると、グッタリと崩折れる。

「浩司さんッ」

　仰向けにして胸に抱き、顎を支えてやるが、柴田は焦点の合わない眼をこちらに向ける。どこか遠くを見ているような虚ろな眼だ。

「浩司さん！」

　江森は柴田を抱きかかえてベッドルームへ移った。びしょぬれになったスーツを脱ぐと、まずバスタオルで柴田の身体を拭う。濡れて額に垂れた前髪をかきあげ「浩司さん」と呼びながら口付けした。熱い湯を浴びていたのに手足は冷たかった。自分の身体で暖めてやろうとしっかり抱いていると、そのうち意識がはっきりとしてきたらしく「五月…………」と言う。

「……俺」

「しっ、静かに。何も言わないで」

　感情の高ぶりから起こすパニック発作が、また起きたのだ。

　もう江森も馴れてはいたが、こんな具合が悪そうなのは久し振りだ。胸の中に抱き込んで、口付けを繰り返す。そして足を開かせ、もう一度侵入した。

「ア……ン……ンンッ」

　喘ぎとともに背中が弓なりに反り返り、指でシーツを握り締める。性急な求めに応じて激しく侵入した時とは打って変わって、ゆっくりと粘膜を掻き分けるようにして入る。

「アアッ……五月ッ……中へッ」

「大丈夫、もう入ってますよ」

　覆いかぶさって、耳元で囁くと、首にしがみついて来た。江森はそのまま長い間、動かずに柴田の身体を抱き締めていた。

　ふと気付くと、安らかな寝息が聞こえる。

「浩司さん……」

　江森は心配になっていた。今日から研修医が下につくので大変だと、こぼしていたのは知っている。むずかしい症例に決断を下さねばならないので、悩んでいたことも知っていた。

（医者って職業は浩司さんにはストレスが多すぎるんじゃないだろうか）

　いつも病院で有能ぶりを見せている柴田の、こんな姿を他の誰が知っているだろう。周りの皆は、柴田を優秀で物事に動じない冷静な人間だと思っている。だから難しいケースを回されることもあるらしい……。

　時々、柴田の相手は医者の方がいいのではないかと思うのだった。仕事の上でも相談相手になってやれるように……。自分ではダメなのかもしれない……柴田を手放すなんて考えられなかったが、こういう時は無力感を感じてしまうのだ。

（もし相沢先生だったら……）

　一番考えたくないことなのに、どうしても名前が浮かんでしまい、江森は唇を噛み締める。

　柴田が想い続けたただ一人の人・相沢は、江森にとっても大きな存在だった。

　相沢と会っている所を目撃し、詰問したことがあった。その時、「患者のことで相談していただけだ」と言われ、自分には入れない絆を思い知らされたようで、頭に血が上ってひどい言葉を投げつけた。

　患者とは実は薫のことで、前夜思い詰めて相談に来た薫が流産しかけて大変になったことを、柴田はとっさに説明出来なかったのである。

　結局、すべては誤解だとわかったのだが、あの時も柴田は具合が悪くなって倒れた。

　江森はなす術がなく、相沢に電話をして助けに来てもらったのだった……。

　あの夜、江森は初めて相沢に接し、柴田が惹かれたその誠実な人柄に触れた。

　今はもう、あの頃のように柴田の心が相沢に傾くかも知れないなどとは思わなくなっている。それでも柴田を長いこと支えて来た親友で、周りの評判もよく尊敬されている医師である相沢は、まだ江森にとって越えられない壁だった。

（相沢先生と違って、僕に出来ることは、浩司さんを受け止めるぐらいだもんな）

　髪を撫でながら寂しく思った。








　翌朝、江森が目を覚ますと柴田は既にベッドから脱け出て、シャワーを浴びていた。昨夜のことを少しは思い出したろうか……発作を起こした後、柴田は何も覚えていないことがあるのだ。

　江森はベッドの中で上体を起こし、膝を抱えて考えていた。

　やがて辛子色のソリッドタイを締め、ベージュのジャケットを羽織った姿で、柴田が現れた。ベッドの横に立つと、切れ長の眼でこちらを見詰め、フッと手を伸ばして江森の頬に触れた。

　その行動に万感が込められているようで、思わず江森は手をつかんで引き寄せ、口付けしてしまう。

「五月……ありがとう」

　柴田はベッドに腰を掛け、江森の胸に頭を預け、言った。

（必要としてくれてる……関係ないんだ、医者とかじゃなくて僕自身を必要としてくれてるんだから……）

　ギュッと柴田の身体を抱き締めると、柴田も背中に回した腕に力を込める。二人とも、暫くの間、無言で抱き合った。

「もう……時間だから、いかなきゃ……」

　柴田は名残惜しそうに身体を離すと、

「今日、俺、なるべく早く帰るから、お前も努力、しろよ？」

「エエ！」

　もう一度江森に口付けると、部屋を出ていった。





　　　　　　　　　　４




　症例検討会では討論の末、柴田達が決めていた手術を行うことに決まった。転移巣が孤立性だったので、胃拡大全摘と肝部分切除、それに抗癌剤の持続動脈注射の併用だ。年令が若いことに賭けたのだった。

　朝、研修医の坂口と顔を合わせた時、柴田は自分がもっと動揺するかと思って少し脅えていたが、昨夜の江森との行為が満ち足りたものだったことや、朝の光の中で見る坂口が意外に相沢とは似ていないこともあり、平常心を保つことが出来た。

　坂口の方は、冷静で面白味のない男と思っていたのが、昨夜柴田の人間らしい面を知り、少し親近感が沸いて来ていた。検討会が終わると、坂口は柴田に「良かったですね、計画通りになって」と声をかけた。

「……やってみなきゃ、この決定が良かったかどうかは分からない」

　ボソッと柴田は言う。もっと親密な言葉が返ってくるかと思っていた坂口は、あてが外れてしまった。

　昨夜、スナックではこちらを見てニッコリしてくれたのに……あの笑顔が忘れられない。これから三週間、仲良くやりたいと思ったのに。

（なんだか、病院の内と外で、随分感じが違うんだな……）

　午後、術前検査の計画を立てて、ナースステーションにいる柴田の所へ持って行き、見てもらうと、相変わらず「……コレとコレ、考え直せ」と冷淡に言うだけである。指導を受けているといった感じはしない。

「じゃあ、どうしたらいいんですか」

「……自分で考えろ」

　坂口はムッとして思い切り柴田を睨みつけると、足音高くナースステーションを後にした。

　医局へ帰り、文献や医学書を漁っていると、副医局長の大月が会議から帰って来て、「オゥ、どーだ？　坂口」と、声をかける。

「柴田とうまくやってるか？」

　その言葉に神経を逆なでされ、坂口はつい口走ってしまった。

「大月先生。柴田先生を替えてくれませんか」

「何だって？　どういう理由でだ！」

　突っ込まれ、坂口は詰まりながら答える。

「なんていうか……性格が……ネクラだから、合わないんです」

　大月は目をむいた。

「なに言ってんだ、坂口！　柴田のドコが気に入らない？　あいつは優秀で真面目だ、ちょっと口下手だが」

　大月は柴田と衝突することもあったが、真面目で一本気の柴田が結構気に入っているのである。内気で友達がいないことを心配し、以前人もあろうに、江森に「柴田と仲良くしてやってくれ」などと頼んだくらいだった。

　坂口のことを何でも人に頼り過ぎ、一人では決められない所があると大月は見抜いていた。性格は悪くないのだが、とにかく甘えん坊で自分を頼り、自立心に乏しい、と兄から頼まれた時も聞かされていた。年の離れた兄弟なので仕方ない、とも言ってはいたが。

　それでわざわざ、何事も独立独歩といった柴田の下につけたのだ。

「とにかく、ネクラだからなんて理由にならないぞ！　いいな！」

　一方、病棟に残った柴田はカルテを記載しながら、また少し反省していた。

（もう少し、丁寧に教えた方がいいのかな……）

　だが、これは自分のポリシーにもかかわる。もう学生ではないのだから、一から十まで全部答えを教えてやるわけにはいかないのだ。臨床実習と研修を同じに考えているようでは困る、と柴田は思っていた。溜息をつくと、医局へ向かう。

　看護師達は、坂口と柴田が合わないのを肌で感じ取って、皆で心配していた。

「だいたい、柴田センセが人を食事に誘うなんて、ぜぇったいないのヨ？　それをさー」

　三病棟の柴田ファンクラブの会員には、昨夜のことがとっくに知れ渡っている。

「足を舐めて、仕えろっつーのヨッ、研修医なんて、下働きなんだからサッ」

　看護師達は当然、皆、柴田サイドであった。








　仕事を終え、柴田が駐車場へ降りると、営業車用のスペースに江森の赤いミラージュが停まっている。

　運転席には誰もいない。

　さっき連絡したら、駐車場で待っていてくれと言われたのだが……しばらくボーッと車に寄り掛かっていると、

「センセ！」

　階段室から江森が現れた。弾けるような微笑みを浮かべ、柴田に向かって子供っぽく手を振り回している。いつもこの男は全身で、自分に会えた嬉しさを表現してくれる……。

（五月……）

　腹の底から、熱いものが上昇してくる。

「五月ッ」

　あたりを見回し、人がいないのを確認すると駆け寄った。

「浩司さん？」

　江森の胸に飛び込み、上を向いて口付けを求める。柴田らしくない、いきなりの大胆な行動に江森は驚いたが、抱き寄せて深く舌を差し込み応えた。舌を絡め合っていると、二人とも、熱が上がって来た。

「ああ……」

　柴田は喘いでしがみつく。

「浩司さん、あとはマンションに帰ってからね。これ以上やると、ここで襲っちゃいそうだ」

　江森も既に息を乱していた。

「バカだな、もう……」

　仲良く腕を組み、車に戻る。

　乗り込んで駐車場をあとにしたが、まさか坂口が見ていたとは露程も思わなかった。

　坂口は唖然としてしまった。

　柱の陰から声をかけようとした瞬間、柴田は背の高い若い男の方へ駆けて行く。みると相手は、確かＭＲか何かで、顔に覚えがあった。明るい色の真ん中分けのクセ毛、優しそうな甘いマスク、スポーツマンタイプのがっしりした身体、モデルか俳優といっても通りそうな二枚目で「ＭＲにはもったいない」と言われていた男だった。

　二人は抱き合って坂口の目の前で、ディープキスをかわしている。柴田の顔はこれまで見たことのないような輝きに溢れていた。

（……あいつ……ホモだったのか）

　怒りともなんともつかないものが、渦のように沸き起こった。









　二人はマンションへ戻ると、ベッドルームに直行した。しかし柴田が発作を起こした昨日とは違い、落ち着いた情感のこもった前戯から入る。

　服を脱がせあい、何度も口付けを交わしたあと、江森は柴田をベッドに横たえ、自分は脇に座る。そして手の平で柴田の腹を撫で、腰を膝に抱え上げた。まず後ろへ指を挿入し、しばらく中を擦り上げる。慣れたところを見計らい、二本に増やす。

「ア……ンッ……ク」

　柴田は大人しく江森の愛撫に従い、性急な行為を求めない。時々苦しそうな顔をしてギュッと締め付けたが、ゆっくりとした指の動き一つ一つを味わっていた。眉根を寄せ、江森の顔から眼をそらさずじっと見詰める。江森が指を動かすと口を僅かに明け喘いだが、両手は江森の頬を挟み、どんな表情も逃さず網膜に焼き付けようとしているかのようだった。全身で求められていると江森は感じた。

　柴田の中に自分を深く埋め込んだあとも、しばらくの間江森は身じろぎもせず柴田を抱いていた。

「浩司さん、いい、動いても？」

　柴田の息が落ち着いたのを見て取って、江森は尋ねる。

「ん……」

　昨夜のことがあるのであまり柴田を興奮させたくない。抱き締めると「愛してるよ」と囁きながらそっと腰を揺らす。

「五月……五月……」

　譫言のように柴田が呼び始めるので、江森は動きを中断し、表情を探る。

「……どうしたんだ？」

　柴田はきょとんとして尋ねた。

（……大丈夫だ）

　安心して江森は動きを再開する。

「ああ……五月……愛してる……ッ」

　柴田は江森を全身で感じ、呼び続ける。こうやって江森に包まれていると、安心感が心の底から沸き上がって、身体中に満ちて行くのだ……。

「俺の……中に……ッ」

　この固いドクドク脈打つモノに充たされ、胸の中で揺られていると、まるで臍の緒でしっかりと舫われて羊水の海にたゆたっているようだ……ここなら安全で、何も考えないでいられる……。

「さつき……ッ」

　突き込まれる太いモノにどんどん追い上げられて行く……。自分の中の海が一点に集まって渦巻き、大きなうねりが訪れた。

「アアアッ……」

　白い液が放たれる。

「浩司さんッ、僕もッ……」

　江森も柴田の体内に想いをたっぷりと注ぎ込んだ。

　愛を交わしたあと、二人は満ち足りてベッドに横たわり、向き合うと、お互いの身体に手を回し、存在を確かめるように指を膚にはわせた。

「浩司さん、今日の症例検討会、どうでした？」

「……ん……まぁまぁだ」

　医学的な詳しい説明を聞いても江森には分からないが、その簡単な言葉とたった今交わした行為から、柴田の精神状態が回復したのは分かった。

　江森は抱き寄せて額に軽く口付ける。

（良かった…………浩司さんの元気が出たんなら）

「研修医の人とはうまくいってるの？」

　胸の中の柴田の髪を撫でながら、江森は心配そうに尋ねた。

「……お前……鋭いな」

　江森はクスクス笑う。

「浩司さん、ブアイソだから誤解されやすいもの」

「……ん」

　自分が研修医だったころのことを考えれば、手取り足取りで教えてやったほうがいいのかもしれない。ただ、自分はあの頃から何でも自分で判断するクセがあった。逆に、人の意見をきくように教育的指導を何度も受けた。

「……俺、人を教える資格なんてない」

　また始まった、と江森は思う。

「でも、僕だって入社三年目なのに新人に教えなきゃならないんだよ？　自分の知ってる範囲で教えればいいんだヨ」

「……そうか」

　江森の顔を見上げ、不思議そうな顔をする。

「どうしたの？」

「……いや……時々お前、スッゴク大人みたいなこと、言う」

　江森はプッと吹き出してしまった。

（浩司さんがガキなんだよ）

　口には出さなかったが。その代わり、また身体を起こし、再び想いを伝えようと手を伸ばす。柴田も柔順に江森の動きに従った。細い脚を肩に抱え上げ、熱く太いモノでしっかり自分と柴田を一つに繋ぐ。自分の想いがココを通って、柴田の中に流れ込んで行くように、深く深く、奥まで入れた。

　ゆっくり腰を回すと、柴田の内部も自分に応えるように絡み付く。しっとりと熱い粘膜に包まれ、自分のモノが歓喜に震え、どんどん太くなった。更に深く突き入れ、腰を動かした。

　柴田は子供のように無邪気に微笑み、波に身を任せるように江森の大きな動きに揺られている。その姿があまりに頼りなげで、江森は胸が痛んだ。

（ウンと幸せにしたげたい）

　しかし、江森に出来ることは、身体を与えることだけなのかもしれなかった。そう思うと、自分の無力さが歯痒かった。

（ゴメンね、浩司さん）

「……五月？　どうしたんだ？」

　ふと気づくと、柴田が不安そうに見上げている。江森が動揺すると、すぐ伝わってしまうのだ。

「なんでもないよ」

　明るく言って、口付ける。そして、腰の動きを早めていった。

「五月……愛してる……愛してる」

　柴田はうっとりと眼を瞑り、譫言のように呟く。

「浩司さん……」

　やがて柴田は、全てを江森に委ね、乱れ始める。

「アアッ、五月ッ、五月ッ」

　その声が、まるで親を呼ぶ迷子の子供のようで、聞いているだけで江森は切なさに、涙が零れそうになる。夢中で愛を求める柴田の肉体に、自分の想いを刻み込むように、激しくモノを打ち付けた。

「アアアッ、五月……ッ」

　先端から零れる白い涙を手に受け、愛の証しにと飲み干した。

　柴田が昇りつめたあとも、江森は長い間愛し続けた。どれ程想いを柴田の中に吐き出しても、どれ程愛してると言っても……自分の気持ちを伝え切れないように感じるのだ。

「愛してる、浩司さん……愛してる……」

　愛の行為に疲れ果て、ぐったりとした柴田を抱き締め、囁き続ける。身体を繋いだまま、眠りに落ちた。







（あいつがホモだったなんて……）

　坂口は自分のマンションへと帰る途中も、騒ぐ心が抑えられなかった。何度忘れようとしても、たった今見た衝撃シーンが目に浮かぶ。

（なんなんだよ、あれは）

　昼に柴田と気まずいことになってしまい、坂口は坂口なりに考えていた。珍しく早く仕事が終わったから、今日は自分から夕食を誘おう、そして昼のことをはっきり謝らないまでも、何とか少し関係を修復しようと。

「どこへ行こう」

　色々考えて、もう場所も決めていた。兄から教えてもらった穴場のステーキハウスで、まだガールフレンドを連れて行ったこともない。

（あそこへ連れて行こうと思ったのに！）

　それを……目の前であの大柄な男が抱くように柴田を連れ去った時は、なんだか大事な人を横取りされたようでひどく腹が立った。

（くっそ……ッ）

　怒りながらも坂口は、バスの停車ボタンを押す。駅前のスーパーに寄ろうと途中で降りた。

　ちょうど雨が降りだし、小降りだからいいやと傘も差さずに歩いて行くと、急に本降りになり、ダッシュしてスーパーに駆け込んだ。

　坂口のマンションは大学からバスで15分程いった有名な高級住宅地の中にある。環境がいいのでＪ医大の医者は何人も住んでいる。学生時代からずっと住んでいる金持ちもいた。幼稚園からの一貫教育の私立の学園を中心に造成されたので、町並みが美しく整備され、子供をそこに通わせている裕福な家庭が多いのだ。

　そのため、駅前のスーパーと言っても、高級食材や輸入品が豊富に揃っている店だ。ぶらりと店内を廻り、鮮魚コーナーで足を停めた。

「鰹かあ……」

　ニンニクと生姜を効かせた土佐造りにしようと決めた。

「余れば、ワインヴィネガーとオリーブオイルに浸けてマリネーすれば、四、五日はもつしな」

　坂口はボーイスカウトのキャンプで鍛えられ、外食はほとんどせず自分で料理しているのである。マリネー用のレモンを買い求めている時、ふと頭に浮かんだ。

（……家に招いて手料理ってのも、いいかもな……柴田先生は食が細そうだもんな……）

　また柴田のことを考えている自分に、坂口は慌てて首を振る。

（もう、あいつのことは忘れよう！）









　坂口は５ＬＤＫのマンションに一人暮らしだった。以前は兄が家族と一緒に住んでいたもので、一人暮らしには些か贅沢で広い間取りである。

　兄の妻もやはりＪ医大の眼科医だったので、高級住宅地でもかなり目立つマンションだ。坂口はここに住むよう言われた時躊躇したのだが、家族が東京に出てくる時の拠点にもなるのだからと説得されてしまった。

　スペイン風の中庭に面して、低層のフラットが何棟か建っている。全体はやはりスペインのヴィラを模して造ったもので、薔薇の絡んだ鉄柵が周囲を囲んでいた。中庭には木陰に陶製の椅子が配置されている。赤レンガや白い柵で立体的に変化をつけた花壇に、色鮮やかな花が競うように咲き乱れ、雨に濡れて植え込みの新緑も輝いていた。玄関には外国の高級アパートに見られるような「コンシェルジェ」という警備員が常時詰めている。

「お帰りなさい、お早いですね」

　警備員は坂口の姿を認め、すぐ玄関の扉を開けた。挨拶を返しながら、坂口はエントランスから庭に面した回廊へ出て、自分の部屋を目指す。

　テラスハウスになっている棟もあるのだが、坂口の部屋は５階建の建物の２階だった。応接間のインテリアは兄の妻の趣味で、アンティーク家具や白いレースと豪華なサテンに埋め尽くされている。これには坂口もかなりまいっているが、兄の名義なのだし、勝手に変えるなと言い渡されていて、仕方なくそのままにしている。その代わり、自分の部屋だけは思いっきりシンプルな内装にしていた。

　ダイニングキッチンは広くて使いやすく、明るいアーリーアメリカン調の木製の扉がついたシステムキッチンで、これは気に入っている。

　鰹のたたきと冷やした辛口の白ワインで夕食を取ると、すこし機嫌が直ってくる。

　昼間、調べた論文やらコピーした医学書やらを、ブリーフケースから取り出す。明日の下調べを始めた。

（あいつにどうこう、言われたくない！　あんなホモ野郎に……）

　また不愉快なことを思い出す。

（だいたい、なんであいつ、男が好きなんだよ！）

　綺麗な顔、細い指、思い当たる節がないでもなかった。しかしいわゆる「おねえ」には見えず、やはりどう考えても納得がいかない。嫌悪を感じようと思ったが、あの綺麗な顔を思い浮かべると、なぜか胸が騒ぐ。反対に相手の男への怒りが沸き起こった。

　相手の男は優しそうな２枚目で、スポーツマンの清々しさを合わせ持っていた……。病院では無愛想な柴田が、あの男にはいつも輝くような笑顔を見せているのだろうと思うと、なおのこと胸が締め付けられるように感じる。

（僕には冷たいくせに、きっとあいつには優しい言葉をかけてるんだ……）

　そう思うだけで、相手の男への怒りが増していく。

　坂口は自分でも分からない激情の渦に、戸惑いを覚えた。

（なんだよ、これは……なんでこんなに、腹が立つんだよ）

　この気持ちは自分をないがしろにした怒りなのだと、結論する。

（僕を一番大事にしてくれない指導医はいらない）

　そう思うことにした。
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　翌朝坂口が手術部へ行くと、既に柴田はロッカールームで手術着に着替えている所だった。手術着は半袖のシャツとズボンで、その上にさらに長袖の割烹着のような滅菌消毒されたものを重ねて着ることになっている。

　柴田は無頓着にワイシャツを脱ぎ、ロッカーの中に放り込んでいた。続いてズボンも脱ぎ、軽く丸めて突っ込む。上はランニングも着ておらず、下はぴっちりとしたセミビキニタイプのショーツだった。

　昨日のことがあったので、坂口はついつい盗み見をしてしまう。オカマのような女っぽい身体を想像していたが、驚いたことに意外に上半身は筋肉質で逞しい。腰は細くて締まっている。

（そういえば、大学時代は水泳部とか言ってたよな）

　昨夜はあの男と愛を交わしたのだろうか。いつも冷たくてブアイソな柴田は、どんな表情を見せるのだろう。一昨日の別れ際の笑顔が思い出され、坂口の頭には生々しい情景が一瞬浮かんだ。

（な、なに考えてんだ、僕は……）

　しかしあの綺麗な顔で歓喜に喘ぐところを想像すると、またしても何だか分からない感情の渦が巻き起こる。急いで眼をそらすと、着替えにかかった。









　午後の手術が終了し、夕方、半袖の手術着のまま二人は病棟へ向かった。診察を済ますと、検査データの整理をナースステーションでする。最新のデータ標をカルテに貼り、それを二人で見ながら治療や手術手技について討論を重ねていると、坂口の方が身長が高いため、いやでも柴田を見下ろすことになる。胸元の開いている手術着なので、前かがみになって組んだ腕をテーブルについていると、襟が弛む。傍のカルテを見ると柴田の胸元も視野に入り、坂口は目のやり場に困った。

　微かに浮き出た鎖骨や張りのある胸筋なども見ることなく見えてしまう。

（バカッ、相手は男だ）

　そう思ってもどうしても意識せずにいられない。僅かに膨らんだ胸は、滑らかで、無駄な毛もなく、服の奥の暗がりに消えて行く境界あたりに、薄赤い斑点があるのが見えた。

「あ……」

　キスマークと認識した瞬間、頭の中が真っ白になる。

　ガタンと椅子を蹴って立ち上がった。

「……え？」

　柴田が驚いて顔を上げると、坂口はそのまま何もいわないでナースステーションを出ていってしまった。

「なんだ……あいつ」









　坂口は足早に医局へ向かう。

（なんだよ、あいつは！　どういうつもりなんだよ！）

　柴田がプライベートで何をしようと、坂口には関係のないことなのだ。だが血の昇った頭には、もう他のことは考えられなかった。

（冗談じゃないッ）

　医局へ入ると、バタンと力任せに扉を閉める。「どうしたんだ」という顔をした数人の医師達の中に大月がいた。坂口は真っすぐに大月の元へ向かう。

「大月先生、ちょっと二人だけで話がしたいんです」

　大月が見ると、坂口はひどく硬い表情をしている。

（何か、あったのか？）

　坂口を促して隣の研究室へ移ると「どうした」と尋ねる。

　坂口は強張った顔のまま、「柴田先生を替えて下さい。あの人の下で働きたくない」と言った。

「な、なんだ、またその話かァ？　どういう理由か言ってみろッ！　ネクラは無しだぞ！」

「あの人、ホモセクシュアルだから」

「え……えーッ！」

　大月は坂口のいきなりの発言にタマげてしまった。

　そう言えば、前からそんな噂はあった。綺麗で看護師の人気も結構高いのに、浮いた話ひとつない。どころか、女の影というものを感じなかった。いや、看護師達が言い寄ることもないようだった。女達の方が、こういうことには敏感なのかもしれない。確かにホモセクシュアルと言った方が、ずっと納得がいく。しかし、

「ちょ……ちょっと待ってくれッ！　ホモセクシュアルと医者の仕事とは、関係ないぞッ」

　大月は三年程、アメリカのマウントサイナイ・ホスピタルに留学した経験がある。向こうでは、ホモもレズもいわゆるゲイの医者はたくさんいたし、大月も普通に彼らと交友していた。内なる差別はともかく、今やアメリカではゲイというだけで、社会的に表立って差別されることは少ない。

　ゲイだけでなく少数民族・ＨＩＶ陽性者といった、社会的マイノリティの許容を大月は学んでいた。大月自身、全く差別心がないという訳ではなかったが、こと柴田に関してはホモセクシュアルが悪いという感じはなく、むしろ当然という感想しかない。

　これまでは男と付き合っているというのも思い浮かばなかったが、女と付き合うとなると「とうてい無理」という気がするのだ。

　しかし坂口は周り中に響く大声で怒鳴った。

「僕は嫌ですッ！　一緒に働くのは！　当直だって、一緒の当直室に泊まるんですよ？　気持ち悪いったら、ありゃしないッ」

　確かに坂口の言う通り、研修医は指導している医師と一緒に当直しなくてはいけないのだ。大月は深く溜息をついた。生理的嫌悪感を感じるなら、いくら言ってもムダかもしれない。無理やり下で働かせて反感を肥大させた方が、柴田に悪い影響が出る可能性があった。

「わかった。とにかく、柴田の言い分も聞く必要がある」

　そう言うと、机の上の電話を引き寄せた。

「え……柴田先生に言うんですか」

　坂口は困った顔になった。

「当たり前だ。こんな大事なことは、本人に確認しないとな」

　三病棟に電話をすると、近藤師長が応対に出た。

「師長さん、すまんが柴田を呼んでくれないか」

　柴田が電話口に出ると「ちょっと医局の隣の研究室にいる、話があるから来てくれ」と伝えた。

（何だろう……）

　柴田の方は、まさかたった今、飛び出して行った坂口に原因があるとは思い当たらない。

「医局へ行って来ます」

　言い置いて、ナースステーションを出て行く柴田に、近藤師長は素早く推理を巡らす。

（坂口センセが出て行って……すぐ大月センセが呼び出したということは……）

　ミステリーマニアの師長にとっては初歩的な推理だ。

（ほほぅ……あのボーヤが何か大月センセに、ご注進したんですかね……）

　坂口が柴田に不満を抱いている様子は、看護師達の間では噂になっている。師長は既に坂口の実家の病院のデータや、坂口のポリクリの時に評判なども入手済みであった。さすがに全員に触れ回ってはいなかったが、坂口が上の人間に甘えるタイプだということは見抜いている。

（やはり地どり調査は必要ですからね……）

　師長の観察では、そろそろ何かありそうだと思っていた頃合いだったのだ。









　まもなく大月と坂口が待っている研究室に、柴田が当惑顔で現れた。

「……俺です」

「オゥ、すまんな、呼び出して」

　柴田は大月と坂口が並んでいるのを見て、警戒心をあらわにする。

「なんですか……」

　近寄って大月を上目使いに睨むので、大月は「うーん」と心の中で唸った。確かに小さな手術帽の中に生え際からぴったり髪の毛を入れて形の良い額を出し、胸元の広く開いた手術着を着ていると、綺麗な細い眉と切れ長の眼が強調され、なまじの女医より色っぽい。

　これで化粧でもされたらかなわんと、まるでそのケはない大月でさえも思う。

（でもこれって、気持ち悪いかァ？　綺麗で意識しちまうってことじゃないか？）

　坂口がアンビバレンツな感情を柴田に抱いていることまでは、大月には分からなかった。

「柴田、坂口がお前の下につくのは嫌だと言っている」

　できるだけ事務的に、大月は言った。柴田は眉をピクリと挙げて、大月を見詰め、ついで坂口に目を移す。坂口は思わず目をそらしてしまった。

「……どういう理由でですか」

　大月はつまりながらも一気に言った。

「お前がホモセクシュアルだからだそうだ、それは本当か？　柴田」

　柴田の眉がピクリと動いたが、冷静な表情は変わらなかった。

「……そんな質問に答える必要はありませんね」と言う。

「否定も肯定もしないのか？」

「……する必要、ないでしょう」

　大月はううむとあいまいに唸った。肯定されても困るので、まあこれ以上追及するつもりはなかった。

　柴田は坂口を見据えて「俺の指導が気に入らないという理由なら、俺は上につくのは止めます。けど、俺のプライベートのことは理由としては認められない」と、きっぱり言った。

「だそうだ、坂口」

　大月も坂口を見詰める。

　坂口は真っ赤になって俯いた。こんなつもりではなかったのだ。ただ、柴田の傍にいるのが何だか耐えられなくなってきて……。小さい頃から、何か嫌なことがあるとすぐ、兄に甘えて頼んだ。両親に直接言えないことなども、皆、兄に頼むと、代わりに伝えてくれた……まるで変わっていないのだと今悟った。

「スミマセン…………」

　小さな声で言った。

「じゃあ、俺、仕事、残ってるから」

　柴田は病棟に帰っていった。

　大月はまた溜息をつくと「とにかくもう少し、様子を見よう」と、坂口の肩をポンとたたき、やはり出ていってしまった。

　坂口は取り残され、呆然と立っていた。オカマのように思っていた柴田の方が、ずっと自分より男らしい……。恥ずかしさでいたたまれず、しばらくその場から動けなかった。









　そのうち、看護師達に坂口が柴田を替えろといったことがバレてしまった。まったく、インターネットよりも凄い情報網があるのだ。

　坂口は病棟の仕事が一気にやりにくくなったと感じた。指示をだしてもすぐ受けてくれない。何を命じても、アサッテの方を向いて返事する。

「ったくもー、何様だと思ってんのよッ」

「研修医なんて、パシリなんだからさッ」

　口々に、坂口のことを罵った。

「柴田センセのどこが気にいらないわけェ？」

「優しくて、綺麗で、威張らなくて、ナイーブで、その辺のオトコが持ってないモン、みーんな持ってんのよッ」

「この良さがわかんないなんてッ、だからふつーの男は自分のどこが悪いかわかんないのねッ」

　皆、自分が侮辱されたように感じている。

「もーこれからさァ、研修医のヤツラにはサー、柴田センセの写真、踏ませたら？」

「そうそう、『ふっ、ふめませーん』とか言って、泣き出したヤツだけ、親切にしてやるのよッ」

　柴田＝踏絵説が一挙に出来上がった。
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　次の日も第２外科は手術日だった。

　週の真ん中の木曜日は比較的大きなオペが入る。一日中、手術部と病棟を行ったり来たりで忙しい。しかも今日は当直に当たっている。

（坂口のことを考えてる暇なんかないんだから……気にしないことにしよう）

　そう思ってもやはり心の底ではひっかかるものがある。

　昨日からの雨は夜の間中、ずっと降り続いていた。朝になっても外は暗く、いつまでも止みそうにない。

「今日は大きな傘の方がいいかも知れないですね？」

　江森は着替えている途中でそう言い出し、玄関へ行って昨日使った折り畳みとは違う傘を出して広げている。

「……ん」

　柴田はもう靴も履き、すっかり身支度を整えていたのだが、耳の中でずっと雨の音がしているような心地で、突っ立ってぼんやりとそれを見詰めていた。

　いつもより無口になっている柴田に「どうしたの、なんかあるの、今日は？」

　玄関先で江森が心配そうに声をかける。

「ん、なんでもない」

　江森に坂口のことを言うつもりはなかった。

（これ以上、俺の心配、させたくない）

　無理に笑顔を浮かべると、柴田は先にマンションを出た。

　坂口に自分がホモセクシュアルだと知られてしまったことに対しては、柴田は特になんとも思っていなかった。それよりも一緒に働きたくないと言われたことの方が驚きだった。

（嫌われてもいいんだ……）

　ただ一人、江森さえ自分の傍にいてくれれば、そして自分を分かってくれればいいのだ。世界中の人間に嫌われたって平気だと、柴田は思っている。

　江森と愛し合うようになる前は、おどおどと誰にも知られないように生きてきたが、

（知られたって……江森がいれば……平気だ）

　ただ一人の味方で親友の相沢に想いを告げたら、きっと友情は壊れ、失われてしまう。そうなってすべてを失うことが、長い間何よりも怖かった。

　だが今はもう、そんな心配も要らない。それになぜか看護師達にも結構知られているようだが、仕事の上で差し障ったことはない。

（そうだよ、嫌われても平気だ……でも）

　仕事に差し障りが出るのは困る。

　仕事を一緒にやることをはっきり拒否されるとは、これまで想像したことがなかった。大月にはきっぱりああ言ったものの、これから坂口との仕事がやりにくくなるかも知れないとの不安が昨日から頭の片隅にあった。

（でも自分の務めさえきちんと果たせれば、患者への影響はないだろう。それで十分だ）

　そう自分に言い聞かせ、病院へと向かった。

　朝一番の手術に入る予定だったので、いつもより早く家を出たため、まだ医局に人影は少なかった。柴田が「お早うございます」と声をかけて入ると、前夜の当直医が朝ごはんを食べている最中だった。

「お、柴田、早いな」

　ちょうど病棟長の宮崎がコーヒーメーカーでコーヒーを入れているところで「お前も飲むか？」と親切に誘ってくれる。

「……いえ……俺は」

　宮崎は高知出身で、「土佐のいごっそう」といった野性的な大柄な男である。酒も強く親分肌で、性格はまるで反対だが柴田のことは医師としての腕を買っており、なにかと飲み会に誘ったりと引き立ててくれていた。当の柴田の方はあまり誘いに乗ることはないのだが、宮崎は細かいことには気にしないたちで、付き合いが悪いと怒ることもない。今もわざわざコーヒーカップを柴田の机に運んでやった。

「あ……どうも……ありがと……ございます」

　柴田はロッカーから白衣を出して羽織ると、宮崎にぼそりと礼を言う。

　昨夜の当直医の林がご飯をかきこみながら、「いやー、昨日はついたわ」と大声を出した。

　林は宮崎とは反対に都会的な風貌で、出身地も横浜、どちらかというと一匹狼だが仕事はきちんとこなす男である。広い額を出してオールバックにし、細長い顔に頬はこけてちょっと病弱な小説家といった顔立ちなので、黙っていれば繊細な雰囲気だが、いたってざっくばらんな性格であった。

「そんな大変だったのか？」

　宮崎の問いに林は頷く。

「ま、でも研修医がよく働いてくれたから助かったけどな」

　ふと、思い出したように声をひそめる。

「けど、きょうびの研修医は、俺らの頃とだいぶ違うなー。なんつーか、マニュアル通りっていうか……」

　宮崎はコーヒーカップを片手にソファに腰を下ろすと、「そうそう」とあいづちを打つ。

「頼まれたこと以外はやろうとしないってのが増えてるな、うん」

　林はがぶりとみそ汁を飲むと、大仰に頷いた。

「だいたい俺らが若い頃は、当直は勉強になるってわざわざ買って出たもんだろ？」

　研修医クラスの若手は、外来で患者を診る機会はあまりない。既に診断がついて入院して来た患者を担当するのだ。それゆえ、救急外来で患者を初診から診ることは、経験を積む上で重要なのである。

「それが、ほら、坂口って今、うちをまわってるのがいるじゃないか」

（え……）

　柴田はびくりとして耳をすませる。

「大月が困ってたぜ、坂口の奴が当直をしたくないって言ってるって」

（それは……）

　林は一般論として「近頃の若い者は」と話題を振ったに過ぎない。

　しかし傍で聞いていた柴田にはピンとくるものがあった。

「当直室で他人と一緒に寝るのはイヤだってゴネたんだそうだ」

　林は呆れたように首を振る。

「そう言えば……」

　宮崎が口を挟んだ。

「最近、オペ室のシャワールームで朝シャンする奴が増えて、時間がかかって困るよ」

「まったく、何を考えてるんだか……」

（それって……）

　頭の中でなにかががんがん鳴っているように思え、柴田は顔をしかめる。

（違う……俺のことなんだ……俺と一緒の部屋に泊まりたくないってことなんだ……）

　指が強ばって持っていたカップが震え、コーヒーが零れそうになる。柴田は慌てて机に置いた。部屋の隅のパソコンで作業していた本間といういかにも温厚そうな丸顔の医師が、とりなすような口調で話に分け入った。

「……まあ、そう言うなよ。坂口はこないだまで、５病棟で俺の下についてたんだが、真面目でよく仕事をするよ？」

　パソコンから離れ、コーヒーメーカーの所へ行って、自分もカップにコーヒーを注ぐ。

「あいつはお金持ちのお坊っちゃんだからさ、フカフカベッドじゃないと眠れないんじゃないかな？　当直業務が嫌ってことじゃないと思うよ？」

「なんだってー、新人の悪口かぁ？」

　割れんばかりの大声がして、助教授の磯野がどすどすと足音を響かせ、医局に入って来た。

「おい、林、人のことが言えんのかぁ？　お前、研修医ん時、ＰＴＣＤで肝静脈に針、ブッ刺したの、忘れたのかぁ？」

「うわーッ」

　林は首を竦める。

　Ｐ　Ｔ　Ｃ　Ｄ経皮経肝胆汁ドレナージとは、体表から直接肝臓の中の胆管へ注射針を差し込み、溜まっている胆汁を体外へと排出する方法である。消化酵素の一つである胆汁は肝臓で作られ、胆管というルートを経て腸へと流れ出るのだが、その一部が閉塞すると、黄疸という全身が黄色くなる症状を呈する。

　その症状を軽くするために取られる手術なのだ。超音波エコー装置で肝臓の中を透視しながら、拡張している肝内胆管に針を刺すのだが、

「こいつ、研修医の時、俺の下についててな」

　磯野は四角く厳しい顔を崩して、豪快に笑いながら説明する。

「胆管と肝静脈を間違えて、静脈の方に針を刺しちゃったんだよ。だからドレーンから、胆汁じゃなくて血液がドバッと……すぐ気がついて止血したから大丈夫だったがな」

「かんべんしてくださいよ、若気の過ちをー」

　林は情けない声を出す。

　宮崎も本間も腹を抱えて笑った。

「まっ、若い時の失敗は誰にでもあるんだから、そういじめるなよ？」

「そいうや、俺も……」

　楽しそうな話し声を背中に、柴田は暗い心で医局の外へ出た。

（……俺……男だったら見境いないって思われてるのか……）

　たとえ決まった相手がいても、街で綺麗な女性が歩いていれば、男はつい誘われて欲情するものだ。その論理を当てはめれば、ホモセクシュアルである柴田はすぐ男に対して欲情するとでも思われるのだろうか……。

（……俺が求めてるのは五月だけなのに）

　思いに沈みながら廊下を歩いていると、坂口が前からやってくるのに出会ってしまった。

「あ……」

　坂口も気まずそうに目を逸らす。

　柴田は思い切って傍へと寄った。

「……坂口」

「なんですか」

　やはり坂口は目を逸らしたままだ。

（そんなに……俺のことがイヤなのか……）

「俺と一緒の部屋で寝たくないなら、予備の当直室をとっておけ」

「え？」

　坂口は驚いて柴田に視線を戻した。

　その顔を見詰めながら、柴田は続ける。

「俺がホモであろうとなかろうと、だ。お前がイヤならそうしろ。知ってるだろう、各科の当直室以外にも、予備の部屋がある。警備室へ申し出れば、鍵がもらえる」

　一息に言うと、柴田は傍を離れた。

「柴田先生！」

「先にオペ室へ行ってる」

　残された坂口は何と答えたらよいか分からないまま、その場に立ち尽くした。









　その日の仕事は、表面上はスムーズに進んだ。柴田はなるべく坂口と目を合わせないように心掛けた。坂口の方も一切、余分なことはしゃべらない。

　しかしお互いの心の葛藤は耐え難く、夕方までに柴田はいつにもまして疲労を感じていた。

　夕方五時を過ぎると、大学の外来診療は終了し、かわりに救急室が開く。以降の診察は当直医の担当になるのだ。三次救急という重症者の担当は今月は第１外科なので、比較的楽な当直業務の筈だが、軽い症例はすべて第２外科に回され、やはり今夜も忙しい。簡単な縫合などを数例こなし、また病棟へ戻って入院患者の処置をしていると救急室から連絡が入る。

「外来診療時間に間に合わなかったって患者さんから、電話がありました」

　聞くと、なんと土曜日に柴田が処置をした患者である。どうも切開・排膿して痛みが取れたため、消毒と包帯交換に訪れるのをさぼっていたらしかった。また痛みがぶり返したので、焦って連絡してきたとみえる。

「しょうがないな……ちゃんと来るように言ったのに……」

　救急室へ来るように柴田が指示して電話を切ると、聞いていた坂口が「僕が代わりに診てきます」と申し出る。

「包交と消毒だけでしょう？」

「あ……ああ、じゃあ頼む」

　坂口はホッとして病棟の処置室を飛び出す。朝から柴田の傍を一時も離れる機会がなかったのだ。傍にいるのが嫌というわけではない……しかし色々な思いが胸の中でぐるぐる回り、柴田の顔を見ると妙に構えてしまい、緊張の限界に来ていた。

　嬉しそうに走って行く坂口の後ろ姿に、また柴田の心は暗くなっていた。

（そんなに……いたくないのか、俺と）

　あの頃と同じだ……小学校の頃と。

　同級生に「インランが伝染うつる」と言われ、避けられていた頃の自分が重なって、柴田は心臓が苦しくなる。

（いけない……そんなこと、思い出しちゃ……）









　坂口が一階の救急室に顔を出すと、まだ患者は到着していなかった。

　広々とした診察室の真ん中にある机に、ほっそりとした若い医師がついていて、目の前のシャーカステンに貼られた胸部写真の所見を書いている。

「平野先輩！」

　呼ばれた医師は振り返り、「坂口君じゃないか」と柔和な顔に笑みを浮かべた。

「どうしたんだい、こんなところに」

「僕、今、２外ニゲを回ってて、当直なんです。先生もですか？」

　見知った顔に安心して、坂口は傍へ寄った。

　平野は１年上で、テニス部の先輩でもあった。彫の深い色白の顔立ちで、テニス部の合宿でもまるで日焼けをしないので不思議がられていた。実家が病院という家庭環境は坂口と似ており、しかも外科志望ということで、在学中から気楽に話が出来た先輩である。平野は胸部中心の第１外科で後期研修をしていた。

　坂口は平野の見ている胸部写真を眺める。

　写真は左側臥位という、左側の脇腹を下にして横になって撮った写真だ。普通胸部写真は、直立した「立位」の状態、もしくは仰向けになった「臥位」の状態で撮影する。

　よく見ると、横になった脇腹のラインに平行に、白い水平面が写っている。

「胸水ですね！」

　平野は満足そうに頷く。

「そうなんだ、この人は心肥大があって、胸水が少量なんで心臓の影に重なって、正面では見つからなかったんだ」

　水が水平面を形成する性質を利用し、胸水を見やすくする為に側臥位で撮影したというわけである。

「実はこのあとＣＴを撮ったら、腹水も溜まっていてね……どうも肝臓の病気らしい。内科に引き取ってもらったよ」

　患者の男性は胸水が刺激になって胸の痛みを生じ、救急外来にやって来ていた。

「最初から外科に受診したんですか？　内科じゃなくって？」

　胸の痛みなら、内科にかかるのが普通だろう。坂口は不思議に思って尋ねる。

「いや、たまたま昨夜、ベッドから落っこって、肋骨を折ったのではと思ったらしい。痛みはそのせいだと思っていたようだ」

「へぇ……」

　平野は感心する坂口を眺め、「君、次は１外イチゲを廻るんだろ？」と誘いの言葉をかける。

「ええ……実は僕、放射線科を廻ろうと思ってるんですが……でも」

　入局するなら第２外科と既に決めていた坂口だったが、この二、三日のことで迷いが生じている。平野をじっと見詰めると「先生は何で１外を選んだんですか？」と尋ねた。

　在学中から、平野が外科へ行くことを両親は渋っているという話を聞かされていた。平野の実家は産婦人科だから、親と同じ科でない以上、第１外科でも第２外科でも。反対されるのは変わらなかった筈だ。

　唐突な質問に一瞬平野は驚いたが、にっこり笑って「そりゃ、憧れの先生がいるからだよ！」と胸を張って言う。

「憧れの先生？」

「ああ、木田先生さ、坂口、知らない？　僕が１外を研修で廻った時、指導医だったんだけど、ものすごい秀才でね」

　１外の木田博基という名は、研修医の坂口でさえ知っていた。

　病院でも有名な１外のエリートと評判の医師である。まだ講師の地位にもついていないが、将来の教授候補とさえ言われている。

「木田先生についてるんですか、平野先輩は！　すごいですね！」

　感心する坂口に勢い込んで平野は喋り出す。

「やっぱ、知ってるのか、坂口も！　随分長いこと、留学してたんで、僕達が病院で会う機会はなかったけど、さすがに有名だもんな。木田先生を知らなくちゃもぐりだよな」

「ええ」

　素直に頷く坂口に、平野はますます熱意を込めて話し続ける。

「ワシントンの研究施設で、臓器移植を手掛けてきてね。こっちでも今、移植チームの編成の仕事をやってるんだけど、かっこいいし、手術は巧いし、よく教えてくれるし、最高の先生だよ！」

　坂口は平野がひどく羨ましくなってきた。

「平野先輩はいい先生に当たったんですね……」

　思わずぽつりと漏らすのを、平野が聞き付ける。

「何だ、坂口君、オーベンとうまくいってないのかい？　誰なの、オーベンは？」

「岡沢先生ですけど……実際の指導は柴田先生なんです」

　平野は大きく口を開けた。

「柴田浩司先生かい？　僕の１年上の」

「ええ」

　それは確かに気の毒だ、という言葉を期待していた坂口は、平野の顔を窺う。ところが平野は「へーっ、羨ましいな！」と大声を出した。

「え？」

「だって、あの若さで、手術部じゃあ『木田二世』って評判の腕だよ？　一緒にオペに入って助手をやってみたい先生の一人だ。その先生といっつもオペに入れるなんて……貴重な経験だよ！」

　期待を裏切られ、坂口は不満げな声を出した。

「……そりゃ、手先は器用って感じはしますけど」

「わかってないなー」

　平野はやれやれと首を振る。

「まぁ、色んな人とオペに入れば分かるけど、巧い人のは本当に見ているだけで勉強になるんだ。前の先生は誰だったんだい？」

「本間先生」

「ああ、そうか」

　平野は納得という顔になった。

「本間先生も綺麗なオペをする人だからね。でも時間はかかってるだろう？」

　そういえばそうだった……坂口にはぼんやりと言われたことの輪郭が掴めてきた。本間は慎重で丁寧なオペをし、確かに術野は出血も少ない。しかし麻酔時間はかなりかかるので、いつも麻酔科医からは煙たがれていた。

「柴田先生は三分の一くらいの時間で、綺麗なオペをするからね。今までいい先生について来てるから、まだ良さが分からないんだろうね」

　平野はシャーカステンの写真を外しながら、話を続ける。

「特に移植医療となると、時間との勝負だから、木田先生は『柴田先生みたいな優秀な若手を、移植チームに入れたい』ってよく言ってるよ」

　柴田の評価がこんなに高いとは……坂口は何やら複雑な心境になっていた。他の人が柴田を褒めるのを聞くとんなんだかむかついてくる。自分よりよく柴田のことを知っている人がいるなんて……。

「でも、あんまり指導をしてくれないんですよ。ネクラで付き合い悪いし……」

　坂口はぶすっとした顔で愚痴をこぼす。

「うーん……確かにちょっととっつきにくい感じ、するよね、柴田先生って」

　平野もこれには同意する。

「そうだね、木田先生もなんか、超然とした感じで最初は僕も近寄りがたかったんだけど。でもね、色々聞くと、すごく良く教えてくれて、見た目と全然違うって思ったんだよ」

　最初の頃、木田の前ではあがってしまって、平野は受け持ち患者のプレゼンテーションすら上手に出来なかったものだ。木田が大学時代首席で通したエリートという評判に加え、留学という実績も光り輝いて見え、さらに稀なる美貎の持ち主だったせいもある。

「とにかくあまり先入観をもって接するのは、やめた方がいいな」

　平野は一つ年下の後輩に意見する。

　自分自身、木田のことを冷たい人間だと思い込んでいた。それが平野が初歩的なミスを犯し、もう少しで大事に至るところだったのを、木田がうまくフォローしてくれた。どころか、上には「自分の落ち度です」と報告したのだ。そして平野には「指導医はすべての責任を取るためにいるものだ」と言ったのである。

　クラブの先輩でもある平野の忠告は、坂口の胸にこたえていた。

（僕は最初から柴田先生のこと、嫌な人だって思ってたかも）

　黙り込んでしまった坂口の肩を、平野は笑いながら叩く。

「それより、まだ２外に入るって決めてないんだろう？　１外も廻ったらどうだい。木田先生の下につけば、１外に入りたくなるかも知れないよ？」

「なんだ、随分時間がかかっていると思ったら、勧誘か？」

　低く澄んだ声が戸口から聞こえ、平野は「木田先生！」と嬉しそうに叫ぶ。

　スタンドネックの白衣を着た細身の医師が、きびきびとした動作で入ってくる。栗色のさらりと横に流した前髪を、細い指で鋤く。彫刻のように整った美しい顔を二人に向けた。

　男の眼から見ても美しいとしか言いようのない端正な面差しを目の当たりに見て、坂口は度肝を抜かれた。兄がいつかどこかで話していた声がふいに耳元で蘇る。

（……その木田って奴がまた、優秀なだけじゃなくて、どえらいハンサムで、そのくせ堅物なんだよな。あれじゃ、誰もかなわないよ……）

　平野はにこにこしながら坂口を紹介する。

「坂口っていって、僕の１年下で、同じテニス部だったんです。今、２外を廻ってるんですよ」

　坂口の肩に手をかけ、自分の前に引き出した。

「このあと、１外を廻るよう、勧めてたんです」

「ふーん……」

　木田はフレームレスの眼鏡の奥から、さっと鋭い視線を坂口に送る。物事の本質を見通すような清涼な瞳に、なんだか軟弱な自分自身を見抜かれたようで、坂口は背筋が凍る思いだった。

　笑いのかけらも漏らさぬ引き締まった口元で、木田は尋ねる。

「次、どこを廻る予定にしているんだい？」

　坂口はおずおずと「放射線科です」と答えた。なんだか１外を避けていると思われそうで、どんな答えが返って来るか、見当もつかない。その答えにふっと木田は切れ長の目元を緩めた。

「いいんじゃないか。外科医は手術の腕だけで評価されることが多いが、まずきちっと診断が出来なければ、話は始まらない。放射線科を廻って診断学を学ぶのはいいことだよ。ＭＲＩやデジタルアンギオなどの技術の最先端にも触れられるしね」

　平野は不満げだ。せっかく誘っているのだから「そんな所より、１外を廻れ」という木田の言葉を期待している。

「でも、２外だけじゃあ症例が片寄っちゃいますよ」

　平野の意見に、

「それはそうだ」

　木田は素直に賛成し、また坂口をじっと見詰める。

「放射線科とうちの１外はよく一緒に勉強会を開催しているから、うちと放射線科を半分ずつ廻る、という手がある。考えておきなさい」

　そして平野に「行くぞ」と声をかける。平野は嬉しそうに「はい」と答え、しっぽを振って主人の後を追う犬のように部屋を出て行った。

　一人残されて坂口はいささか呆然とした。きびきびした動作、素早い決断、よどみのない口調、余分なことは何一つ言わない。エリートとはこういう人かという見本だ。

『柴田先生とはえらい違いだな』と思わずにはいられない。あんなふうに素直に尊敬できたら、こっちも何の苦労もないのだが。

　柴田もとても綺麗な顔で、優秀でないことはないし、いや、平野の話では思ったよりも評価が高いらしく、真面目そうなところも同じである。

（ブアイソで冷たい、嫌な奴とばかり思ってきたけど……）

　柴田はひどくそっけないが、意外に親切なところもある。どこか心許なげでつかみどころがなく、木田のように人を圧倒するような怜悧な雰囲気やしっかりした説得力はどう考えてもないようだが。

（でも……柴田先生の方が……）

　なんとなく柴田にもいいところがあると庇いたいような、もやもやとした気持ちが動く。

　ホモセクシュアルと知った時にかなりのショックを受けことは事実だ。だから柴田という人間を理解出来ないのだろうか。だが、だから嫌な奴だというのとは違う。それはたぶん全然別な問題で、ただ妙にイライラするのだ……あのハンサムなＭＲといつもいることを考えると特に。

（苦手なだけなんだ……相性が悪いんだろうか）

　居酒屋でふいにニッコリ笑いかけてくれた時の顔が目に浮かんだ。

（ああいうところは可愛いんだけどな……あ、可愛いなんて、変か。男だし、年上なんだから）

　いつの間にか身びいきが始まっているのだろうか、と坂口は自分の気持ちがおかしかった。だが、はっきりとした言葉ではこれ以上何とも説明を思いつかず、妙に疲れてしまい、もう今は考えるのを諦める。診療机について患者の到着を待ことにした。

　程なく異様な集団が救急室に現れた。

　ピンクやグリーンや金色の髪をムースで固め、アマゾンの熱帯雨林に生息する鳥のように逆立てている。アイラインを濃く入れ、メイクも決めて、鋲を打った黒革のジャンパーにズボン、作業靴のような分厚いブーツで、「ハードロック、やってます」といういで立ちだ。

　しかし皆、外見とは裏腹に腰は低く、看護師達に丁寧なお辞儀をする。

「あのー、先程電話したんですが」

　仲間二人に肩を借りている金髪の男が、おずおずと声をかける。

「えっと、桑野さんでしたよね」

　看護師が持ってきたカルテで坂口は確認する。

「では、とりあえず傷口を見せて下さい」

　カルテの記載では最後に消毒に訪れたのは土曜日だ。傷のある方の足はブーツを履いておらず、桑野はサンダルを脱いで、包帯に巻かれた足を処置台に持ち上げた。

　包帯を外してみると、案の定、傷口はひどく膿んで、ガーゼには膿がかなり滲んでいた。処置の介助についた看護師はベテランで、滲んでいる膿の量があまりに多いため、坂口に「先生」と注意を促す。

「培養、しといた方がいいのではありませんか？」

　坂口が研修医なので、あまりあてにならないと感じ、先回りしたというわけである。

「そうだね……」

　坂口もくるぶしから下が倍程にも赤く腫れ上がっているので、心配になっていた。

　先程の平野の言葉で、素直に柴田の力を借りようという気が起きている。

（柴田先生に診てもらった方がいいかも知れない）

「柴田先生を呼んでくれませんか」







　病棟から降りて来た柴田は、入念に傷口を調べる。

（確か、土曜日に俺が診た時は、随分良くなってたんだが……）

　いったん切開・排膿したもので、多少消毒を怠っていたにしろ、この腫れ上がった足は尋常ではなかった。

「悪い細菌にでも感染したんでしょうか」

　坂口は柴田の診断を仰ぐ。

「うーん……ちょっとズボンを脱いでくれ」

「え？」

　桑野は傷口は足の先なのにと怪訝な顔になったが、指示に従って革のズボンを脱いだ。

　腫れた足から、すねへと柴田は視線を走らせる。

「……これだ」

　すねの内側を指さした。

「リンパ管炎だ」

「あ！」

　赤い筋が太くなったくるぶし部分から、膝を越えてずっと太ももの付け根の方へと伸びている。

「細菌感染も起こしているだろうが、リンパ管炎でリンパが鬱滞して足が腫れたんだ」

　リンパ管とは、体液の一種のリンパ液を運ぶ管である。これが炎症を起こして、リンパ液が足の先に溜まり、腫れ上がったというわけだった。ひどい場合は象の足のように膨れ、『象皮病』と呼ばれることもある。

「成る程、そういうわけだったんですね！」

　坂口は感心して頷く。

　桑野は聞き馴れない医学用語に不安そうに「重症ですか？　治りますか？」と尋ねた。

「……重症じゃないけど、時間がかかるかも知れない」

　手早く消毒を始めながら柴田が答えると、桑野を始め、バンドのメンバーは「ええっ」と悲痛な声を上げた。

「ええッ、それ、まずいよッ」

「クワノが抜けたら、俺達、困るし……」

「何とか明後日までに治りませんか？」

　そんなことを言われても困ると、柴田は答えずに患部に消毒液を塗りたくる。

　桑野はヒリヒリと滲みる傷に顔を顰めながら、重ねて懇願した。

「俺達、デモ、送って、明後日オーディション、受けられることになったんですよ。だからどうしても明後日にはブーツ、履けるようになりたくて」

　まるで意味が不明なので、柴田は手を止めて「何だ、それ？」と尋ねた。

　傍で聞いていた坂口は彼らの身なりと今の会話内容から推測し、「えっと多分、この人達、ロックバンドで、デビュー出来るかもって言ってるんじゃないでしょうか」と補足する。

「でしょう？」

「そッ、そうなんですよッ、オーディションに受かれば、インディーズレーベルからもしかしたら、ＣＤデビュー出来るかもしんないんです！」

　柴田も何となく分かったが「ブーツ、履かなくても出来るだろ？」と怪訝な顔をする。

「それが、俺、ドラムなんですッ、カッコ悪くってサンダルばきでペダル、踏めないっすよッ」

　格好悪いなどという問題ではないと柴田は思ったが、確かに腫れ上がった足でドラムの演奏は無理かもしれないと納得する。

「分かった。点滴で抗生剤を入れよう。そうすれば早く治る」

　看護師に案内され、一行はぞろぞろとベッドがある隣の点滴室へと移動していった。

　柴田は黙ってオーダーを書いている。手持ち無沙汰になった坂口は、声をかけるのをためらっていた。

（さっきは普通に話せたのに……）

　こうやって二人きりになると、あらためて話しかけることが出来ない。

　そのうち急患室の主任が、四歳ぐらいの男の子を連れた若いカップルとやってきた。

「ちょっと待ってて下さいねー」

　言いながら電話を病棟やら手術部やらにかけまくる。

「困ったわ、捕まらないわねー」

「どうしたんですか？」

　カルテを書く手を止めて柴田が尋ねると、主任は期待を込めた顔で振り返った。

「柴田先生、代わりに診て下さいませんか？」

　処置ベッドに並んで腰掛けている三人を指さす。

「肘内障ちゅうないしょうの子なんですけど……整外オルトの先生がつかまらないんですよ」

　肘内障とは、まだ骨や関節が未熟な子供によく起こるもので、肘の関節の亜脱臼である。徒手整復で元に戻るのだが、これがこつがあってなかなか難しい。

「整外の当直はいないんですか？」

　柴田の問いに、

「さっき厚底サンダルでコケちゃって、下駄履き骨折した女の子が来ましてねー」

「下駄履き骨折って、何です？」

　思わず坂口が柴田に尋ねる。

「あっらー、いやだ、そうねー、最近の若い子はそう言ってもピンときませんわよねー」

　主任は口を手で押さえた。

「足関節の外転骨折のことだ」

　柴田はボソッと説明する。高下駄を履いて足元を失い、下駄から落ちるように転んだ時よく起こる骨折なので、この名がある。

「ま、そのうち厚底骨折って改名されるかも知れませんねー」

　主任はもう一度病棟に電話を入れ、言付けを残すと、やれやれと溜め息をつく。

「整復に時間、かかってるらしいです。柴田先生、お願い出来ます？」

「俺でよければ……」

　柴田は父親と母親に挟まれている男の子に近寄った。

（出来るのかな……整形外科でもないのに）

　坂口は少し驚いて、あとをついて行った。

　真ん前に行くと、柴田は警戒の眼で見ている男の子に「よ！」と片手を挙げて挨拶する。

　男の子も片手を挙げたが、脱臼している方の腕はだらりとしたままだ。

「こっちをちょっと見せてごらん？」

　言いながら柴田は片手で男の子のだらりと下がった腕を取った。そして肘のあたりを親指で抑え、反対の手で男の子の手首を持つと、ゆっくりと肘の関節を曲げさせていく。

「……これでいい」

「え？」

　周りの者が皆、聞き返した瞬間、子供は治った方の手を挙げ、しっかりバイバイをした。

「バイバイ」

　柴田も手を振り返す。机に戻ってカルテを書きながら両親に、

「二、三日は、手を引いて歩かないように」

と注意した。

「足が遅いって、手を引きながら歩いてて、子供が転んだりするとよく、起こるんです」

　柴田は続ける。

「子供の足は遅いから、あんまりせかさないようにして下さい」

　両親はちょっと反省した。

「すみません、つい、自分の都合に合わせちゃって……」




　家族連れが帰って一分もしないうちに、

「悪い、悪い！」

　破れ鐘のような声を張り上げ、大柄なオペ着の男がやって来た。短く切った髪のてっぺんにクシャクシャになった手術帽がどうにか乗っかっている。

「まぁ、田野先生、お呼び立てして申し訳ありませんでしたね」

　田野と呼ばれた医師は、主任に遅れた理由を告げる。

「結局、さっきの患者、オペって整復したんだ。それですごい時間かかっちまってなー、すまなかった」

「まぁ、手術になったんですか、大変でしたねぇ」

「骨折してただけでなく、関節も脱臼してたんでね」

　田野はきょろきょろ辺りを見回し、「で、肘内障の患者は？」と尋ねた。

「実は柴田先生にお願いして診ていただいたんですよ」

　その言葉に田野は、俯いて診療机に向かっている小柄な医師にやっと気づいた。

「え、柴田先生？　当直なの？」

　柴田は顔を上げ、黙って頷く。

「いやー、久しぶりッ、元気だった？」

　いきなり田野はドスドスと大股に歩み寄り、柴田の肩を後ろから抱き締めた。

「え……」

　抱き着かれた柴田も驚いたが、見ていた周りの者はもっと驚く。

「んまぁ、田野先生！　柴田先生と知り合いなんですか？」

　代表者の主任の驚きの声に、田野は「そりゃもう」と自信たっぷりに肯定した。

「こないだのＧＷも一緒に当直したしな？　メシも一緒に食ったしな？　な？」

　その通りなので、柴田はまた黙って頷く。周りはますます驚愕した。無愛想で通っている柴田が、馴れ馴れしい田野の態度を容認するなんて……。主任以下、見ていた当直の看護師は全員、「何だか変わったわね」と思った。

　田野はまだ親しげに柴田の肩を抱いている。

「肘内障、治すなんてやるじゃないの、柴田先生」

　褒め言葉にしかし柴田は身体を固くする。

「……すみません」

「え、なんであやまんだよ？」

　田野は驚いて柴田の顔を覗き込んだ。

「……いや……だって、出過ぎたことをして」

「とんでもない！　そうだ、またオペがあったら一緒に入ってくれないかなー、先生がついてくれると助かるよ！」

　田野は期待に満ちた声を出す。見ていた坂口は、まるで自分が話の輪に入って行けないことにも腹を立てていたが、また他科の医師に柴田を横取りされそうな気持ちになり、イライラしてきた。

「先生、僕、病棟に戻ってます」

　固い声で言うと、救急室を出てエレベーターヘと向かった。

「なんだ、あいつ？」

　田野はポカンと後を見送る。

「誰だ？　何科の奴だよ？」

　柴田は「俺の下の研修医です」とぼそっと答える。

　その答えに田野は、いつもは横一文字の太い眉が縦になるぐらい、顔を顰めた。

「まったく最近の若い奴は礼儀を知らないなー、挨拶も満足に出来ないんだから！　少しヤキを入れてやれよ、柴田先生！」

　アメフトで鳴らした田野には、体育会系の上下関係が身に染み付いていた。

　歩きながら坂口は、自分の子供じみた態度に情けなくなっていた。

（僕はどうして柴田先生に……あんな態度をとっちゃうんだろう）

　さっきの田野のように、なぜ親しげな声で呼んで肩を抱くことが出来ないのだろう……。

　柴田はそんなに嫌がっていなかったじゃないか……。

（こっちから親しく話しかければ……冷たくあしらわれないかも知れない）

　しかしどうきっかけを作ったらいいのだろう。

　まさかいきなり田野のようにふるまうわけにもいかない。

　坂口はまだ、気持ちの整理がつきかねていた。





　　　　　　　　　　７




　夜八時過ぎ、やっと仕事が一段落して二人が医局でオペ着のまま休んでいると、小児病棟から電話が入った。

　今日の当直の小池という女医からである。外科にコンサルトしたいというので病棟に二人で上がっていくと、腹部Ｘ線写真を手に、ナースステーションで待っていた。白衣の下はＴシャツにジーンズというラフなスタイルである。

　小池は三十代後半の小柄な女医で、夫は年下の心臓外科の講師であった。髪をポニーテールに、まとめ、そばかすの多い顔は化粧気がなく、女学生のような雰囲気だ。丸顔で小さな鼻も丸く、温和な顔立ちだが、はっきりした性格でズケズケと物を言う。おおむね、女医はそうなのだが。ブアイソだが子供の患者に優しい柴田は、小池のお気に入りだった。

「良かったッ、当直、柴田ちゃんでッ」と言う。

　患児は九才の男の子で、どうも腸重積らしかった。腸壁の一部が重なり合った状態になる病気である。

「めずらしいですね、九才なんて」

　柴田がＸ線写真を見ながら言う。普通は三才以下が多いのだ。

「そうなのよ、一回目の浣腸で血便が出なくて」

　それが腸重積の特徴であった。

「年令もatypicalだしね…………三回目で確認出来て、それでおたくたちを呼んだってワケよ」

「発症は？」

「今朝の十時頃」

「……ギリギリだな」

　発症後十二時間以内だと絡んだ腸が壊死していないので、切除しなくてすむことが多い。どちらにしろ、このＸ線写真に写った腸のガス像では、手術は免れ得なかった。坂口は今まで黙って見ていたが、つい「随分診断に時間がかかりましたね」と、口を挟んでしまった。

　小池はキッと坂口を睨む。

「子供はねェッ、勝負が早いのは分かってるわッ、でもねェッ、大人と違って全身麻酔をかけるリスクを犯してまで、ちょっと切ってみましょうッてわけにはいかないのよッ！　」

　柴田は坂口を目で黙らせようとしたが、遅かった。

「何も、あなたを責めるつもりじゃなかったんです」

　その物言いがさらに小池の気に入らない。

「フンッ、後からだったらなんとも言えるわよッ、その時その瞬間に決断するにはねェッ、勘では決められないのよッ、ちゃんと科学的な根拠がなきゃあ、説得出来ないでしょッ、すぐ、決めりゃいいってもんじゃないのよッ」

　柴田は小池にすみませんと頭を下げる。

「ああら、柴田ちゃんに怒ったんじゃないのよ」

　にっこりと笑いかけた。まるで態度が違う。

　とにかく手術を施行することに決め、家族に説明し、麻酔科に連絡をする。

　坂口が念のため輸血のオーダーをと、ナースステーションで机に向かって伝票を切っていると、そこへ小池が手術承諾書を持ってやって来た。

　坂口を見ると、ぴたっと足を止め、「……あんた……柴田ちゃんにナンクセつけたんだって？」と、凄みのある声で言う。

「え？」

　坂口が小池を見上げると、小柄な女医は手を腰に当て、汚いものでも見るように顔をしかめた。先程、小児病棟の国谷主任看護師が小池を呼び止め、リネン室に連れ込んでそのことを伝えたのである。国谷は柴田ファンクラブに入会しており、会長である三病棟の近藤師長から、坂口が柴田を嫌っていると教えられていたのだ。

（ふざけんじゃないわよ！）

　小池は激怒した。

　柴田がホモだろうがそうでなかろうが、問題はそういうことではない。

「……あんた、オナニーする時、左手でやる？　右手でやんの？」

　あまりの突然の言葉に坂口は呆然とした。

　小池の眼は冷たく、軽蔑の光が宿っている。

「え……えっ？」

「だからぁ、オナニーはどっちの手でやんのかって、聞いてんのよ！」

「そ……それはッ」

　絶句する坂口を小池は鼻で笑う。

「それって、他人にとやかく言われるよーなことじゃ、ないわよねぇ？」

　正義感が強い小池は、他人の中傷をする人間を最も嫌っていた。

「あんた、そーゆーことを柴田ちゃんに向かって言ったよーなもんよ。バッカみたい、ホモだろーがなんだろーが、仕事は関係ないでしょ？　それともあんた、差別主義者ってわけ？　サイッテーッ」

　言うだけ言うと、行ってしまった。さらに、遠くから「ウジ虫！」と叫ばれた。

「ウウ……」

　坂口は頭がクラクラして呻いた。甘い性格ではあったが、根性が悪いという男ではない。平野や小池を始め、沢山の人に自分の狭量さを責められ、しかも今のオナニー発言が効いた。今朝、柴田が悲しそうな眼で別の当直室をとれと言ったことが思い出された。

（ひどい事……言った……謝らなくちゃ……）

　オペが終わって、医局へ戻って二人だけになったらゆっくり謝ろう。柴田に嫌われたくない、柴田を傷付けたくないという気持ちが沸き上がってきた。









　六月は学会のシーズンで、臨床から基礎まであらゆる種類の学会が毎日のように開かれる。それぞれの学会は、各大学の教室が順番に主催することになっており、ここＪ医大の眼科学教室は久々に主催に当たっていた。そのため、ＭＲ達は準備のため、連日遅くまで駆り出されている。

　無論江森もその一人で、今日は特別公演の演者のホテルを確保し、飛行機の切符の手配をする。

　夕方、眼科の医局を訪れると、スライドや発表原稿の準備を忙しくやっている医師達の中に、相沢の妻・薫を発見した。

（あ……もう勤務に戻ったんだ！）

　ついこのあいだ、薫は流産しかかって入院したのだ。

　自分と柴田の仲を相沢は薫に伝えていないと聞いていたので、「もう大丈夫なんですね」と声をかけるのはためらわれ、江森は時々視線を投げかけながら、別の机で事務処理を手伝った。

（センセの白衣姿は久しぶりだなー）

　ちらちらと横目で見ていると、薫の顔色はよく、元気そうで、江森はホッとした。

　薫はほっそりと小柄で、柴田の隣に並んでもずっと華奢に見えるくらいだ。まだおなかは目立っていなかったが、白衣の下にはゆったりとしたマタニティ風のワンピースを着ている。実はまだ入院中なのだが、病室から仕事を手伝いに出て来たところだった。

　そのうち薫が本棚に近寄り、上へと手を伸ばしたので、江森はさすがに心配になって飛んで行った。

「僕が代わって降ろしますよ、僕、背、高いですから」

　薫は振り返り、にっこりと微笑む。

「お願いします」

　その笑顔は幸せで満ち足りたというように輝いていて、江森はなんだか胸が苦しくなった。柴田の辛い片思い……相沢が誤解で苦しんだこと……そして薫自身の葛藤など、すべての過去を越えてこの笑顔があるのだ……。

　何もかもがうまく行ったとはいえ、ここに至るまでのさまざまなことが頭をよぎり、江森は言葉を失って薫を見詰める。棚の上の大きなカルテ袋を取ると、薫に黙って渡した。

　手伝いを終え、眼科の医局をあとにすると、江森は医局のある研究棟から渡り廊下を伝って病院棟へと向かう。

　偶然薫に会って以来、ずっと柴田のことが頭から離れない。

（浩司さん……今頃、どうしてるんだろう）

　昨夜の柴田はなにか変だった。

　時折、暗い眼になって上の空でいる。心配事を抱えているのかと江森は色々話を聞き出したかったのだが、

（大変な患者さん、抱えてるって言ってたし……）

　医者ではない自分はあまり突っ込んだことは聞けない。

（それとも、まだ研修医の人とうまくやれないのかな）

　それにもやはり、自分の力を貸すことは出来ない。

　何となく話しかけるのを控えていたのだった。

　坂口が柴田をホモセクシュアルと大月に告げ口したことを、江森は聞かされていなかった。

（当直、忙しいのかな……ちょっと救急室を覗いてみようかな）

　患者がいないのを確認すると救急室に入り、「あのう」と声をかける。

　何やら賑やかな声が、花柄のカーテンで仕切られた看護師の休憩所から聞こえる。

「あら、エモちゃんじゃないの！」

　すっとんきょうな声が聞こえ、振り返ると、放射線科外来勤務の栗原という若い看護師だった。ちょうど外来勤務者のデューティである、月一度の救急当直に当たっていたのだ。

「エモちゃん、まだお仕事なの、大変ねぇ」

　江森は悪いことをしているのを見つかったかのように、アタフタとする。

（あ、なーる程）

　栗原は即座にピンと来た。親友が三病棟勤務のため、江森と柴田のことはパーフェクトに知っている栗原である。

「お茶でも一杯、飲んで行きなさいよ」

「い、いえ、そんな……」

「いいから、いいから」

　渋る江森の腕を休憩所へと引く。いたずらっぽい笑みを浮かべ、江森の顔を仰いだ。

「残念ながら、第２外科の当直の先生は今、いないけど？」

「え、ええッ」

　心を見透かされて江森は狼狽し、それがまた栗原を喜ばせた。

（これこれ、こーゆー楽しみがなくっちゃ、当直なんてやってられないって！）

　カーテンの向こう側では、小山のような体格のオペ着の男が出前の牛丼をかっこんでいた。

「お、江森君か！」

　江森は整形外科の医局にもよく出入りしているので、すぐ田野と分かる。

「田野先生、当直、ご苦労様です！」と頭を下げた。

「お忙しいですか？」

　田野は湯飲みからぐっと茶を飲み干すと、また牛丼をかっこむ。ほとんど噛まずに飲み下し、「まぁまぁよ」と大声で答えた。

　しかしもう８時をとうに過ぎていて、今やっと夕食にありついたところなのである。あっと言う間にたいらげ、物足りなそうにじっと空の丼をみつめる。

　その様があまりに雄弁に田野の心境を物語っていたので、江森は笑いを堪えながら「田野先生、僕、何か差し入れを買って来ましょうか？」と申し出た。

「お寿司がいいですか？」

「おおっ、ありがたい！　頼むよー、何でもいい！」

　田野はひどく嬉しそうな顔になる。

　やり取りを聞いていた栗原が思いついて、「エモちゃん」と小声で呼んだ。

「あのね、柴田センセ、さっき緊急オペに入るって、病棟から連絡があったのよ？」

　オペに入ってしまうと、外来患者を診ることが出来ない。外科の患者が受診したら、第１外科か整形外科の当直に診てもらうようとの連絡だった。

「それじゃあ……」

　江森はすぐに事態を飲み込む。栗原も「そうそう」と頷いた。

「柴田センセにも何か、買って来てあげたら？　きっとおなか、すかせてるわよ、今頃」

（そうすれば……）

　医局に差し入れをするといって、柴田の顔を見にいく良い口実になる！

　昨夜の柴田の何か不安定な精神状態のことはずっと気にかかっていたのだ。

「じゃっ、すぐ、行って来ます！」

　田野にお辞儀をすると、江森は元気よく走りだした。
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　手術の準備が整い、腸重積の男の子は手術室に運ばれた。

　緊急の手術は他にはないとみえ、どの手術室も真っ暗だ。やってきた麻酔科医も一人で、柴田と坂口の姿を認め、「お互いに大変だな」というように片目を瞑る。

「よろしく」

　ぼそりと呟く柴田に、麻酔科医はいつのもことだというように笑みを浮かべ、今度は坂口だけに向けてウィンクした。

　手洗いを済ませ、手術着を看護師に手伝ってもらって着ているうちに、坂口は平野に言われたことを思い出す。手術が始まると柴田の指先を神経を集中させて見詰めた。

　今までは上の医師が第１執刀医で、柴田は介助についているというケースがほとんどだった。しかしこうやって、第１執刀医としてメスを奮っているところを見ると、さすがに平野が褒めていた理由が分かった。

　麻酔科医は最初から手術時間が短いことを見込んでおり、いつもだと術中に点滴で入れる輸液は病棟からのものと交換させるのだが、ちらりと残っている量を確認すると外回りの看護師に「これで、いい」と告げていた。それも坂口には驚きだった。

　腹部を開けてみると、患部の腸の血行は良く、ピンク色である。

「切除しなくても大丈夫そうだ」

　柴田はぼそりと呟く。

「良かったですね！」

　そう坂口が応じると、柴田は「まだ安心出来ない」と言う。

「え？　なんでですか？」

　重責した腸を元通りにすれば、それでオペは終了だ。あとは問題はない筈なのに……坂口が疑問を口に出す。すると柴田は手を動かしながら「……術後の癒着性イレウスってこともある」と答えた。

「発症からかなり時間が経っている。腹水も少し溜まっていたからな」

「あ……」

　坂口は言われてやっと気が付いた。確かに腹膜を切開した時、少量の腹水が溜まっていたのだ。炎症反応が強く起こっていた証拠である。炎症が強いと術後に腹膜が癒着を起こし、そのせいで腸管が捩れ、腸閉塞を併発することがある。

　それにしても細かな観察を怠らない柴田に、坂口は心底感心してしまった。

「先生は色んなことを見てらっしゃるんですね」

「え？」

　今度は柴田が驚きの声を上げる。

「な、何でもないです」

　坂口は急に恥ずかしくなる。

（なんで、平野先輩みたいに、素直に「あなたは素晴らしい先生です」って言えないんだろう……）

　そのあと二人は黙りこくったまま、手を動かした。









　手術は結局、三十分程で終了し、輸血の必要もなかった。

　その場で人口呼吸器につないである気管支チューブを抜管した。自発呼吸も順調で、心配そうに手術室まで見に来ていた小池はひどく喜んだ。

　術後は小児科の受け持ちになり、小池は何度も柴田達に礼を言いながらストレッチャーに付き添って小児科病棟へと帰って行った。　

「ありがとッ、一生恩にきるわッ」

　家族はむろん喜んでいたが、小池は本当に嬉しそうで、見送りながら柴田はボソッと坂口に、「あのヒトさ、子供、いないから」と言う。

（え？　子供がいないって）

　そう言われても坂口はピンとこない。柴田の顔を不思議そうに見下ろした。

「だから……いつもそうなんだけどさ」

　柴田の付け足しも坂口は意味が不明だったが、しばらくたってからやっと分かった。夫との間に子供がいないので、小池はいつも患者を自分の子供のように思っているということを柴田は伝えようとしていたのだ。

「……時々、子供いないくせに、親の気持ち、分かるかって、言われるって」

　柴田は病棟から研究棟にある医局へ引き上げる途中、渡り廊下を歩きながらボソボソと坂口に話しかける。

　梅雨入りも近く、朝から降っていた雨は午後にはやんだが、夜気は湿って冷たい。もう十時を回っており、半袖のオペ着の上に白衣を引っ掛けただけだと、しんと身体が冷える。そのせいか、柴田の顔は蛍光灯の下で、白く見えた。唇の色も悪い。

「仕事とプライベートは違うんだけどネ……でも、そうは思わない人もいるわけで……俺の場合もオンナシかな？」と、微かに笑って、坂口を見る。

　その微笑みが儚げで、坂口はズキリと胸が痛んだ。

（違う……僕、謝りたいんだ……）

　しかし、なかなか口に出せなかった。こういう所でも優柔不断の甘えた性格が出るのだ。坂口にもそれは良く分かっていた。

　医局の扉を開け、先に入った柴田が一瞬立ち止まったので、坂口は背中にぶつかってしまった。

「……江森ッ」

　医局のテーブルの上に包みが乗っていて、大柄で明るい色の髪のスーツ姿の男が椅子にかけており、こちらを向いてニッコリ微笑んだ。

　自分の目の前で柴田とディープキスを交わしていた男だと、坂口は思い当たった。男は明るい声で「センセ、差し入れ、持って来ました」と言う。

「看護師さんに聞いたら、緊急オペっていうから、夕メシ用に。もう店、閉まりかけで、あんまりいいの、なかったけど」

　優しい顔立ちで、柴田をいとおしそうに見詰めている。二人の視線はしっかり絡み合い、坂口はまったく自分が入って行けないと感じた。そして、自分がこの場に居合わせなければ、抱き合っているのではないかとすら思った。

「ちょうど良かった！　もうこの時間じゃ、出前もとれないって思ってたんだ、ラッキー！」

　柴田はテーブルに近付くと、ゴソゴソと包みを開け始めた。江森は「イナリズシと手巻きですよオ、安物ですみません！」と言うと、勝手知ったるといった調子で医局のミニキッチンの戸棚から皿を取り出す。

「お茶、いれますね」と言いながらやかんに水を入れ、ガステーブルの上に乗せた。

　柴田は傍に行って身体をぴったり付け、江森の顔をうっとりと眼を細めて見上げる。坂口には見せたことのない顔だ。

　坂口はムカムカして来た。柴田と二人きりになったら、色々言うことがあったのだ。

（それを、この男はまるで女房気取りで……）

　自分でも戸惑うほどの激しい感情が溢れて、止められなかった。

「あんた……なんだよ、勝手に入って来て、部外者のクセに」

　低い声で言ってしまった。

「は？」

　江森は手を止めて、振り返る。

　大きな眼に訝しげな表情が浮かんでいるが、落ち着いた態度が場慣れして見え、坂口はやみくもに腹が立って来た。

「気持ち、悪いんだよッ、人前でイチャイチャしてッ、ＭＲのくせに、サービスして薬でも使ってもらおーってのか！　ホモの薬なんか、使えないよッ」と一気に言った。

「このッ…………」

　手を振り上げた柴田を、江森が素早く後ろから抱きとめる。

「こいつッ、叩きのめしてやるッ」

　大人しいと思っていた柴田の剣幕に、坂口は驚いた。

「浩司さん、落ち着いて！」

「うるさいッ、離せッ」と叫ぶが、二周りも大きい江森にガッチリ押え込まれ、まるで首筋をつまみ上げられて、足をバタバタさせている仔猫だ。

　江森は柴田を部屋から引きずり出すと、隣の空いている研究室に連れ込んだ。

　坂口が二人の仲を知っていたことに江森も驚いてはいたが、今は何よりも柴田を安心させることが先だ。

「浩司さん、大丈夫だよ」

　暴れる身体を胸に閉じ込め、ギュッと抱き締めて「浩司さん、怒らないで」と耳元で囁いた。

「バカッ、離せッ」

　髪を撫で続け、額に口付ける。

「浩司さん、僕が悪かったんだ、こんな時間に押しかけちゃって。ほら、付き合ってるコ、夜、医局に呼んでサ、イチャイチャしてたら、ひんしゅくものでしょう？　男とか女とか関係なく、ね？」

「……ウン……」

　大きな手で背中を撫で上げる。

「ン……」

　少し落ち着いて来て、柴田は胸に顔を埋めた。

「でも、あいつ、ホモってお前をバカにしたッ」

　江森はクスクス笑って、「ホントのコトだもん、いいよ僕、言われたって。僕、浩司さんのこと、愛してるんだから」と言う。

「浩司さんと違って、僕は鈍いし、強いですから、何を言われても平気ですってば」

「なんだよッ、それッ」

「浩司さん、弱いからなー」

　柴田はムッとして江森の胸を押し退けようとした。

「バカッ、俺、弱くなんかないぞッ」

「ハイハイ」

　突っ張る柴田をギュッと無理矢理抱き締めて、また額に口付けた。

「ほらッ、僕よりは弱いでしょ、だから僕が守ってあげるんだよ？　浩司さんがあいつに苛められたら、すぐ駆けつけてあげるから、安心してよ」

「ウ……」

　力では確かに江森にはかなわないのだ。

　しかし『苛められたら』という言葉にちょっとムッとして、柴田は反論する。

「ち、違う……俺、苛められてなんかねーよッ」

「ホント？　じゃあ機嫌、直してよ」

　クスクス笑いながら江森は柴田の顔を挟んで仰向けにした。

「僕、明日、本社にちょっと行かなきゃならないから遅くなるんだ。だもんで、どーしても今日、会いたくなって、それで浩司さんの断り無しに来ちゃったんだよ」

「そーだったのか……」

　口付けて深く舌を差し入れた。舌を絡み合わせる。

「ンン……」

　名残惜しそうに唇を離すと、

「……だから、明日は先にベッドに入ってていいよ？　でも……」

「……ん？」

「寝てる所、襲っちゃっていい？」

「……バカッ、もうッ」

　柴田は文句を言いながらも、江森の胸に体重を預けた。

（ああ……）

　暖かい胸に包まれていると、心の底から安堵感が沸き上がってくる。

「ン……ッ」

　自分からもう一度、唇を求める。

　甘えた様子でこちらを見上げる柴田を見て、江森はもう大丈夫と踏んだ。軽く口づけを交わすと、江森は落ち着いた柴田を胸に抱きかかえるようにして、医局へ戻った。そして坂口ににっこり会釈すると、「すみません、出過ぎた真似をして。差し入れだけ置いて、帰れば良かったですね。この人、ほっとくとゴハン、食べないもんだからつい、心配になって」と言った。

　坂口は余りの自分の失態に目を伏せていたが、江森の何気ない口調の中に強い所有者意識を感じ、思わず目を上げて江森の顔を見る。江森は目をそらさずに「宜しくお願いします」と、お辞儀をして出ていった。

　何を言ったらいいのか分からなかった。

　気まずい沈黙を破って、柴田は「悪かったな……嫌な思い、させた」とぼそりと言うと、自分の机に向かいＭＡＣで作業にかかる。

　その背中を見ながら坂口は腹の中で思った。

（違う……嫌な思いさせたのはこっちだ……）

（謝りたいのに……）

　きっかけが掴めなかった。

　柴田がキーボードを叩く音とコンピューターの作動音のみが聞こえる。長い沈黙のあと、坂口が「あの」と言いかけた時、絶妙のタイミングで電話のベルが鳴った。

「今日はツイてるな……」

　柴田は溜息をつくと、机を離れ、受話器を取った。

「はい？」

「あ……救急外来です。外傷が一人……」

　外来の看護師だ。

「ん、今行く」

「それが……スグ、来て下さい……ちょっと……」

　言い澱んでいる口調がおかしかったので、二人は急いで救急外来へ向かった。

　いつも開け放されている扉が、今夜は閉められている。どうしたのかと中へ入ると、看護師が三人、隅にかたまっていて「先生……」と手招きする。

　診療室のカーテンを開けて外来のベッドに近付くと、二十代後半と思われる長い髪の女性が寝ている。

　柴田の足が止まり、腕を水平に挙げて坂口を押し留めた。

「……まずいな……レイプだ」

「え、えーッ！」

「しッ」

　柴田は看護師の側へ行くと、「産婦人科の当直を呼んでくれ、いや、当直じゃなくてもいい、今残っている女医さんを頼む」と小声で言う。

　幸い年配の女医が病棟でまだ仕事をしており、状況を聞いてすぐ駆け付けた。柴田達が外で待っていると、診察を終えて出て来て「こっちは問題ないわ、妊娠の方はまだ時間がたたないとね」と言った。

「わかりました。後はこっちで」

「何かあったら、すぐに呼んで。まだ病棟に暫くいるから」

　心配そうに患者のベッドを振り返る。

「ありがとうございます」

　女医に礼を言って、替わりに診療室に入ると柴田は坂口に「余計なことはしゃべるなよ！」とさっきの小池のことがあったので、厳しい眼で言い渡す。そして「じゃあ次は、怪我の手当、するから」とベットに近付いた。

　赤い花柄のワンピースは泥まみれで、顔には青いアザがあった。痛ましくて柴田は胸がつぶれそうになった。看護師が処置台に移そうとすると、ビクッと身体を震わせる。

「大丈夫だから」

　声をかけ、手を握った。

　傷口を消毒し、手当しているうちに、段々緊張が取れていく。低い声で「何も聞かないの？」と言う。柴田は手を止めずに答える。

「俺、怪我、治すのが仕事だから」

「……そ」

　内股には大きな切傷がある。切り口の様子から、薄い刃で切られたものと分かった。

（……カッターナイフか……）

　溜息が出た。

　傷は浅いので、縫合せずバンソウコウで留める。

「……警察、連絡するか？」

「……しないで」

　仕方のないことだった。

　坂口は怖くて手が出せなかった。その場の緊張感は大変なもので、いつも軽口をたたいている看護師達も神妙にしている。

「今日は一日、入院して、明日帰れる」と言うと、女性はぼんやりと頷いて眼を瞑った。

「誰か、連絡する人は？」

「一人暮しだから」

　自分で答えたとたんに、「一人暮しでスキがあったって思うんでしょ！」と叫んで、柴田を睨んだ。

「……思わないよ」

「みんなそう思うわ！　きっと！」

「……十万人が思ったって、俺は思わないよ」

　女性はホッと安心した様子でまた目をつぶった。

「保健証とか、ある？」

　看護師がきくと、

「バッグの中」

　柴田はベッドに残されたバッグを取ると、仮入院の手続きをしようと夜間受付へ向かった。

　そのホンの少しの間のことだった。

　周りに誰もいなくなり、女性が処置台の上に身を起こしてこちらを見たので、坂口はギクリとして目をそらしてしまった。

「何よッ、それッ」

　女性が叫び声を上げた。

「汚いものでも見たってワケッ」

「ち、違う」

「どうせ、汚いわよッ」

　坂口は足がすくんだ。どうしたらいいのか、何を言ったらいいのか、頭のなか真っ白で何ひとつ浮かんで来ない。こういう時はどうしたらいいか、教科書には書いていなかった。

「何よッ、ヤラレちゃったのは私が悪いッて思ってんだ！」

「ち、違うよ」

（興奮を静めるには……）

　マニュアルには精神安定剤と書いてある……。

　ちょうど運悪く、柴田がもしもの時にと注射器に詰めておいたセルシンが目に入った。手に取って、近付く。

「落ち着いて、今、薬、射つから」

　見せたとたんに手ではじかれ、シリンジは床のうえに転がった。

「あ……」

「何、する気！　ヘンなこと、しないでよッ」

　叫ぶと、処置台から飛び降り、カートの上の鋏を取った。あっと言う間もない。部屋に戻った柴田も、遠巻きにしていた看護師達も、なすすべがなかった。

　両手で握って、グイと自分の喉元にあてる。

「バカなことをするな」

　坂口が思わず口走った言葉が、火に油を注いだ。

「バカですって？　えーえー、バカな女よねッ、生きてる価値、ないのよッ」

　柴田は坂口の手を取って引き戻すと、一歩、近付く。

「こないでよ！」

　女性の顔は青白く、唇は震えている。思い詰めた表情は痛ましく、身体を傷つけられたあとも、なぜこんなに苦しめられなければならないのだろうと、柴田は怒りと悲しみがこみあげた。

「……君は被害者だ、バカでも悪くもない」

「みんなはそうは思わないわよ！　ヤラれる方も悪かったって、いっつも言うじゃないの！」

「違うッ！　ヤラれる方も悪いなんてこと、絶対、ないッ」

　柴田は自分でも驚くほど大きな声を出した。

「え？」

　女性も怪訝そうに柴田を見る。

「誰も、自分より大きくて強い奴、ヤラないッ、自分より弱い奴だからヤるんだ！　暴力なんだ！　ヤる奴が卑怯なんだ！　ヤラれる方が悪いからじゃない、弱いからだ！　イジメとおんなじだろッ」

　力いっぱい叫んでいた。

「いじめられる方も悪いって、思うか？　イジメで自殺するのは、自殺する方も悪いところ、あったって！　俺、小学校ん時、ずーッといじめられてたッ、ひどいコト言われてッ、自分にも悪いところ、あるからだと思ってた……でも、今考えると違うッ！　ぜったい、ヤられる方も悪かったってこと、ないッ」

　柴田の剣幕に、その場の全員が身動きひとつ出来なかった。

「ホントに……そう思う？」

　フッと鋏の切っ先が下を向く。

「言ったろッ！　十万人が思わなくたって、俺は絶対ッ、そう思うッ」

　一歩、また近付く。もうあと半歩で手が届く。

「地下鉄で毒ガス、撒かれたよーなもんだッ！　そこにいた人が悪いってことないだろッ！　謂れのない暴力をふるわれただけだ！」

（届いた！）

　女性の両手首をまとめて左手で持つと、右手で鋏を握っている指を引き剥がしにかかった。相手は身体を捩って抵抗する。

　一瞬、左肩に痛みが走ったが、柴田はかまわず手に力を込めた。次の瞬間、鋏の落ちる音が部屋に響く。

　その音で魔法が解けたように、皆、動き出した。

「いいから、みんな、落ち着いて！」

　柴田は看護師達に声をかけると、坂口に「ウィンタミン、１アンプル、用意して」

と言う。坂口はアンプルカッターで口を切り、シリンジに薬液を吸い上げようとしたが、手が震えて針がアンプルに差し込めなかった。

「ウッ……ウッ」

　情けなくて涙がこぼれた。

　看護師の一人が見兼ねて替わりに用意すると、柴田に手渡す。

「ちょっと落ち着いた方がいいから、注射、するよ？」と声をかけると、女性は大人しく腕を出した。

「経口でも、薬、出しとこう」

　柴田はあとを看護師にまかせると、処方箋を書こうと外来の診療机に向かった。

「あ……センセ」

　看護師が柴田の歩いた後に、点々と血痕が残っているのを見て、小さな声をあげた。そう言えば、さっき左肩に痛みを感じた。

　薬を処方し、外来の隣の点滴用個室へ看護師が女性を連れていったあと、手術着の片肌を脱いで調べると、腕の付け根が少し切れている。

　血が左腕を伝って滴っていたのだった。

「あーあ……まいったな……でも内緒にしといてくれよ、まずいから」

　親指で女性の去った方をグイと指す。傷害事件とまで大きくするつもりは全くなかった。看護師の口を閉ざしておくのは不可能に近い、と思ったが。

　しかし看護師達は女性にひどく同情的だったので、口々に絶対言わないと誓った。こういう場合、女の結束力というか、同族意識は強いのだった。

　坂口はほとんど物の役に立たない状態だったが、いくら左だからといって、自分で縫合するわけにはいかなかった。外科鋏の鋭い切っ先が入ったせいで、三角形のかなり深い穴があいている。

「おい……出来るか？」

　坂口の方を見ると、手が細かく震えている。

「ゆ……指が……」

　諦めて、柴田は自分で縫うことにした。

「じゃー、俺が針に糸、通して縫うから、君、結んでくれ。結ぶのは俺、ちょっと無理だから」

　筋膜まで到達していたので、カットグートで中を１針、皮膚をナイロンで２針縫合した。それまで興奮していた為か、まるで痛みを感じなかったのが、今頃になってズキズキと肩が疼き始め、柴田は顔を顰める。その様子に、

「センセ、痛み止め、飲んだら？」

　看護師が常備している薬と水を持って来た。

「飲むと、眠くなっちゃう。当直なのに、起きられないと困るだろう？」

「ぼ……僕が代わりに起きますから」

　やっと坂口が２シラブル以上の言葉を発した。

　看護師達は冷たい眼で『アンタじゃ役に立たないのよーッ』という顔をしたが、柴田はコイツをこれ以上追い詰めても無駄と「じゃあ頼む」と言って、薬を飲んだ。

　時計を見るともう四時である。

「まいったなー、まー少し、寝るか……」

　当直室の前へ行くと、柴田は「予備の部屋、とったんだろ」と坂口を見詰めた。

「いいえ！」

　本当はとったのだ。けれどもそんなことは言えなかった。

　第２外科の当直室は二段ベッドが両サイドに二台置いてあり、最大四人まで泊まれるようになっている。真ん中にはテーブルがあって、小さな冷蔵庫も備えてあった。

　二人は二段ベッドの下の段に向かい合って腰を掛けた。

「……僕のせいですね」

　坂口が涙声で言う。

「もう、止めてくれッ、君のフォローまでさせないでくれッ、そんな余裕ないッ」

　呆れたという声で言うと、柴田はベッドに横になった。

「とにかくッ、話は明日ッ、じゃないッ、今日、あとでッ」

　薬が効いたのかすぐ寝入ったようだった。

（柴田先生……）

　坂口は近づくと、脇にひざまづいて柴田の寝顔に見入る。

　出血と疲労のためか、顔色は悪く、眼をつぶっていると酷薄な雰囲気がなくなり、細い眉も華奢な顎も影が薄く、なんだか病身の子供のようだ。小さく上下する胸もあえかに感じられ、見ていると坂口は悲しくなってポロポロと涙を流した。声を殺してこんなに泣くなんて、何年ぶりかのことだった。

『仕事とプライベートは違うんだけどね』と、寂しそうに言った時の顔。

　江森を侮辱されて、『叩きのめしてやるッ』と叫んだ時の顔。

『ずーッといじめられてたッ』と腹の底から絞り出すような声で言った時の顔。

　そして、身の危険を顧みず、鋏を持つ女の懐に飛び込んだ、男らしい態度。みんな坂口の知らない柴田だった……。

（僕、あの人の何を見てたんだろう……）

　何も分かりもしないで、勝手に決め付けていたのだ、冷たくて思いやりがなくて、そしてホモの変態のオカマだと。

　ヒンヒンと泣けるだけ泣くと、結構さっぱりして坂口も寝入ってしまった。
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　大月が朝、外来診察室へ行くと、外来師長が「坂口先生がお待ちです」と処置室から呼ぶ。

「どうした、坂口？　またもめごとかぁ？」

　大月が処置室に入ると、坂口は大月の前に直立不動する。

「な、なんだ？」

　少し逃げ腰で大月が尋ねると、坂口は深々と頭を下げた。

「すみません。僕が色々勝手なことを言って、ご迷惑をおかけしました」

「どうしたんだ？　まあ、座れ」

　大月は処置ベッドに腰をかけると、丸椅子を指さす。自分は白衣のポケットから電子煙草を出し、師長に「ちょっと失礼」と断ると口にくわえた。大月は一大決心して禁煙中なのだった。

「何か、あったのか？」

　昨夜の失態を坂口は包み隠さず報告した。柴田には「黙っているように」と言われたのだが、どうしても大月に打ち明けないではいられなかった。柴田を気持ち悪いと思ったこと、自分のせいで大変になるところだったこと、柴田が男らしく行動して患者を救ったことなど、すべてを語った。真剣な表情ではあったが、しまいには声を詰まらせるので、大月もヤレヤレと思った。

（兄貴は素直だがちょっと気が弱いと言ってたけど、本当だな）

　言うべきことはたくさんあったが、とりあえず今は「とにかく不用意な一言で、患者さんが絶望して自殺を図ることもあるんだ。これからは相手の立場に立って、良く考えるんだぞ」と諭すに留めた。

　坂口は俯いたまま、「はい」と答える。

「しかし……まったく病院の次男坊ってとこはおんなじだが、柴田とお前は随分違うよな」

　大月は苦笑いしながら、煙ではなく水蒸気をくゆらせる。

「ま、柴田は結構苦労してるからな、坂口、お前と違って」

「え？」

　坂口は驚いて顔を上げる。

「苦労って？」

「うーん、苦労っつーか……あいつは次男坊でも腹違いなんだ」

　また深々と電子煙草を吸う。

「自分からは言わないから、詳しくは俺も知らんが。柴田の親友で、第１内科の相沢ってのがいるんだが、俺もその相沢にチラっと聞いただけなんだがね」

「相沢先生？」

　聞いたことがない名なので、坂口は口を挟む。

「ああ、柴田と同期でな」

　相沢は学年１、２の成績で、２外の教授が大月に命じて臨床実習の時から入局を勧誘させていた。結局内科を選んだのだが、

「優秀で性格も優しくてな。うちに柴田と入ってくれてたら、いいコンビになったと思うんだが。柴田もあいつにだけは懐いているんでな。だいたいなー……」

　脱線しかかって、大月は「おっと」と本線に戻る。

「まぁ要するに、ちょっと複雑な家庭でな、その兄ってのもどうも弟思いの兄じゃなさそうだぞ、お前のところとは違ってな」

「え……えッ」

　食事を一緒にした夜、柴田が兄のことを尋ねられて苦しそうな顔をしたことを坂口は思い出す。

「そんな……」

　坂口は恵まれた家庭で可愛がられて育っており、普段の遊び仲間も皆、似たような環境の人間ばかりだった。しかし親戚には複雑な家庭もあるし、子供の頃のクラスメートにはいじめられ易い子もいて、弱い者いじめに憤慨したこともあった。

（柴田先生がそんな思いを……？）

「だからまぁ、あいつは小さい頃、大変な思いをしたみたいだ。あいつは無愛想だが、患者には細かい神経を配るのは、そのせいじゃないかな？」

　坂口はもういくら探しても言うべき言葉が見つからなかった。

（……柴田先生）

　また頭の中に「苛められてたッ」と叫んだ顔が蘇る。

「仲、いいんだ……」

　坂口のことを羨ましそうに見上げた顔も。

「お、おい、どーしたんだ？」

　なぜか坂口が目の前でポロポロと涙を零し始めたので、大月は動転した。

「い、いえッ、何でもッ」

　拳を握り締め、坂口はようやく答える。

（……なんてことをしたんだろう）







　その日は幸い手術日でなかったこともあり、柴田は余り手を使わずにすんだ。

　病棟では坂口がピッタリ付き添って奴隷のようにかしづいていたので、何とかいつものペースで仕事が進んだ。

　病棟の看護師達も坂口の変心ぶりに目を丸くした。

「まー、悔い改めたのかしらねー」

「大体、柴田センセをいぢめていーのは、あたしたちだけなんだからさッ」

「そうそう、手ェ出さないで、欲しいワッ」

　柴田をかまって困らせるのは皆、好きだったが、男にいじめられているのを見ると、ひどく腹が立つのであった。

　早速准夜の申し送りで、近藤師長に報告が行く。

（ほほぅ……）

　近藤師長は報告を受けながら、ナースステーションの窓から処置室を覗き込む。ぴったりと柴田に寄り添って手助けをする坂口を観察した。

（……昨夜、当直室で何か、あったんでしょうかねぇ……まぁ、柴田センセと一緒の部屋で一晩寝れば、考えも変わるかも知れませんねぇ……）

　決して考え過ぎとは言えない、なかなか鋭い意見であった。







　午後になって、坂口が「あの……女の人、どうしましたかね」と聞く。

「ああ、入退院係にきいたら、午前中に退院したそうだ」と言った。いつの間に電話したのだろう。坂口は訝しく思った。

「……お見舞いにいかなかったんですか？」

「嫌がると思うよ？　昨日の事を知ってる奴に会うのは」

「……んなもんですかね」

「あったり前だろッ」

　きっぱり言うので「……先生、経験あるみたいですね」と、坂口が思わず言うと、

「ンなわけ、ねーだろッ」

　いつもの冷たい眼で睨まれた。

（良かった……なんか、昨日の先生はヘンだったもんな……）

　柴田が人前で感情の起伏を見せることは今までなかったので、坂口はどう付き合ったらいいのか分からなくなっている。朝、大月から聞いた小さい頃の話や、昨夜当直室のベッドで見せた無防備であどけない寝姿などを思うと、年上で自分よりずっと有能にも拘わらず、坂口の方が守ってやりたくなっていた。

　柴田はあの後、看護師にあとの様子を知らせてもらうよう頼んでおいたのだった。

　女性は朝になると落ち着いたということで、カウンセリングの予約もして帰ったという。「地下鉄のガスよね」と言って帰ったと看護師は伝えてくれた。

　本当に自分の言ったことが役に立ったとは思えなかったが、もう自分に出来ることはないのだった。

　レイプされたことは無論なかったが、謂れのない暴力は色々覚えがあった。母が後妻に入ったことで、異母兄や先妻の知人には小さい頃から冷たいあしらいを受けていた。考えてみれば、幼くて何も知らない柴田が悪いというわけではないのだ。だが、子供心に漠然とすべてが自分の罪のように感じていた。

　家庭の空気がささくれだっていたせいか、人と付き合うのが苦手で、小学校には最初からなじめなかった。

「ほら、あの子……お兄さんとは腹違いなの」

「あの子ができたせいで、前の奥さんは離婚したのよ」

などという周囲の意味ありげなささやきの意味が理解できるようになると、罪悪感は決定的になった。

　人の注目を集めるのはそれらのことや大病院の息子であることに加え、際立った綺麗な子供だったせいもあるのだが、内気な少年にとってはそれも有り難いことではなかった。

　それが耐えられなくて目立たないように隠れていると、お高くとまっているかのように受け取られて周囲の妙な反感を買うこともあった。当初はまだいじめと言うほどはっきりしたものではなかったが、ますます柴田は萎縮するようになった。

　母親が担任の教師と駆け落ちした時には大騒ぎになり、周り中から非難や憐れみの言葉を投げつけられ、クラスの男の子たちからは文字通り石をもって追われた。

　さすがに学校の先生が暴力は見とがめて止めさせたが、「インランが伝染る」などといった言葉の上の攻撃は変わらず、六年生になると次第に無視されるようになった。

　中学に入ってからは相沢という味方も出来、それほど幼稚なイジメはなくなったが、以前からの知り合いに白い目で見られることはまだあった。

　許されない恋を密かに抱えている身には、「女のようだ」「男の子は母親似だ」などのといった一般論として深い考えもなしに投げられた無神経な言葉が、心に突き刺さることもあった。今はそういう罪悪感は以前に比べてよほど薄れているので、芝元にゲイであると知られ、乱暴なことを言われた時も、大して気にはならなかったのだ。

　しかし、こういう深刻な出来事に遭遇すると、やはり誰しも動揺してしまうものなのだろう。

　つい昨日も自分が男に見境ないと思われるのだと知って、ひどく傷付いたばかりだ。昨夜の女性を襲った男のように、自分も暴力で人を傷付けると思われたのだと思うと、感情が波立ち、夕方までにすっかり柴田は疲れてしまった。

　当直業務が忙しかったためにあまり寝ていないこともあって、頭の中にぼんやりと霧がかかったようだ。心臓の鼓動も時折、異常に早くなり、柴田は得体の知れない寒気を感じていた。

（どう……したんだろう、俺……）

　定例の医局会と勉強会が終わると、九時過ぎだった。柴田が帰り支度をしていると、坂口が「先生、送ります」と言う。

「え？」

「疲れてるようだし、怪我してるし」

「いーよ」

　一度は断ったが、ひどく悲しそうな眼で見るので、ちょっと良心の呵責を感じ「それより、メシ、食ってくか？」と誘ってしまった。

「ええ！」

　思いがけない誘いに坂口は嬉しくなった。長い一日を一緒に過ごしたにもかかわらず、まだもう少し、柴田の傍にいたかった。寄り添うと「僕、持ちます」と柴田の手から、アタッシェケースを取る。

「……ん」

　近くで見上げると、坂口は自分よりだいぶ大きい。優しく見下ろす眼に、柴田は大人しく従って、医局を出た。

　連れ立って一階へ降りた所で、柴田は思いつく。

（肩の包帯交換、した方がいいかな……でも……）

　救急室でまた傷口を見せ、噂になるのはいやだ。

（包帯だけもらってって、家でやろう）

　心を決め、となりにへばり付いている坂口を見上げる。

「ちょっと待ってくれ」

「え？」

「包帯、もらってくる」

　研究棟から渡り廊下を通って病院棟へ入り、外来へ回る。ついて来た坂口を外で待たせ、救急外来の診療室へ入り「誰か」と声をかける。

「柴田じゃないか」

　診療机に相沢和彦が座っていた。

　柴田は全く予想していなかったので、息が止まりそうになった。

「あ……お前、今日、当直だったのか」

「うん、何か、用？」

　相沢は机を離れると、柴田のそばにやって来て尋ねる。

「あ……ちょっと包帯、分けてもらいたくて」

（……だめだ……）

　なんだか今日は疲れているせいか、相沢の姿を見ていると全身が痺れてくる。

「どうしたの？　怪我したの？」

　相沢は優しい眼でこちらを見詰める。

（アッ……ア……）

　柴田はその眼差しに縫い留められたかのように、全身を硬直させた。封じ込めていた記憶が溢れ出る。フラッシュバックが起こりかけているのだ。

（あ……）

　遠くで囃し立てる級友たち……バタバタと誰かが靴箱の陰から逃げて行く。帰ろうと自分の靴箱を開けると、靴が隠されていることに気づいた……。

「どうしたの、柴田？」

　呆然としている肩越しに暖かい声がかけられる……。

「大丈夫、僕のを貸してあげるよ、あ、ちょっと大きいけどね？」

（相沢……）

　心ない言葉に傷ついた時、「どうしたの？」という声に見上げると、いつもあの眼があった……相沢さえいれば、どんなに辛くても乗り越えられた。たった一人でいても、相沢のことを想えば寂しくなかった。あの眼で自分を見ていてくれていると思えば……。

　でも違う。今はもう、遠くへ行ってしまった。今はもう自分一人だ……。

「ずっと、一緒だよ」

（約束したくせに！　嘘つき！）

　溢れた記憶の中で時間の観念が消失する。足元の床が溶け、暗がりの中へ吸い込まれて行くように錯覚し、柴田は心の中で呻いた。

（……見ないでくれッ……そんな眼で……もう優しくしないでくれ！）









　柴田がなかなか戻ってこないので坂口が入ってみると、何やら柴田の様子がおかしかった。呆然と立ち尽くしている柴田の目の前には、ほぼ自分と同じ背格好の白衣を着た男が立っている。

（なんか……あれ？　僕にちょっと似てる？）

　真ん中分けの髪、メタルフレームの眼鏡をかけ、優しい眼だが、太い眉は男らしく頼りがいのある印象を与える。胸のネームプレートで第１内科の相沢和彦という名の医者と分かった。

（大月先生の言ってた人だ！）

「柴田先生！」

　声をかけたが、柴田は微動だにしない。

「先生！」

　近寄ってもう一回声をかけると、柴田は呪縛が解けたように「……あ」と振り向いた。

「包帯は？　もう貰ったんですか？」

　黙って首を振るので自分が処置室へ行き、看護師から渡してもらう。柴田の手を取って、外へ出た。

「柴田先生、どうしたんです？」

　柴田は急に坂口の肩に取りすがるようにして「……すまん……メシ、食いにいけない」と言う。

「え？」

「……頼む！　マンションに連れてってくれないか」

　顔色は真っ青で、立っているのもつらそうである。

「大丈夫ですか！」

　坂口はすがる柴田を支え、玄関で客待ちしているタクシーを拾う。柴田を押し込むと、自分も乗り込んだところで、行き先を知らないことに気づいた。

「先生、住所は？」

　柴田はぎゅっと眼を瞑り、歯を食いしばっている。

「先生、住所！」

　耳元で繰り返すと、やっと小さな声が唇から漏れる。復唱して運転手に告げ、「ゆっくり、やって下さい」と頼んだ。

「……すまん」

「いいんですよ、先生」

　坂口は心配そうに柴田を見守る。

（どうしたんだろう、急に……）

　薄暗い車内で、柴田の表情ははっきりは分からない。

（まさか、昨日の怪我が急に痛くなったんでは……）

　思い当たってギクリとする。もしそうなら、自分の責任だ。

「先生、痛むんですか？」

　傍へにじり寄り、そっと肩に手を回す。すると柴田は一瞬、身体を固くしたが、すぐ坂口に体重を預けた。

「先生、寄りかかっていいですよ。楽にして下さい」

「……ん」

　タクシーを降りると、坂口は柴田に肩を貸し、マンションへと入った。どうにか部屋にたどりつくと、

「横になりますか？」

　坂口は柴田の顔を覗き込む。

「……ん……ベッドへ……連れてってくれ」

　明るい室内でよく見ると、柴田は苦しそうに顔を顰め、冷汗を浮かべている。唇の色は真っ白だった。思ったより重症感があって、坂口は動転した。

（吐くのかな……）

「先生、何か、洗面器とか持ってきましょうか？」

「……大丈夫」

　ベッドに横たえると、毛布にくるみ、ネクタイを外してやる。

「……水」

　急いでキッチンへ入り、水を汲んできた。

　ギュッと目をつぶっていたが、坂口がコップを口まで持っていってやると、うっすらと目を開け、一口飲んだ。そしてまた眼をつぶり、

「……スマン……俺……パニック発作なんだ」

「えッ？　ええっ」

　パニック・ディスオーダーともいう。精神的トラウマが原因で、ささいなことをきっかけに、不安感・葛藤が一挙に出現するのだ。今にも心臓が止まるのではという強い恐怖感が特徴である。

（まさか……）

　病院で見る柴田は、冷静で有能で、昨夜の出来事でも男らしく強いと思えたのに。

　そのうちガタガタと身体を震わせるので、坂口はオロオロして「先生」と言って、手を握ってやることしか出来ない。

（こっ……これでも医者か……）

　昨夜の女性にも柴田にも何一つ、力を貸せない自分がいる……。

　しばらくすると、震えが収まってきた。

　ギュッとつぶった眼の上に髪がかかっているので、柴田の手を握ったまま、もう片方の手で額の髪をかき揚げてみた。すると、小さく息を吐いて、坂口の手を握り返す。少し、楽になったようである。髪を撫でながら考えてみた。

（なにが原因だったんだろう）

　心の中の何かモヤモヤしたものが形をとりつつあった。

（柴田先生……）

　もっとこの人のことを良く知りたい。そう坂口は思った。

　そのうち坂口は、柴田が顔を顰めていることに気づいた。みると左肩が下になっている。

「先生、こっちの肩、上にしたほうがいいです。痛むんじゃないですか？」

　言いながら腕を肩の下に差し込み、抱き起こす。

「……ん」

　柴田は言われるまま、坂口に体重を預けた。女性のような柔らかさはないが、シャツの下に熱くしっとりとした肌を感じ、何やら坂口はドキリとした。急いで向きを変えさせて、また寝かしつける。

　くつろげた襟元から、今まで下にしていたせいで包帯が緩んでいるのが眼に入った。

　包帯を巻直そうとボタンを外し、前を開いたところで思いついて、柴田に話しかけた。

「ついでに包交しましょう。救急箱はありますか？」

「……だいどこ」

　救急箱をとって帰って来ると、柴田は自分でシャツを脱ぎ、上半身裸になっていた。

　ガーゼを外すと、もう傷口は塞がっていて腫れもない。マキロンを振りかけガーゼでぬぐっていると、液が胸へと滴るので、ついでにタオルで胸も拭いてやった。先程はブルブル震えていたのに、今触れた肌は熱く火照っている。うっすらと汗も滲み、コロンの香りが匂い立って坂口を包む。

「暑いんですか？　汗をかいてますよ、先生」

「……ちょっと暑い」

　坂口は額を触ってみたが、熱はないようだ。

　包帯を巻直すと仰向けに寝かせ、上掛けを掛けたが、腹までにした。

「これなら、涼しいでしょう。もう大丈夫ですよ」

「……ん」

　柴田は安心して眼を閉じる。自分から坂口の手を求めた。

　坂口が手を握ったまま髪を撫でていると、背後に人の気配を感じ、振り向いた。

「何をしてるッ」

　腹の底に響く声とともに、目のくらむような平手打ちをくらい、跳ね飛ばされた。何が何だか分からないうちに、喉元を大きな手が締め付ける。

「ア……」

　江森であった。

　いつもの優しい穏やかな表情は消え、怒りで顔はゆがんでおり、前髪を振り乱して、上にのしかかる。息が詰まり、頭がボーッとして来た。

「バカッ、ヤメロッ、サツキッ」

　柴田の声がして、ドサリと下へ叩きつけられるように落とされた。

　坂口が喉に手をやって、息を大きく吸いながら見上げると、紺色のダブルのスーツを着た江森が仁王立ちでこちらを睨みつけている。上半身裸の柴田は左肩を庇って、右手で江森の首にかじりついていた。

「ち、違うッ、俺ッ、具合悪くなって……連れて来てもらっただけだッ」

「この包帯はどうしたんですッ、こいつに何かされたんですかッ」

「違うッ、これはッ、怪我したんだ、昨日ッ」

　江森はやっと落ち着きを取り戻して、柴田を両手で抱いた。しかし、こちらに向ける眼にはまだ怒りの色がある。昨日医局で丁寧に挨拶をして出ていった男とは、別人のようだ。

　坂口はようようの思いで立ち上がると、弾き飛ばされていた眼鏡を拾ってかけ直した。みると、柴田はまた具合が悪くなったようで、江森にすがってガタガタ震えている。

「……五月……」と呻く柴田を江森は抱きかかえた。

「外へ出て下さい」

　肩越しの冷たい声に、ベッドルームから追い出された。戸口に立ち尽くしていると、江森が柴田をいたわる声がする。

「大丈夫……大丈夫ですよ……浩司さん……ここにいます……」

　低い声でゆっくりと繰り返す。そのうち、

「ア……ンッ、五月ッ……ンンッ」

　なにやら柴田の喘ぐ声がする。

　声はとても苦しそうで、聴いていると切なさに胸が締め付けられるように感じた。

　また具合が悪くなったのかと部屋に入りかけたが、フト思い当たって真っ赤になった。

　あの時の声なのだ。

「五月ッ、早くッ……」

「ちょっと待って、浩司さん」

　足音が近付き、冷たい眼をした江森がベッドルームの戸口に現れた。

「帰っていただけませんか？　玄関はオートロックですから、お送りいたしません」

　それだけ言うと、ピタリと扉を閉じる。

「ンッ……アアア……アッ、さつき……」

　柴田の喘ぐ声が一段と高まった。

「アアッ……俺の中へ……」

　はっきりと扉越しにも聞こえる。

　頭が熱くなり、こめかみの動脈が拍動する音までが感じられた。

（こういうことだったのか……）

　耳を塞ぐようにして外へ出た。







　その夜、坂口は前夜の寝不足にも拘わらず、ベッドの中で一晩中考え続けていた。

　独創性と自立性には乏しかったが、筋道を立てて分析し、構築するのは得意である。本能で柴田の望むものを与える江森とは正反対といった所だ。

　考えることはもちろん柴田のことである。

　今までに見てきた柴田のどこか暗い影のあるようなところは、大月先生が言っていたように、複雑な家庭に育ったためなのだろう。だから口数が少なく、容易に人に打ち解けないのだ。病院での有能な仕事ぶりや冷静な態度の裏に、繊細で弱い人間がいることを知った。その釣り合いがとれなくなった時、パニック発作を起こすのだろう。

　病院では相当、気を張っているのに違いない。

　坂口は謎が解けてきたと感じて、目を開かれる思いだった。

　レイプされた女性に見せた思いやりと真剣さを考えると、決して冷たい人間ではない。

（傷ついた人の心のわかる、一所懸命な人なんだ……）

　それは自分自身も人に傷つけられた過去があるからなのだ。

（平野先輩の尊敬する木田先生とは、やはり違う……）

　あれほど理知的ではなく、そつのないリーダーシップもない。もっと不安定なものを抱えた人間なのだ。だが自分には確かに大切な存在だ、と坂口は思った。

（柴田先生にはもっと……傍にいたくなるようなところがある）

　自分にないものを持っていて、それは皆大切なものばかりなのだ。

（自分と違うから分からないのは当たり前だ）

　今まで柴田が理解出来なくて散々悩んだが、自分の心にさっとスポットが差し込んだようだった。そしてわからないからこそ惹きつけられる。

　柴田に出会ってから、不可解な感情で揺り動かされた分、刺激を受けて確実に成長している。

　今はまだ、教わることばかりだが、これだけ違う人間なのだから、与え合うことも出来るはずだ。あの江森という男とは違った意味で。ふいに江森の名が思い出され、坂口は天井を睨みつけた。

（江森との関係はどうなのだろう……）

　医局で初めて会った時の江森の、柴田を抱きかかえて怒りを静めた様や、先程のあの自分に殴り掛かったことなどを考えると、

（……多分、江森は……）

　恋人謙保護者なのだ。そして発作を起こした柴田を宥めるには、柴田の求めるものを与えなくてはいけない。それが愛の行為という訳だった。

　江森と知り合う前はどうしていたのだろうと、坂口は思った。前も別の男がいたのだろうか。もしかしたら、相手が江森だからあんな発作を起こすのではないか。だって、一時的に治まっていたのに、江森が帰って来たらまた悪くなったじゃないか……。








　同じ頃、照度を落としたベッドルームで、江森も胸の中の柴田を見詰めながら考えていた。

　天井に埋め込まれた照明の淡い光が、まつげの濃い影を青白い頬に落とす。汗ばんだ髪に細い眉が隠れ、唇はわずかに色があった。眼は固く閉じられていたが、楽しい夢を見ているのならいいのにと江森は思った。

　柴田は先程やっと眠りについたが、それまで執拗に江森を欲しがった。もはや舌でも反応しなくなったのに、重ねて愛撫を求める。

「もう、お終いにしましょう」と言うと、イヤイヤとかぶりを振って江森の手を下腹部の叢に引き寄せる。さらに自分でも手を使った。苦しそうに呻いて慰め続けるので、無理やり手を外させた……。

　後ろでは江森のモノを飲み込んで自分から激しく動き、しまいには傷ついてしまった。それでも離そうとしないので、一旦抜き、指を入れた。

　赤ん坊のように横抱きにし、あやしていると、時々喘ぎながら締め付けていたが、やっと安心して寝入ったのだ。

（なんだか、だんだんひどくなるのでは……）

　それも心配だったが、実はもっと江森の心に重くのしかかっていることがあった。

　それは。

　医局の明るい蛍光灯の下で会った時はそれ程感じなかったが、今日、薄暗いベッドルームでフッとこちらを見上げた坂口が、ドキリとする程、相沢和彦に似ていたことだった。

　江森が本社での会議を終えて帰ってみると、男が優しくベッドの中の裸の柴田の髪を撫でており、柴田も気持ち良さそうにしていた。

　嫉妬で思わず怒鳴った。

　その時振り向いた顔は、一瞬相沢と思ったくらいだった……我慢出来ず、平手で殴り首を締め上げた……。

　柴田はどうも優しくしてくれる男に弱いのだ。もしかして、柴田の髪を撫でるのは自分でなくてもいいのではないだろうか。偶然自分だっただけで、柴田にとっては誰でも良かったのでは……相沢を失った時、たまたま江森が傍にいただけで。

　そんなこと、あまりにも悲しすぎる。

　江森はその考えを振り払うように、首を振って考えるのを止めた。

（今はここに僕がいるんだ……それだけで……）

　それにしても、この前発作を起こしたのは坂口が初めて柴田の下についた日だった。今回の原因もやはり、相沢に似ている坂口なのかも知れない……。

　江森は深く溜息をついた。
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　柴田が朝起きてみると、何か一部、身体に違和感があった。

（え？　えっ）

　身体を動かしてみると、原因が分かり、顔が赤くなる。

「さ、五月っ」

　目の前の男を揺り動かした。

「はァ？」

　眠そうな眼こちらに向け、江森が答える。

「『は』じゃねーよッ、なッ……なんだよッ……コレ……ッ」

「ああ！」

　江森は指を抜いた。

「バカッ、なんだよッ、これはッ」

　顔を真っ赤にして力いっぱい怒鳴っているので、江森は嬉しくなって抱き締めた。すっかり元気になっている。

「浩司さん……良かった……」

　口付けて、身体中を撫で擦った。

「ゴメン……俺……また？」

　やはり余り覚えていないのだ。いつものことだったが……。

「いいんですよ」

「……なんで……入れてたんだ？」

　とても困ったような顔だったので、江森はプッと吹き出してしまった。

「いいんですってば」

「……俺が……要求したのか？」

　不安そうな顔になる。ジョークとして片付けることにした。

「僕、疲れてたんで頑張れなかったんですよォ、昨日は」

「なんだ、そーか！」

　にっこり笑ったので、江森は思わず抱き寄せて額に口付けた。

「でも、回復したから……もし良かったら、入れるよ？」

「……ん」

　甘えた顔で見上げる柴田はまったくいつもと同じ通りで、江森は胸が詰まったが、何も言わず深く口付けると、上に覆い被さった。今はこれが必要なのだ……。









　翌日、医局に元気そうに現れた柴田を見て、坂口は予想を覆されて驚いた。昨日のあの状態で、とても今日病院にこられるとは思っていなかったのだ。

　柴田は何があったかあまり良く覚えていない様子で「……なんか……昨日……迷惑かけた」と、ボソッと言う。

「いいんですよ」

「……の……ヘンなこと、言ったか？　俺……」

　顔が赤くなっている。

「いいえ」

「……そーか」

　ホッとしているようだった。

　こうやって今まで誰にも本当の自分を見せないできたのだと思い、坂口は痛ましく感じた。言葉を失って見詰めていると、柴田はアタッシュケースの中からプリントアウトされた紙の束を取り出し、坂口に押し付けた。

「え？」

「……これ……まとめといた」

　見ると、柴田の下で受け持った症例の要約サマリーと、治療法や文献などである。

「……俺、口ベタだから……言うよりいいと思って」

　坂口の返答も待たず、病棟へ出掛けて行った。

（学会のためじゃなくて……僕のためにずっとやっていたんだ！）

　今までＭＡＣで作業をしていたのは、これだったのだと思い当たった。









　その日の午後、テニス同好会の練習を休んで、江森は夕方早目に柴田を連れ出し、夕食に誘った。

「いいのか、練習は？」

　尋ねる柴田に「たまには浩司さんとゆっくりしたいもの」と笑って答える。

「今日はどこ、行くんだ？」

　いつも『お任せ』の柴田である。

「うんと精力つけたいから、焼き肉にしようと思うんだけど？」

「それ以上、つける気かよ！」

　呆れる柴田に、江森はまた笑ってみせた。

「あのね、違うんですよォ、浩司さんが精力、つけるんですよ？　いつも途中でバテちゃうから、ね？」

「バカッ」

　マンションの近くの焼き肉屋へ行く。アイボリーの壁にオレンジのライトとピンクの値段表、ブルーの椅子にペパーミントのぴかぴかしたクッションとパステルカラーを何色も使ったポップな内装で、値段も抑えめなので、若い客の多い店である。

　数日前によく晴れた日があったせいか、この前に来た時に比べて、日焼けした人が増えているのが目に付いた。無煙グリルという触れ込みで、確かに焼き肉屋にしては空気がきれいなので、女性客も多い。色とりどりのノースリーブのＴシャツや肩紐一本のキャミソールワンピといった夏本番を待ち兼ねた格好で、ビールを手に盛り上がっている。

　まだ夏休みにはなっていないが、大学生ならそろそろ前期の試験も終わったのだろうか。サークルの打ち上げ、という様子のグループもいれば、すでにシーズン、といった格好のサーファーカップルもいた。

　二人はうまいこと、角の静かな席を見つけて落ち着いた。

「あのね、焼き肉一緒に食べるカップルは、もうエッチが済んでるんだって。あそこのカップルもご飯が終わってから、するのかなぁ」

　江森のコメントに柴田は恥ずかしくなって、周りが見られない。

「もうっ、じゃ、俺達もそう見られんのか？」

「僕達、男同士はそんな風に見られないから、安心してよ、浩司さん」

　ウェイターが来ると、江森はどんどん注文する。

「えっと、ユッケとレバ刺しと、ロースにカルビね。それとタン塩に……最後に石焼きビビンバね」

　ユッケが運ばれて来ると、江森は生玉子を十分掻き混ぜてやって「食べてよ」と命令する。

「えっ、俺、ちょっと苦手かも……」

「いいからさぁ、うんと栄養があるんだから、これは」

　柴田が昨夜何も食べていなかったことは、見抜いている。

　レバ刺しも柴田は仕方なく口に運ぶ。

「ここのはねぇ、ニンニクとレモンで漬け込んであるから、平気だよ、浩司さん」

「ホントだー」

　レバー独特の臭みがなく、美味しいので柴田はニッコリした。

「お前も食えよ」

「あのね……」

　江森は身体を柴田の方へ屈め、小声になる。

「浩司さんは出すだけだから、うんとタンパク質を摂らなきゃ駄目なんだよ。僕は浩司さんの、いっぱい飲んでるからいいんだよ」

「バカッ、こんなとこで言うなッ」

　石焼きビビンバまで平らげると、柴田は苦しそうな顔になる。

「もう動けないよ……」

　江森はやっと安心して、自分も食べ始めた。







　マンションに戻ると、江森は柴田をベッドへ連れて行き、寝かせる。

「え……まだ早いよ？」

　もうセックスをするのかと、柴田は驚いて江森を見上げた。

「違うよ、傷の消毒をしようね」

「あ……そうか」

　マキロンで消毒し、ガーゼで覆っていると、傷が痛々しくて江森は胸が苦しくなる。今朝、この傷のいきさつは柴田から大体のところ聞いていた。

「糸はいつ抜くの？」

　包帯を巻終わると、江森は尋ねる。

「普通は一週間なんだけど、ここはどうしても動かしちゃって、付きが悪いから、十日ぐらいかな……」

「浩司さん、かわいそう……お医者さんって大変なんだねぇ」

　そう江森が言うと、

「んなこと、ねーよ」

　柴田は否定する。

「……あの……女の人のが……もっと、ずっと、大変だもの……」

　柴田は手を伸ばして江森を求める。

「……自分は全然悪くないのに、どーして酷い目に会うんだろうね……」

「浩司さん……」

　しばらく抱き合って心を鎮めると、次に江森は熱いタオルを用意して、柴田の全身を拭いてやる。

「傷、濡らすといけないでしょう？」

　濡れないように気をつければシャワーでも良かったのだが、江森の手が身体中を触れるのが気持ち良く、柴田は眼を瞑って言うとおりにする。

　綺麗に拭き終わると、江森はコップに水を汲んで来た。

「浩司さん、消化薬、飲んだ方がいいんじゃない？　ちょっと沢山、食べたから」

「……そうだね」

　アルカセルツァーを溶かし込んだコップを受け取り、一口飲むと、

「うわ、不味い……」

　柴田は顔を顰める。

「俺、薬、嫌いだ」

「お医者さんのくせに！　鼻をつまんで飲むんだよ！」

　飲み終わると柴田は横になり、「五月……」とまた求める。

「……今日はしないのか？」

「もうちょっと、経ってからね」

　江森は添い寝をしたまま、髪を撫でてやった。

「えーっ、お前、昨日だってしなかったのに！」

　不満顔の柴田に、江森は笑って見せるが心はちくちくと痛んでいた。

　今夜はするつもりはなかった。昨夜、一滴も余さず柴田は使い果たしているのに、まるで覚えていないのだ。

「……俺、なんか眠くなった」

　そのうち小さな声が胸の中から聞こえる。

「寝てていいですよ、浩司さん。僕、寝てるとこ、しちゃうから」

「……もうッ」

　寝息が聞こえ始め、江森はほっと溜め息をついた。さっき飲ませたアルカセルツァーに、以前相沢から貰った精神安定剤を混ぜておいたのだった。

　今夜はゆっくり眠った方がいい………。

　あどけない寝顔を江森は見詰める。

　初めて柴田の寝顔を見た時も、まるで子供みたいと思ったっけ……そう、相沢の結婚式の夜だった。

　今も本当に可愛らしいが、

「……なんだか……」

　江森は思った。

　……柴田はだんだん自分の腕の中で、幼くなっていくような気がする。

　抱き締めて背中を撫でているうちに、また思った。

（浩司さんは、こうやって誰かと一緒に寝たこと、ないのかな）

　江森は二人の姉と、小さいころは積み重なって寝ていたものだ。

　小学校に入ってから、下の姉と二段ベッドだった。中学になってやたら背が伸び、二段ベッドでははみ出してしまうので、上の姉と部屋を交換した。もう短大に入っていた姉は、個室を取り上げられることで怒りまくり、結局両親の寝室だった和室の六畳を、押し入れを二段ベッドに改造して二人の姉が、江森と下の姉が使っていた四畳半を両親が、上の姉の個室だった四畳ちょっとの洋室を江森が貰うということで、騒動は収まった。

　その時の騒ぎを思い出し、江森の唇に笑みが浮かぶ。

（あの頃は父さんもまだ元気で……）

　心臓がぎゅっと痛くはなるが、それでも思い出は楽しくて、少し悲しい……。

（でも浩司さんは……）

　物心付いた頃から、一人部屋だったと聞いたことがある。その時は羨ましいと江森は思ったのだが。

　そっと顔を近づけて柴田の髪に口づける。

（この人が子供に戻るのは仕方ないんだ、きっと）

　今、柴田は江森の胸の中で子供に戻って、母親や父親や、腹違いの兄全部をひっくるめた『家族』に抱かれているのかも知れないと思う。

（僕は何にでもなってあげるよ、浩司さんがなって欲しければ）

　そうだ、恋人以上の存在になろう。

（僕がうんと、変わらなくちゃ、浩司さんの為に）







　あの土曜日を境に、坂口の態度もさらに変わった。柴田に負担をかけないように、自分から進んで何でもやる。

「柴田先生だったらどうするだろう？」

　こう考えることが癖になった。そして何事も自分で考え、決断し、それから柴田に相談するようになった。時には自分の主張を通すこともあったが、折れるべき所はちゃんと折れる。あまりの変わりように柴田は当惑気味だったが、こちらも坂口の個性をなるべく尊重するようになったので、衝突することもなくなった。

　お互いの意思の疎通が良くなったのは、主に坂口の方が柴田の考えを読み取ろうと努力したせいではあったが。

　指導医の岡沢は、病棟で坂口が柴田の元で熱心に働く姿を確認し、満足していた。

　岡沢はむっちりとした中背の医師で、性格は鷹揚であった。やや気が短く早合点で、独り決めするきらいはあったが、他人と衝突するのはあまり好まない体質である。柴田のことは「無愛想で困った奴」と思ってはいたが信頼しており、上に立つ医師として助言することも最小限に止めている。

　先日、坂口が柴田を嫌っていると副医局長の大月から知らされて驚いていた。大月はもちろん、指導医として二人の間に入ってなんとかしろ、とのつもりで口にしたのだが、それを聞かされた岡沢は心外という顔をした。柴田への信頼が揺らぐことはなく「大丈夫だって、柴田ならうまくやるから」と返事をするにとどまった。その後も三病棟の近藤師長から同様の報告を受けた時も、やはり「放っておけばいい」と答え、ちょっと看護師達のひんしゅくを買っていたのである。

　二人が仲良く働く後ろ姿を、ナースステーションから見て顎で指しながら、

「ほらみろ、大丈夫だったろ？　俺の言った通りだ」

　岡沢は近藤師長に得意げに宣言する。

「柴田は何でも一人でちゃんとやれるんだからさ、放っておく方がいいんだよ」

　近藤師長は、診察のため病室から病室へと寄り添って歩いて行く二人を見ながら思った。

（まったく、岡沢先生はずれてますねぇ……）

　柴田をよく見ていれば、誰だって放っておかないという方が正しい。

（ま、普通の男の人に、柴田先生は理解できないでしょうね、きっと……）

　坂口のことを初めあまり気に入らなかった師長だが、最近の態度を見ていると、少しはみどころがあるかも知れないと、考えていた。

　そうなると……。

（これは面白いことになりそうですね……）

　ミステリーファンの近藤師長としては、ロマンスにはスリルとサスペンスが伴っていた方が好みである。

（江森さん、油断は出来ませんよ）

　自身も波瀾万丈の人生を送っている師長なのだった。







　次の週の木曜日、柴田達の担当している懸案だった森山という患者の手術が行われた。全部で六時間にも及ぶ大手術になったが、取り合えず成功といえる結果を得た。

　術後、集中治療室で泊まり込みで患者を診ている時も、坂口はなるべく柴田の負担を減らそうと働いた。なんだか今までになく、仕事にハリを感じるようになった。時々、柴田に嬉しそうに礼を言われたりすると、ドキリとして胸が高鳴ることもあった。

　森山の経過は順調で、手術の翌週には外科的な治療は終了し、内科に転科することになった。主治医も内科の医者となり、消化器を専門とする第１内科の病棟に移るのである。

　とはいっても、一応時々は、様子を診に行かなくてはならない。坂口は「僕が代わりに行きますから」と申し出る。

「え？」

　柴田は怪訝な顔をした。

　移る予定の病棟の担当医に、相沢和彦が含まれることを、坂口は前もって調べておいた。あの時相沢と会ったことが、発作の直接の原因だったという結論に坂口は達したのだ。

「先生は忙しいから、外科病棟だけで手が一杯でしょう。内科の方は僕が行きます」

　柴田は戸惑って眼を伏せる。下の者に気を使われるなどは初めてのことなのだ。

「で……でも」

「大丈夫ですよ、ちゃんと報告を入れますから」

　坂口はまだ迷っている柴田に、わざと怖い顔をして見せる。

「それとも先生、僕のこと使えないって思ってます？　そんなに信用、ないのかなあ」

「ちっ、違うよッ、そうじゃなくて……あ、あの、お前だって忙しいじゃないかッ」

　焦ってどもりながら答える柴田に、坂口は口元を綻ばせた。

（なんか……可愛いな、この人って）

　自分が何を望んでいるか、坂口には段々見えて来ていた。

　今までは何か欲しいものがあれば、兄や両親に頼めばたいてい手に入れてくれた。しかし今回は自分の力で手に入れなければならない。しかも、良く考えて行動しなければ自分のものにはならないのだ。だが決断するのは不得手でも、考えるのは得意である。自信はあった。

　坂口の思いとかかわりなく、ゆっくりと日は流れていった。
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　七月に入って数日が経ち、マンションの窓から入る日差しもすっかり夏めいてきた。

　このところ柴田の身体の調子は良く、江森は安心して見ていられた。まだ梅雨明けまでにはだいぶ間があるが、長雨でいつも重苦しくふさがっていた空が晴れ間を見せることが増えてくると同時に、二人の暮らす部屋にも少しずつ落ち着きが戻って来たようだった。

　一度だけセックスの最中、興奮してわけの分からないことを言い出したことがあった。

　江森が抱き締めて「大丈夫だよ、浩司さん、大丈夫」と耳元で繰り返していると、次第に落ち着いた。そのうち夢から覚めたように「……さつき？」と呼んでにっこりしたので、江森が胸が掻き毟られるように痛んだ。

　あのひどい発作を起こした夜以降は、おおむね二人の行為も満たされたゆるやかなものだった。

　今日も、深く分け入ってゆっくり動かし、長い時間をかけて到達した。

　身体をつないだまま、手の指を絡め、髪をまさぐり、何度も口付けし、顔を見詰め合う。

　江森が指を這わせると、柴田は耐え切れず甘い声を上げる。

「アアッ……五月……ンッ」

　江森はその悦びに満ちた表情を見詰めながら、性急に追い上げることをせず、ゆっくりと一つ一つの場所に官能の灯をともしていく。身体の内部の熱が次第に高まっていくのを、柴田は味わった。

「五月……」

　柴田は繰り返し、愛する男の名を呼ぶ。そのたびに、唇が身体のそこここに押し当てられる。柴田も指を江森の身体に這わせた。まじめな目付きで、柴田は一所懸命、愛撫を続ける。手術の時器用に動く柴田の細い指は、セックスの時には本当にぎこちない。が、それが江森にはなによりもいとおしかった。必死で江森を喜ばせようとしている柴田を見ているだけで、快感が高まった。相手の熱が高まり過ぎたと思うと、愛撫の手を休め、向こうの手を促す。交互に導き合った。

　快楽は寄せては返す波のようで、お互いの愛撫に身を任せていると、甘く痺れて全身の力が抜けていく。これ以上我慢が出来なくなるまで、ゆっくりと味わった。

　やがてその時が近付き、口付けを交わしながら身体を入れ換え柴田を上にすると、江森は片手で腰を支えてやりながら何度も突き上げた。空いたもう片方の手は、柴田のものに添える。腰の動きに合わせ、根元から扱いてやる。同時に前と後ろを刺激され、快楽の波は増幅して柴田を襲う。高波に押し上げられるように、身体を揺らし始めた。

　江森が突くと、声を上げてしなやかな身体を反り返らせる。

「アッ……ンンッ、五月……もッ」

　達しそうになると、柴田は切ない声をあげる。すると江森は、前を扱くのを止め、しばらく腰を揺らしながら、波が過ぎるのを待った。いつになくたっぷりと時間をかける。そのうち柴田は全身を震わせ始めた。

「五月……も……イかせて」

　恥ずかしそうに、小さく哀願するので、江森はいとおしさで涙が出そうになる。

「いいよ、浩司さん」

　根元をギュッと握ると、力いっぱい突き上げた。

「ア……五月ッ……イク……」

　小さな喘ぎと共に、柴田は自分を解放した。江森もまたそれを見詰めながら柴田の中へ想いを放った。

　終わったあと、江森は自分の身体の上に抱き取って、頭を撫でながら尋ねた。

「浩司さん、このところ仕事、調子いい？」

「……ん……まぁな」

　柴田はうっとりと眼を瞑り、江森の胸に頭をのせ、甘えた声で答える。

「あの……研修医の人は？」

「坂口か？　最近、けっこー頑張ってるから俺もあんまし苦労してない」

　柴田の言葉はいつもとても簡単なので、その中から色々なことを汲み取るのは大変だった。江森はそれ以上、追及するのはやめる。相沢に似ているあの坂口という研修医のことは、自分にとって心に刺さったトゲのようなものだったからだ。

　江森が黙っていると、ふいに柴田がクスッと笑った。

「坂口っていやぁ、さぁ……あいつ、今日、俺に『今度兄さんに会って下さい』なんて言うんだぜ？　すっげー真面目な顔でさー」

「会ってどうするの？」

「知らねー」

　また柴田は簡潔に答える。

「是非、会って欲しいなんてさー、変な奴だろ？」

　何やら江森は胸が騒いだ。まるで付き合っている女性に言うような言葉ではないか。

　柴田は江森の困惑に気づかず、話を続ける。

「あいつの兄さんて、俺、ホントは一度、会ったことがあんだ……すっごく弟思いでさ……坂口もすっげー兄貴が好きみたいで……」

　柴田の声が小さくなって震えるのに江森は気づいた。

「……俺んとことは全然、違うんだ……」

（浩司さん……）

　江森は柴田の肩をぎゅっと抱く。

「浩司さんもお兄さんが欲しいんなら、僕がなってあげますよ、浩司さんのお兄さんに」

　耳元で囁いた。

「バ、バッカじゃねーの、お前」

　柴田はプッと吹き出す。

「五月のが俺より、年下じゃないかよ」

「年下だって、浩司さんより背が大きいし、だから甘えてもいいよ？」

　しかし柴田は江森のうなじに顔を埋めた。

「……恋人でいいよ、お前は……それでガマンしとく」

「浩司さん……」

　自分は今、柴田の本当の支えになっていると江森は思った。自分が柴田に必要とされている間は、絶対、傍を離れまい……。

（いつか自分が要らなくなる時がきたら……）

　そう思っただけで、胸が激しく痛む。そんな日が来る筈はない……絶対に……。

（でも、もしそうなったら！）

　いや、その時はその時だ。先のことを考えてもしょうがないと、江森は思う。

　とにかく柴田の望むものは何でも与えるつもりだった。それが今、自分に出来る唯一のことなのだ。

（浩司さんを幸せにすることだけが、僕の望みなんだから）

　江森は深く溜息をつくと、柴田の髪の中に指を入れて梳かすように撫でた。柴田は溜息を誤解して「重いのか？」と尋ねる。江森はそっと背中に腕を回し、力を込めた。

「じゃあ今度は下になってね」

　柴田は再び江森の身体の下に抱き込められる。

　ゆるやかに指が柴田の膚を這う。脆いガラス細工を愛でるような、そっとした遠慮がちの動きで、優しさがこもっていた。

「ア……ンッ……ア」

　喘ぎがまた漏れはじめ、夜が深まっていった。







　翌日から坂口が五病棟に移るという日、柴田はまた近くの居酒屋に誘った。

　カウンターに席を取り、ビールを頼んで乾杯する。

「三週間、ご苦労様。よく辛抱したな」

　柴田が言うと、坂口は「やだなァ、それ、僕のセリフですよ」と返した。

　坂口はしばらく黙って飲んでいたが「僕、決断力、ないですよね」と言う。

「……え？」

「先生のこと、見てて、決断力ないから僕、医者にむいてないんじゃないかと落ち込んだこともあるんですよ」

　柴田はまた悪い癖で、急に罪悪感を覚えた。

「……俺が……良く考えろとか言ったりしたからか？」

　心配そうに、坂口の顔を覗き込んだ。

「いーえ！　そうじゃなくて！」

　坂口はきっぱり否定する。

「僕、先生見てて、また考え直したんです」

　それから先は、言わなかった。決断力はあるけれどナイーブな柴田の方が、ストレスが強くて医者にはむいていないと坂口は思っていた。自分のようにあまりナイーブでない方が、むしろ頑張り通してやっていけるのだと。そして自分だったら、いずれは公私ともに支えてやれると思った。

（この前、大月先生も言ってたじゃないか）

　相沢と柴田が一緒に入局してくれていたら、いいコンビになっていたろう、と。

（僕は二年下だけど……経験を積んで、そのうち肩を並べて仕事が出来るようになってみせる！）

　先輩の平野が、木田を「憧れの先生」と呼んでいたことが頭の中に蘇る。自分はとてもすぐに肩を並べるところまで追いつけないだろうが……。

（いつか、必ず……）

　思いながら、柴田を見詰めた。

（そうすればきっと……）

　柴田はそんなことを坂口が考えているとは思いもよらなかったので、「そーか？」とだけ言った。

「決断力より、俺は考えることの方が重要だと思うけど？　ホラ、小児科の小池先生も言ってたろ？　すぐ決めるより、ちゃんと考えて決める方がいいって。まー、あんまし遅いのも困るけどな」

「……そうですね」

　しばらくまた飲んでいると、坂口が「先生、２外ニゲに入局したらまた、面倒みてください」と言う。

「ホラ、また！」

　柴田はクスリと笑った。

「すぐ決めないで、１外イチゲを回ってからゆっくり決めろよ」

『いいえ、もう決めたんです』とは言わずに「そうですね」と坂口は答えた。折れた方がいい時もある。三週間も一緒にいたので、学習したのだった。江森のような本能は発達していないが、頭脳と学習能力はあった。

「僕、医者になるのも何となく、なっちゃったしなァ……入局決める時が人生の『最初の選択ファーストチョイス』かなァ」

　いささか投げやりにこぼす坂口を、柴田はやんわりとたしなめる。

「まー、親の仕事継ぐって、他の職業にもあるから、別にまるで考えなしにやってきたとは、言えないけどな。医者が特別な職業ってこと、ないからね」

　言い終わると柴田は空のコップを手の中でぐるぐると回した。

　坂口はコップにビールを注いでやった。そして「飲んでばかりいないで、少し腹に食べ物、入れた方がいいですよ」と注意する。

　柴田は驚いたように顔を上げ、「同じような事、言うな」と小さい声で言った。

　誰と、とは言わなかったが、江森のことに決まっていたので、坂口はチクリと胸が痛んだ。ごまかすように「先生のfirst choiseって、何だったんです？」と振ってみた。

「first choiseか……俺、選べなかったんだな、きっと」

　言い終わると一気にビールを飲んだ。少し顔が赤くなってきている。

「選べなかったって？」

「……怖くて、選べなかったんだ……でも、ほら、second choiseの方が結果的に良かったってこともあるからな」

　坂口を仰いで微かに笑った。

（そういうことだったのか）

　口元に浮かんだ絶え入りそうな笑顔を見詰め、坂口は悟る。

　多分、江森はsecond choiseだったのだろう。そしてfirstはおそらく。

　今までも何となく感じてはいたのだが。ジグゾーパズルの一片一片が集合して、形を成してきたように坂口は思った。しかし焦って結論を出す必要はない。ゆっくり考えて決めればいいのだ……言われた通り。十ヶ月後に２外に入局すれば、自分は有利な立場になるはずだ……それからでいい。

　柴田は腕時計を見ると「すまん、九時にこの前で待ち合わせしてるんだ」と言い、スツールから立った。また誰と、とも言わなかったが、相手が江森というのは言うまでもないことだった。







　店の外へ出ると、ビルの間の暗がりに赤いミラージュがハザードランプを点滅させながら停まっていた。

　大柄の人影が、運転席から姿を現す。

「じゃあな」

　一言、残して柴田は走るように近付いていった。

　大きな手が広げられ、柴田を待ち受ける。スーツ姿の優しい面立ちの男は、坂口の見ている前で母鳥が翼でヒナを抱え込むように柴田を抱いた。

　チラリとこちらに敵意の視線が投げかけられたが、坂口は冷静に受け止めることが出来た。

（敵意を持つってことは、僕を脅威に思ってる証拠だもんな）

　せきたてるようなエンジン音が響く。

　ミラージュは柴田を乗せて走り去った。

　消えた後の闇を眼を凝らして見詰めていると、ネオンが滲んできた。







　その夜、自分の部屋で一人、ビールを飲みながら坂口は考えていた。

（僕のfirst choiseは、柴田先生、あなたなんだ）




 END　　　
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　土・日を控えた金曜日の朝、ここ私立Ｊ医大付属病院の外来はいつにも増して混んでいる。初診受付の窓口では、係員に診察申し込み書の記入の仕方を尋ねる人や、かかりつけの医者から預かって来た紹介状の内容を長々と説明する人もいて、ロビーの中程まで列が延びている。

　臨時の窓口が開いて、少し列は短くなったが、別に人が減ったわけではなく、その分、各科の外来が混み始めた。ベンチで順番を待つ人々は、見知った顔とお喋りを始め、その喧噪の中、呼び出しの放送が一際大きく響き渡る。

「第２外科の柴田浩司先生、第２外科の柴田先生、至急第２外科外来までご連絡下さい」

　内視鏡検査室の中のスピーカーからもその声は流れ、柴田は切れ長の眼を更に鋭く細め、壁のスピーカーを睨んだ。

（……なんだよ……俺、採血当番じゃない筈なのに）

　検査入院の患者に朝食を待たせて、内視鏡の検査にとりかかっていたのだが、ちょうど一段落したところだった。「じゃ、このへんで」と患者に声をかけ、電子スコープを引き抜く。

　五十代の太った会社役員といった風貌の男は、今まで情けない顔をしていたが、ほっと一息ついた。何回か内視鏡検査は受けていたが、今日ほど緊張したことは実はなかったのである。

　今日の担当の医師とは初めての顔合わせで、入れ方もうまく、とても手際が良いのだが、

「……横になって下さい」

「……口を開けて」

と、必要最低限のことしか言わない。年配の医者だと「ゴルフのハンデはお幾つですか？」などと、こちらの気をほぐしながらやってくれるのだ。しかも細身で背もそれほど高くなく、女のように華奢で綺麗な顔なので、間近に迫られると妙にどきどきしてしまう。頭は七三に分けてはいるが、スコープを握って覗き込んでいると、時々幾筋かの髪がばさりと額にかかり、描いたように細い眉を隠す。すんなりした指で無造作に掻き上げる仕草がまた色っぽいので、さっきから困惑気味だった。

　柴田はもともと綺麗な顔なのだが、恋人ができてからというもの、めっきり色っぽくなった、などということは患者の知る由もない。

　柴田自身には全く自覚がないため、時折フェロモン垂れ流し状態のことがあるのだ。

　看護師の方は先程からちらちらと患者の様子を見て取り、真面目な顔付きをキープしつつも、俯いた眼はお楽しみを見つけた輝きに溢れていた。

（もう、絶対、報告しなくっちゃ！）

　看護師は柴田が今、勤務している三病棟で結成されている柴田ファンクラブの会員なのだった。

「今朝の患者さんがね、なんだか照れたみたいにどぎまぎしちゃって。やっぱり、何か感じるのよねー」

　そう報告するつもりでいる。つい昨日も、寮の看護師仲間で、柴田のことは話題になったばかりであった。

　患者はガウンの前を整え、柴田の背中を見詰める。

「もう、いいんですか？」

　ベッドから降り、次の指示を待った。

「……はい」

　言いかけて柴田は振り向く。

「あの」

「はい？」

　思わず期待に満ちた声で患者は答える。なんだかもっと話しかけてもらいたい、という気分になっている。理由は解らないが。もちろんフェロモンのなせる技だ。

「……終わりました。ご苦労様でした」

　溜息をついて患者は看護師と共に検査室を出て行った。

　柴田はスコープを検査台に置くとすぐ、デスクの電話の内線ボタンを押す。コール音が鳴る間もなく、相手が出た。

「オ、柴田か」

「……大月先生」

　副医局長の大月である。

「すまん柴田、すぐ三病棟、行って、臨床実習ポリクリの学生、みてくれ！」

　午前中の外来は大混雑で、診察机についている大月は少し広くなりかけた額の汗を拭き拭き、片手でカルテを書きながら太い首と肩の間に受話器を挟んだ。

「ポリクリ係の北原先生が急病でな、今、頼めるの、お前しかいないんだ、俺は外来だし！」

「………俺、教えるなんて、出来ませんよ」

　内気で口下手、ネクラの柴田の最も不得意とする分野なのだ。大月にもそれはよく分かっていたが、背に腹は代えられない。

「いいんだよ、受け持つ患者は割り振ってあるから、カルテの書き方の説明して、実際に自分達で問診とらせて、それで午前中はもう終わりにしていいから、午後は何とかする！」

「……分かりました」

　朝の検査の後、手術の予定もなく、一応手は空いていた。

「助かった！　この埋め合わせは必ずするから！」

　大月のこの公約は、実行された試しはなかった。

　柴田は受話器を置くと、三病棟へ向かった。エレベーターに乗り、溜息をつく。学生を相手にするのは特に嫌だった。研修医を指導するのも苦手なのに……不思議なことに、水泳部の後輩の指導は平気なのだが。水泳は中学時代からの得意種目だからなのかも知れない。

　三病棟につくと、ナースステーションの隣のポリクリ室へ向かう。もうナースステーションには連絡が入っていて、二、三人の看護師が柴田を見ると「学生さん達、待ってますよォ」と声をかけてきた。

「……ん」

　一段と暗い眼になるので、看護師達は大喜びである。

「見たァ？　あの顔、たまんないわよねッ」

「だからいぢめたくなっちゃうのよッ」

　えらい言われようだが、嫌われているからではない。むしろ反対で、

「柴田センセがポリクリ係なんて、ＴＶドラマみたい！」

「なに言ってんのよー、ＴＶ俳優だってあんな綺麗なの、めったにいないじゃないッ」

「そーだわねー」

　無愛想ではあるが、綺麗な顔でいばらない柴田は、実は看護師達のアイドルなのだった。

　ポリクリ室では、既に六人の学生が焦れながら待っていた。臨床実習（通称ポリクリ）は、進級試験に合格した四年生の終わりから始まる。内科・外科・産婦人科などメジャーと呼ばれる科目を中心に、マイナーに分類される眼科・耳鼻科などのその他の科すべてを一年の間に、一週間から四週間かけて廻るのだ。そこで実際に患者を診察し、教育係の医師の指導の元で実践を積む。その間、平行して講義や試験も受けねばならない、忙しい時期である。

　既に幾つかの科は廻って来ているので、柴田は一人一人に割り振られた患者のカルテを渡し、「まず今日は、カルテの書き方から練習して下さい」と、ぼそっと言った。

「もう知ってると思うから、詳しい説明はしません」

　新しい何も書いていないカルテを配る。

「これから一時間後にまたここに集合。それまでに問診から診察までして、このカルテに記入しておくこと」

　学生達は自信のなさそうな表情で、ぞろぞろと出て行った。その後ろ姿を見送って、柴田は不安になってきた。

「……もっと説明した方が良かったかな」

　ちょっと反省してしまう。しかし医学部の五年生ともなれば、とうにカルテの書き方くらいは習っている筈だ。

　しばらくして戻って来た学生のカルテを見て、柴田は呆れ返った。カルテの最初の項目はＣ・Ｃ（主訴）というもので、これは受診した人の訴える症状である。基本中の基本だ。それがまるで的外れである。

「……なんだよ、これ、え？」

「はぁ？」

　ヘアスタイルだけは朝丁寧に手をかけてきた、といった角張った顔の大柄の学生は、まるでどこが悪いか分かっていない様子で、柴田を見下ろす。

「なんだよッ、これッ、この『Ｃ・Ｃ主　訴、十二指腸潰瘍』って！」

「だって、尋ねたら、患者さんが『私は十二指腸潰瘍です』って言ったんです」

　堂々と悪びれずに答える。呆れてものも言えないとはこのことだ。

「お前、大学病院で何週間も入院してる患者だから、そう言うかもしれんがな、今、学ぶことはカルテの記載方法だ。患者が診察してもらいに来て、いきなり『私は十二指腸潰瘍です』って、普通、言うか？」

「あ……」

「患者が初めて医者にかかるときは、腹痛、とか、熱、とかでくるだろうが？　そーゆーのを、『主訴』って言うんだ！」

「はぁ……」

　カルテを突き返す。

「もいっぺん、取り直し！」

　次はなんとなく覇気のない、優等生風な中肉中背の学生だ。ヘアスタイルはアイドルのつもりだろうが、顔はどちらかというと武田鉄矢である。

　主訴の項目にはちゃんと『腹痛』と書いてはあるが、

「……腹のどこが痛いのか、これじゃわからんぞ？　全部、痛かったのか……それとも右か左か」

「はぁ」

　次の『起始と経過』という項目を見ると、またとんでもないことが書いてある。

「……○月×日、夕ごはんをたべたあと急におなかがいたくなりたべたものをぜんぶはいてしまったので、家にあったどくそうがんを３つぶのんだらしばらくしていたくなくなったのでその夜はそのままねたが、よくじつ会社にいって社員しょくどうでＡ定食を……お前なー、『僕の日記帳』じゃねーんだッ、なんだ、このだらだらした書き方はッ」

「だって先生、患者からの情報は大切で、なるべく言った言葉のまま記載した方がいいって、講義で習いましたよ」

　習ったことを実践してどこが悪い、という顔である。

「にしてもだ！　カルテってのは 公おおやけ のものだ、全部平仮名でこんな風に書くなよッ」

「だって、患者さんの話を書き取ってると、漢字、書いてる暇、なくて……」

　まるで中学生レベルの会話に柴田は疲れてしまった。

「……何のためにノートがある、え？　慣れない間は、ノートにまず書き取って、そこからカルテに書き直せばいいだろう、ちゃんとした日本語にして！」

　その次は柴田の苦手の女子学生である。昔は医学部に入る女性と言えば、勉強は出来ても見た目はブスと決まったようなものだが、最近はそのへんのギャルと変わらない。日焼けした肌にピンクの口紅、ワンレンのソバージュといった、お水っぽい小柄な子であった。さすがに女子学生だけあって、きちっと細かい文字でまじめに書いてある。しかし、Past History既　　往　　歴の項目まで来ると、『特になし』とだけある。既往歴とは、今までに経験した病気や怪我などを聞き取って書く所なのだ。

「……76才の男性が、今まで何もなかったとは思えないけど」

　おずおずと言ってみる。すると「だってぇ、『ワシャ、この年まで医者にかかったことはねぇよ、ねーちゃん』なんて言って、手ぇ握るんですものォ。もういいやって思って」とすましている。

「患者の既往歴ってのは、大切なんだぞ、過去があってこそ、現在があるんだから」

　真面目な顔で言うと「やだー、先生って、ロマンチック！」と舌を出す。

「違うって！」

　柴田は真っ赤になった。

（……だから女は苦手なんだ）

「そーじゃなくってッ、過去の病気や怪我から、思わぬ手掛かりが見付かることもあるしッ、輸血をしたことがあるかどうかもッ、重要だろッ」

「はいはい」

　柴田は大きく溜息をつく。「はい」は一回でいい、とまで言うつもりはなかった。

「全員、も１回、取り直しだ！」

　新しいカルテを配る。すると皆、手にとってまた病室へ向かおうとするので「ノートだけ持っていって、カルテはノートから清書して書け！」と釘を刺した。今言われたことが、まるで堪えていないのだった。

　どうも信用出来ないと、柴田はあとをついていって、傍で直接指導することにした。ゾロゾロと両側に病室の並んでいる廊下を歩いている時、看護師のかん高い「馬場さんッ」という声が響く。

「どうしたッ」

　容体の急変かと柴田は声の上がった病室に飛び込んだ。学生達もドヤドヤとなだれ込む。

　六人部屋のカーテンで仕切られた窓際のベッドから、おさげの若い看護師が、カーテンの影から顔を出した。

「あ、柴田先生ッ、よかったッ、大変ですッ、呼吸停止ですッ」

　柴田は走り寄ってカーテンを開ける。七十代とおぼしき痩せた老人が、苦悶の表情を浮かべ、身体を痙攣させている。唇の色は紫だ。

（心臓発作か？）

　さっと見渡すと、布団の上に大福が幾つも転がっていて、食べかけた跡もある。

「誤嚥か！」

「ええ、多分！」

　柴田は急いで患者の背後へ廻り、背中を拳で激しく叩いた。しかし、患者は身体を震わせるだけだ。

「駄目ですッ、出ませんッ」

「酸素！」

　壁についている酸素ダクトの栓を開け、Ｏ２マスクを当てるが、顔色はどんどん悪くなる。これはもう駄目と見てとって、柴田はナースコールを押した。

「挿管！　緊急カートを持ってこいッ」

　学生達が唖然としている中、主任看護師が猛烈な勢いで蘇生用の医療機器の入ったカートを押して来た。さすが主任看護師だけあって、すでに点滴用ボトルも乗せてきている。柴田は看護師にマスクを預けると、老人のパジャマの袖を捲り、すぐさま点滴の針を差し込んだ。

「挿管！　その前に吸引！」

「はいッ！」

　学生達はノートを胸に抱え、手伝うことも出来ず右往左往している。邪魔な奴らと柴田は思ったが、こういった緊急事態を見学することも、実習のうちかもしれないと思った。

『邪魔だから病室から出て行け』

　本当はそう言いたかったが、我慢する。患者の口を開け、喉頭鏡で声門を確認すると、すぐに気管に挿管チューブを挿入する。アンビューバックで酸素を肺に数回、送り込むと、

「サクション！」

　横から主任が吸引カテーテルを挿管チューブに押し込み、内容物を吸引する。案の定、多量の食物残渣が吸引されて出て来た。

「よし、もう一回だ！」

　何回か吸引を繰り返していると、食物残渣は出てこなくなる。柴田がバックを押すと、気管を閉塞していたものがなくなって、軽々と胸が上がるようになった。

　看護師が聴診器を左右の胸にあて、「エア入り、良好です！」とほっとした表情を見せた。

「良かった……」

　柴田は溜め息をついた。患者の唇の色はどす黒い紫からピンクに戻る。

「うわっ、すみませんッ」

　大声とともに病室に駆け込んで来たのは、内科の研修医だった。

「申し訳ありませんッ、僕の受け持ち患者ですッ、お手数かけました！」

「いや……俺……通りかかっただけだから……」

　柴田はバックを押しながらぼそっと答える。若い内科医はベッド脇で頭を下げた。

「すみません、この人、脳梗塞を起こしてて、食事を止めてたんです。腹、減ってたんだ……隠れて食べてたのか……」

　脳梗塞を起こすと筋肉が麻痺し、ものを飲み込む力が弱くなることがある。さらに反射神経も鈍くなって、間違って気管に食物が入っても、咳き込んで外へ出すという防御反応が低下することも多い。それゆえ、内科の主治医は誤嚥を心配して、症状が軽快するまで食事を禁止していたのだった。点滴で栄養は補給しているが、何日も経てば空腹感が募るのは当たり前で、内科医はしきりに反省した。

「流動食を早めに出すべきでした……」

　そのうちに馬場という老人はうっすらと瞼を開け、ぜーぜーと息を始めた。

「抜管、しますか？」

　自発呼吸もしっかりしているので、内科医は柴田に尋ねる。

「いや、胸部写真で無気肺がないか、確認してからの方がいいと思う」

「その通りですね！」

　柴田の意見に、内科医はさすがという顔をする。

「じゃあすぐ、撮ってきます！」

　あとを主治医に任せると、柴田は「行こう」と学生達を促した。

　病室を出ると学生達は、たった今目の前で起こったＴＶのワンシーンのような状況に、興奮覚めやらぬという様子で柴田を取り囲む。さっきまでの不満そうな表情は一変していた。

「すごいですねー、柴田先生！」

「え？　何が？」

　柴田は怪訝な顔をする。

「かっこ良かったすー」

「何、言ってるんだ。あんなのは初歩だ」

「でも、すごいなー」

　ゴツい顔付きの学生は、頬を紅潮させて続ける。

「俺達も、先生みたいになれんのかなー」

「当たり前だ」

　柴田はきっぱりと言う。しかし思いついて付け加えた。

「なんでも初歩が大事だ。カルテの書き方だって、馬鹿にしちゃいけないんだぞ」

「はいッ」

　先程とはうって変わって、皆、大きく頷く。

　キムタク風の髪形の学生が、小わきに抱えていた内科マニュアルをパラパラと捲り、「あのー」と柴田に尋ねる。

「ああいう時、経鼻挿管ってしないんですか？」

「経鼻挿管？」

　経鼻挿管とは、鼻の穴から挿管チューブを入れ、気管に挿管する方法だ。普通は経口挿管といって、口を大きく開けさせ、挿管する。

　学生は得意そうに付け加える。

「ＴＶでやってたんですよ。アメリカのドラマなんですけど、『ＥＲ』っていう救急もので……」

　その中で、現場に駆けつけた救急救命士が鼻からチューブを入れる場面があったのだ。

「ＥＲ？」

　自宅にＴＶがない柴田は知る筈もないが、丁寧に説明してやる。

「それはエアウェイといって、気管まで入る長さはないんだ。ずっと捜管チューブより細いから入れやすいし、傷つける心配も少ないけれど、そこから異物を吸引するにはむかない」

　成る程と学生は頷いた。

「それでもマスクで酸素を肺に送るには、十分な働きをするけどね。捜管ということになると、緊急時は普通、経口でやる。口の方が視野が広く取れるし、いきなりチューブを鼻に入れ、粘膜を傷つけて鼻出血を起こしたら大変だからな」

　それに、とまた付け加える。

「経口なら手でチューブを操れるけど、鼻から入れると気管までの距離が遠いから、マギール鉗子というくの字に曲がった鉗子を使って挿管しなきゃならないんだ。ずっと手間がかかる」

　柴田の言葉を学生達はノートに書き始める。

「日本の小説で、救急患者にいきなり経鼻挿管するシーンがあったんですけど？」

　女子学生が口を挟む。

「まあ、絶対ないとは言えないが、あんまり医学的知識がない奴が書いたんじゃないか？」

「じゃあ、どういう時、経鼻挿管ってするんですか？」

「口腔内や頸部の手術の時なんかで、口の中にチューブがあると邪魔な時、かな。でもそういう時も、いったん経口で挿管してから慎重に経鼻に入れ替えるのが普通だ。いきなり経鼻挿管することはない」

　医学のことなら多少すらすらと口に出てくるので、柴田はリラックスして説明を続ける。その後ろで、あの女子学生が眼にハートマークの星を浮かべて聞いていることに気づかなかった。







　そのあとは学生達も真面目に指示に従ったが、午前中の指導が終わって学生達が部屋から出て行くと、柴田はすっかり疲れ、しばし椅子にへたり込んでしまった。気を取り直して医局へ帰ろうと、ナースステーションの脇を通り掛かると、近藤師長が先程のお水っぽい女子学生と話しこんでいる。

　近藤師長は痩せぎすで背は高く、髪をきりっと引っ詰め、いかにも真面目そうなので、この女子学生とは対照的だ。とても話が合うといった感じはしないのだが、それがどういう訳か、いかつい顔をほころばせて、ひどく楽しそうに話している。

　柴田が見ていると師長は気付き「あら柴田先生、学生さんのお守り、お疲れさま」と言う。そして女子学生と目を合わせ、含み笑いをするので、柴田はぎくりとして立ち止まった。

　この師長には何もかも見抜かれており、柴田はバツが悪かった。

　二人とも周りを無視して楽しそうに盛り上がっていた。通りすがりに聞き耳を立てたが、プロファイリングだの多重人格だの、専門用語が飛び交っている。どうも同好の士らしい。自分の話ではなさそうなので、ほっとしてその場を後にした。
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　急な仕事の依頼が入る時はどこも同じで、江森五月はポケベルで呼ばれ会社に電話を入れたとき、嫌な予感がしていた。案の定「土日、お前、麻酔科のゴルフコンペに付き合ってやれ！」と言われる。

「え、ええっ！」

　上司命令とは言え、一番聞きたくなかった言葉なので、受話器を取り落としそうになった。先週も休日出勤を命じた上司は、さすがにすまなそうな声で続ける。

「頼む、二週連続で悪いが、是非って言われたんだ！　教授直々だから！」

　そう言われれば仕方がない。取引先の医者に逆らえないのは当然のことだが、相手が教授となったら、焼けた石の上も裸足で歩かねばならぬのだ。

「浩司さんになんて言おう……先週も学会の手伝いで休日出勤だったのにィ」

　大柄な身体をすぼめて、公衆電話の受話器を力なく置く。重い足取りで待ち合わせの地下駐車場へと向かった。今週の土日は予定がなく、先週の分の埋め合わせにたっぷり甘い時を過ごすつもりだったのだ……溜息をついて頭を振ると、明るい色の真ん中分けの髪がばさばさに乱れた。

　このところ二人とも忙しくて、ゆっくり身体を重ねたのはもうだいぶ前のことだ。その時柴田はひどく心を乱してしまい、軽い発作を起こしてしまった……感情が高ぶって、激しい不安に襲われるパニック・ディスオーダーという発作だ。幸いすぐ正気に戻ったが、江森はどうしたら良いか分からなくなり、柴田の親友の内科医である相沢和彦にまた連絡しそうになった。けれでも相沢を呼ぶことが発作を再発させかねない気がして、結局前にもらっていた精神安定剤を飲ませ、のりきった。

　営業車用のスペースに停めてある赤いミラージュに乗り込むと、溜息をつきながら、先程電話で聞き取ったメモを自分の電子手帳に記録した。

（やれやれ……浩司さんにはベッドの中で言おう）

　そうしないとまた不安が募って、発作を起こすかもしれない。

　幼い頃から肉親の情に恵まれなかった柴田は、スキンシップに飢えている。身体を密着させることが安心させる最良の方法と、江森はこれまでの経験から知っていた。

（しょうがないや……なんとか日曜日は早く帰れるよう、頑張ろうっと）

　頭の中で計画を立てる。

（唯一の救いは麻酔科ってとこかな）

　土曜日に定期手術はないので、麻酔科はオフデューティだ。そのため朝からゴルフコンペを始めることが出来る。その晩は泊まって、翌日曜、もうハーフラウンド回って帰る筈だ。

（うん、多分、夕方には帰れる！）

　そうしたら早めに夕食をとって、夜はゆっくり過ごそう。考えていると、下腹が熱くなってきた。

（うわっ、やば……）

　急いでこれから行く店はどこにしようかと、思い巡らせる。

（久しぶりにイタリアンにしようかな……それとも浩司さん、精を付けた方がいいから、やっぱ焼き肉がいいかな）

　「精」という言葉から再び連想が広がって、夕食のあとのことにまで想像の翼が羽ばたく。

（駄目だって！）

　自分で自分を叱り付けるが、すでに頭の中ではベッドインまでたどり着いていた。あの時の柴田の熱い肌、甘い吐息を身近に感じ、江森は引き返せなくなる。

　明日の夜は離れ離れなのだという寂しさが拍車をかけていた。

　しばらくすると、柴田が階段室から現れた。涼しそうなライトグレイの細かいグレンチェックのジャケットに空色のシャツ、紺地に銀のプリントタイをダブルノットにゆったりと締めている。大胆なチェーン模様のタイは、この前ショッピングに出掛けた時に江森が見立てたものだったので、ひどく嬉しくなった。

「浩司さん！」

　窓から顔を出して呼び掛けそうになったが、あせって言葉を飲み込んだ。周りを窺って誰もいないことを確認し、車を寄せ、柴田を乗せるとすぐ発進させる。一度、柴田の下についた研修医に駐車場でのキスシーンを目撃されてから、用心するようになっていた。

「どこ、行くんだ？」

　柴田は身体を捩ってシートベルトを締めながら尋ねる。

「……浩司さん」

　江森は掠れ声を出した。

「え？」

「すぐ、マンションに帰っていい？　僕、早く二人きりになりたいんだ」

「えッ？」

　もう一度、驚きの声を上げて、柴田は江森の顔を仰ぐ。

　すると、自分を食い入るように見詰めている大きな眼に出会った。

「あ……」

　眼の底に欲望が揺らめいているのを感じ取り、柴田は顔を赤くした。

「いい？」

「……ん」

　コクンと首を振って、柴田はハンドブレーキを握った江森の手に自分の手を重ねた。お互いを欲する熱い思いが瞬時に溶け合う。マンションは車で五分程だったが、二人とも、沈黙したままだった。何か不思議な緊張感が二人の間に漂う。

　オートロックのエントランスから入り、エレベーターに乗る。扉が閉まったとたん、どちらからともなく抱き合い、唇を重ねる。

「ア……アアッ」

　柴田は高ぶって来て、しがみついて呻き始める。

「浩司さん、もう少しだから」

　身体を密着させ、部屋まで行った。ベッドルームまで待てず、玄関で服を脱がせ合う。お互いの名前を呼び、深く口付けを交わした。柴田が目で合図するので、バスルームへと移動する。シャワーを浴びながら、行為に移った。シャワーソープを相手の身体に塗り込み、肌を擦り合わせる。江森は柴田の中心にも、たっぷり擦り付け、泡立ててやる。

「……ンンッ……ア……」

　やがて柴田が立っていられなくなったのが分かった。

「浩司さん……いい？」

　シャワーを止め、そっと抱きかかえて、後ろを向かせた。

「……ん」

　タイルの壁に両手を付かせると、後ろからゆっくり侵入していく。

「ウッ……ンンッ」

　既に熱くなった身体が、江森を待っていた。

　腰を動かしながら、江森は手にとったシャワーソープを再び前に塗り付ける。両手で内股から欲望の中心へと、こすりあげる。筋肉の締まった下腹にも手を這わせると、泡の中で柴田の分身が淫らに震えるのが肩越しに見えた。自分も高ぶって腰を強く打ち付けると、勃ち上がっているソレはまるで生き物のようにクッと反り返る。

「浩司さんの、かわいい……僕が動かすと、つられて動くよ」

「アッ……い、言うなッ……ンなことッ……」

「どーして？」

「アアッ……やだ……恥ずかしい……」

　消え入りそうな声で言うので、かわいくてもっと、腰を使ってしまう。

「ほら、見てよ、ね？　元気いいー……ビンビンしてる」

　いやらしい囁きには弱いので、柴田は喘ぎ始めた。

「ア……ハァッ……五月ッ……ンンッ」

　内部から硬い確かな存在に突き上げられ、前はいつもの指より数段滑らかな刺激が加えられ、相反するものが、ほんの皮一枚の所で責めぎ合う。

「ンンッ……アンンンッ」

　どちらのモノに自分が追い上げられるのか分からなくなり、柴田はもどかしげな声を上げる。

「アア……ッ……つ、強くッ……もっとッ」

　それに応えて後ろからの侵入がより激しくなる。粘膜が熱く太い棒で抉られる。

「ンンッ……も……ッと、そッと……」

　すぐに前の愛撫が優しく与えられる。

「五月ッ……アアッ」

　身体がビクビクと震え始めた。すると大きな両手がぎゅっと根元を握り込んだ。

　もう、何も言わなくても分かってくれるのだ。

　柔らかく肩を噛まれ、その瞬間、弾ける。

「アアアアッ」

　強烈なフラッシュで網膜が焼かれ、直後、暗転した………。







　気付くと、柴田は仰向けで胸の中に抱かれており、江森がじっと見詰めている。暖かいものを下半身に感じ、眼をやると、ハンドシャワーで飛び散った泡や体液が流されている。

「……あ」

　腕を差し延べて、首にすがり付いた。

「……俺……また、変になった？」

　柴田は発作を起こした後、何も覚えていないことが多い。が、記憶が跳んでいることで、なにか起こったと感づき始めていた。声音に不安が滲んでいるので、江森は「ううん、大丈夫だよ」と答える。顔を覗き込むと「ちょっと僕が、ハイテク、使い過ぎちゃったみたい」とわざと明るく言った。

「なんだ、そーか！」

　にっこりするので、江森は胸が締め付けられる程切なくなって、柴田の身体をぎゅっと抱き締めた。最近柴田は、子供のように江森を信じ切っているのだ。

「浩司さん……」

　深く口付けると、抱き上げてベッドへ運ぶ。バスタオルでお互いの身体を拭い合い、何も言わずに身体を寄せる。そのうち、柴田の身体が再び反応し始めるので、

「もうだいじょぶ、浩司さん？」

　江森が尋ねると、「……ん」と言って、足を腰に絡ませてきた。再び侵入すると、今度はゆっくりと愛撫する。

「……あ……五月……」

　押し寄せる快感に身を委ねながら微笑んで江森を見詰めるので、また胸が潰れそうになってしまう。

「浩司さん、いい？　感じる？」

「ん……俺……幸せだよ……」

　江森から眼を反らさず、柴田はつぶやく。

「ホント？」

「ん……」

（なら、なぜ、発作なんか起こすの？）

　心の中で叫ぶ。でも決して柴田には言えないのだ。代わりに優しく突き上げる。

「ア……ンッ」

　甘い声を漏らして、のけ反った。

（幸せなら、なぜ、起こすの？　なにがいけないの？）

　唇を重ね、深く舌を絡め合わせる。

「ンンッ……」

　唇を離すと、柴田は両手で江森の頬を挟む。

「……俺、今まで生きて来た中で、今が一番、幸せだ……お前と愛し合えて」

「ホント？」

「ん……」

　そっと身体を離し、引き抜いて浅い部分をつつく。すると、

「ン……ハァッ」

　名残惜しそうに息を吐き出して、下腹全体に力を込める。

「浩司さん、欲しがりだね？」

「あ……んっ、バカッ」

　恥じらう柴田をぴったり抱き寄せた。深く入り、ゆっくりと腰を回す。

「……ア……ハァ……ッ」

　乱れ始める柴田を見詰めて、また心の中で尋ねる。

（ホントに僕でいいの？）

　だって、江森と知り合う前は発作を起こしたことなどないのだ……自分の存在が、大きな不安材料になっているとしか、思えない。どんなに愛し合っても、一緒に暮らしても、柴田の不安は大きくなっていくのだ。江森の力では、どうにもならない……。

（僕、もしかして浩司さんを幸せに出来ないのかも……）

　江森の望みは、柴田を幸せにすることだけのつもりなのに。

（そんな……こと、ないッ）

　不安に揺らぐ気持ちを必死で抑え、優しい愛撫を続ける。自分が動揺すると、柴田には伝わって、ひどく心を乱してしまうのだ。

　江森にゆっくりと追い上げられながら、柴田は陶然と微笑んでいる。が、満ち足りた幸せそうな中にも時折、瞳がちらちらと不安げに揺れることがある。すると太陽が急に雲に覆われたかのように、暗い影が顔に落ちる……。

「浩司さん、大丈夫だよ」

　そういった時、江森はすぐ抱き寄せて声をかけることにしていた。

「ん……」

　柴田はまた身体を寄せて微笑むが、見ているとその笑みが痛々しく感じられ、江森は胸が苦しくなる。

　親友の相沢和彦に二人の仲を知られたとき、「柴田を頼む」と言われた。それ以来、相沢の替わりにどんなことをしても柴田を幸せにしようと努力してきたが、発作を続けて起こされてから、自信が揺らいでいる。医者の仕事はストレスが多い。柴田は繊細だから、公私ともにサポートしてやれる人間がいいのではないか……自分は医者ではないから、力不足なのだ……その考えが、頭の隅から離れない。

「……ア……ンンッ」

　喘ぎが高まったので、江森は目の前の柴田に注意を戻す。

「……ンッ……五月……」

　夢見心地で唇を求めて来るので、深く口付けながら、急激に導かないように動きを緩やかにする。

「……ア」

　沸点に達しそうになっていたが、少し熱が引いて行く……が、満足げに江森を味わっているようで、また足を絡み付かせ、締め上げて来る。

（出来ない……浩司さんを手放すなんて）

　柴田を失ったら、死んだも同然だ。江森より他の男との方が柴田は幸せになれるかもしれなくても、そんなことは出来ない。エゴと言われようと、嫌だ。

（特に……坂口センセだけには、渡さない！）

　坂口利之……ついこの間、柴田の下についた研修医である。初め坂口は、口数の少ない柴田を誤解し、反発を覚えていた。そのため、衝突することもあって、柴田を散々悩ませていた。しかし一緒に働くうちに次第に惹かれて行き、終いには立派に柴田を支えるまでになったのだ。

　柴田が発作を起こした夜、江森が帰宅すると、坂口は枕元でいつも江森がするように、ベッドの中の柴田の手を握り髪を撫でていた。嫉妬のあまり、逆上して殴りつけた。柴田が止めに入らなければどうなっていたことか……。

　坂口が柴田の下で働く最後の日、スナックで二人が飲んでいる所に柴田を迎えに行った。自分のものである所を見せ付けようと、目の前で柴田を抱き寄せてやったが、動じる風もなかった。

　坂口は自分よりいくらか背が低く、細身で、眉は細く、やや気は弱そうだが面長の優しい顔の男で、真ん中分けのさらさらヘアに細い銀縁の眼鏡をかけ、驚く程、相沢和彦に雰囲気が似ていた。柴田が坂口に惹かれないという保証はないのだ。

　しかも坂口が第２外科に入局すれば……。

「嫌だ……」

　ぎゅっと背中へ廻した腕に力を込める。

「え？」

「あ……」

　知らず知らず、声に出てしまった。

「お前、良くないのか？」

　柴田はすっかり違う意味にとり、心配そうに下から顔を覗き込む。

「俺、さっき、いったから、今度はお前の番だもん、お前、好きにしていいんだぜ？」

　真面目な顔で言うので、かわいくなってまた口付けした。

「だめだよ、僕が本気、出したら、浩司さん、感じやすいからさっきみたいに、すぐ昇天しちゃうもん」

　江森は心を隠し、ちゃかすように言ってやる。

「バ……バカッ」

　柴田は首まで赤くなって、手で江森の胸を突っ張った。

「ひでーッ、お、俺ッ、お前に鍛えられて、少しは長くなったぞッ」

　マジで抗議するので、江森はくすくす笑った。

（まったくもう、この人ったら）

　多少もつようになったのは、江森が柴田のイく時のサインを見て取って、コントロールしているからなのに。

（本当にトロくて可愛いんだよな）

　笑い続ける江森に、柴田はぷっと頬を膨らませる。

「そりゃ、まだクチだと早いけどさ、じゃなきゃ、頑張って長くできるぜ？」

「そうだね、浩司さん」

　頭を抱き寄せると、耳元で囁いた。

「じゃあ、今夜は浩司さんの長いとこ、見せてよ？」

　愛の行為の傍ら、夜はゆっくりと流れていった。







「ああ……」

　江森が身体を離すと、柴田は小さく溜め息をついた。

　先程江森が宣言した通り、長い時間にわたって愛し合ったので、後ろは軽く痺れてきていたが、柴田は名残惜しくて自分で締め付けてしまう。

　固く確かなモノが体内から去ると、なんだか急に不安になるのだ。

　すると内部が急速に収縮しかかり、再び波が訪れそうになって柴田は思わず呻いた。

「どうしたの、浩司さん」

　苦しそうな表情に、江森は慌てて胸に抱き寄せる。

「あ……何でも……な……」

　何とか波をやり過ごし、柴田は広い胸に頬を押し付ける。

「も……平気だ」

　柴田の息が落ち着いたのを確かめると、江森はそっとあごに指をかけ、仰のかせる。明日のことを言わなくてはいけないのだ。

「あのね、浩司さん、ごめんね？」

「な、なんだ？」

　柴田は怪訝な声を出す。

「え、俺、すごく良かったぞ？　どーして謝るんだよ？　そりゃちょっと、長かったけど、平気だったもの」

「違うんだよ、浩司さん」

　いつもの柴田の勘違いに江森は笑いそうになったが、真面目な声で柴田を遮った。

「僕、明日、仕事が入っちゃったんだよ……麻酔科のゴルフコンペの手伝いなんだ」

「え……」

「二週連続でいないことになっちゃうから、だからごめんねって言ったんだよ？」

　なるべく密着する面積を増やそうと、江森はぎゅっと柴田を抱き締める。そして優しく髪の毛を撫でた。

「なんだ、そんなことかぁ」

　江森の大きな暖かい身体に包み込まれ、柴田はうっとりと眼を瞑る。

「しょうがねーよ、『ザ・接待』はＭＲの仕事だもんな。俺も明日は大学、夕方まで抜けらんないからさ、ちょうどいいって」

「けど、夜は寂しいんじゃない？」

　柴田はまたぷっと膨れて、江森を見上げた。

「俺、ガキじゃないんだから、平気だ！」

　でも、とちょっと眉根を心配そうに寄せる。

「……日曜は何時に帰ってくんだ？」

「なるべく早く、帰るようにするよ。夕方までには絶対！」

「……そっか」

　柴田は俯くとまた胸に顔を埋めた。

（そんじゃあ……行けないな……）

　実は柴田には、行きたい所があったのだ。

（ま、いいや。来週でもいいもんな）

　ＭＲが得意先の要請を断る訳にはいかないことぐらい、知っている。

（男は仕事第一にしなくちゃな……）

　柴田だってやっぱり医者の仕事を第一にしている。何度も江森との約束を「急患が入った」とキャンセルしているのだ。

　柴田が行こうと思っていた所は、祖父母の墓だった。祖父は柴田がまだ小さい頃に亡くなり、ほとんど面識はなかった。祖母の峰子の方は健康な女性で、自分の長男である柴田の父の元をよく訪れていた。母が家を出たさいには、両親の離婚調停が済むまでと、一時期柴田を預かってくれていた。

　それは柴田が小学校五年生の夏休みのことだった。

　峰子は元々後妻に入った柴田の母をさほど気に入ってはいなかったが、柴田のことは「内孫」として、それなりに大切にしてくれた。柴田にとっては親切にしてくれた数少ない肉親である。

　峰子は柴田が医学部在学中に亡くなったもので、今年の夏、七回忌を迎える。

　峰子の孫とはいえ、父が実の息子ではないと公言してはばからない有り様なので、いよいよ危ないという知らせは無論、亡くなってからも四十九日の法事すら柴田には出席の依頼はなかった。柴田自身も、親戚一同の非難の視線に晒されるのはごめんなので、それはかえって有り難かったが、たとえ一時期でも自分を預かってくれた祖母の墓参りぐらいはしたかった。

　お盆も近く、ちょうど七回忌の法要間近なので、行きたいと思っていたところで、それが「江森と一緒に」という気持ちが強くなったのは、最近のことである。

　少しずつ江森に自分のことを話すうち、なんとなく自分の育った町などを見せたいという思いが生まれたことに柴田は驚いていた。

（そういえば……相沢も……そーしてたもんな……）

　まだ学生の時だったが、相沢が今は妻である橋爪薫と卒業後結婚すると柴田に宣言した時、相沢は「僕達の通っていた高校を、薫が見たいって言うから、この前の日曜日、連れてったんだよ」と告げた。

　相沢はもちろん柴田が自分の事を想っているなど、知る由もない。むしろ柴田が喜ぶと思って言ったのだが……。

「よくバスケの部活のあと、お前と待ち合わせて、傍のハンバーガーショップに寄って帰ったって薫にも話したんだ。それでついでに、そこにも行ったけど、全然変わってなくってね。今度、三人で行こうな？」

　そう言われた時、柴田は相沢と一緒だった過去すらも、もう自分一人のものではなくなったのだと痛感した。その時感じた哀しみはもう江森の暖かな愛でほとんど溶けてしまっているが、雪の女王の割れた鏡のかけらのように、心の隅にまだ確かに存在している。

　その一方で、自分もまた相沢が薫に見せたように、江森に住んでいた町を見せたくなったという事実に、柴田は感動していた。

（なんか、考えることっておんなじなんだな……）

　それは柴田が自分の過去を江森と共有したいと願っているという意味なのだ。相沢が過去を薫と共有したのと同じように。

（そっか……）

　今まで自分はなるべく寂しかった過去を人に知られないようにしていた。あまり幸せでなかったこともあるが、やはり相沢と一緒に過ごした日々は、大事にとっておきたかったからかも知れない。

（でももう……）

　相沢と一緒だった時間は大切な思い出だけれども、もう秘密の宝物ではないのだ。江森との今の方がずっと自分にとっては宝物なのだから。

（そうなんだ……）

　柴田は自分から江森の首にすがりつくと、唇を求める。

（もうお前の方がずっと……）

　そう、相沢にとって薫が一番の宝物なのと同じように。

「浩司さん？」

　江森は口づけに応じながらも、柴田が寂しがっているのだと誤解する。

「大丈夫だよ、僕、すぐ帰ってくるから。日曜日はどこも行かないで休んで、体力温存していてよ？　帰ったら朝までずーっとやるんだからね？」

「バカッ」

　柴田は呆れ声を出した。

「そんなんじゃねーよッ！　もう、どうしてお前はそればっかなんだよッ」





　　　　　　　　　　　３




　次の日は朝から落ち着いた出だしだった。ポリクリの学生達は、ポリクリ係に連れられて外来の見学に行ったので、柴田はほっとして、病棟の仕事をもくもくとこなした。

　普段の土曜日であれば三時にはオフになるが、今日は夕方から月一回の定例の第１内科と合同のＣＰＣが行われる。

　ＣＰＣとは、不幸にして亡くなった症例の臨床経過・解剖所見などを通して、意見を交換するもので、今後に苦い経験を生かすための重要な会議である。外科と内科が一ヶ月交替で、自分の科からの症例を提示することになっていた。

　あいにくの天気で朝から小雨がパラついている。昼過ぎからは雨脚が強くなり、柴田は（大丈夫かな……五月……）と仕事をこなしながら何度も窓の外を見た。

　天気予報では西から天気が崩れるとあった。

（確か、那須高原のカントリークラブとか言ってたよな）

　医局で仕出し弁当を食べながらＴＶを見ると、北関東は曇りマークだったのでホッとする。雨でコンペが日曜に延びてしまったら、江森の帰宅は遅くなるのだ。

（俺……やっぱ、ガキかも）

「寂しいでしょう？」

　江森の言葉が蘇り、柴田は一人で顔を赤くした。昨夜の恋人同士の甘い語らいを思い出すと、ひどく照れ臭い。

 自分は感情の表現が苦手だった。小さい頃から家庭の不和もあって、大人しくなるべく目立たないようにしていたせいかも知れない。親友の相沢についに自分の心を打ち明けられなかったのも当然のようなものだった。

　江森は明るくて素直で、いつも自分に心を伝えてくる。江森のそばにいると、自分も素直になれるような気がする。自分の感情を人に伝えるのはまだまだ不得手だったが、江森が相手だったら何でも受け止めてくれると信頼していた。

（今年の夏休みは、一緒に取れるかな……）

　夏休みが待ち遠しいなんて、初めてのことだ。柴田にとって、夏はあまり良い思い出がない。母親が家を出たのも、小学校５年生の夏休みに入る数日前のことだった。

　そのあとは大騒ぎになり、柴田は両親の話し合いが済むまで、祖母の峰子の家にひと夏預けられていたというわけだ。

　相沢が薫と結婚すると告げたのも、夏のことだ……。

　夏は多くの人にとって華やいだ季節なのに、柴田には別離の秋の寂しさが必ず訪れるという宣告のようなものだ。

（でも……今年の夏は違う……五月と一緒なんだから）

　忙しい二人がスケジュールを合わせるのは至難の業かも知れないが、何日かは休みが取れるだろう。

（そうしたらやっぱり、まず最初にお祖母ちゃんのところへいこうかな……）

　柴田は考えていた。

　祖母の峰子は、溢れる愛情を柴田に注いでくれたという程ではなかったが、親戚の中では一番辛くあたらなかった人物だ。当時は物足りなく感じたこともあったが、今から考えれば随分と出て行った母の代わりに面倒を見ていた。

（中学に入った時も、親父の代理で入学式に出席してくれたし、時計と万年筆をプレゼントしてくれたっけ……）

　それは中学生にはとても高価すぎて、柴田はずっと大事にしまっていた。身につけるようになったのは、大学に入ってからだ。

　峰子は不動産会社を営んでいた夫の片腕となって、バリバリ働くしっかり者だった。柴田の祖父が財をなしたのも、祖母のお陰といってもいいかも知れない。柴田の父はその財産に加え、最初の妻の実家の手助けで病院を建てたというわけだった。一代で病院を建て、経営にも成功した父は、峰子の血を受け継いでいるのだろう。

　峰子は経営手腕があるだけでなく、常識的で社交家だった。男女の仲には厳しい一面もあり、柴田の母が婚前妊娠で後妻に入る時も「世間様に顔向けが出来ない」と随分反対した。まだ「出来ちゃった婚」などと軽く言える時代でもなく、田舎だったので当然のことだった。柴田を預かった時には、子供を置いて男と家を出た母に対する恨み言を、色々柴田にこぼした。それはねちねちとした陰湿なものではなく、どちらかというと七十を越えた歳になっていきなりまた子育てを任された困惑からの愚痴なのだが、まだ小さかった柴田には結構きつく感じられた。その上、既に不動産会社を自分の夫に引き継がせていた父親の妹も、よく祖母の家を訪れて柴田の母のことを非難した。

「あの女は、元々男に見境がないのよ。兄さんに妊娠をたてに結婚を迫ったんじゃないの。浩司だって誰の子かわかりゃしないわよ」

　財産分与のこともあるので、父の妹はなんとか柴田を実の子ではないのだと、峰子に信じさせたかったらしい。まるで一切の罪が自分にあるように思え、ひと夏の間に柴田はすっかり萎縮してしまった。その当時漏れ聞いた言葉の数々は、心に深い傷を残している。

　特に母が「淫蕩」と呼ばれるのは辛かった。

　ただ峰子は、そもそも自分の息子が多くの愛人を作ったのが原因で、柴田の母が愛想を尽かしたということも理解していた。

「まったく父親も父親なら、母親も母親だよ」

　そう隣の部屋で柴田の叔母と話しているのを、聞いてしまったことがあった。

「あの子は大きくなったらどうなるのかねぇ……両方から淫蕩の血を受け継いで、今から先が思いやられるよ」

　「淫蕩」という単語は小学校五年生の男の子には難しすぎ、柴田はあとでこっそり辞書を調べ、ショックを受けた。

　親戚が集まると、そのことはどうしても話題にのぼった。

　それは柴田が小さい頃から男の子にしてはえらく綺麗だったためなのだが、

「あの子が男で良かったよ。女だったら何人もの男を狂わせたに違いないもの」

「あの子の母は、男好きのする顔だったからねぇ」

　叔母たちが話しているのが何度か耳に入った。

　九月になって新学期が始まると、もう『担任教師と教え子の母との駆け落ち』事件は学校の大ニュースになっていて、柴田は「インラン女の息子」としていじめられることになった。「女のようだ」「綺麗」そういった言葉に敏感になり、ひどく嫌悪感を覚えるようになったのは、この時の幼時体験に根差していた。

　そしてのちに自分が男しか愛せないと気づいた時には、驚愕した。淫蕩の血が流れているのではという不安に加え、許されない同性愛という二重の罪を背負っているのだと思ったからである。

　以前に坂口から受けた「男に見境ない」といったニュアンスの非難は、柴田の心をひどく傷つけただけでなく、自分の性嗜好を恐るべき忌まわしいものと感じていた頃の精神状態に、柴田を引き戻していた。最近、不安発作を頻発させているのはそのためだった。

　深層心理の一番深くにしまわれている上、発作時の記憶のない柴田には、まるでわからないことなのだが。

　ふいに言い知れぬ不安が込み上げて来て、柴田はぶるっと身体を震わせる。

（なに、考えてんだよ……）

　明日になれば、江森は戻って来る。楽しい予定を立てよう……。無理やり自分に言い聞かせ、柴田は弁当の蓋を閉めた。

（病棟へ行って、早めに仕事を片付けるか）

　そうだ、そして今夜は月曜に予定されている手術の下調べもやっておこう。

　いつも柴田は前夜にすることにしているのだが、

（今日やっとけば、日曜の夜は五月をずっと過ごせる！）

　そこまで考えて、柴田は湯飲みを取り落としそうになった。

（違う……セ、セックスだけじゃない……）

　ずっと一緒に過ごすのはセックスだけが目的じゃないのだと、柴田は必死で自分に言い訳する。

（そういえば……）

　怪訝な顔をする周りの医師達の視線を避け、柴田は茶を飲みながら思った。昨日の江森はすごく優しかったっけ……それは今夜、柴田が寂しがるだろうと気を遣ってくれたからに違いない。気づいて柴田は胸が熱くなる。

（俺って、駄目だよな……いっつもあいつに気を遣わせてる）

　自分の方が年下なのに。

（俺も明日はうんと、五月に優しくしよう！）

　気合を入れて柴田は椅子から立ち上がった。

（ようし！　そのためにはまず仕事だ！）







　精神科の外来で、講師の小早川こばやかわ哲雄てつおは土井という男と向かい合っていた。小早川はがっちりとした顎に彫の深い顔で、髪は軽く後ろへ撫でつけ、暖かい細い眼をしたなかなかの男前だ。堂々とした体躯は自信に満ち、患者からも同僚からも信頼の厚い男だった。

　しかしこの土井にはてこずっている。実を言えば土井は自分の患者ではなく、患者の父親なのだ。土井の娘の百合子は、今、心理療法室でカウンセリングを受けている最中である。小早川は最近、車の事故で怪我をしていたので、包帯をぐるぐる巻にした足にサンダルを引っかけ、痛みが少ないように丸椅子に乗せていた。

　土井は仕方がないので、患者が横になるベッドに腰を下ろしている。

　患者である土井百合子は十四歳の中学生で、不登校と摂食障害の病名の元に、この二カ月、定期的に母親とともにカンセリングに通っている。主治医の小早川は、父親に会うのは初めてだ。これまでは父親への面談を提案しても、一度も一緒に来院したことはない。

　百合子がひどく父親を嫌っているせいもあっただろう。

　土井は青白い細面の顔に、生真面目そうな細い一重の眼、髪はオールバックにしてダークグレイのスーツを着ており、典型的な銀行員といった風貌だ。

　そもそもの始まりは、地方赴任になった父親に愛人が出来たことだった。思春期の多感な少女はそれに反発して不登校が始まったのだ。以前にも父親は浮気をしたことがあった。真面目な性格が災いして、遊びというよりはかなり本気に近く、一家は崩壊の寸前までいった。そのため今度こそ離婚は決定的と思われたが、男女の仲は推し量り難いものである。なんと母親は妊娠し、二人はよりを戻したのだ。百合子は母親も自分を裏切ったと感じ、症状はどんどん重くなっていった。

　そして今日は高齢出産の母親が妊娠中毒症で自宅安静を命じられたため、父親が百合子を病院に連れて来たという訳である。

　土井は額の脂汗をハンケチで拭いながら「みんな私が悪いんです」と呟く。

「土井さん、そんなことを俺に言う必要はないですよ」

　小早川はカルテに書き込みながら返事をする。

「俺が『そんなことはありません』と答えるのを期待してはいけない」

　土井ははっとしたように眼を見開いた。

「その通りだ。私はこの期に及んでまだ、『私は悪くなかった』と言って欲しいんだな、きっと」

　そして自嘲気味に言う。

「不良債権も、中小企業の倒産もリストラも、みんな銀行のせいじゃないと言ってきた。本当は一番悪いのは銀行なのにな。それとおんなじだ」

「土井さん、仕事の話を持ち込まないで下さい。今はお嬢さんのことが問題になっているんですから」

　小早川はカルテを捲ると、土井を横目で睨んだ。

「あなたにとっての救いは奥さんです。少なくとも奥さんはあなたを受け入れている、そうでしょう」

　敢えて浮気のことを口にするのは控える。小早川自身もバツイチだが、終わったことであれば追求しても無意味なのだ。

　土井は俯いたまましぶしぶ頷く。

「いいですか、ただ一人でも味方がいるあなたの方が、百合子ちゃんより幸せなんだ。百合子ちゃんは一人も自分を受け入れてくれないと感じている。それが病気の原因なんですよ？」

　小早川の言葉に土井は顔を上げ、「そんな、私はあの子をちゃんと……」と言いかけた。

　小早川はすぐに遮る。

「問題はあなたが幾ら主張しても、百合子ちゃんがそう感じていないことだ。あなたはそれを百合子ちゃんに伝える能力がないのだよ。たくさんのお金を動かすことは出来ても、娘の心を動かすことは出来ない」

　土井はむっとした表情になるが、唇を引き結んでまともに小早川を見詰めた。

「子供の問題はすなわち親の問題なのだ。困った子、では済ませられない。親子の問題なんですよ、分かりますか？」

　小早川が穏やかな声でゆっくりと語りかけると、土井は眉を寄せ、内面の何かを探るような神妙な顔付きになって押し黙った。

「俺は今まで何度もあなたに病院へ来るように言った。それでもあなたは、ありとあらゆる理由をつけて断ってきた」

「ああ……本当にその通りだ」

　土井は苦しそうに顔を歪めた。

「私は……私は……」

　言いかけて身体を二つ折りにする。

「痛……気持ちが悪い……」

「どうしたんですか！」

　小早川は椅子から腰を浮かし、怪我をしている足を引きずってベッドへ駆け寄る。

「土井さん！」

　口を抑える指の隙間からどす黒い血が滴るのを見て、「こりゃいかん」とベッドへ寝かせる。

「医者を呼べ！　じゃなかった、俺だって医者なんだよなー、ほんと、精神科医はこういう時、困るよなー」

　一人でボケとツッコミを演じながら、デスクへ戻って電話の受話器を掴んだ。深い仲である第１外科の木田博基をむろん呼ぶつもりだったが、

「あいつ、今日、学会でいないんだっけ！」

　気管支鏡学会が開催され、第一外科の医師の多くが出席している。五病棟にはきっと医者がいない、もしくは他科の手伝いをする余裕はないに違いないと舌打ちしてまたフックに戻す。

「えーい、誰でもいいや！」







　三病棟の電話が鳴って、近藤師長は応対しながら見回すと、ナースステーションには柴田しかいなかった。

（おやまあ、柴田先生をやったら、ライオンの檻に仔猫を追い込んじゃいますかね）

　小早川のかつての派手なプレイボーイぶりは、近藤師長にも知れ渡っている。ステディが出来たらしいということも聞き及んでいたが、それだけではその後どうなったとも確認出来ないことなので、まるまる信用する訳には行かない。そうは言っても、他に医者がいないのではどうにも仕方がなかった。

「柴田先生、精神科の外来へすぐ行ってさしあげて下さい、小早川講師が誰でもいいから医者を寄越せと言ってます」

　何やらよく分からないが、急患ということは間違いない。柴田は急いで階段を駆け降り、外来へと向かった。

　診察室に飛び込むと、小早川がなんとかカテーテル針で患者の輸液ルートを確保し、ショックを防ぐために全開で落としているところだった。

　看護師が枕元にしゃがんで血圧を計り、「９０の６０です」と報告する。

「２外の柴田です」

　名乗って近寄り、床に置かれた膿盆の中の多量の血液に気づく。

「吐血だ。かなりの量だよ。始めは黒かったが、あとの方はかなりフレッシュだ」

　精神科とは言え、さすがに医者なので小早川は的確に状況を説明する。すでに入れられたマーゲンチューブからもじわじわと鮮血が滲み出している。

「出血が続いているようですね。緊急内視鏡の適応でしょう」

　柴田は診察机の電話で、内視鏡検査室を確保する。

「俺、行って準備してます」

「宜しく頼むよ！」

　白衣を翻して出て行く柴田を見送ると、小早川はまた机に寄ってカウンセリングルームへ連絡する。百合子を診ている心理療法士の島村にいきさつを伝えた。

「百合子ちゃんを内視鏡室の前に連れてきてくれ」

　電話を切ったあと、看護師と一緒に土井を車椅子へと移しながら、ふと、今出て行った医者の顔を思い浮かべる。

（随分と綺麗な子だったなー）

　プレイボーイのＤＮＡはこういったときでも獲物を見逃さないのだった。





          　　　　　４







　研修医の坂口利之は、五病棟のナースステーションで術前検査のまとめをカルテに記載していた。

　今ついているのは、卒後八年というベテランの林という指導医だ。芸術家風の痩せた神経質そうな顔をしていて、初めて会った時は三病棟でついていた柴田浩司のように繊細なタイプかと思ったが、反対にざっくばらんな性格だった。最初は妙に構えた感じで、逆に坂口を質問責めにしていたが、これは坂口を試しているらしかった。数日もすると、任せられる奴とみたのか、何も言わなくなった。お陰で受け持ち患者の術前検査もすべて坂口が自分で計画し、こなさねばならない。しかし前の三病棟で、かなり柴田に鍛えられていたので、坂口にとってはそれ程重荷にでなく、やり甲斐があった。

　火曜日にある教授回診のプレゼン用に、大量のＣＴやＸ線写真の中から、もっとも典型的な所見を表す一枚をシャーカステンの前で選んでいると、第１外科で後期研修中の平野がやってきた。色が白く育ちの良さそうなソフトな二枚目の平野は、テニス部でも一年先輩に当たり、坂口には話しやすい相手だ。

　坂口に気づいて、「うわ、まだ仕事か。大変だな」と気の毒そうに声をかける。

「平野先輩だって仕事じゃないですか」

　坂口が笑いながら返すと、「僕は今、来たところさ」と受け持ち患者のカルテを開いた。

「午前中は木田先生と、気管支鏡学会に出てたからね」

　第１外科の木田博基医師は平野のオーベンで、憧れの人でもある。しょっちゅう後をついて回っているので、口さがない看護師達から「忠犬ハチ」と呼ばれているのだが、平野は温厚な性格なのでそう言われても却って嬉しそうにしている。

「木田先生は？」

「まだ午後のセッションを聞いてるよ」

　木田には坂口もつい先日、ちょうど当直していた時、平野と一緒に外来で会ったことがあり、強い印象を受けていた。

「ところで坂口、明日、暇か？」

　平野は突然尋ねる。

「え？　なんです？」

「いや、ほら、真鍋まなべさんに麻酔科のコンペに誘われてるんだけど、お前も一緒に来ない？」

「うわ、泣く子も黙る真鍋さんですかー」

　真鍋は麻酔科の女医で、テニス部の先輩だ。しかしコンペと言えばゴルフではないか。坂口は怪訝な顔をする。

「え、でも僕、ゴルフは出来ませんよ」

「そうじゃない、ゴルフ組とテニス組に分かれるんだって。で、テニスの方に誘われたんだよ」

　久しぶりのテニスで、坂口は心が動いた。

「行ってもいいですけど……」

　研修医だから参加を機会に麻酔科に入局するようしつこく誘われるもの嫌だ。

「メンツが足りないんですか？」

　平野は首を横に振る。

「いや、巧いのが揃うからさ、たまには本格的にやろうって」

　確かに初心者ばかりだと練習に付き合うという感じで、自分はあまり楽しめないということもある。

「テニス部の人、多いんですか、麻酔科って？」

　平野は「どうかな」という顔をした。

「うーん、詳しくは知らないんだけど、テニスの巧いＭＲも来るって言ってたよ。ほら、結構目立つハンサムなのがいたじゃないか、富士製薬だったかな」

　坂口の胸がちくりと痛む。

「江森五月って人ですね」

　柴田と江森が恋人同士であることを、ひょんなことから知っていた。柴田に惹かれている坂口としては、ライバルの顔など見たくない。

「すみません、僕、ちょっと用がありますんで、またにして下さい」

　断ったあと、気が付いた。

「ひょっとして麻酔科の先生達は今日から出掛けてるんですか？」

「ああ、そうだよ」

　平野はカルテを書きながら答える。

「じゃあ、ＭＲも？」

　期待を込めて、坂口は次の答えを待った。

「じゃないか？　普通そうだろう」

　ということは……今晩は江森は柴田と過ごさないのだ。二人が仲睦まじく寄り添う様を想像し、坂口の胸が今度はずきりと痛む。同棲中の恋人同士なのだから、仲がいいのは当たり前とも言えるが……。坂口が生々しく感じてしまうには理由があった。

　以前、柴田が江森を激しく求める現場を見たことがあったのだ。それは柴田がパニックディスオーダーという不安発作を起こし、坂口がマンションへと送っていった時のことだ。柴田は抱かれないと発作が収まらず、しかも周りの状況が目に入らないという状況にあった。それでも自分の見ている前だったので、この時はかなり坂口もショックを受けた。あの時の柴田の切ない喘ぎ声が耳に蘇り、坂口は背中がぞくりとする。

　少なくとも今夜、柴田があの男に抱かれて喘ぐことはないのだとほっと息を漏らした。

（そうか……それより）

　今夜、柴田を食事に誘ったらどうだろう。病院では誰の手も借りずに仕事をこなし、外観からは冷たく孤独を好むと思われている柴田が、本当は繊細で寂しがりやということも坂口は知っている。

（江森さんがいなくて寂しいと思ってるかも知れない）

　これはチャンスと、坂口は元気が出る。仕事を片付けようと、一気にスピードを上げた。

　山のような写真を一枚ずつ仕分けしているうちに、昨日の検査結果がまだ届いていないことに気づく。

（放射線科へ取りに行こう）

　平野に「じゃあ、失礼」と手を振って、ナースステーションから出た。







　坂口が放射線科の外来に行くと、受付ですらりとした背の高い看護師が報告書を整理していた。

「すみません、五病棟の赤堀さんのＭＲＩ、ありますでしょうか」

　ＭＲＩとは原子核の磁性を利用して物体の構造を分析する最新の検査法だ。

　坂口の質問に、栗原という看護師が顔を上げる。陽気な顔付きの栗原は、坂口の名札を読んだとたん、鼻白んだ顔になった。

「ちょっとお待ち下さい！」

　つっけんどんに言うと、奥の読影室へ「芝元先生」と声をかけた。

「赤堀さんのＭＲＣＰの結果、出来てますかって！」

「おう」

　太い声がして、ゴリラのように毛深い腕を半袖の白衣から出した大柄な医者が顔を出す。

　坂口のネームプレートで研修医と知ると、親切に手招いた。

「今、書いてるとこだ、こっちへ来るか？」

「はい」

　坂口はおとなしく中へ入る。

「えっと、こいつだ」

　芝元は写真をシャーカステンに貼って説明してやる。ＭＲＣＰとはＭＲＩを利用した検査で、膵臓で作られる膵液という消化酵素が十二指腸へと流れ出るルートを、造影剤を使って描出するものである。ＭＲＩがなかった頃は、内視鏡を十二指腸まで入れてそこから造影剤を膵管に直接流し込む、ＥＲＣＰという大変な検査しかなかった。今は患者は寝ているだけで痛みを伴わずに検査が出来るようになっている。

「報告書にも書いておいたが、ここだ、膵管から造影剤が流れ込んでる」

　検査結果を読影し、報告することは放射線科医の業務であり、その報告書を元に他科の医師は臨床診断を下すのだ。坂口の受け持ち患者は膵臓に大きな腫瘤があり、膵臓癌が疑われた。そこでＭＲＣＰを行ったわけだが、放射線科医の診断は膵嚢包という良性の疾患だった。

　丁寧な説明を受け、坂口は「ありがとうございます」と写真と報告書を持って外へ出る。

　栗原はつんとあごを上げて後ろ姿を見送る。芝元を見上げて「芝元センセったら、あんな奴に親切にしてやること、ないのに！」と悔しそうに言った。

「え？　なんでだよ？」

　多少口は悪いものの、いつもは明るく優しい栗原なので、芝元は目を丸くする。

「あのねぇ、芝元先生、あの人はね……」

　続けて聞いた衝撃的な話に、芝元はギョロ目を白黒させた。







　写真と報告書が入った袋を抱えて坂口がロビーへと出ると、遠くに白衣を翻して走っている男がいる。

「柴田先生じゃないか！」

　坂口の見ている前で、柴田は内視鏡室へ飛び込んだ。

（急患かな……手伝おう！）

　坂口も走りだした。ノックして部屋に入ると、やはり柴田が内視鏡の準備をしている所だった。

「急患ですか？　僕、手伝いましょうか？」

　柴田は少し戸惑ったが、うんと首を縦に振る。土曜日の午後で、医師も看護師も手薄だ。研修医とは言え、坂口に介助してもらえればスムーズに運ぶ。

「じゃ、今、患者が来るから。一応、血管クリップと止血用エタノール液を準備してくれ」

　まもなく小早川が看護師とともに車椅子を押して来る。持っていた胸部写真と血液検査データを柴田に渡した。たとえ緊急でも、術前検査は必要なのだ。

「何年ぶりかな、内視鏡なんて」

　小早川は検査機器を興味深く眺める。

「モニターで見られるから、最近は便利だよな。俺らが学生の頃は、術者しか見られなかったんだよ」

　柴田はデータにさっと目を通し、頷いて内視鏡の検査に入った。手早く電子スコープを口から進めて行く。吸引を繰り返し、出血箇所を探す。モニターにはスコープから送られて来る映像が映っている。

「ＡＧＭＬですが、深い潰瘍がありそうですね」

　ストレスや薬剤の副作用で起こる急性の胃粘膜病変をＡＧＭＬという。表面の炎症や軽い出血だけのこともあるが、時に深い潰瘍を伴うこともある。

「何か、最近、あったんですか？」

　小早川は腕を組んで、「まあ、ストレスだろうな」と同意する。

「ここだ」

　柴田は手を止める。モニターの画像には、胃粘膜から細く赤い糸のようなものが出ているのが映っている。

「動脈性出血ですね」

　介助についていた坂口は言う。

「ああ。緊急検査をやって正解だったな」

　小早川もモニターを覗き込んで、ピュッピュッと血液が噴き出しているのを見て目を丸くした。

「うわっ、出血してる！」

　血管が潰瘍底に露出して、そこから出血しているのだ。動脈性のものでは止血はかなり難しい。

「金属クリップで留めますか？」

　坂口が柴田に尋ねる。

　スコープの構造はダブルルーメンという二重構造になっていて、患部を診ながら先端部分に器械を取り付けて作業出来るようになっている。いわばマジックハンドだ。

　坂口は挿入する鉗子の先に金属クリップを装着する準備を始める。

「いや、まずエタノールを注入してみよう」

　柴田はスコープを器用に操り、先端に装着してある注射器で、露出している血管の周囲にエタノールを注入していく。エタノールには蛋白質を固定する作用があるため、注入した部分が固くなる。いわば糊で固めたような形で出血が止まるのだ。

「出血が少なくなって来ましたね」

　坂口は吸引瓶に溜まった血液の量を確認する。

「あ……」

　柴田は振り返り、坂口の顔を見た。

（そうだ……いい機会かも）

「坂口、手、代わろう」

「え？　僕ですか？」

　坂口は何度かスコープを操ったことがあったが、止血などの処置は初めてだった。

「いいから、ＥＭＲの練習にもなる」

　柴田は坂口にスコープを手渡す。

　ＥＭＲとは早期の胃癌やポリープの切除に適応される、内視鏡下での粘膜切除術だ。

「そう、そのまま。気をつけろ。深く入れると、穿孔の危険がある」

　坂口は柴田の指示に従って注入を続ける。露出していた血管が白色に変化し、出血が止まったことを確認すると、柴田は終了を告げる。

「トロンビン末、散布しますか？」

　坂口の問いに「あとでマーゲンチューブから入れよう」と答えた。

　看護師が輸液バッグを止血剤の入ったものと交換し、土井の身体を楽にしてやった。今まではスコープを操作するため、横向きで膝を曲げるという姿勢を強いられていたのだ。

　小早川は近づいて毛布をかけてやると、「百合子ちゃんを入れるよ」と言う。

「え……百合子が」

　検査室の扉が開いて、桜色のワンピースを着た小柄な三つ編みの少女が入って来る。スイッチが付いて辺りが明るくなり、見慣れぬ機器に囲まれてベッドに寝ている父親の姿に、百合子は真っ青な顔になった。

　小早川は「良かったな、土井さん！　血が止まって」と百合子に聞こえるように言う。そして柴田に、「なあ柴田先生、やっぱストレスで潰瘍になったんだよな」と大声で話しかけた。

「いや、必ずしもそうとは……」

　言いかけて柴田は、少女の背後で小早川が盛んにウィンクをして合図を送っていることに気づく。

「あ……ああ、そうだと思います」

　多分そう言って欲しいのだろうと、後片付けをしながら柴田は答えた。

「な、やっぱりなー。百合子ちゃん、お父さんは君のことが本当に心配でたまらないんだよ」

　小早川はそっと少女に話しかけた。

「うそよ！」

　頑なに少女は首を振る。

「口だけなのよ！　この人に心なんてないんだから！」

「あのな、言葉にして巧く言えない人っているんだよ。すると身体が代わりに言うことがある。苦しいとか辛いとかもそうだ。心がない人なんていないんだからさ」

　小早川はゆっくりと少女に語り続ける。

「お父さんの身体は胃潰瘍という症状で、本当は君のことを心配していると言ってたんだよ、分かるかな」

　百合子は黙ったまま、ベッドに近寄る。ぐったりと眼を瞑ったままの父親を見下ろし、そっと毛布を顎までかけた。

（しばらく二人にしておこう）

　看護師を残し、小早川は柴田達と外へ出た。そして、「助かったよ、柴田先生」と頭を下げる。

「あの女の子は俺の患者でね。父親とうまくいっていないんだ。今度のことは俺もたまげたが、なんていうか、不幸中の幸いって奴で、これが契機になってくれるかも知れないな」

　土井は柴田が受け持つことになり、柴田は三病棟に電話して、ストレッチャーを頼むことにした。坂口に、「介助、助かったよ」と言う。

　坂口は「とんでもないです」と答えた。

「それより、いい経験をさせていただいてありがとうございました。来週、実はＥＭＲの症例を持つ予定なんです」

「あ……ああ」

　柴田はまた口数の少ないモードに入る。もう坂口は慣れているので、笑いながら「先生、僕が下についていた時より良く教えてくれて、ずっと今の方はオーベンぽいですね」と言った。

「もっと先生の下についていたかったなあ」

　柴田は顔を赤らめ、「なに、言ってんだよ」とそっぽを向く。

　患者を迎えに来た三病棟の看護師は、微笑む坂口とその隣で赤い顔をしている柴田を発見し、眼を丸くする。

（まぁ、近藤師長に申し送りしなくっちゃ！）







　相沢和彦はがらんとしたロビーを横切って放射線科の外来窓口に顔を出す。

「芝元先生はいらっしゃいますか？」

　もう土曜日の三時を過ぎているので、外来は主任看護師が残っているだけだ。

　中年のむっちりした小柄な主任は、病院内でも評判の良い相沢を見ると優しく微笑んで「どうぞ」と返事をする。

「読影室でお待ちですよ？」

　相沢は軽く礼をして、奥へと入る。倉庫のような小部屋に顔を突っ込んだ。

「芝元、ごめんごめん、遅くなって」

　プロレスラーのような大柄な半袖の白衣を着た男が、ファイルキャビネットをかき回しているところで、広い背中で「おう」と唸る。

「えーっと、あった、あった、これだ」

　キャビネットの奥から写真を２、３枚、引っ張り出す。

「典型的ヘルペス脳炎って言ってたよな、うん、これだ」

「じゃあ、すまないけどちょっと借りるよ。ちょうど症例がヘルペス脳炎なんで、比較にいいと思って」

　芝元は大きな茶色の袋に写真を入れてやった。

「なんだ、学生の講義か？」

「いや、第２外科とのＣＰＣなんだ」

　第２外科という言葉で、芝元はふと思いつく。

「相沢さぁ、お前、中学からずっと柴田と一緒だったんだろ？」

「ああ、そうだけど」

　芝元は太い腕を胸の前で組むと、にやりと笑う。

「お前さぁ、柴田の奴がホモって、前から知ってた？」

「え……ええッ」

　相沢は絶句して目の前の男を睨む。

「確かにあいつ、やたら綺麗だしさ、ホモっていった方が納得だよなー」

　無遠慮な大声を、相沢は「やめろ！」と遮る。

「な、なんだよ？」

「例えゲイだろうがそうでなかろうが、他人のプライベートなことをあまり言わない方がいい」

　きっとした口調に、芝元はやれやれと肩をすくめる。

「お前は相変わらず真面目だなー」

「そういうことじゃない！」

　相沢はさらに厳しい声で言い渡す。

「いいな、柴田を傷つけるようなことは、僕が許さないぞ！　余計なことを人に言うんじゃない！」

　芝元は焦って「違う、違う」とグローブのような大きな手を振った。

「俺はさー、柴田の味方だって！　あいつのことは俺も心配してるんだぜ？」

　まだ怒っている相沢の機嫌を必死でとる。何しろ相沢は柴田の親友なのだ。

（こいつが俺の悪口を柴田の奴に吹き込んだら、俺の目はないもんな）

　なんとか柴田に気に入られたいと思っているのに。何しろ九年間も、自分でも気づかないまま、柴田に片思いしていたのだから……。

「俺にだって、あいつは大事な友達なんだからさー、俺があいつを傷つけるわけ、ないだろ？」

「なら、いいが……」

　相沢は少し肩の力を抜いた。

　柴田がちょっとした言葉の裏にあるニュアンスを感じ取ることに長けているのは知っている。それは長い間、母親の駆け落ちのことで色眼鏡で見られていたせいなのだ。

「みんなに柴田のことを、偏見に満ちた眼で見て欲しくないんだ。柴田はただでさえ、傷つきやすいんだから……」

　柴田が小さい頃、いじめを受けていたのは、芝元も知っていた。「確かに」と大きな手で角張った顎を押さえ、頷く。

「そういや、こないだ、揉めてたもんな」

　さっき写真を取りに来た研修医の顔が思い浮かぶ。

「揉めていた？　どういうことだ？」

　相沢は初耳だった。自分が関連病院に出張中に、何かトラブルがあったのだろうか……。

「いやさ、なんでも下についた研修医がね……あいつがホモって知って、一緒に働きたくないってゴネたんだと。それぐらいならともかく、なんか嫌がらせをして怪我もさせたらしいぜ？」

　芝元はその情報を、放射線科外来の栗原という看護師から仕入れたばかりだった。栗原の親友で寮の隣の部屋に住んでいる看護師が三病棟に勤務しており、柴田ファンクラブの会員なのである。怪我うんぬんのところは、伝言ゲームのように若干間違って伝わっていたが。

「えっ、そんなことが……誰なんだ、それは？」

　相沢は顔色を変える。

「確か、坂口とかいう奴だ」

「坂口……」

　そう言えば、内科病棟によくその名前の研修医が第２外科から転科して来た患者の診察に来ていたっけ。

「いつの話だ？」

　相沢は食い下がる。

「先月のことだよ」

（そうか、それで……）

　やっと合点がいった。その坂口という研修医はなぜかいつも一人で診察に来ていたのだ。

（柴田と働きたくないからに違いない）

「他にも柴田を困らせる奴はいるのか！」

　相沢は気色ばむ。

　芝元は「どうかなー」と首を捻った。

「まあ、確かにホモなんて、あんまり大声で言うようなことじゃないし、あいつ、そのあとも普通にしてるからな。医局で困ってることもないらしいぜ」

「……良かった」

　相沢は大きく安堵の溜め息をついた。芝元がなせ柴田の情報に詳しいのか、ちょっとひっかかるものがあったが、写真の入った袋を取り上げると「ありがとう」と礼を言う。

「これからも柴田の話、聞いたら教えてくれ、頼むよ」

「まかせとけって！」

　相沢の信頼を勝ち取って、芝元は嬉しくなった。

（これで俺の株が上がる）

「柴田の奴は、俺が守ってやるから、安心しろよ！」

　分厚い胸を、拳でどんと叩いてみせた。
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　四時過ぎ、柴田が医局に戻って一休みしていると、坂口利之が入って来た。

「柴田先生！　さっきはどうもありがとうございました！」と、声をかけてくる。

「……ああ」

　デスクで医学雑誌を読んでいた柴田は、ちらりと振り返って首を小さく振る。三週間自分の下についていたので、これでも柴田自身は大分打ち解けたつもりでいる。が、坂口はくすくす笑い出した。

（相変わらず無愛想なんだな、この人は……さっきはあんなに話してくれたのに）

　笑われた柴田は、「何だよ？」と怪訝な顔をした。

「いえ、何でもありません」

　考えてみれば、柴田が他の人に無愛想な方が坂口はありがたいのだ。

（これ以上、ライバルが増えて欲しくないからね）

　にっこりすると、柴田のデスクに近づく。

「さっきの患者さんはいかがですか？」

「ああ、血圧も落ち着いてる。痛みもないようだ」

　必要最低限の答えにまた坂口は苦笑した。

「それより柴田先生、これからどっか、ふけませんか？」

　こっちの問が本命なのだ。すると柴田は医学雑誌から眼を話さず答える。

「駄目だ。ＣＰＣがあるだろ、勉強になるから、ちゃんと出た方がいいぞ」

「相変わらず、お堅いですねー」

　柴田は年下の坂口にからかわれて、赤くなった。

「お前、先輩になんだよ、その口のきき方は！」

　江森が留守という情報を仕入れていた坂口は、柴田がフリーと踏んでの誘いだったのだが、あっさり断られたのでがっかりした。

「しょうがない、僕も一緒に出るか」

「当たり前だろ！」

　今日のＣＰＣは第１内科の担当だ。ＣＰＣは病院棟の四階の会議室で行われるので、医局のある研究棟から病院棟へと向かった。おおむね、古くからある病院では『四』という字を使うことを避ける。入院患者が自分の病棟や病室に『四』の字がつくことを嫌うからだ。老舗のＪ医大付属病院も例外ではなく、四階には病棟を置かず、検査室や会議室などを配置していた。

　二人は連れ立って病棟のエレベーターに乗った。すると、ポリクリ係の北原に率いられた学生達が既に乗っている。

「ウッ」

　柴田はなるべく目を合わせないようにして、坂口の影に隠れたが、すぐ「柴田センセ！」

と、女子学生の黄色い声を浴びてしまった。

「どうも、昨日はありがとーございましたッ」

「……ああ」

　低くつぶやくと、早く四階に着いて欲しいという願いを込め、扉の上の表示盤を見詰める。坂口はわざと驚いた声で「柴田先生、学生にも人気、ありますねー」と囁いた。

「……なんだよ、それ」

「僕がポリクリで廻った時は、ぜーんぜん、声もかけてくれなかったのに、ずるいなー」

「………」

　女子学生は美形が二人身体を寄せて囁きあっているのを見て、もう有頂天になってしまった。

（三病棟の師長さんに、報告しなきゃ！）

　実は昨日、柴田ファンクラブの存在を知り、即、入会したのだった。

　柴田が会議室に入ろうとすると、後ろから肩に手をかけられた。

「柴田」

　暖かく、心に染み渡るような……どんなことがあっても聞き間違えることのない、その声……。

「相沢！」

　振り向く前に答えていた。

　眼の前にやはり相沢が立っていた。

　すらりとした長身をダブルの白衣に包み、両手にはたくさんの印刷物を抱えている。メタルフレームの眼鏡の中の瞳は、いつものように優しい。

「ちょっと、話がある」

　隣に立っている坂口を気にしながら小声で言うので、坂口に先に入るよう眼で合図すると、人を避けて壁際へ行く。相沢は優しい眼の中にも、何か気遣わしげな様子を漂わせ、柴田をじっと見下ろした。意志の強そうな太い眉をひそめる。

「柴田、今日は出ない方がいい」

「ええっ？」

　何を言われるか少し構えていたので、かえって拍子抜けしてしまう。

「え？　なんでだ？」

　きょとんと見上げる。

「あ……いや」

　柴田の反応に、相沢はハッとしたように視線を逸らす。講堂へと入って行く白衣姿の人々をしばらく眺めると、また柴田に視線を戻す。

「あ、すまん、何でもないんだ、ごめんな」

　にっこり笑って、その場を離れていく。

（……なんだったんだ……今の……）

　相沢の言動が、まるで柴田には理解不能だった。

　会議室に入ると、坂口がはじの方に席を取っていて「こっちですよ！」と呼ぶ。

「随分はじっこだな、スライドとか見にくいじゃねーか」

　坂口はくすくす笑う。

「つまんなかったら、ふけちゃいましょう。そのために端っこにしたんですよ」

「何、言ってんだ……」

　椅子の上に配られていたプリントを取る。

（相沢が発表するのか……）

　相沢は春先三ヶ月程、厚木の病院に出張しており、そこで担当した症例らしかった。

　照明が暗くなり、相沢が壇上に現れる。スライドを指し示しながら、説明を始めた。

「症例は○川×朗、二十四才男性……主訴は痙攣と意識障害……」

　症例は水商売の男性で、喧嘩に巻き込まれて腹部を刺され、外科に運ばれたのだった。ナイフは下大静脈を傷付けており、多量の輸血と緊急手術のおかげで即死は免れたが、ショックから多臓器不全というやっかいな状態に陥った。肝臓・膵臓・腎臓・肺など、主な臓器がほとんど機能しなくなるのである。

　集中治療室で必死の治療が続けられたが、そのうち痙攣が始まった。主治医の外科医は、肝不全から高アンモニア血症をおこしたものと考えた。アンモニアは体内の代謝産物で、肝臓で無害なものに変えられ、腎臓から排泄される。肝臓の機能が衰えると、体内に蓄積され、脳障害を引き起こすのだ。血中のアンモニア濃度を低くする治療が行われ、効を奏したにも拘わらず、痙攣は収まらない。原因として他に考えつかなかったため、外科医は内科にコンサルトした。

　スライドに患者の脳波が映し出され、相沢がマイクに向かって話し続ける。

「高アンモニア血症に特有な３相波は認められず、sporadic spikeが側頭葉から頭頂葉にかけ、広範に出現しています」

「……あ」

　小さく柴田が声を出したので、坂口は柴田の顔を窺ったが、照明が暗くスライドの明かり程度では表情が読み取れない。

　相沢の説明が続く。

「この脳波はヘルペス脳炎に特有のものと我々は考えました。患者の既往歴を詳しく調べようと、知人や勤め先から事情を聞いた所……」

　少しの間があって、

「患者は同性愛者で、不特定の対象との性交により単純ヘルペスに感染しており、受傷直前まで近隣の皮膚科より、抗ウィルス剤の軟膏を処方されておりました」

（出ない方がいいって……こういうことだったのか……）

　柴田は頭の中が冷たくなって行くのが分かった……今まで同性愛者の話題が出たり、授業で習ったりしても、動揺したことはなかった。が……相沢に自分がホモセクシュアルであると告白したことがこういう形で……相沢の憐れみを受けることになるとは、思わなかった。

「ＭＲＩ所見の典型例ですが、両側の側頭葉を中心に、Ｔ１強調画像で低信号領域が……」

　マイクを通して響く相沢の声が、だんだん遠ざかって行く。

　祖母や叔母が隣の部屋で声高に母を非難していた日の記憶が、鮮明に蘇る。

「あの女は、誰とでもやる女だったわ！　その子ですもの、とんでもないことになるわよ、きっと！」

「あれが再婚する時、そう思ったんだよ、尻軽に違いないって。へんな病気でも持っているかも知れないわよ」

　頭がガンガン割れそうに痛む。

（俺、憐れまれたのか……）

（俺がやな思い、するって、思ったのか）

（俺も、誰とでもやるからって）

　相沢にもしあんなことを言われなければ、別に良くあるケースとして、受け取ったに違いない。膝に置いた拳を握り締める。細かく身体が震え始めた。

　ＣＰＣは病理所見に移っている。

「脳炎発症はステロイドによる免疫抑制のためと思われ……」

　しかし柴田には、もう相沢が何を言っているのか分からなくなって来た。

（五月も……俺の……こと）

（ホモセクシュアルは誰とでもって……）

　隣に座っていた坂口が、柴田の異変に気づいた。

　坂口は先程相沢が何を柴田に言ったかは知らない。しかし柴田の様子から、同性愛者の話題で柴田の心が傷ついたというのは分かった。青ざめて唇をわななかせているので、まずい展開になったと悟る。二人一度に退出したら、注目を集めるかもしれない……そう思い付き、そっと一人で席を外すと、後方の扉から外へ出る。

　すぐ一階下の三病棟に駆け降りた。

　ナースステーションに入ると、近藤師長が勤務表を作っている。

「あら、坂口センセ、お久し振り」

　師長は他の看護師達と同様、初め坂口のことを駄目な奴と思っていたが、柴田の下で驚くほど成長したので、最近見方が変わっていた。今勤務している五病棟でも、評判は良いと聞いている。

「師長さん、お願いがあるんです」

　坂口は深々と頭を下げる。

「はぁ？」

「四階の会議室に電話して、柴田先生に三病棟にくるように言ってくれませんか？」

　師長は少し考える。

「ご自分でおかけになれば宜しいのに」

「ちょっと『わけあり』なんです」

　素直に言うので、師長は心を決め、受話器を取り上げた。







　まもなく降りてきた柴田の顔色が真っ青なので、師長はひどく驚いてしまった。

「……なんですか」

　今にも消え入りそうな声で尋ねて来るので、何と答えようか迷っていると、坂口が一歩踏み出す。、

「すみません、先生、師長さんに共犯になってもらって、ふけようと思ったんですよ」

　坂口は柴田に声をかけ、傍に寄って肩を抱いた。

（あらら）

　そのまま観察していると、柴田は嫌がる風もないので更に驚いてしまう。

「……お前、いつのまにふけたんだよ」

「いいじゃないですか、つまんないんだもの。既往歴を外科がちゃんととらなかったから、なんて内科に文句言われるような話、聞きたくないもの。ね、だからもう酒でも飲みにいきましょう」

　師長が見ていると、声は明るいが表情は気遣わしげで、肩に置いた手にはしっかり力が込められているようである。

　何かあったというのは誰にでも分かるが、それを坂口が柴田を気遣ってワザと呼び出したということは、師長の観察眼をもってすれば簡単に推測出来た。

「……うん」

　柴田の口調が変わり、柔順な色合いになったのが分かって、師長はまた『あらら』と思った。

（こりゃー、江森は分が悪いわね）

　これからはますます眼が離せない、と師長は嬉しくなった。







　病院の近くにある行きつけのスナックに行った頃から、坂口は何か変だと思い始めていた。柴田は極端に口数が少なくなり、坂口の話を聞くだけである。見上げる顔はなんだか子供のようで、ひどく柔順で肩に手をかけてもなんの反応もない。

　勧められるままに、ウィスキーの水割りを口にする。だんだんとピッチが上がっていくので、坂口は「つまみも食べて下さいよ」と注意するが、相変わらず食べる量は少ない。

「先生、少食なんですね」

　心配になって話しかける。

「いつも江森さんと、どんなもの、食べるんですか？」

　何げなく尋ねると、ふっと柴田の目がおぼつかなくなった。

「……え？］

「だから、江森さんとですよ」

「……ああ」

　答えずに柴田はグラスを空にした。

「先生、今度僕の手料理を御馳走しましょうか？」

　坂口は思い切って誘ってみる。

「てりょうり……？　お前、出来るのか？」

「ええ、僕、得意ですから。柴田先生、どんなのが好きですか？」

　柴田はグラスを置くと、坂口を見上げて微笑んだ。

「俺……手料理なんて、知らねー」

「え？　お母さん、作ってくれなかったんですか？」

「……うん」

　またまずいことを聞いたかも知れないと、坂口は焦って柴田の顔を窺う。

　しかし柴田は黙ってグラスを傾け続けた。

　そのうち不思議なことを言い始める。

「だからさ、さっきの話だけど……ポリクリの学生に俺がさ」

「ええッ」

「ほら、この前、緊急オペで１内から回って来たケースがさ」

　記憶がまるで錯綜している。表情も変わらないし、呂律が回らないというわけではないので、酔ったせいとも思えない。坂口が発作を起こした柴田を見たのは一度きりだったので、今の状態が発作の前駆症状だとは思いも寄らなかった。が、さすがに医者だけあって、事態の深刻さに気付き始めた。

「先生、もう帰りましょう、家まで送りますよ」

「……うん」

　坂口が腕を取ると、柴田はおとなしく体重を預ける。細かく身体が震えているのがわかり、坂口は驚愕した。

（とにかくすぐ寝かせたほうがいい）

　発作を起こした夜もベッドに寝かせたのだ。

　折悪く雨脚が強くなっていて、タクシーに乗るまでに二人とも濡れてしまう。

　案の定、タクシーでマンションに着く頃には、柴田はがくがく震え、とても一人では歩けない状態になっていた。マンションの前にも大きな水たまりができていたが、柴田は気づく様子もなく、その中に足を踏み入れる。

「先生！　大丈夫ですか？」

「……だいじょぶ」

　肩を貸して震える柴田を支え、何とか部屋までたどり着く。

　玄関に入ると、柴田は支えている坂口を押し退け、バスルームへ向かう。

「吐くんですか？」

　心配になって付いていくが、扉を閉められてしまった。

　扉の前で耳をすませていると、シャワーの音が始まる。

　次の瞬間大きな物音が中でするので、あせって飛び込んだ。

　見ると、柴田はワイシャツとズボンのまま、びしょ濡れになってタイルの床にぺったりと座っている。眼を瞑り上を向いて、湯を顔一杯に受けている。

「先生！」

　声をかけると、ぼんやりとした眼で振り返る。そして座ったまま、呆けたようににっこり笑うので、坂口はぞっとした。

「先生、しっかりして下さい！」

　シャワーを止めると、抱きかかえて外へ連れ出した。

　他人の家のこと、どこになにがあるかも分からないので、取り敢えず下着を残して全部脱がせると、ベッドルームへ連れて行く。間取りは一度来たことがあるので分かっていた。

　柴田をベッドに寝かせると、坂口はぎゅっと手を握った。

（前の発作の時も、こうやったら落ち着いたからな）

　震えは収まっていたが、柴田は坂口をじっと見詰めたままだ。誰かまるで判別出来ないようで、不思議そうな顔をしている。

（どーいうことだよッ、これッ）

　いわゆる見当識障害というやつかと坂口は診断する。周囲の状況がまったくわからなくなる状態なのだ。

　以前のパニック発作より、ずっとたちが悪い。

　まさかこんなに具合が悪くなっているとは……坂口は心が暗くなった。

（誰のせいなんだよ、こんなにしたのは）

　江森に対する怒りが沸き上がってきた。

（恋人だって？　こんなに発作を起こさせたんじゃあ、全然柴田先生を守ってるなんて、言えないじゃないかッ！）

　ふと、柴田が細い指で頬に触れて来る。

「五月？」

　にこにこして手を首にかけ、引き寄せようとする。

「ちょ……ちょっと待って！」

　江森と間違えているのだ。

　唇を重ねようとするので、無理矢理引き離すと「五月……」と、掠れ声でつぶやき、悲しそうな顔になる。

　だが、応じる訳にはいかない。坂口は柴田に惹かれているとはいえ、男とは経験したことがなく、果して求めに応じられるかどうかも分からない。更に、たとえ応じられたとしても、判断能力のない病人を相手ではプライドが許さなかった。

「大丈夫ですよ」

　言いながら、髪を撫で続ける。

　柴田は納得しないようで、再び強くしがみついてきた。

「五月？」

　尋ねながら、身体を擦り付ける。首を伸ばし、坂口の顔に自分の顔を寄せた。

「ま、待って下さいッ」

　抵抗するが、唇を重ねられ、舌を入れられてしまう。

（なッ……なんだよッ、この展開はッ）

　いくら柴田が自分より細身で背が低いとは言え、一応男である。必死で求めて来るので、なまじの力では引き剥がせない。そのうち、

（スキンシップで満足するかもしれない）

　思い付き、抵抗を止め、ぎゅっと抱き締める。

　すると力を抜き、大人しく身を委ねてきた。両手で坂口の頬を挟み、覗き込んで安心した様子で微笑む。至近距離で見る柴田は、切れ長の眼を潤ませ、細い眉に小さな顎、桜色の唇はわずかに両端をあげ、儚い笑みを湛えており、坂口は背筋がぞくりとした。これ程色気があるとは思ってもみなかった。

（ま、まずい……）

　身体が反応し始めたのが分かった。男相手に自分が反応すると思っても見なかったので、坂口は狼狽する。

　柴田は知ってか知らずか、張り切った下腹部を擦り付けてくる。そして甘えたようすで坂口の胸に顔を埋めると、何やら小さな声で言う。

「え？」

　耳を寄せて聞いてみると「……俺……幸せだ……」とつぶやいている。

（柴田先生！）

　こんな発作を起こしてるくせに！　そんなわけ、ないのに……胸が苦しくなって、抱いている腕に力を込める。

「先生！」

　声に出すと、顔を仰向けにさせ、激しく口付けた。

「ア……アア……ンッ……」

　聞いたことのない甘い声が柴田から漏れる。

　もう止められなかった。

　頭の隅に良心のかけらを残したまま、坂口は下着に手をかけ、引き降ろす。

（今はとにかく、こうするしかないんだ、落ち着かせるためには……）

　それが自分への言い訳に過ぎないということが、坂口にもわかっていたが……。
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　柴田が眼を開けてみると、カーテンの隙間から梅雨の谷間の暑い日差しが、部屋の奥まで差し込んでいる。が、空調はほど好く効いていて、シーツもひんやりと心地よい。あたりには微かにコーヒーの薫りが漂っている。

　昨夜のことはぼんやりとしか覚えていない。見ると、下着一枚でバスローブを身に付けている。

「……え？」

　身体がまるで激しい行為のあとのように軋み、腰もひどくだるい。

「……え」

　上半身をやっとの思いで、ベッドの上に起こす。

「先生」

　聞き慣れない声がしてびくりと眼を上げると、坂口がコーヒーマグを持って、ベッドルームの戸口に立っていた。

「先生、昨日、悪酔いしたんですよ？」

　ベッドに歩み寄ると、マグを差し出す。

「……俺？」

「そう、覚えてないでしょう？　ベロンベロンに酔って、僕が連れてきたんです」

「ああ……」

　真っすぐにこちらを見詰める。嘘のない、真面目な眼に思えた。そう言われて、坂口と一緒にスナックへ行ったところまでは、かろうじて思い出した。

「……すまん」

「もう、大変でしたよ、道の真ん中で寝ちゃって、ずーッと引きずってきたんですから。身体、痛くありませんか？」

「……ああ」

　軋みはそのせいだったのかと理解し、柴田はほっとしてコーヒーに口を付けた。

「……ちょっと痛い」

　何も覚えていないという不安が、年下の者に面倒を見られたというばつの悪さに取って代わった。

　坂口はベッドの端に腰を下ろして、コーヒーを飲む柴田を心配そうに見詰めている。空になったコップを受け取ると「先生、もう少し寝てた方がいいですよ」と、顔を覗き込んだ。

「……ああ」

　頭もどろっと重かったので、柴田は言われた通りに大人しく毛布の中に潜った。

「何か、食べた方がいい。お粥かなんかだったら、入りますか？」

　坂口が枕元で膝を付いてじっと見るので、柴田は顔が赤くなってしまった。

「……ん」

　初めて自分の下についた時は、我がままで子供っぽい奴と思ったが、知らない間になんだか自分より年上にでもなったようだ。なんとなく自分の弱みを握られてしまったようで、照れ臭い。

　坂口は顔を真っ赤にしている柴田を、しばらくいとおしそうに見詰めていたが、立ち上がり、キッチンへと入って行った。

「僕、ボーイスカウトに入ってましたから、料理は得意なんです」

　大声で言いながら、戸棚を開け始めた。

（ええッ？）

　何も入っていない。

　冷蔵庫を開ける。

　やはり、調味料とビールとポカリスウェットしか、入っていない。そういえば、コーヒメーカーとレンジはあるものの、炊飯器も見えない。あとはやかんと中型の片手鍋だけだ。

　そこら中の扉を開けてみた。

「先生！　お米とか、ないんですか？」

「……ない」

（嘘だろーッ）

　またしても怒りが込み上げて来た。

（あいつ、一緒に暮らして、何してるんだ！）

　柴田が物に執着せず、自分の身体を構わないのは誰が見ても分かる。恋人として同棲してるなら、気を使ってやらなきゃいけない筈なのに！

（あいつのしてることって、先生を抱くだけなんじゃないか！）

　………昨夜の柴田との行為は、坂口の想像を遥かに越えたものだった。

　柴田は手荒な愛撫を求めた。坂口が身体の心配をする程に……。不安を紛らわすために特別だったのかも知れないが、

（いつもあんなセックスを二人はしているのだろうか）

　あの大柄な男が力に任せて柴田を抱くのかと思うと、そしてセックスだけで柴田を縛っているのかと思うと、我慢がならない。

　いつのまにか、爪が掌に食い込むほど、手を固く握り締めていた。

　気を取り直すと、ソファにかけておいたブルゾンを羽織り「ちょっと、コンビニに行ってきます」と声をかけ、外へ出た。

　近くのセブンイレブンでレトルト食品を手当り次第に買って戻ると、柴田は再び寝入っていた。仲間内では冷たいと評される切れ長の眼を閉じ、いつも七三に撫で付けてある髪は乱れてバサバサになって、額にかかっている。病院で見せる有能な医師というイメージとはまったく掛け離れた、子供のように頼りない寝顔なので、とても自分より年上には見えない。溜息をついて、しばらく寝顔を見詰めていた。







　昨夜から降り出した雨は上がり、さわやかな朝が高原に訪れていた。

　クラブの宿泊施設には温泉も完備しており、土曜日のゴルフコンペが終わってから一行はゆっくりと温泉に浸かり宴会に臨んでいたので、今朝は皆、寝坊しているようだ。朝一番にスタートする数人が、ロッカールームから着替えて出て来たが、Ｊ医大の医師たちではもちろんなく、クラブハウスのロビーは閑散としている。

　その中で、江森ともう一人の担当者は、朝からまめまめしく働いていた。

　もう一人の幹事は田辺という別の製薬会社のベテランＭＲで、ゴルフの腕もシングルである。長年にわたりＪ医大を担当しているので、教授・助教授クラスのＶＩＰの接待はお手のものだ。体力の限りを尽くしクルクル走り回って働く江森とは、お互いを補い合う良い関係と言える。

　今日は昨日に引き続いてハーフラウンドを回る医師達と、クラブハウスに付属しているテニスコートを借りてテニスを楽しむグループに別れる予定だ。

　もちろん会社のテニス同好会にも入っている江森がテニス担当で、田辺はほっとしていた。

「俺はテニスなんか出来ないから、助かるよー」

　ロビーの一角のカフェテリアで、参加者名簿を検討しながら田辺は江森に話しかける。

「いいえ、教授のおもりを田辺さんにお任せしちゃって、こっちこそ申し訳ありません」

　既に短パンにポロシャツというテニスルックに着替えていた江森は、昨日の皆のスコアを読み上げながら答える。

「えっと、じゃあ大崎先生はハンデが28だけど、昨日の調子ではあんまり良くなさそうだ。こっちの組へ入れよう」

　ゴルフコースを回る場合、一組の定員は三、四人なのだが、ある程度腕が揃っていないとプレイが上手くいかない。メンツを決めるのにはなかなか気配りが必要なのだ。

「あいつと回るのは嫌だ」

　などと注文をつける医師もおり、組割りは経験豊富な田辺でなければ務まらない。

「テニスの方は何人なんだ？」

「僕を入れてちょうど八人なので、二面、借りておきました」

　江森は元気よく答える。

「十時から一時までって予約しましたけれど、田辺さん、お昼はどうします？　そちらに合流した方がいいですか？」

　田辺は少し考える。

「そうだな、ゴルフ組はもっと早く終わるからな。朝食の時に解散とするか」

「そうですね」

　十時少し前に、江森がテニスボールの沢山入ったバスケットとスポーツドリンクのペットボトルを手にロビーへと顔を出すと、テニス組の医師達が集まり始めていた。

　筆頭で取り仕切っているのは、二児の母で今年三十五歳になる真鍋という女医である。ラファエル前派描くところの美女のような、くっきりと黒い眉に大きな眼をしていて、たっぷりの黒髪を太い三つ編みに編んでいる。背はそれ程高くないが、手足がとびきり長く、学生時代からテニス部に所属し、東医体という医学部間のスポーツトーナメントで優勝したこともあるテニスウーマンだ。

　ビシバシ打ち込んでも忍耐強くラリーを続けてくれる江森はお気に入りで「エモちゃん、今日も宜しくねッ」と声を張り上げる。

「真鍋先生、お手柔らかにお願いしますよォ」

　江森が手をブンブン振ってそちらへ向かおうとした時、フロント係が「ちょっと失礼」と呼び止めた。

「富士製薬の江森さんですね？」

「ええ、そうですが」

「お電話が入ってます」

（え？　誰だろう？）

　柴田なら携帯にかけてくる筈だが……。

　江森は真鍋にバスケットを「すみません」と預けると、受話器を取った。

「江森さんですか」

　すると聞き馴れない声が耳に届いた。

「江森さんですね。僕は第２外科の坂口利之です」

（ええッ）

　金曜の夜、柴田を抱きながら坂口に嫉妬を覚えていたばかりだ。大声を出しそうになって、慌てて飲み込む。

「何の御用でしょうか？」

　電話の向こうで、坂口は何やらためらっている。

「あの」

　もう一度江森が尋ねかけた時、「……柴田先生のことですが」と坂口が掠れ声で話し始めた。

「……実は昨夜、僕と飲みに行ったのですが、その時飲み過ぎまして」

　電話口でいきなりパニック発作を起こしたと告げるつもりはなかったので、坂口は嘘をつくことにした。

「それで具合が悪いため、今、僕が付き添っていますが、江森さん、何時に帰ってこられますか？」

「ええッ」

　突然の話に江森はついて行くのがやっとである。

（坂口先生が……今、浩司さんと一緒にいる……？）

　むらむらと嫉妬心が沸き起こるが、それよりも柴田の身体のことが心配だと必死で頭を働かせる。

（付き添ってるって……まさか入院したってことか？）

「今、どこにいるんです！　具合が悪いって、入院したってことなんですか？」

　江森は真っ先にそれを尋ねた。

「いえ、柴田先生のマンションです」

「そうですか！」

　それならば取り敢えず重症ではないのだと、江森は少し安心した。

「何時頃、帰れますか？　僕はそれまでいますので」

　坂口の冷静な話振りに、次第に江森は苛立ってきた。

（マンションにずっといるつもりなのか？　浩司さんと二人っきりで……）

　しかし今すぐ帰ることは出来ない。何もかも放り出してすぐさまミラージュに飛び乗りたかったが、苦しみながらも江森は「四時頃になります」と答えた。

「わかりました、それでは」

　事務的な口調で電話が切られた。

　もやもやとした心のまま、江森は受話器をフックに置く。

（まさか……そんなことはないよな……）

　坂口が柴田に惹かれていることは分かっている。だからといって、具合の悪い柴田を坂口が無理やり抱くなんてことは……。

（あるわけないよな）

　坂口のことは気に入らなかったが、きちんとした真面目な青年医師と認識している。

（そうだよな……多分、坂口先生はお医者さんだから、具合の悪い浩司さんをおいていけないだけなんだ）

　ふいに、この前発作を起こした夜、ベッドの柴田に付き添って髪を撫でていた坂口の姿が目に浮かんだ。

（飲み過ぎって言ってたよな……まさか、発作じゃないよな……）

　いや、坂口は発作を起こした柴田を知っている。

（発作なら発作と言う筈だ）

　無理やりそう思い込むと、床に置いたラケットを取り上げ、急いでコートへと向かった。

　江森と組んでダブルスを楽しんでいた真鍋は、しばらくしてどうも変だと気づいた。

　相変わらず抜群の運動神経でコートを走り回っている江森なのだが、時折、ひどく険しい眼をして空を仰いでいる。真鍋がボレーを決めても、一呼吸遅れてからやっと「ナイスボレー」の声がかかる。

　昼近くベンチでスポーツドリンクを飲んでいる時、思い切って真鍋は江森の傍に寄り、皆に聞こえないように囁いた。

「何かあったの、エモちゃん？」

「……え」

　一瞬江森の大きな眼が宙を泳ぐ。

「いえッ、何でもありませんッ」

　元気ににっこりしたが、やんちゃな男の子達の母親でもある真鍋は、江森を優しく見詰める。

「どうしたの、変よ、エモちゃん？　何があったのか、言ってごらんなさいな」

「真鍋先生……」

　江森はペットボトルを両手で抱え、俯いた。

「ちょっと、知ってる人の具合が悪くて……」

「さっきの電話ね？」

　見抜かれて江森はこっくりする。

「病気なの？］

「いえ、そんなんじゃないんです。たいしたこと、ないから」

　顔を上げない江森の肩に、真鍋は優しく手をかけた。

「帰りたいんでしょ？」

「いえッ、本当にたいしたことないんですから……」

　しかし暗い声音に真鍋はピンときた。たとえ病気が軽くても心配でたまらないなら、相手は当然、

「大事な人なのね？」

　江森は反射的に真鍋を振り向いてしまった。

「そうなのね」

　真鍋はにっこりする。

「エモちゃん、帰りなさいよ。あとは私がやっとくから」

「いえ、そんなことッ、とんでもないですッ」

「いいのよ、どうせこいつらは私のクラブの後輩で、私が右を向けと言えば右を向くんだから」

　きっぱりと真鍋は言い切ると、ベンチから立ち上がってパンパンと手を叩く。

「はい、みんな、エモちゃんが帰るから、いろいろ段取りをしてもらってお世話になった礼を言いなさい！」

　サーブの練習をしていた若手医師やら、休憩していた者やらが一斉に真鍋の元へ走ってくる。真鍋は女子部のキャプテンも務め、さらに卒業後も鬼コーチとして合宿に参加しているのであった。

「どうも、ありがとうな、江森君」

「ご苦労さん、楽しかったよ！」

　整列してお行儀良く礼を述べるメンバーの前に真鍋は立ち、江森に向かって「ほら、早く帰りなさいよ」と命じた。

「ボールはちゃんとクラブハウスに返しておくからね」

「ありがとうございますッ」







　江森が三時過ぎ、マンションに帰りついたとき、柴田は大分持ち直してパジャマに着替え、ベッドの上に上体を起こし、枕に寄り掛かっていられるようになっていた。

「浩司さん！」

　ベッドルームに駆け込んで叫ぶ。

「あ……俺、だいじょぶだから」

　柴田の具合は良さそうで、江森はほっとして坂口を振り返った。

　が、坂口の顔は厳しく、咎めるような眼で江森を見ている。

（なんだよ）

　少しむっとしたが「お世話になりました」と、頭を下げた。坂口は「じゃあ、柴田先生、僕はこれで帰ります」と抑揚のない声で言うと、ベッドルームを出て行く。

「送って来ますから」

　江森が柴田に声をかけると、急に不安そうに「すぐ、帰ってきてくれよ」と、声を震わせたので、何やら様子がおかしいと気付いた。

　単に飲み過ぎたというだけではなさそうだ。

（まさか……）

　沸き上がる疑念を抑え、江森は微笑みながら、

「浩司さん、すぐですから」

　ベッドに歩み寄って、手をぎゅっと握ってやる。

「……うん」

　柴田は弱々しく握り返した。

　玄関の所で坂口は待っており「ちょっと話があります。外にでましょう」と言う。

　連れ立って駐車場へ行くと、ミラージュの助手席の扉を開けた。坂口は黙って中に入る。江森も反対に廻り、運転席に座る。

　坂口はしばらく前を見たままでいたが、決心したように運転席の方を向く。江森の顔を見詰め、「あの人、また不安発作、起こしたんです」と言った。

　一番聞きたくなかった言葉に、江森は即答出来ない。辛うじて一言だけ発した。

「……あ」

　その気の抜けたような声に、坂口はカッとなった。

（なんだ、こいつッ、分かってないのかよッ、大変だってことがッ！）

「『あ』じゃないでしょう！　どういうことですか！　しょっちゅうあんなことがあるんですか？　もしそうだったら、僕はあんたを許さないよ！」

　激しい言葉が口をついて出る。

「あんた、あの人の側にいながら、何の役にも立ってないじゃないか！　さっきだって、だいどこ、見たら、お米の一粒もないんだ！　いつも外食してるわけ？」

　柴田の悲惨な有り様を目撃して、胸が潰れそうになったことを思いだし、江森に怒りをぶつけた。

「あんたの役割って、なに？　柴田先生のマンションに転がり込んで……セックスしてるだけ？」

　はたから見れば、その通りなのだ……カアッと頭に血が上る。が、江森は言い返せなかった。それどころか発作を起こしたと聞いた瞬間から、心の中にどす黒い不安の渦が沸き上がって来ている。

「坂口先生、浩司さんは昨夜は発作だったんですね？」

　震える声で、確認する。

「今、言ったでしょ！」

　発作の時、柴田は記憶が混乱し、求める癖がある……知らず知らず、江森はハンドルを握り締めた。

「それじゃ、あの人……まさか……」

　そのあとはとても口に出せなかった。

　江森の様子を窺い、坂口は言い澱んでいたが「ええ、抱きましたよ」と、きっぱりと言った。

「……！」

「嘘、言ったって、わかっちゃうでしょう。今夜、あんたがあの人を……抱けば」

（そんな……ッ）

　江森は心の中で呻く。

　バシッと拳でハンドルを叩いた。

　最悪の事態に息が止まりそうになる。

　世界のすべてが色を無くしたように感じられた。

　坂口は江森の手を見詰めたまま「仕方、なかったんだ。いつもああなんですか？」と尋ねる。『ああ』というのが何を意味するかは分かっていたが、江森には答えられなかった。

「あの人は分かっていなかったから、絶対、知らせないで下さいよ、僕が……抱いたってことは」

　坂口は江森を睨む。

「……分かってますよ」

　やっとの思いで江森は掠れ声を出す。柴田の性格だったら、例え記憶が錯乱していたとしても、自ら江森を裏切って他の男に抱かれたと知ったら……本当に精神のバランスが崩れてしまうかもしれない。医者でない江森にも、それぐらいの予想はついた。

「何も覚えていないと思うけど、念のため、救急箱にあったハルシオンとブランデーを飲ませときましたから」

　一緒に飲むと、普通の人でも睡眠薬とアルコールの相乗作用で、記憶を失ってしまうのだ。

　坂口はドアの取っ手に手をかける。が、また思い返して江森を振り返った。

「とにかく、あんたはあの人にふさわしくないよ！　あんたは何もしてないじゃないか。それにあんな発作を起こすなんて、他の人に知れたら、あの人は医者としてやってけなくなるかも知れない」

「ええッ」

　そんなことは、今の今まで、考えたことがなかった。

　呆然としている江森を、蔑むように坂口は見る。こんな簡単なこともわからないのか、といった調子だ。

「だって、そうでしょう！　もし、手術中に起こしたら、どうするの？　あんたがいつも側にいて、セックスしてやるわけにいかないでしょう！」

「あ……」

　激しく乱れる柴田を想像して、顔が赤くなってしまう。

「あんなになるなんてッ、もし、知られたらッ」

　その通りだった。

　冷静で腕の立つ外科医として、病院では通っているのに……不安発作を起こして、抱かれなければ治まらないなんてことが知られたら、とても病院には居られないだろう……江森は初めて事の重大さに気付いた。

「あんたのせいで、あんなになるんじゃないの、もしかして」

　その言葉に、江森はまるでナイフで切られたような痛みを胸に感じた。

「だって、昔からああだったとは、思えないよ！」

　もし、江森のせいだとしたら……俯いて唇を噛み締める。

　自分は浩司さんを幸福にするどころか、不幸にしているのだ……

　江森が何ひとつ、言い返せないでいるのを見て、坂口は溜息をついた。柴田のためを思えば、今ここで、この男を追い詰めても意味はない。坂口は理性的に考えられるたちであった。とにかく今重要なことは、柴田の精神状態が安定することである。もし、江森まで柴田が失ってしまったら……自分にすぐ、代役がつとまる自信はない。が、

「江森さん！　とにかく！　柴田先生はしばらく、あんたに預けておくよ。そのうち必ず貰いに行くからね！　でも、あんたがちゃんと面倒を見られないなら、今すぐ僕のマンションに連れて行く」

　きっぱりと宣戦布告してやった。

「……けっこうです」

　江森にも多少のプライドは残っていた。

「あなたには分からないかもしれないけれど、僕達の間は、ちょっとやそっとのことではビクともしない。あの人は僕がちゃんと守りますよ」

「いいでしょう、僕は柴田先生が幸福になればいいんだ。そのためには、あんたと別れた方がいいと思うけどね」

　言い捨てると、車から出ていった。

　江森はしばらく俯いて運転席に留っていた。思考がまったくまとまらない。坂口との会話が断片的に頭の中を、飛び回る……。長く柴田を一人にはしておけない。ふいに気付いて、重い身体を引きずるようにして部屋に戻った。

「浩司さん」

　ベッドルームを覗くと、柴田は再び毛布に潜っていたが、江森の顔を見て腕を差し延べる。表情は、暗く、不安に満ちている。悪い夢を見て脅えている子供のようだと、江森は胸が詰まった。

「浩司さん！」

　側へ行くと、ぎゅっと抱き締めた。柴田は少し震えていたが、やがて溜息と共に身体の緊張が抜けて行く。

（なぜ発作を起こしたんだろう……）

　相沢とのやり取りを江森は知らなかったので、見当がつかない。ただ枕元に座り、優しく髪を撫で続けた。
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　夜になると柴田は起き上がってリビングに移り、いつものように翌日の手術の下調べが出来るまでに回復していた。江森は邪魔をしないように、コンピューターを置いてある部屋に移り、自分の仕事にかかった。本当は側で柴田の顔を見ていたかったのだが……

　医学書を読んでいる時の柴田は、少し唇をへの字にして眉を寄せ、真剣なきつい眼になっていて、惚れ惚れする程きりっとして見える。優秀な医者そのものといった雰囲気で、いくら見ていても見飽きない。江森が二番目に好きな、柴田の顔だった。

　ディスプレイを見ながらも、柴田のことが頭から離れない。

　ふと、坂口の言葉が蘇った。

『あの人は医者として、やっていけなくなるかも知れない』

『もし、手術中に起こしたらどうするの？』

　その通りだ。もし病院で柴田が発作を起こしたら……。

「あんたのせいで、あんなになるんじゃないの？」

　耳元で坂口の声が聞こえたようで、江森はビクリとした。

（僕の……せい？）

　そうかも知れない。だって、江森が相沢のことでひどく嫉妬した時、柴田は倒れてしまったじゃないか。

　真っ青な顔で瞼を閉じ、全身を震わせて横たわっていた柴田が目に浮かんだ。あんな所を坂口先生や相沢先生以外の人が見たら……。そしてそれが江森のせいなら。

（……それって……僕は浩司さんの人生を駄目にしちゃうってこと？）

　キーボードを叩く手が止まる。両手で頭を抱え込んだ。

　どのくらい長い間、そうしていたか分からない。

「五月？」

　訝しげな柴田の声で振り返ると、戸口に柴田が心配そうな顔をして立っている。

「どしたんだ？」

　側へ来ると、江森の頭を抱え、頬を寄せて来る。

「……俺、心配かけた？」

「ううん！」

　わざと明るい声を出した。

「今日は大叩き、しちゃってさー、ハーフなのに６４だったんですよォ、もー歩いたのなんのって！　疲れちゃって……」

「なんだ、そーだったのか！」

　ほっとした様子を見せたので、コンピューターを切るとそっと抱きかかえた。

「もう寝よう、浩司さん？」

「うん！」

　が、ベッドに入ると、江森は柴田を胸の中に抱き、髪を撫でるだけだ。

「……しようよ」

　柴田が不満そうに言うので、髪に口付けしてやる。

「今日はやめときましょう。身体、心配だから」

「どーしてだよッ、俺ッ、悪酔いしただけだぞッ、日曜はうんとするって、こないだ、言ったくせにッ」

　身体を擦り付けて求めるので、溜息を隠し、パジャマを脱がせ始めた。

　坂口が昨夜抱いた身体を……江森は気が進まない。

「わかっちゃうでしょう、今夜、あなたが抱けば」

　坂口は言っていたっけ。

（でも……）

　何も覚えていない柴田をうまく説得することは出来そうにない。

（気づかれないように振る舞わなくては）

　すっかり脱がせてしまい、いったん皮膚を触れ合わせると、今度は急に確かめたい気持ちが沸き起こってきた。

（もしかしたら……そんなに……たいした事はなかったのかも）

　自分以外のモノで柴田が満足するはず、ないじゃないか。しかし秘部に指を伸ばすと、そこは堅く閉じていて、指一本をも拒む。激しい行為の翌日はいつもそうなのだ。

「ウンッ……ク……ンッ、ア……」

　少しずつ挿入していくと、涙を滲ませて苦しがる。

「……ね？　やめよ？」

　耳元で囁くが、柴田は「やだ……ッ」と自分の手で江森の手を促す。なんとか第２関節まで挿入すると、少しずつ掻き回し始めた。内部はいつもより熱く、トロけるように柔らかくなっている。これも激しい行為のあとの特徴だった。が、指の根元は締め付けられ、二本に増やすことも出来そうにない。

「浩司さん、ちょっと、抜くよ？」

「……え」

　柴田が声を出す前に、素早く指を抜く。顔を下腹部へと移し、腰を抱え上げると、舌を使い始めた。堅く収縮した部分を丁寧に廻りから舐める。  

「ア……アアッ……ダ……メだッ」

　後ろを舌で責めると激しく乱れるので、昨夜のことを考えるとあまり身体に良くないのではと思ったが、こうでもしなければ傷付けずに入れることは、とても出来ない。

「ウンッ……ハァッ……もッ」

　執拗に舌を使っていると、緊張が抜け、愛撫に反応してヒクヒクと蠢き始める。

「ア……ンッ、ウ……ンンッ」

　少し開いた所に舌先を差し込む。

「アンンッ」

　やがて蕾が開くように、盛り上がって柔らかく熱くなっていく。そっと指を入れ、動かすと、もう十分飲み込める程になっているので、身体をずらし、自分のモノを押し当ててみた。

「ア……ンッ」

　柴田は眼で欲しいと訴えかけてくる。

　何も知らない、いつもと同じ柴田の眼差しに、少しだけホッとするものを覚えた。

（そうだよ……浩司さんは何も知らないんだから、何もなかったと同じなんだ！）

　自分に必死で言い聞かせる。いつもと同じに、柴田を満足させてやればいいのだ……。それは自分だけが出来ることなのだから。

「浩司さん、いい？」

「……んッ」

　ぐいと一気に突き入れる。

「アアアッ」

　身体を反り返らせるが、きつい部分を通り過ぎると吸い込まれるように内部に分け入った。粘膜は既に前戯なしでも柔らかく、待ち望んでいたモノを与えられ、生き物のように絡み付いてくる。

（え……）

　江森はぎくりとした。

（これって……）

　昨夜の行為の余韻が残っているのだ……。

（そんなに……ヤッたってこと？）

「ア……ンッ……イイ……ッ」

　甘い喘ぎが漏れ始めたが、柴田のモノはまだ十分な反応を見せていない。時折ヒクリと首を擡げるが、力なくまた項垂れ、指の愛撫にもあまり応えない。

（何回、いったんだろ）

　愛撫しながら、江森はつい考えてしまう。昨夜、吐き尽くしてしまったのに違いなかった。

　柴田はまるで記憶がないので、恥ずかしそうに「やだ、俺、どしたんだろ」と、小さな声で言う。

「お酒のせいだよ、きっと。安いお酒、飲んだんじゃない？」

　柔らかいモノを指で弄びながら、囁く。

「大丈夫、僕のテクでいかしたげるよ」

「……バカ」

　ゆっくりと腰を使いながら、丁寧に指で愛撫を続けていると、次第に欲望の形をとり始めた。

「ア……ハァッ……んッ」

　やがて先端から透明な液が滴り落ちる。

「アア……いいッ、五月ッ……お前のッ」

　堅い存在に突き上げられるたびに、喘ぐ……その顔を江森はじっと見詰めていた。

　柴田の中はいつもより数段柔らかく、全体で締め付けて来て、もう自分も弾けそうだった。ところが熱い下腹部とは正反対に、頭の中はどんどん冷えていくのだ。

（浩司さんは……こうやってあの男のを……）

　ふいに坂口を呑み込んで喘ぐ柴田の映像が頭に浮かび、背筋に冷たいものが走った。

（駄目だッ、集中しなくっちゃ）

　江森はかぶりを振って妄想を追い払うと、腰の動きを早める。

「ア……アンッ……もッ、五月ッ」

　喘ぎのピッチが早まり、江森の腰に絡み付いた足に力がこもる。

「ウウ……ンンッ」

　柴田は自分でも江森の動きに合わせ始めた。江森の手の中のモノもいつもと同じに熱くなっている。

「ア……アアアッ……ンッ」

　到達が近い……柴田はうっとりとした表情で江森を見上げる。

（ああ……この顔だ）

　江森が一番好きな顔なのだ。僅かに眉根を寄せ、切れ長の眼は潤んで、白昼夢を見ているように焦点は合っていない。薄い唇を少し開け、喘ぎが漏れるたびにピンク色の舌がチラチラする。そして到達の瞬間、その表情が凍結する。江森だけに見せる、江森だけの柴田の顔……の筈だった。

（何回、見せたんだろう）

　またそこへ考えが行ってしまう。思わず力いっぱい突き上げ、ぐいと握り込む。

「アアウウッ」

　痛みを感じたのか、悲鳴に近い声があがる。

「ご、ごめんッ、浩司さんッ、痛かった？」

「……だ、だいじょぶだ」

　小さく答えると、再び集中して江森の動きに合わせる。

「……ウウッ……もッ……握ってッ」

　身体が痙攣し始めたので、動きを止め、根元を握ってやった。

「ンンッアアアッ」

　先端から僅かばかりの液が零れ落ちた。

「ウ……ウンンッ……ク……」

　柴田はいつになく苦しそうに顔を歪め、下腹を波打たせる。

「ア……アアッ」

　身体を捩って、自分の手を中心に持っていく。萎え始めたモノを掴んで扱いた。

「ウッ……俺ッ、出ないヨッ……ク、ウッ」

　放出したモノが少なく、鎮まらないのだ。

「だいじょぶ、いったよ」

　乱暴に動かす手をはずさせ、背中を撫でるが、呻き続ける。

「だってッ……」

　泣きそうな声になるので、

「さっき、僕が痛くしちゃったから」

　囁いてやる。

「ご、ごめん、俺ッ、か、感じてるのにッ」

　震え声を出し、江森にすがりつく。江森に応えられなかったことで、どうも自分を責めているようだった。

（これだから……）

　抱き締めて「大丈夫」と囁き続けた。

　そのうちに柴田は落ち着いて来て、甘えて胸に顔を擦り寄せ、「お前、いってくれよ」と小さな声で言う。

「うん」

　が、江森は集中出来ないのだ。先程柴田が放出した液は殆ど透明で、いかに昨夜坂口の身体の下で吐き尽くしたかを物語っていた。発作を起こすと柴田は自分から求めるから、坂口を責めることは出来ない。そして柴田だってまるで周囲のことが分からなくなってしまうのだから……もしも責められるべき人間がいるとしたら、それは昨夜柴田を１人にしておいた江森なのだ。でも……頭では分かっていたが……ブンブンと首を振って考えるのを止めると、グイと両手で柴田の腰を捕える。強く打ち込み始めた。

「ウウッ」

　柴田は必死で耐えている。打ち込まれるたびに、頭を反らし、滑らかな喉元をさらけ出す。喉仏がヒクヒクと動くのが見えた。細い指でシーツを掴み、身体をくねらせ、苦しそうな中にも時折、官能の表情が過ぎる。その姿を見ていると、冷たくなっていた頭に血液が音を立てて、昇り始めた。

（坂口センセはどんな風にしたの？）

（感じた？）

（何回、いったの？）

　ぐるぐると口に出せない言葉が心の中で渦巻く。深く突き込んで、えぐるように腰を回した。

「アッ……アッ、五月ッ……いいッ」

　見ると、柴田のモノが再び勃ち上がっている。

「ア……ンッ、ハァ……ッ、いいッ、五月ッ、お前のッ、もっとッ」

　腰を振って、淫らな目付きで誘う。

（きのーも、そーやって誘ったの？）

　また心の中でつぶやいてしまう……替わりに「もっとッ、いかしたげるッ」と叫ぶと、更に強く打ち付けた。

「アア……ウウッ」

　身体がずり上がりそうになるので、腰に掛けた手を肩に廻して押える。激情を１本のモノに託し、全身の力を込めて柴田の中に叩き込んだ。

（僕のがいいって言ってッ）

（坂口センセより、もっといっぱい、いかしたげるッ）

　心の中で叫び続けた。
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　江森と愛し合ったあとは十分睡眠をとったので、月曜日になると、柴田はいくらか身体の調子が良くなっていた。妙に下半身が重く感じたが、集中力もあり、手術もスムーズに終了した。三病棟のナースステーションで最後の指示を書いていると、「五病棟からです」と看護師が受話器を差し出す。

「誰？」

「さぁ」

　受け取って「柴田です」と名乗ると、

「先生、僕です」

「あ……」

　坂口からだった。

「先生、もう仕事、終わりました？」

「ああ」

「じゃあ、一緒に帰りましょう」

　断る理由もなかったので、「ああ」と電話を切った。

　医局へ戻ると既に坂口が、黄色いポロにインディゴブルーのサマーセーター、白のコットンパンツといった若々しいスタイルで待っていた。

「先生、今日、江森さんは？」

「あ……」

　ごく自然に坂口が江森の名を出すので、柴田は戸惑った。一時坂口は、柴田と江森をホモセクシュアルと知ってひどく嫌っていたのだ。

「お、遅いって言ってた」

　顔を赤らめて答える。なんとなく気恥ずかしいが、素直に答える自分に、柴田もちょっと驚いていた。

「じゃあ、ご飯、一緒に食べましょう。先生、一人だといつもあんまり食べないから」

「……ん」

　柴田は大人しく坂口の言うがままになってしまう。ロッカーで白衣を脱ぎ、ベージュに細い水色の格子柄のサマージャケットを手に持つ。

「着たほうがいいよ、少し涼しいから」

　坂口はジャケットを柴田の手から取ると、後ろに廻って着せてやった。恋人をエスコートするかのように肩を自然に庇うように抱くと、外へと促した。







　近くの小料理屋で食事をしながら、坂口はこっそり柴田を観察していた。柴田の具合は良さそうで、特にだるそうな様子もない。

　昨夜、江森が嫉妬から柴田を苛みはしないかと心配になったのだ。一度、坂口は江森に殴られ首を絞められたことがあったが、その時は本当に殺されるのではと思った。あの大柄な男が怒ったら、誰も止められないかもしれない。直接尋ねるわけにもいかないので、身体の動きを見ていたが、あまりきつそうにも見えず、安心した。

　いろいろ注文して、少しずつ取り分け、食べるように促すと、柴田は黙って食べている。

「先生」

　ビールを注いでやって、顔を覗き込む。

「……ん」 

「何かあったら、僕、相談にのりますから」

「……ん」

　柴田は何も分かっていない様子で頷く。特に江森との事で悩んでいる様子も、顔に出ていなかった。自分との間にあったことは全く覚えていないようなので、坂口はほっとしつつも寂しさを感じていた。







　江森の方は仕事をしながらも心が晴れない。営業用のスマイルを口に張り付かせてはいるものの、考えることは柴田と坂口のことばかりだ。今日は眼科の医局で学会の準備を手伝わなければならない。早く柴田の元に帰りたかったが……

　薬局長と新薬購入の打ち合わせが終わり、研究棟へ向かおうと歩き出すと、

「富士製薬さん！」

　きっぱりとした聞き覚えのある声に振り向く。

「あ……」

　三病棟の近藤師長である。

　いつぞや、柴田と諍いをした際、気を配ってもらったことがあるので「どうも、その節は、お世話になりました」と、にっこりしてお辞儀をした。

「ＭＲさん、遅くまで大変ですねぇ」

　師長は腕組みをすると、じろじろと上から下まで眺め廻した。年下の江森は柴田の相手にはいまいち頼りないと以前は思っていた。観察していると優しくて誠実なので、最近は相性はぴったりなのかも知れないと見込んでいる。が、坂口も捨て難い。

「まだ、帰れないんですか？」

「はい」

「それはお困りでしょうね？」

「ハァ」

　江森は不思議そうな顔をしている。

（ここがちょっと、トロイんですね）

　土曜日と月曜日、連チャンで坂口とデートをしているのに……溜息をつくと、教えてやることにした。

「さっき、五病棟の坂口センセから、柴田センセに電話がありました」

「ええッ」

　江森の顔色が変わったので、『あらら』と師長は思った。

（感づいてたんですね）

「一緒に帰りましたよ」

　それだけ言うと「じゃあ」と、すたすたとエレベーターへ向かった。

　ミステリーマニアとしては、ラブラブカップルもいいが、やはり恋はスリリングな方が好みであった。







　十時過ぎ、江森がマンションの玄関を開けると真っ暗だった。

（坂口センセと、まだ外に？）

　頬が火照った。しかし明かりのスイッチを入れると、たたきに柴田の焦げ茶のローファーが脱ぎ捨てられている。

「あ……」

　自分の反応が卑しくて、ますます頬が熱くなった。きちんと柴田の分まで靴を揃えると、明かりをつけながらリビングまで行ってみる。辺りは静まり返って、物音ひとつ、しない。

　ベッドルームの扉を開け、様子を窺うと、安らかな寝息が聞こえる。

（まだ十一時前なのに……）

　昨日の自分との行為も、きついものだった。柴田は記憶がないから、二日連チャンとは思わなかったろうが、自分は知りながら激しく責めた。素直に応じる柴田に、胸が掻き毟られるほど後ろめたさを覚えながら、求めずにはいられなかった。

　終わったあと、疲れ切って熟睡している柴田を腕に抱き、自分でも情けなくて涙が出たっけ……。

（浩司さん……）

　足音を忍ばせてバスルームへ行き、シャワーを浴びる。金曜日、シャワーの下で愛し合ったことがもう遥か昔のように思えた。あの時は不安を感じながらも、幸せだった……だが今は、嫉妬という名の地獄にいる。

　女性に不自由のなかった江森は、どんなガールフレンドにも執着したことはなく、柴田を愛するまでこれ程自分が嫉妬深いとは知らなかった。柴田も妬くことはあるが、柴田の場合は自分の存在そのものに自信がなく、嫉妬というよりは不安を感じるたちだ。江森が抱いて愛の言葉を囁けば、子供のように必ず安心して総てを信じてしまう。

　それに比べ、江森の嫉妬は自分でも制御出来ない激しい感情の渦なのだ。どんなに自分のモノを打ち込んでも、何度身体を重ねても、自分のモノが入っているほんの一部しか、柴田を所有出来ないと感じる。そんな時は深く深く捩込んで、柴田の肉体の内部に、自分の総てを入れてしまいたいと願う。

　初めのころは、一部をつなぎ、身体をぴったりと重ねるだけで満足していたのに、もうそれでは足りない。全てを自分一人のものにしたくなる。すると下腹から激しい衝動が頭まで突き上げ、どれ程柴田を大事にしていても、時に手荒な行為で傷付けてしまうのだ。

　深く溜息をつくと、バスタオルを腰に巻いてベッドルームに戻った。

　フロアスタンドのスイッチを灯けて枕元に立ち、寝顔に見入っていると、気配で柴田が眼を開けた。

「あ、悪い」

　上半身を起こす。

「待ってよーと思ったんだけど……つい」

　にっこりと無邪気に笑いかける。

「ご飯は？」

　江森の問い掛けに、「……ん、坂口と食べた」と屈託なく答える。

（坂口センセと）

　ふいに喉元に熱いものが迫り上がって来た。

「何時に帰ったの？」

「え？」

「八時に電話したら、いなかったよ」

「え？　えっ？」

　柴田は不思議そうに江森を見詰める。何ひとつ隠し立てのない眼で、坂口との間に何もないとは分かっているのに……でも言わずにはいられない。下腹部もカァッと熱くなった。

「何時に帰ったのさ！」

「八時ちょっと過ぎだよ」

　ベッドの上に片膝を乗せ、グッと柴田の身体に自分を寄せた。

「お酒、飲んだの？」

「ビール一杯」

「ホント？」

「な……なんだよッ」

　ここまで来て、柴田も何やら様子がおかしいと感じ始めた。

「どーしたんだよッ、五月ッ」

　もう片方の膝をベッドに乗せた途端、巻いていたバスタオルが落ちた。

「ア……」

　柴田の視線が江森のモノに注がれる。

「今日はシたくないの？」

　既に猛々しくなっているモノから、柴田は眼が離せない。

　本当のことを言えば、昨日は少しヤリ過ぎたと感じていた。出来れば今夜は……でも、

（五月がシたいんなら……）

　柴田はゴクリと唾を飲み込み、小さく首を横に振る。

「……そんなこと、ない」

「ホントに？」

「あ……ああ」

　江森はグイとのしかかって、毛布を引きはがす。

「きのーは浩司さんの方から、シたいって言ったんだモンね」

　パジャマの前のボタンを外しながら、耳たぶを噛んだ。

「ア……ンッ」

「きょーは僕、シたいヨ……だからいいでしょう？」

　江森は柴田の顔を両手で挟んで見詰める。眼の中に微かな脅えを認めたが、かまわず「ネ？」と、もう１度尋ねる。

「……ウン」

　小さく頷くので、自分の醜い心に泣きたかった……が、手荒に服を剥ぎ取る。噛みつくような口付けを与え、喉元から首筋に沿って舌で舐めていく。坂口の触れたであろう所を総て舌で舐めた。鎖骨の窪みにも、張った胸の筋にも、入念に舌を這わせる。胸の突起は時間をたっぷりかけて舐め、吸った。固く尖った突起を柔らかく噛み、舌先で転がす。同時に、もう片方をつまみ上げ、先端を指でつぶすように強く揉んだ。

「ウ……ウウッ」

　柴田の唇から小さな喘ぎが漏れ始める。江森はまだ、下に愛撫の手は伸ばさない。引き締まった腹部の筋に移る。水泳で鍛えられた身体は細身ながらもほどよい筋肉がつき、キュッとくびれたウェストラインは女よりセクシーだ。腹を舐めていると舌の移動に連れ、筋の収縮がさざ波のように起こる。下腹の叢に近付くと、期待が首を擡げ始める。すぐに熱の中心を満足させるつもりはなかった。わざとその場所を通り越し、内股に舌を伸ばす。

「ア……アアッ、ン……」

　柔らかく歯をたてた。

「ウ……アアッ」

　柴田の身体がピクンと撥ねる。

「ダメ……だッ……そ……んなッ」

「ここ……感じるんだ」

　唾液に濡れた内股を、指でそっと撫でると、

「……ンンッ、もッ」

　奥への刺激を求め、柴田は喘ぎながら腰を振り始める。

「……もッ、五月ッ……欲し……」

　シーツを指で握り、足を開いた。

「浩司さんって、ホント、インランでスキモノだね……きのー、あんなにあげたじゃない」

　江森は掠れ声で言うと、奥を見詰めながら焦らすように指を近くまで伸ばす。坂口のモノもこうやって足を開き、欲しがったのかと思うと、頭がズキズキ痛んできた。指を蠢かしながら、わざと邪険に言ってみる。

「誰のでもイイんじゃない？」

「五月ッ、ヤ……ヤダッ、そんなコト、言うなッ」

　柴田が泣きそうな声を出したので、江森はビクリとして顔を上げた。

「さつきッ、さつきッ」

　涙を堪えるかのように、ギュッと眼を瞑り、長い腕を差し延べるので、心ない言葉で傷つけたと分かった。胸が破れそうになって、腕を取り、抱き締めた。

「ゴメン、ゴメンよッ、ひどいこと言ってッ」

「ウ……さつきッ、俺ッ……お前じゃなきゃダメだッ、お前だけだッ、俺ッ……お前だけが欲しいんだよッ」

　背中に廻した腕に力を込めると、柴田は喘いですがりついてくる。

「お……俺ッ、オトコじゃないとダメだけどッ……誰でもいーんじゃないんだッ……オトコなら誰でもなんてッ……み、みんな俺のコト、そー思ってるけどッ、俺ッ、違うッ」

「ええッ」

　驚いて胸の中の柴田を見下ろした。

「そんなこと、誰も思ってないよッ」

「そ、そーか？　ホントか？」

　潤んだ眼で見上げるのできっぱりと言ってやる。

「浩司さんは、僕じゃないとダメなんだよッ」

「ウン……ウン」

　激しく口付けると、後ろに自分のモノを押し込む。筋は堅く収縮して侵入を拒んでいたが、前を指で愛撫し、もう片方の手で門を押し広げながら入れていった。なんとか根元まで入れると、

「……ア……ンッ、お前のッ、お前だけだッ」

　柴田は喘いで痛みを堪え、深く腰を打ち付けてくる。

（何か……あったの？） 

　坂口との一件に気付いたとは思えなかった。何かあったのだ……前にも薫が相沢の子供を身籠もったと知った時、ひどく傷付いて不安がったことがあった。

「誰かにヤなこと、言われたの？」

　尋ねてみる。

「……ウウン」

　かぶりを振るが、江森には分かった。こんな時にもし発作中とはいえ、自ら坂口を受け入れたことを知ったら……。

（絶対、死んでも言えない）

　が、出口のない嫉妬は心の中でグルグルと渦を巻く。

（でも、坂口センセので、イッたんじゃないか）

（僕のでなくても、イクんだ）

　力任せに突き上げる。

「ウウッ……」

　華奢な腰が軋むのが分かったが、更に力を込めた。やがて柴田は江森の動きに合わせ始める。腰を高く上げ、足を背中に廻し、首に巻き付けた腕で必死にしがみつく。

「アアッ……サツキッ……イクッ……ンンッ」

　またあの顔だ……。

「ンンッ……さつきッ」

　この顔を坂口はどんな思いで見詰めたのだろう……この顔を見ると、江森は自分でもバクハツしそうになる。この顔を見ながら坂口もイッたのだろうか……柴田の中に……吐き出したのだ……きっと何度も……。

　頭の中がスッと冷たくなった。

　グイと乱暴に柴田から自分を引き抜く。

「アウウッ」

　まさに収縮しかかった所だったので、柴田は悲鳴をあげた。

「五月ッ、ダ……ダメダッ、い、入れてッ」

（こんなふうに……坂口センセのことも欲しがったの？）

　江森は柴田の両肩を乱暴に掴むと、顔が見えないよう俯せにする。腰を抱え上げ、後ろから侵入した。

（何度、迎え入れたんだ……頭では覚えてなくても、この身体は覚えているんじゃないのッ？）

　身体に残る記憶を消したい、痕跡を消してしまいたいという思いが突き上げる。

（いつだって、僕が抱いてあげるのに。それだけじゃ駄目なのか！）

「アアッ、五月ッ、苦しッ」

　柴田はベッドに押し付けられた頭を振り、首を横に向けると、肘で上体を支えた。が、強く腰を打ち付けられ、腕が軋む。

「く……苦し……五月ッ、ヤダッ」

　江森は一言も言わず行為を続ける。

「さつ……き」

　首をようよう捩向けて後ろを見たが、腰を捕えた大きな手と激しく動く下半身しか見えない。

「ウ……ウウッ」

　再び身体が反応し始める。後ろからの侵入は力強く獣じみていて、今までにない快感が生まれる。腰全体がカッと熱くなってきた。

「ンンッ……イ……クッ」

　寸前でまた引き出される。確かなモノを失い、到達出来ずに焦れた。

「ヤ……ヤダッ、もッ、イカせてッ……頼むッ」

　どんな淫らな姿か考えると頭の中が真っ白になったが、かまわず、四つ這いのまま、腰を突き出して求めた。　

「イ…イレてくれッ……五月ッ」　

　双丘を鷲掴みにされ、左右に開かれる。秘部がさらけだされたのを感じ、羞恥に身体が震えた。

「……ア……ヤッ」

　腰を振った瞬間、熱いカタマリが突き込まれ、弾けた。

「ア……アッ」

　全身の力が抜け、ガックリと倒れそうになったが、大きな手は腰を捕え離さない。更に動きが激しくなる。

「五月ッ、や……止めてくれッ、もッ」

　太股の力が無くなり、膝がわらい始める。腕もガクガクと痙攣した。

「さつきッ、さつきッ」

　だが、一言も答えない。まるで誰か知らない大男に犯されているような気がした。恐怖で身体が痺れる。

「五月ッ……ヤ……アアッ」

　すると枕に頭が押し付けられ、段々血が下がって意識が遠くなって行く………。

　暖かいもので身体が擦られるのを感じ、うっすらと眼を開けると、柴田は仰向けにベッドに寝かされていた。まだ全裸だったが、江森が熱いタオルで身体を拭っている。ダルくて手足が動かせず、そのままでいると、下着がつけられ、パジャマが着せられていく。

　じっと顔を覗き込むので、声を出そうとしたが、うまく出ない。江森の眼はいつもと変わらない、優しい眼だ……今までのコトは自分の悪夢だったように思えた……。

（きっと、夢だったんだ……）

　安心して、ニッコリ笑って見せると、暖かな手が髪を撫で始める。

「愛してる……浩司さん……愛してるよ……」

　耳元で囁く声がする。

「五月……」

　身体を丸めて、猫のように胸の中に潜りこむ。再び意識が薄れていった。







　起きた時、隣には誰もいなかった。

　時計を見ると、八時十分前である。

「いけねッ」

　八時から症例検討会がある。発表の番には当たっていなかったが、

「五月のやつッ、起こしてくれりゃいいのにッ」

　言った瞬間、そう言えば「浩司さん、浩司さん」と何度も呼ばれたことを思い出した。身体がダルくて、どうしても起きられなかったのだ……急いでベッドから飛び出す。

　ふと両腕がひどく痛むのに気付いた。

「……ア」

　昨夜の行為が生々しく蘇った。長時間、俯せで腕が不自然に曲げられたまま、二人分の重みがかかったせいなのだ。

（……夢じゃなかったんだ）

　一瞬、顔の見えない影のような大男が後ろから自分を犯している様子が目に浮かび、背筋がゾクリとする。不吉な考えを追い払うように、かぶりを振るとバスルームへ向かった。







（今日が手術日じゃなくて、良かった）

　その日一日、何度も同じことを考えてしまった。柴田クラスの若手は、手術の時はたいてい第２か第３執刀医で、第１執刀医の仕事がし易いように周囲の出血を止めたり、小さな熊手のような鈎を切開創に引っ掛け、術野を広げたりする役割である。特に『鈎引き』の時は、長時間同じ角度で同じ力で鈎を持っていなければならない。今日のように腕が痛むときは、とてもムリだ。今日の仕事は病棟での簡単な縫合やら処置だけだったので、ホッとした。

（……あ、あの体位は、手術日の前はやめてもらおう）

　後ろからの挿入はそれなりにヨくはあったが……

　柴田が腕をひどく痛そうにしているので、近藤師長は「フムム……」と考えていた。

（ツルシ、ですかねェ）

　しかし手首にナワの跡はない。

（違いますねェ）

　もっとその手の本で研究せねば、と師長は思った。

（やはり団鬼六ですかねェ）






　その夜十一時過ぎになっても、江森は帰ってこなかった。朝は自分より先に出たので、柴田は今日の予定を聞くのを忘れていた。留守電には何も入っていなかった。

（どうしたんだろ）

　柴田にはまるで心当たりがない。仕方ないので明日の下調べをすませ、バスタブに熱い湯をはった。思い立って、浴室の棚に並べてある入浴剤を一つ、入れてみた。

　柴田はお湯に妙な色がつくので、入浴剤はあまり好きではない。甘い芳香も今一つ、気に入らないのだ。反対に江森はやたら好きで、色々買い置いている。

「ヘンなヤツだよナ」

　つぶやきながら、ミルク色に濁った熱い湯に身体を沈めた。じっくりと浸っていると、漢方薬で有名な製薬会社の製品なので、なんとなく効果がありそうな気がする。強ばった腕の筋肉を両手で揉んでいると、次第にほぐれて軽くなってくる。明日のオペには差し支えなさそうだ。柴田はホッとすると、眼を瞑りバスタブにもたれかかる。

（もうっ、五月の奴、バカ力なんだから！　ちっとは加減しろよな！）

　帰って来たら怒ってやろうと考える。湯から上がって、缶ビールを飲んで待っていたが、帰ってくるどころか電話の連絡もない。携帯にかけてみたが、ＯＦＦになっている。

（どうしたんだろ……）

　留守電サービスのアナウンスが流れ始め、柴田は迷ったがメッセージを残さずに切った。

（仕事だったら、邪魔しちゃ悪い）

　でも、連絡ぐらい入れてくれてもいいのに……。

　昨夜の行為を思い浮かべる。江森はなんだかちょっと意地悪だったような気がする……。時々、激しすぎるように感じることは、これまでにもあった。でも、昨夜はどこか、違っていたような気もする。

（俺……なんか、怒らせたのかな……）

　いや、終わったあとはいつもみたいに優しく抱いてくれた。それから綺麗に拭いてくれて、撫でてくれたっけ。

（怒っていて、連絡くれないんじゃないよな？　五月だって仕事が忙しいんだし……。そんなことで不満、持っちゃ、いけない。あんなにいつも優しいのに……）

　柴田は自分で頭をぽんと叩く。

（ほんっと、俺って、ネクラだよな……悪い癖だよ）

　一人で真面目にうんうんと頷く。

（でも、ああいうのが好きなのかな、五月は……）

　ちょっと首を捻って考えてみた。

（五月は感じてたから、いいってことだよな？　でも……）

　江森はもう柴田のサインをよくわかっていて、大抵うまく合わせてくれる……。

（な、なんか、俺がうんと感じなかったから、がっかりさせたのかな？）

　思い出して柴田は顔を赤らめる。残っていたビールをがぶりと飲んでむせそうになった。

（うんとやったのに、俺、１回だったから……）

　三晩も続けてハードだったとは知る由もない柴田である。いつのまにか怒りモードから反省モードに切り替わっていた。

（帰って来たら、謝ろう！　うんとイカなくて、ごめんなって）

　缶ビールが空になっても江森は戻って来ない。待ちくたびれて、柴田は先に休むことにした。







　夜中、重いものを胸に感じ、眼が醒めた。パジャマの前がいつのまにかはだけられている。暗がりに眼が慣れると、明るい色のクシャクシャ髪の頭が、胸の上に乗っていた。

「……五月」

　動こうとすると、抱き竦められる。

「……浩司さん、この香り……どこでおフロに、入ったの？」

「え？」

「ドコで入ったの……」

　声はいつもより低く、こもっている。

「う、うちだよッ、さっき、入ったんだッ」

「本当？　いつもと違う匂いがするよ？　どこか別のところで入ったんじゃない？」

　険しい声で尋ねながら、江森は大きな手で胸をまさぐる。突起にたどり着くと、指でいじり始めた。

「……このニオイ……なんなの？」 

「なに、言ってんだよッ、入浴剤だッ、お前が買ってたヤツだッ」

「ホント？」

「ホントだよッ」

　江森がなぜ疑うのか、柴田にはまるで分からない。

「だって浩司さん、入浴剤、キライじゃない……」

「うッ腕がッ、痛かったからッ、使ってみたんだッ」

「腕が？」

「……きッ、昨日ッ、あ、あの体位でッ、痛くなったんだよッ」

　まさぐっていた手が止まり、優しく肩を抱く。

「……浩司さん、愛してるんだ……愛してるんだ……」

　首筋に唇が圧し当てられる。肩にかけた手が滑り、パジャマを脱がしていく。

（だッ……ダメだ……五月……）

　拒もうとしたが、

「愛してる……愛してる……」

　囁き続ける掠れ声に、力が抜けてしまう。

「……ん……ッ、ハァッ」

　喘ぎが漏れた。グイと背中に手が廻され、裏返される。

「アアッ、ヤダッ、う、後ろからはヤダ……ッ」

　低い声が首のあたりでする。

「嘘つきだね、浩司さん……すごく感じる癖に」

「えっ、でも……五月？」

　首筋を強く噛まれた。

「アアッ、痛いッ」

　暖かい舌が背中を這い回る。肩甲骨の縁から背骨に沿って降りていき、時々歯が立てられる。

「……アア、ンンッ」

　双丘の谷間に達し、奥へと進む。大きな手が膨らみの片方ずつにかけられ、揉み上げられる。敏感な場所が引き攣れて鈍い痛みが背筋を走り、柴田は身を捩った。舌はその間も動きを止めない。

「ウ……ンンッ」

　いつの間にか、柴田は自分で腰を持ち上げていた。江森はピチャピチャと音をたてて舐め続ける。唾液が谷間を伝わり、秘部へと流れ込む。十分濡れた所に、指が少しずつ挿入されてきた。

「浩司さん……きのーより、キツい」

「ア……アッ……五月ッ」

　確かに指一本でビリビリと尾底骨にまで、痛みが走る。

「ダメ……だッ、きょ……はッ、も、ヤ、ヤメてくれッ」

「イヤだヨ、僕……入れたいんだ、浩司さんの中に」

　冷たい声で江森が言うので、柴田は全身が総毛立った。また昨夜の再現で、江森が見ず知らずの男のように感じられる。

「五月ッ？」

　叫んで起き上がろうとすると、大柄な身体がのしかかってきた。熱く太いモノが無理矢理捩じ込まれる。

「ア……アアウウッ、クウッ」

　全身が痛みで反り返る。叫び声を上げそうになり、枕を噛んだ。

「ウウッ……クッ」

　根元まで入ると、ただちに江森は腰を使い始める。激しい動きにベッドが軋んだ。熱い喘ぎが背後から耳に到達する。自分の欲望を追及する男の喘ぎだった。まだ十分慣らされていない痛みを堪え、枕を噛み続ける。

「ウッ……クウッ」

　唾液で顔も枕もベトベトになった。

（モッ……早くッ、終わって……くれ……）

　江森が満足するまで嵐をやり過ごすしかなかった。

　やがて江森は小さく呻くと、ガックリと柴田の上に倒れ込む。精を吐き出すと、江森はうって変わって優しく柴田を抱いた。耳元で「浩司さん……」と囁く。

（……五月？）

「浩司さん……愛してる……愛してるんだ……」

　江森は耳たぶを柔らかく噛みながら、囁き続ける。甘い声音に痛みは遠のき、柴田は緊張を解いた。

「五月……」

「浩司さん……」

　二人とも身体をつなげたまま眠りに落ちていった。

　次の夜も獣じみた交わりは続いた。江森は一言も発せず、後ろから犯す。どれ程頼んでも、止めようとしなかった。同時に前を責められ、何も感じなくなるまで吐き出させられた……。

　欲望の嵐が過ぎ去ると優しく抱かれ、「愛してる……」と囁かれる。

「さつきッ、さつきッ」

　もうどうしたらいいか分からなくなって唇を求めると、深く応えてくれる。が、しばらくすると又、江森は回復して挑んで来る。抵抗すると、更に行為が乱暴になるので、しまいにはただぐったりと横たわって、蹂躙を耐えた。

　そのあとは泥のように眠ったが、もはや柴田は体力の限界に来ていた。




　　　　　　　　　　９




　木曜日、柴田は大腸癌の根治手術＋人工肛門造設という大きな手術に当たっていた。

　第２執刀医として補佐についたが、いつもより手は重く、動きが悪かった。普段は他の人よりも手が早いのに、今日は人並みなので、第１執刀医は「どっか悪いのか」と心配して声をかける。

「……いえ」

　しかし額にはひどい汗で、ガーゼで看護師がいくら拭き取ってやっても、キリがない。見学していたポリクリの学生まで心配し始めた。

「手、下ろしていいぞ」

　第１執刀医に言われたが、そういう訳にはいかない。職場放棄は出来ないのだ。

「……だいじょぶですから」

　言いながら、出血を手早く止血鉗子で止めていく。肝臓への転移はなかったが、骨盤内のリンパ節郭清は徹底的にやらなければならない。思ったより手術時間が長引き、出血量も多くなった。

「濃厚赤血球、暖めてくれ」

　麻酔科医が輸血パックを暖めるよう、外回りの看護師に指示を出すので、

「スミマセン」

　柴田は頭を下げた。

「センセの方が、輸血、必要な顔、してるよ」

「……はぁ」

　柴田が大人しく俯くので、麻酔科医はいつも軽口をきくと睨みつけられるのにと、驚いた。

（具合、ホントに悪いんだ）

　総てが終了した時には、立っているだけでやっとだった。なんとか気力で乗り切ったが、両腕は殆ど感覚がない。さすがに指導医が「お前、顔色悪いゾ、後はやっておくから、帰れ」と言ってくれる。

　足を引きずるようにしてマンションへと向かった。病院から歩いて十分の所なのに、途中で何度も休んでしまう。物を食べる元気もなかったので、そのまま部屋に入った。

　江森はまだ帰っておらず、ホッとする。

（これ以上はムリだ）

　決心すると、使っていない空き部屋のソファを簡易ベッドに作り直した。

　リビングに戻り、ソファに腰を下ろすと、半分もやのかかった頭で必死に考える。

（なんで……五月……あんなこと……）

　江森が激しく求めてくることはこれまでもあった。付き合い始めた頃は、次にいつ会えるかわからないという不安からか、お互いにもう一滴も出なくなるまで貪りあったこともある。もちろん自分の方はすぐバテてしまうので、果たして江森が気の済むまでやったのかどうかは分からない。同棲を始めてからのことを検証してみる。やっぱり仕事は忙しくて、肌を合わせる回数が増えたとは言い難い。

（た、足りないのかな？）

　思いついて柴田は顔を赤らめる。

（だって、俺はいつも……に、二回くらいは出ちゃうけど……あいつはなかなか出ないから……）

　途中で寝込んでしまって、いったい江森が出したのかどうかさえ解らないこともあった。
　それって……。

（俺とやっても、そんなにヨクないってことなのか？）

　まさか！

　柴田は瞼をぎゅっと瞑り、不吉な考えを追い払った。







　江森はこのところ飲み屋に必ず寄り、看板まで酒を飲んでいた。酒を飲んで帰らないと、もっと酷いことをしてしまうのではと、自分が怖かった。昨夜の暴力的な行為を思い出すと、自分には獣の一面があるのだといまさらながら知らされ、ぞっとしている。

　そもそも初めての時も、驚いて抵抗出来ないでいる柴田を無理やり奪ったのだ。そのあとだって、相沢に嫉妬して力ずくで抱いたこともあった。

（オトコって……一皮剥けば、みんなケダモノなんだ……）

　柴田がもっとも嫌がるようなことを、自分はしてしまった。それでもいざ柴田を目の前にすると、江森は自分が止められない。

「あんたは抱くだけじゃないか！」

　坂口の非難が蘇り、そのたった一つの絆を求めてしまう。

（浩司さんが嫌がることは、二度としないって誓ったのに）

　それどころか、ついこの間、江森は柴田の心の支えとして、恋人以上の存在になるのだと決心したばかりなのに。柴田を胸に抱き、何度柴田の中に吐き出しても満足出来ない。自分のものという実感が今までのように沸き上がらないのだ。どれ程吐き出させても、他の男にイカされる情景が眼に浮かび、胸が張り裂けそうになる。

　今まで柴田は江森一人のものだった。柴田の肉体を開いたのは江森で、世界中でただ一人、江森だけが柴田の身体を知っていた……初めて知った時から、自分のものに出来る幸運が信じられなかった。

　一方で自分だけのものという自信が少しはあった。柴田は自分だけにしか、身体を開かない、自分だけを愛してくれるのだと……そして、柴田をイカせることが出来るのは自分のモノだけだと。しかしそんなことは全く脆弱な、波が一回くれば崩れてしまう砂の城のような自信だったのだ。なんの根拠もない、単なる思い込みに過ぎなかったと知らされて、自分の存在そのものに価値がないと感じられていた。

　しかも坂口の言ったことは、江森には否定出来ない。

（僕のせいで……浩司さんは不幸になってる）

（僕は抱くだけで、何もしてない）

　それでも柴田を失うよりは死んだ方がマシだった………。

　仕事をしながらも、江森はすっかり落ち込んでいた。集中出来ないでいるため、小さなミスを重ねてしまい、夕方早く江森は得意先を訪問することを諦め、営業所に引き上げた。

　受付の女の子が「エモちゃん、どうしたの」と眼を丸くする。

「あ、いえ、デスクワークが溜まっちゃって……」

　力無く言い訳をすると、こそこそ皆から逃げるように自分の部署へと入る。上半期の成績もそろそろ発表される頃で、営業部の各机には下半期へ向けての所長の『檄』の乗った社内報が貼ってある。

　江森は溜め息をつきながらそのプリントを剥がし、自分のパソコンを立ち上げた。仕事が一段落つき、江森はだらだらと浮かない足取りで営業部をあとにする。一階の受付に降りると、同僚の加藤が立っていた。江森を見つけ、「なんだ、江森、外回りから帰ってたのか！」と声をかける。

「じゃあ、ちょっくら飲ってかないか？　もうじきみんな、来るからさ」

　わいわいと大人数で飲む気分にはなれなかったが、いつもの飲み仲間の誘いを断り切れず、気乗り薄で頷く。その様子に加藤が、「おい、どうした？」と心配そうな声を出した。いつもなら元気印１００％で、率先して「どこ、行きましょうか？」と段取りを始めるのに……。

「なんか、ミスでもやらかしたのか？」

「いえ！」

　江森は引きつった笑いを浮かべる。

「実は昨日も飲んじゃって、ちょっと二日酔い気味なんですよォ」

　江森が二日酔いだなんて！　加藤はますます驚愕した。

（こりゃ絶対、なんかあったぞ！）

　加藤が今日選んだのは、駅前のマンションの一階にある小料理屋だった。飲み助の加藤の行きつけの店である。八つばかりにカウンター席に反対側にはせまい追い込みの座敷席、それに片隅にはテーブル席もあるという、ＯＬもおじさんもオッケーの小さな店だ。バーやスナック風のお水っぽいインテリアだが、料理は刺し身に煮付け、天麩羅といった、しっかりした日本料理である。

　本日のメンバーは加藤と前川、それに落合と江森で、いつも一緒のリーダー格の佐々木は出張でいなかった。江森以外は皆、既婚者である。追い込みの座敷の方に席を取ると、「まずビール」と喉を湿らせる。前川は中背だがガッチリとした筋肉質の体格で、大学では空手部だった。指の節がクルミのように膨れた大きな手で、大ジョッキを軽々と掴み、一息で飲み干すと、「おかわり！」と吠える。

「ピッチャーでくれ、ピッチャーで！」

　なみなみとビールの入ったバケツ程も大きなピッチャーが運ばれる。前川は手酌で自分のジョッキに注いで、ついでに江森にも注いでやろうとひょいと見る。まだたっぷりと残っていたので、前川はひどく驚いた。いつもの江森なら自分と同じように一気に飲み干すのだ。

「おい、江森！　どっか悪いのか？」

「い、いいえ」

　江森はまた頬を引きつらせる。そしてジョッキに口をつけ、なんとか飲み干した。

「すいません、前川さん」

　丸顔にぴったりの丸い眼鏡の奥から、落合は心配そうに江森を見守る。加藤が、しっ、と言うように落合の脇腹を小突いた。

「あー、そーいや、もうじきボーナスだよなー」

　前川が雰囲気を察して、陽気に太い声を上げる。

「そうそう、ま、ローンで半分くらいになっちゃうけどな」

　目の前の刺し身に箸を伸ばしながら、加藤があとを引き取った。

「おい江森、どんどん食えよ！　ここはいつも山盛りで来るからさあ、食い切れないんだ。お前に食ってもらわんとな」

「ええ」

　江森は気を取り直したように、またジョッキに口をつけると、箸でハマチを二切れ取った。

「加藤さん、夏休みはどうすんです？」

　落合が尋ねる。

「お前んとこは？」

「俺んとこは、近場の温泉に二泊ぐらいかな。お婆ちゃんも一緒となると、限られちゃうからね」

　落合はにっこりして言う。

「ロッジに泊まれるとこを予約出来たんだよ」

「良かったですね、落合さん！」

　江森は心から嬉しそうな声を出した。落合は入り婿のような形で奥さんの実家に同居しているが、それは車椅子生活をしている奥さんの祖母の介護を助けるためと、江森はひょんなことから知っていた。

「いいな、俺も近場でいいから温泉に行きたいよ」

　加藤はうんざりとした口調で、

「俺んとこなんか、娘どものお供でディズニーランドだぜ」と言うが、眼は笑っている。

「どうせ隣のホテルに泊まって、朝から晩までつきあわされるんだろうな。疲れに行くようなもんだ」

　加藤が二人の娘に甘いのは有名なので、聞いていた全員が「本当は嬉しいくせに」と思った。

「加藤さん、まだミッキーやドナルドの真似をやらされてます？」

　前川が笑いながら尋ねる。加藤は大学時代演劇部に所属し、卒後もしばらくは劇団の下積みをやっていたのだ。美声と物真似上手はその頃の訓練のたまものである。

「いやそれが、最近は『Ｖ６』とか『嵐』の真似なんだよー」

　そういえば、皆、加藤の最近のカラオケの持ち歌が、妙な方向へ行っていると思っていたところだった。「あゆ」や「サザン」ならついて行けるが、Ｊ系や韓流となると、お父さん達はお手上げだ。その中で加藤だけがやたらそっちに詳しかった。

「そうだったんですか、理由が分かりましたよ」

　落合は納得という声を出す。加藤は渋い顔で頷いた。

「あの……加藤さん」

　江森の声に、皆一斉にそちらを向く。江森はキンキの煮付けを箸でつつきながら、力のない声で尋ねた。

「加藤さんは大学卒業してから、しばらく俳優を目指してたんでしょう？」

「うん、そうだよ」

　加藤は江森が何を聞きたいのかと表情を窺う。

「奥さんはその間、協力してくれてたんですか？」

「ああ、金が無いから結婚出来ないっていったんだけど、待つって言ってくれてな」

　加藤の妻は大学の同期だった。卒業後はＯＬをして結婚資金を加藤の代わりにためたのである。

「実は子供が出来たんで、まあこれがいい機会だと思ってさ、就職して入籍したんだ」

「うわ、出来ちゃった婚だったんですか、加藤さんは！　意外と進んでんですね」

　前川が感心してどら声を張り上げた。

「いや、褒められる程のもんじゃないよ。相手の家には平謝りするしさー」

　江森は皆の笑い声を聞きながら手元のジョッキを弄ぶ。

「でもそれって……加藤さんは夢を諦めたわけですよね……奥さんは加藤さんの夢を壊しちゃったって、思ったりしなかったですか？」

　江森が何やら悩んでいることは分かったが、この質問からはまったく見当がつかない。加藤は首を捻りながら答えた。

「いや、何年やっても芽が出なけりゃ、俺だって自分に才能がないって気づくよ。仕方なく止めたというより、これが潮時って思った訳で、俺は誰のためでもなく自分で決断したんだからね。うちの奴はそのことで責任を感じることはなかったと思うよ」

「……そうですか」

「どうしたんだ、江森、何かあったのか？」

　もやもやとした心の内を誰に打ち明ける訳にも行かず、江森はあいまいに首を横に振った。

「普通、女の人が結婚かやりたいことかって悩む訳じゃないですか。でも加藤さんは男の人だけど、そーゆー立場だったのかなって」

「お前もそうなのか？」

　単純な江森の思考回路を辿って加藤が尋ねる。

　江森はびくりとして顔を上げると、「いいえ！」と否定した。

「違いますよ、やだなー！」

　しかし頭の中にあったまだ形を成していないぼんやりとした渦が、次第に重苦しく収縮し始め、まるで星の誕生のように核を生じている。

（浩司さんと離れることは出来ない）

（でも、もし僕と一緒にいることで……浩司さんが医者を続けられなくなったら）

（そんなことは絶対駄目だ！）

（だったら……僕が……仕事を辞めて、いつでも傍にいたらどうだろう。そうしたらあの人は、不安発作を起こさなくなるかもしれない）

　いや、そんなこと、やっぱり駄目だ！

（僕はどんなことでも浩司さんのためなら犠牲に出来るけど……）

　頭のいい柴田は、自分のせいで江森が仕事を辞めたとすぐ分かるだろう。

（あの人の性格では……）

　きっと自責の念でいっぱいになるだろうから、かえって逆効果だ。

　江森はまた首を横に振ると、すっかり気の抜けたビールをがぶりと飲んだ。







　皆と別れ、一人マンションへの帰路につきながら、何度も江森は溜め息を漏らした。吐く息に強いアルコールの臭いを感じ、さらに自分への嫌悪感が増す。幾ら酒に逃げても、何の解決にもならないと分かっているのに。それでも酒で半分痺れた頭でなくては、柴田の元に帰ることが出来なかった。

　ズボンのポケットに手を突っ込み、また降り出した雨に濡れながら俯いて歩く。ふと、少し先の道路に鮮やかなオレンジ色のものが落ちているのに気づき、目を凝らした。大きな家の庭先に、目も鮮やかなアサガオに似た形の橙色の花が咲き誇っている。濡れた道路にその花が散っているのだった。

（ノウゼンカズラだ……）

　江森は立ち止まってその花に見入った。

　子供の頃の夏の日の思い出が蘇る。

　夏になると、家の近くの公園にこの花が咲いた。

　ムクゲやアオキなどの木につるのように絡み付き、下を向いたラッパのような形の花をつけていて。子供心にも興味をそそられた。花びらの色がオレンジシャーベットを連想させ、そう言うと、姉も母親も「食いしん坊ねー」と笑ったっけ……。

（もう夏なんだ……）

　柴田と出会ったのはまだ立春を過ぎたばかりの寒い二月だった。

　あれからあっと言う間に時が過ぎたとも、長い時が経過したとも言える。

　江森は近寄って花に触れた。

　自分はなぜ苦しんでいるのだろうと考える。

　坂口とのただ一度の過ちを許せないからなのか。

（いや、そうじゃない）

　そうじゃないのだ。柴田を幸せに出来ないかも知れない。それが一番辛いのだ。

　どんなに愛していても、柴田の心から不安を取り除くことが出来ない。

　何がいけないのだろう。どこが欠けているのだろう。

　自分では頼りないという事だろうか。

（医者ではないから？　年下だから？　それとも……）

　これからもずっと、柴田は不安定なままなのだろうか。

　だとしたら、いつまでも発作は続くのだろうか。

（それじゃあ、浩司さんが壊れてしまうじゃないか！）

　そんなことになったら坂口先生が言った通り、柴田は医者を続けられなくなってしまう。

　だったら、どうすればいいんだ！

（もし、相沢先生が恋人だったら……）

　中学からずっと傍で柴田を見守っていた相沢が恋人だったら。多分、柴田は不安など感じないだろう……。

　鋭い胸の痛みに咆哮をあげそうになるが、すぐさま否定し切れない。

　いつかは柴田を失う日が来るかも知れないと、将来のことに不安を覚えたことは何度もあるが、こんなに差し迫ったものではなかった。

　だが今、自分は柴田を幸せに出来ていないのだ。それどころか、こんなことじゃ、いつ嫌われてしまうかも分からない。

　もし、相沢に似ている坂口だったら。

（現に、病院でも傍についていることが出来るんだ。だからあんなことも……）

　柴田の幸せを第一に考えるなら、坂口に譲るべきなのだろうか……。

（いやだ！　そんなことは出来ない！）

　指に力が入ったのか、ぽたりとオレンジ色の花が落ち、江森ははっと我に返る。何分ここに立っていたのだろうか。道の反対側で不審の目をこちらに投げかけている警官に気づき、慌ててその場を離れた。







　マンションに戻ると、リビングの灯りがついている。

　柴田がパジャマ姿で、ソファに腰掛けて待っていた。

「浩司さん……どうしたの」

　眼を合わせないようにして、尋ねる。

「……俺、きょうは……シたくない」

　柴田も俯いて言う。

「……ぐ、ぐあい悪いんだ……な、頼む、五月」

　震える声で言うので、江森は泣きそうになってしまった。

（どうして……こんなことになっちゃったんだろう……）

　ワザと大声で、「いいですよ、僕も今日はしたくないから」と言い捨てると、ベッドルームへ向かう。

「浩司さん、安心してよ、しないから、もう寝よう？」

　戸口でリビングを振り返るが、柴田は入って来ない。

「……俺、あっちの部屋で……寝る」

　そう言うと、リビングを出て行った。江森が呆然としていると、空き部屋の扉が閉まる音がする。直後、カチャリと冷たい金属音が響いた。

（え？　まさか……鍵をかけた？）

　一緒のベッドで寝ることを拒んだだけでなく、鍵までかけるなんて……。

（今日はしないって言ったのに！）

　不信感を表した予想外の行動に、カアッと頭が熱くなる。

（僕のこと、信じてないんだ！）

　自分の手酷い行為が、これ程までに柴田を怯えさせていたなんて思わなかった。でも傷つけるつもりなんてないのだ。

（そうじゃない、そうじゃないんだ！）

　伝えようにも、既に扉は閉められている。後悔と同時に、怒りが腹の底から噴き上げる。

「浩司さんッ」

　酒の勢いも手伝って、スーツの上を脱ぎ捨て、部屋の前へと走って行った。思い切りノブをガチャガチャさせると、やはり鍵がかけられている。

「開けてよッ、浩司さんッ」

　肩で扉を押す。何としても会って話がしたい。

「ヤメロッ、五月ッ」

　柴田の怯えた声に、何もかもメチャクチャにしてやりたくなる程の衝動を覚えた。力一杯、扉に体当りする。全身の力を込めて二度三度、ぶつかっていると、ノブがメキメキと音を立てる。もう一度、押し当てた肩に力を込めると、扉が内側に開いた。息を弾ませて大股に歩み入ると、柴田が身体を強張らせて簡易ベッドに座っている。近寄って、両肩を掴む。

「……五月？」

　答えず、両襟を手に持つと、ボタンを引き千切りながらパジャマの前を押し広げる。肩口からまるで剥ぐように乱暴に袖を脱がせた。

　柴田はあまりのことに抵抗も忘れ、江森を見詰めている。ズボンを引き下ろそうとしたところで、我に返って「ヤメロッ」と叫んで、両手で胸を押し返してきた。

　かまわずズボンを引き剥がし、また俯せにして頭をグイと押える。

「……ヤダッ」

　必死で肘をついて起き上がろうとするので、江森は柴田の両腕を背中へ捩りあげた。

「イ、イタイッ」

「そのまま、動かないで！」

　冷たく言い放つと、のしかかって体重で柴田を押さえる。もどかしげに自分のネクタイを引き外した。そしてあらためて柴田の両腕を後ろにまとめると、ネクタイをグルグル何重にも廻し、縛った。

「ヤダッ、こんなのッ、ヤダアッ」

　柴田の悲鳴にかまわず、服を着たまま背中から江森はのしかかる。そして耳元で「浩司さん……愛してる……」と、つぶやいた。

（五月……？）

　そのつぶやきに、柴田は身体をピクリと震わせる。

「……浩司さん、愛してる……愛してるんだ……」

　柴田が首筋に生暖かい水を感じて、首を後ろに廻すと、江森の顔がすぐ傍にあった。大きな眼から、涙がポロポロ零れている。

「……え？」

　江森が泣いている所を見たのは初めてだった。

「愛してる……愛してる……」

　泣きながら江森は犯し始めた。

（どうして……）

　痛みで吐き気を催しながらも、柴田は江森を必死で受け入れた。

「さつき……いいんだ……」

　とぎれとぎれに呻く。多分、この声が江森には届いてはいないと思いながらも、言わずにはいられなかった。







　夜が何事もなかったかのように明けて行く。カーテンの隙間から差し込む光に、昨夜の惨状が浮かび上がった。朦朧とした意識の中で、柴田は自分が抱え上げられるのを感じた。後ろに回された手首の戒めが外される。

（五月……）

　眼を開けようとしても開けられない。大きな手が自分の腕を逡巡しながら擦っている。

「ゴメンネ、ゴメンネ……」

　呟きが聞こえる。ソッと毛布が掛けられ、足音は部屋を出て行った。

（五月……）

　呼び止めようとしたが、声が出ない。諦めてそのまま身体が動くようになるまで、じっとしている。そのうち強張っていた筋肉の血液循環が回復し、やっとの思いで身体を起こした。もう何も考えられない程疲れ果てていたが、今日は外来の採血当番に当たっている。病棟の仕事だけなら、少し遅れても電話を入れておけばいいが……何とか身体を引きずってバスルームまで行った。

　歩くだけで全身に痛みが走る。シャワーの下に立ち、迸る湯を浴びると、手首の傷に滲みてヒリヒリした。

「ウウッ……ウウ」

　突然、腹のソコから込み上げて来るものに、堪え切れず激しく嗚咽を漏らした。タイルの壁に倒れかかると、コブシで壁を叩く。傷が痛んだが、かまわず叩き続けた。

「五月……愛してる」

　離れたくなかった……たとえどんな目に合わされても……愛している……。

「俺、どーしたらいいんだ……」

　自分が江森を苦しめているというのは分かった。が……何が、自分のどこが悪いのだろう。このままでは……。







　外科外来に顔を出したとき、柴田は少し落ち着きを取り戻していた。仕事を放り出すわけにいかないのだ。処置室で次々と患者の採血をしていると、隣りの問診を取る部屋から学生の声が聞こえて来た。

「今日はどういうことで、いらっしゃいましたか？」

「それはいつからですか？」

　覗いてみると、ポリクリの学生達が順番に初診の患者の問診をし、カルテを記載している。それから患者を連れてそれぞれの外来の担当医の所に出掛けて行く。皆、初めに病棟で会った時とはうってかわって、きちんとメモをとりながら書き込んでいた。

「……へぇ」

　やれば出来るのだ。最近の学生は自分でものを考えるのは得意でないが、言われたことはキチッと出来るようである。

　そのうち、例の苦手の女子学生が入って来て「シバタセンセ！」とまた黄色い声をあげた。

「……ん」

「センセ、カルテの書き方うまいって、北原センセに誉められちゃいましたッ」

　そばに寄って来てニコニコするので、思わず手を後ろに隠してしまう。

「センセの言った通りですねッ、昔のコト分かんなきゃ、今のコトも分かりませんよねッ、恋人関係とオンナシですねー」

　なんとなく含みのある眼で「センセも覚え、ありますゥ？」と見上げるので、

「今、実習中だろッ、早く仕事に戻れ！」

　顔を赤くして処置室に引っ込んだ。

　仕事を続けながらも、女子学生の言った言葉が頭から離れない。

（俺……あいつの昔のこと、知らない……）

　江森があんなに激しく泣くなんて、考えたこともなかった。いつも自分を庇い、守ってくれる江森があんな姿を見せるなんて、余程辛かったに違いない。

　発作の記憶がない柴田には、当然のことながら原因に心当たりはなかった。

（どうしたんだろ……）

（何があったんだろ……）

　いくら考えても分からない。そのうちいつものように柴田は暗くなって来た。

（一緒に暮らしてるのに……こんなにわかんないなんて）

　いや、「分からない」ではすまされない。だって、心から愛しているのに……。

　考え続けて、あることに思い当たった。

（そうか……）

（俺、きっと分かろうともしてなかったんだ、今まで……）

　自分は江森に出会えて、幸せだった。江森が好きだと言ってくれて、いつも気を使って、甘えさせてくれたから。

　本当に好きでいてくれるのか最初は不安だったけど、信じられるようになってからはとても頼りにしている。でもそれだけじゃあ、『今、自分さえ良ければ』と思っていたようなものだ。

　江森は常に自分に合わせてくれていた。それが当たり前になってしまって……。

（あいつのこと、考えてやんなくなってた）

　何度、仕事を優先させて江森との約束を破ったろう。それでも江森はいつも、「いいんですよォ」と笑ってくれた。

（けど、俺が寂しいって言うと、いつもあいつは……）

　仕事は大変なのは江森も同様なのに、なんとか都合をつけて会いに来てくれたっけ。

　セックスもそうだった。

　いつも優しく柴田を満足させてくれていた……が、江森は満足していたのだろうか……それより、

（俺、あいつをちゃんと満足させてたんだろうか！）

　この前思い当たったことにまたたどり着き、柴田は愕然とする。

（そうなんだ、やっぱり……）

　でもそれは仕方ないかも知れない。自分にはあまり経験がないのだから。それに比べ、江森は経験者だ。いや、熟練者といってもいい。

（俺と違って、あいつはハンサムで、優しくて、すげーモテモテだったもの……）

　なんで今まで気づかなかったんだろう！

　柴田は最後の採血を終えると、フラフラと丸椅子に倒れ込んだ。

（いや、気づかなかったんじゃない、考えたくなかったんだ！）

　なぜなら柴田は江森の過去について、一切考えないことにしていたのだもの。

　恐ろしくて恐ろしくて、極力耳も眼もふさいでいたから。

（だって……）

　前のヒトと比べられたくなかった。女の人はみんな柔らかくて、甘い花の香りがして、男の自分より断然気持ちがいいに違いない。自分が江森の前の恋人達よりいいとはとても思えない。経験もテクニックも、誇れるものは何ひとつないのだ。確かに自分はいっつもヨかったが……江森も「イイ」と言ってはくれていたが……。

（ホントはそんなにヨくなかったのかも。無理してイイって言ってたのかも）

　昨夜、泣きながら江森が自分を犯し続けたことが脳裏に蘇る。いつも柴田が辛そうにすると、江森が遠慮していたことは分かっていた。続けて追い上げられて柴田がグッタリしていると、「ごめんね浩司さん、僕のせいだ」とひどく反省して謝ることもあった。

（あいつは俺みたく早くないから……）

　柴田だけイカして、江森は我慢することもあったっけ。

（お、俺がオトコだから……好きなだけ、出来ないのかも）

　自分はすぐ満足してしまうけれど、江森はそうじゃないのだろう。だって熟練者だもの。ちょっとやそっとのテクじゃ駄目なのかも知れない。

（そうだ、その点、オンナの人となら、好きなだけ、好きなように出来るもんな……）

　何と言っても、江森は女性とシてたのだ。

（どんな風にシてたんだろう）

　女性との経験がほとんど無い柴田には、まるで想像もつかない。

（まさか、今になって……）

　男と付き合っていることを後悔しているんじゃないだろうか、と思い当たって、心の中がひやりと冷たくなる。ふうっと血の気が引いて、顔が青ざめてきた。江森に飽きられるぐらいなら、何をされてもいい。

　江森が前の恋人とセックスをしている所を思い浮かべると、激しく胸が痛む。しかも自分と違って、前のヒトは十分江森を満足させていたかと思うと……捨てられたくなかった。そのためには自分も江森を満足させるように努力しなければいけないのだ。

　何か新しい試みを二人でする時、江森はいつも、

「これぐらい普通ですよ？」

「恋人同士なら、みんな、やってるよ」

と笑って言っていた。

　自分としてはすごく濃厚だったり、とてつもなく恥ずかしく感じたあれこれも、あれが普通だったんだとすると……。

（今じゃ、もう、物足りないんだ……！）

　なんたって、江森は何年分もの経験があるのだ。恋人になってたった三カ月ほどの付き合いの自分とやることなんか、初歩の初歩のことでしかなかったんだ。いや、本当は全然違うことがやりたかったのかも知れない……昨日みたいな……。

　そう思うと、いささか眩暈がしたが、

（俺……何でもするから！）

　健気に決心した。
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　金曜日、江森は朝から内勤で、営業所でノロノロと仕事をした。

　昼過ぎにデスクに置いてある携帯電話が鳴る。

（まさか……浩司さん？）

　そうであって欲しいという気持ちと、今はとても話すことなど出来ないという気持ちがせめぎ合う。しばらく見詰めていたが、隣の席の同僚の怪訝な顔に気づき、のろのろと手を伸ばした。

「……はい」

「五月！　ああやっと捕まったわ！」

「あ……ッ、桐子きりこ姉ちゃん！」

　聞き馴れてはいるが予想していなかった声に、もう少しで携帯を取り落としそうになる。

　江森は柴田専用の携帯電話番号を、柴田以外、唯一、実家には教えていた。

　会社の独身寮を出て柴田と同棲すると決めた時、江森はいきなり「同棲」とは言えず、友達と同居すると実家には話していた。寮に住んでいる間は管理人さんが電話を取り次いでくれたのだが、まさか柴田の電話番号を教えるわけにはいかない。実家との緊急連絡用にもこの携帯を使うことにしたのである。友人達には私用の携帯電話で済ませていたが、あまり使う機会がなく、しょっちゅう電池切れしてしまい、最近になって実家には柴田専用の携帯番号も教えたというわけだった。

「ありがとうって葉書も出したけど、あんまりあんたが連絡してこないから……仕事中なら捕まるだろうって、思い切って電話したのよ！」

「え？　ありがとうって何？」

「この前、誕生日に花を贈ってくれたでしょ？」

「ああ、あれかー」

　桐子は江森の上の姉で、夫と二人の息子とともに母親と同居している。六月が誕生日で、江森は宅配便で花を贈ったのだ。

「まあ、便りがないのは元気な証拠って言うけど、たまには電話ぐらい入れなさいよ」

　十歳近くも離れている桐子は父が亡くなった時は既にＯＬをしていて、江森が大学を出る手助けもしてくれた。

「うん……分かったよ、お姉ちゃん」

　可愛い弟の元気のない様子にすぐ気づき、桐子は心配そうな声を出す。

「どうしたの、五月、病気？」

「……そうじゃないんだけど……今、仕事中だから、またあとでね」

　桐子はどうもおかしいと思ったが、確かに仕事中のサラリーマンの邪魔をする訳にはいかない。本当のことを言えば、夜間は弟の携帯はいつも留守電サービスに繋がってしまい（マンションで柴田との時間を邪魔されたくないと、江森はいつも電源をＯＦＦにしているのだ）、まるで連絡が取れず、怒ってやろうと思っていたのである。

　しかしどうも雰囲気がおかしい。桐子は女の六感でピンとくるものがあった。

（仕方ないわ、もう五月だってそういう歳だもの……）

　同居相手は男と聞いていたので、まさかそういう仲とまでは思い至らない。だが、夜間の留守電のことを考えれば、恋人がいることは間違いない。しかもいつも超元気印なのに、どんよりとした声で応じるなんて……。

　色々聞きたいことはあったが、桐子は相手から言ってくるまで待つことにした。

「わかったわ、じゃあ、あんたからまた電話するのよ。必ずよ」

　そして一呼吸おくと「相談したいことがあったら、いつでも姉ちゃんに聞いてね？　遠慮なんかいらないのよ？」と付け加える。

「五月、あんたは自分一人で考えたって、どうせたいしてうまい解決法なんか、みつかんないんだからね？」

　そっけない言い方ではあったが、長年にわたって弟を心配してきた姉の心情が滲み出ていて、江森はもう少しで涙が零れるところだった。

「うんわかってる、頼りにしてるよ、桐子姉ちゃん」

「じゃあね」

　江森は溜め息をつくと、携帯の電源を切った。

（ごめんね、桐子姉ちゃん）

　確かにこのところ柴田と過ごす時間が一分一秒でも惜しくて、実家への連絡をまったくサボっている。最後に母と話をしたのは、「母の日にカーネーションを贈ったからね」と短く電話で伝えた時だ。一人息子である自分だが、桐子の優しい夫と二人の孫に囲まれて充実している母なので、それ程寂しくないだろうと安心し切っているせいもある。そうやって江森が息子の役割をサボっていられるのも、姉の桐子のお陰なのだ。

　ガールフレンドに不自由しなかった江森に、母と下の姉の葵はしょっちゅう小言を言った。反対に桐子は放任主義だった。

「相手を大事にしないと、自分も大事にされないのよ」

　一度だけ桐子がちくりと言ったことがある。桐子は高校を卒業して、秘書の専門学校へ通い、とある会社の秘書課で働いていた。あとから聞いた話では、父が亡くなった時付き合っている男性がいたのだが、家計を支える立場になったので結婚は出来ないと、自分から交際を止めようとしたのだった。

　しかしその男性は何年も待ち、江森が二十歳になった年、二人は結婚したのである。

　強い愛に支えられ、桐子は江森にも愛の大切さを学んで欲しいと思っていたようだ。

（でも僕は……）

　そう言われた時は、まだ軽くて遊びに夢中で、別に何も感じなかったのだ……。

　幾ら桐子が優しくて、「何でも相談してちょうだい」と言っても、桐子にはとても自分の悩みなど打ち明けられないし、たとえ打ち明けたとしても慰めてももらえないに違いない。江森の相手が男性だからというだけでなく、柴田が女性だとしても……。

（自分の嫉妬から、愛する人を苦しめてしまうなんて）

　そんなこと、とても言えない……。

（僕はなんて自分勝手なんだろう）

　桐子姉ちゃんはずっと僕たち家族のために結婚を我慢してたんだ……いや、姉だけでなく、桐子の夫である男性だって、自分より数段人間が上なんだ。

　愛する女性が自分より家族を選んだのに、

（僕が大人になるまで、結婚を我慢してくれたなんて）

　江森は今にして尊敬の念を強く実感した。

（自分はいっつも、自分の都合だけで動いてるんだ……浩司さんの為にって思ってはいるけど……結果として全然そうなってないじゃないか！）

　電話のあとはさらに落ち込んで、仕事の能率が低下する。

　夕方、やっと区切りがついて、デスクで頭を抱えていると、肩に優しく手がかかる。

　振り返ると、二年先輩の佐々木が立っていた。江森より少し背は低いが、彫りの深いはっきりとした顔立ちで、責任感の強い頼りになる男だった。仕事上でも、柴田のコトでも、相談に乗ってもらったことがある。心配そうに眼鏡の奥から見通すような目で、江森を見詰めている。

　実は加藤達から昨夜の報告を受けていた。「江森の奴が煮詰まってるようだから、相談に乗ってやってくれ」と頼まれている。

「江森、ちょっくら飲やって帰るか？」

「……ハイ」

　大人しく佐々木に従って、近くのいつもの居酒屋に入る。一渡り注文すると、江森はピッチを上げて飲み始めた。

　今夜、マンションに帰るつもりはなかった。酔い潰れて、駅か公園のベンチで夜を明かそうと思っている。昨夜のことを思い出すと、自分をうんと貶めなくては許せなかった。

　昨夜、柴田が自分を拒んだことで、二人を繋ぐ唯一の絆を断ち切られたような錯覚に陥った。胸が張り裂けそうになり、ひたすら柴田を求めてしまった。あんなにイヤがっていたのに……力づくで犯しながら、自分が情けなくて涙を流した。それなのに途中でやめることは出来なかった。ホンの少しでもいいから、柴田が欲しいのだ、自分のモノが入っている、ホンの一部でも……柴田を自分一人のものにしておく為なら、どんなことでもしたかった。柔らかい肉の中に突き込みながら、このまま一生柴田の中に自分を入れておきたいとさえ思った。

　そうすれば、柴田は永遠に自分一人のものになるのだ………。

　味をまるで感じない酒を、機械的に口に含み、喉に流し込む。が、飲めば飲む程、頭の中は澄んだ水のように冴え渡る。今までの柴田との出来事が総てリピートしてくる……出会い、初エッチ、それからやっと心が通じて、激しく求め合った日々……が、『もうダメかもしれない』とは思わなかった。柴田と離れることは出来ない。そんなことを考えるくらいなら、今ここで舌を噛んで死んだ方がマシだった。

　佐々木はコップを傾けながら、苦しそうに酒を飲む江森を眺めていた。この身体のデカい、気の良い後輩が好きだった。この男には幸せになって欲しいと思っている。

　江森が男と愛し合っていると知った時には、本当に驚いた。しかし相手の男は有能な医者で、女よりも綺麗な顔をしていて、嫌悪する対象ではない。本音をいえば、そこらにたくさんいるしっかり者のＯＬと平穏無事な結婚でもして欲しいが……こと恋愛に関しては、慎ましく波風の立たない家庭生活と、身を焦がすような恋とどちらが良いかなんてのは本人の価値観の問題で、ハタがとやかく言う筋合いのものではない。

　佐々木に出来ることは、うまくいかず苦しんでいるであろう江森のヤケ酒に付き合うことぐらいなのだ。

　二合徳利が四本も転がる頃になって、佐々木は江森の手を止めた。

「え？」

「ウチ、行って飲もうぜ？　お前はデカイから、こんなところで潰れたら、俺は担いで帰れないよ」

　太縁の眼鏡の奥の眼は優しくて、江森は俯いてしまう。

「……そこらへんに転がしといて、いいですヨ」

「いいから、な？」

　佐々木には逆らえない。「ハイ」と言って、席を立った。







　病棟で処置をしている柴田の手首にスリ傷がついているのを、処置についた看護師が見付けて近藤師長に連絡してきた。ワイシャツを捲り上げ、手袋をする時に、見付けたのだという。

　それとなく見に行ってみると、確かに赤く擦れた跡がある。

（アララ）

　女王と崇めている女流ミステリー作家の小説の主人公達は、皆、知的でナイーブなタイプなので、師長はＳには興味がなかった。どうも男同士の肉弾戦に近いＳＭは、あまり師長の美学にはしっくりこない。

（困りましたねェ……）

　あのデカイ江森が本気でＳに走ったら、ちょっと柴田は壊れてしまうかもしれない。悩んだ末、五病棟に電話した。







　医局での金曜定例の勉強会が終わると、坂口が待っていたように柴田の側にやって来て、「先生、またゴハン食べましょう」と言った。マンションにすぐ帰る気持ちになれなかったので、柴田は「いいよ」と答える。

　ロッカーからアタッシュケースを出すと、坂口が横から取った。

「え……」

「先生、手、怪我したって聞いたから」

「あ……」

　誰にも知られないようにしていたつもりだったので、柴田はうろたえてしまう。

「た、たいしたこたねーよ」

　タクシーで行った先は、病院から十五分程の高級住宅街である。

「僕、手料理、御馳走しますよ」

「え……」

「ホラ、言ったでしょ、僕、ボーイスカウトだったから」

　坂口は柴田の肩を抱いてエントランスに入る。

「うわっ、お前、こんなとこに住んでんのかー！」

　ハイグレードなマンションに、柴田は驚きの声を上げる。スペイン風ヴィラといった趣で、芝生と白いタイルの中庭を囲んで、幾つかの棟が建っている。高級住宅街の中でも一段と目立つ豪華さだ。

「兄さんのものなんですよ。僕もちょっと豪華すぎて、本当は嫌なんだけど、無理やり住めって言われちゃって」

「それって、ゼータクな悩みだぞ？」

　しかし部屋に入ると柴田は「うーん」と納得の唸り声を出した。

　豪華なインテリアはいささか少女趣味で、サテンにレースのフリルがついたカーテンやら、サイドボードに飾られたマイセンの磁器人形やらは、若者の部屋には不似合いだ。

「義姉さんの趣味なんですよ。こっちへも時々出てくるから、応接間の内装は変えないでくれって言われてて……いつも友達には驚かれるんです」

　ぽかんと口を開けて辺りを見回す柴田に、坂口は苦笑した。

「確かに、俺もあんましここでは落ち着けないかもなー」

　連れ込んだガールフレンドが怖じけづいて帰ってしまったことは何度もあったが、そのことには触れず、坂口は自分の部屋に案内する。

「僕の部屋はシンプルにしてますから、大丈夫ですよ」

「ホントだ！」

　坂口の部屋は若者らしい雰囲気で、フローリングの中央にはオフホワイトのシャギーのラグが敷いてあり、モノトーンのフロアクッションが散らばっている。パソコン机にはＭＢＡが置かれ、キャスター付きのスタンドに乗った大型液晶ＴＶもある。自分の部屋とまるで違うと、柴田は辺りを見回した。

「ビール飲んで待ってて下さい、十五分で出来ますから」

　坂口はＴシャツとジーンズに着替ると、ダイニングキッチンに入って行く。

　柴田は興味を覚えてついていってみた。

　広いダイニングキッチンには大型の冷蔵庫が置いてあり、坂口は冷凍室から色々取り出し、電子レンジで解凍する傍ら、野菜を切り始める。デカい中華鍋をシンクの下から引き出した。

「……スゴイな」

「これ、一個で全部賄えるんです。中華鍋って便利ですよ」

　あっと言う間に、鳥とカシューナッツの醤油炒めと、ナスの挽き肉炒めを作った。ナスの方には、小さな瓶から赤黒いドロリとした液体をスプーンで掬って入れる。

「……なんだ、それ」

「ＸＯ醤ですよ、香港で買ったんです」

　聞いたこともなかったが、「……ん」と相槌をうった。

　坂口はさっと鍋を洗うと、今度は冷凍チャーハンの大袋を取り出し、半分ほどあけて炒め始める。

「最近は冷凍食品も、ちょっと手を加えればおいしいんです」

「……へぇ」

　確かに十五分程で、ダイニングテーブルの上に豪華な料理が出現したので、柴田は感心して坂口を見詰めた。

「スッゴイなー、お前、いつもやってんのか？」

　柴田が素直に感心するので、坂口はちょっと自分の邪まな気持ちが恥ずかしくなった。　これも戦略なのだから仕方がない。

「ええ、僕、外食はあまりしないんです。健康にはそのほうがいいんですよ」

「へぇ……」

　柴田はますます感嘆の声をあげる。

「俺……医者のクセに、駄目だよな……」

　声が暗くなったので、坂口は焦った。

「そんなことありませんよ、先生は忙しいから。それに僕、小さいころからボーイスカウトで慣れてるんですから」

　まめまめしくランチョンマットやナフキンを用意し、「先生、食べて下さい」と薦める。

「ウン」

　柴田は下を向いて黙々と食べる。坂口は、「どうです？」と尋ねてみた。

「……ウマイ」

　やっと顔を上げる。

「ホントですか？」

「うん……スッゴク、うまい」

　嬉しそうにこちらを見詰めるので、坂口はドギマギした。こんなに感激してくれるとは思わなかった。

　柴田はしばらく考えていたが「……けど、ガールフレンドより料理が上手かったら、いやがられねーか？」と疑問を口にする。

　坂口はクスクス笑った。

「僕、ガールフレンドなんていませんよ」

「ええーッ」

　柴田は心底驚いたという大声を出す。

「お前、背も高いし、ハンサムだし、俺と違ってモテるだろーに！　なんでいないんだよッ」

（本当にこの人って……）

　自分のことが分かっていないのだ。

「僕、フリーだから、先生どうです？　付き合いませんか？　美味しい手料理付きですよ」

　柴田は完全にからかわれたと思い、赤い顔をして睨む。

「なに、バカなこと言ってんだよッ、俺、男だぞッ、お前はホモとか嫌いだろーが」

　坂口は真面目な顔付きになり、柴田の顔を覗き込んだ。

「僕、先生のことを知ってから偏見、なくなりましたから」

　柴田はよく分からないといった困った顔になった。箸を置くと、下を向いて「そーか……偏見、なくなったなら、俺も少しは役に立ったな」と小さな声で言う。

「……俺も……すっごく偏見あった、こないだまで」

「ええっ」

　何を言おうとしているのか、坂口には見当もつかない。柴田が偏見の持主だなんて。

　柴田は下を向いたまま続ける。

「……俺、男しか好きになれない奴なんて……汚らわしくて、情けなくて……救いよう、なくて、ダメな奴って思ってた」

「先生……」

　……それって、自分自身のこと？

　坂口は聞いていて胸が苦しくなる。

「……俺、自分がスッゴク嫌いだった」

　ふいに顔を上げて、坂口を見詰める。

「だから、みんなから嫌われてもしょうがないと思ってた」

　坂口は以前、いかに柴田を傷付けたか悟った。研修医として下についていた時、柴田がホモセクシュアルと知って、汚いものを見るようにしたことがあったのだ。そして「小学校でいじめられてた」と言った時の悲しそうな顔も思い出した……。

「でも」

　柴田がニッコリ笑ったので、坂口はなおのこと苦しくなる。

「江森のこと、知って……少し、偏見がなくなった。少しだけ、自分が嫌いじゃなくなった」

「あ……」

　江森が柴田に与えたものはこれだったのだ。あの夜、坂口の胸の中で「幸せだ」と柴田がつぶやいていたことを思い出した。

「先生、手の怪我、大丈夫ですか？」

　坂口は話題を変える。

「へーきだ」

「ちょっと見せて下さい」

　調べると、擦過傷程度でそれ程深くはないが、みみずばれのように赤く腫れ上がって痛々しい。

「先生、今日、泊まってきませんか？」

「え？」

　柴田は驚いて手を引っ込めた。

「自分の家には帰りたくないんじゃないですか？」

「ンなこと、ないよ、なんでそんなこと、言うんだ？」

　全く隠し立てのない様子だった。

　坂口はそれ以上追及するのは止める。江森がどんな目に柴田を合わせたかは分からないが、柴田は今の所江森から離れることはないだろう……それも仕方ない。

　戦略的に意味がない時にはすぐ引いた方がいい。

「じゃあ、いつでも、ゴハン、食べに来て下さいね」

「ウン、いいよ」

　柴田をタクシーに乗せて帰した後、手早く残った料理をフリージングパックに詰めながら、坂口は考えていた。

　続いて、皿を洗い始める。

　柴田は複雑な心をしているが、ミョーにトロい所もある。特に手料理に弱いというのが分かっただけでも、大きな収穫だった。また戦略を立て直さなければいけないが、時間は十分ある。一度味わってしまったら、もう手に入れずにはいられない。江森に独占させておくのは今のうちだけだ。いや、「味わった」というのは語弊があるかもしれない。侵入を試みた時点で、坂口は先端を締め付けられ、あっけなく入れる前に放ってしまったのだから。まるで未経験の子供のようで、恥ずかしさから頭に昇っていた血が一気に下がった。

　そして冷静さを取り戻すと、目の前の人間を最愛の恋人と勘違いして求める柴田の痛ましさに、坂口はそれ以上の行為を続けることが出来なかった。

　そのあとは意識を朦朧とさせている柴田を指で慰めてやったのだ。

　あの時の光景を思い出し、坂口は息を呑む。

　請われるままに後ろへ指を深く入れ、かき回してやると、柴田は喘いで坂口にしがみつき、全身で悦びをあらわす。そして後ろだけで何度も放った。

　絶頂の瞬間の表情と甘い声は、信じられない程色っぽく、坂口は自分を押さえるのに最大限の努力を要した。その表情に魅入られて、柴田に求められる間ずっと指で刺激し続けた……。

　あの顔を江森がいつも見ているのかと思うと、いささか腹が立つ。

（僕の方が、絶対あの人に相応しい。いや、相応しくなってみせる！）
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　駅の改札口から出ると、佐々木は「ちょっと待っててくれ」と言って、公衆電話に向かう。

「……そうだ……じゃあ」

　二言、三言、交わすと、受話器を置く。家に連絡したようだった。

「いこうぜ」

　江森の腕をとる。

　佐々木のマンションは駅から歩いて数分で、一階に24時間営業のコンビニが入っている。少し騒々しい環境だが「俺んとこは共稼ぎだからな、便利が一番なんだ」と言う。

「かまいませんか、急に……」

「いいんだ、その代わり、向こうも何もしないから」

　電話は入れてあったが、玄関を開け、「オーイ」と呼んでも人の気配はない。

「買い物かな？」

　佐々木は自分でスリッパを出し、江森を招き入れる。

　こじんまりとした２ＬＤＫだった。

　デカイ江森はリビングに通されると、小さなソファの陰にブリーフケースを置き、かしこまって立っている。なるべく場所を取らないようにしているのは分かるが、あまり効果はないので、佐々木は吹き出しそうになった。

　と、玄関の扉が閉まり、小柄で痩せた女性が入って来た。妖精のような小さな丸い顔に、黒眼がちの大きな瞳、鼻は小さくツンと上を向いていて僅かにソバカスが散っている。唇は大きいが薄く引き締まっており、肩までの長さの髪をソバージュにしてカチューシャで留め、前髪は太い眉の高さでキチッと切り揃えてある。ブカブカのピンクのトレーナーを肘まで捲り上げ、細い足に黒いスパッツを履いている。高校生といっても通るようなので、江森は自分の悩みも一瞬忘れるくらい驚いた。

「ええッ、佐々木さんッ、娘さんですかッ」

「バカ、そんなわけ、ないだろッ」

　佐々木はゲラゲラ笑い出す。女性はちょっと嬉しそうな顔になった。

「えーッ」

　佐々木さんて、ロリコンだったんだ……とは言わなかったが、江森は呆然と二人を見比べる。

「はい」

　女性はブロックアイスとポテトチップスの入った、コンビニの袋を佐々木に渡す。

「あッ」

　我に返って、江森は「すみませんッ、夜遅く、おしかけちゃって、お手数かけましたッ」

と、深々と頭を下げた。女性はニッコリ笑うと、

「違うの、佐々木は太る体質だから、買いおき、しないコトにしてるだけなの」

　そう言ってすぐに奥へ入って行く。

「終わったらこっちに来いよ」

　佐々木は声をかける。

「ええ、あとレポート一本、みるだけだから」

　佐々木がグラスとウィスキーの瓶をキッチンから持って帰ってくると、江森は「奥さん、先生なんですか？」と聞いてみた。共稼ぎとはきいていたが、ＯＬだと思っていたのだ。

「いや、女子大の心理学の教室で、助手やってんだ」

「ヘェ……」

　すっごいインテリなんだ……江森は感心した。

「大学は休みが多いから、給料は良くないけど、何とかやってんだ。俺が忙しいからな、釣り合い、取れてるってわけだ」

　グラスにウィスキーを注ぎながら言う。

「お前んとこは、両方忙しいからな」

　ふと、江森の顔が暗くなる。

「でも、我慢しなきゃいけないこともあるんだぞ？」

　グラスを江森に渡しながら、教え諭すように言った。困難な恋愛に関しては、長い経験があるのだ。

「俺達、学生結婚、したんだ。あいつは二十二でオレはハタチだったから、反対されたけどな」

「え、ええーッ」

　姉さん女房にはとても見えなかった。

「ぜーんぜん、そんな風には、見えないですッ」

　素直な感想を述べる江森に、佐々木は大声で笑った。

　駆け落ち同然に結婚した二人で、佐々木の妻は卒業後、大学院に進み、修士課程を取った。佐々木は二年休学してバイトをし、生活費を捻出した。周囲の理解が得られない恋は経験済みなのだった。

　生活は苦しく、小さなつまづきが大きな溝に思え、別れる寸前までいったこともあった………佐々木は優しく江森を見詰める。

「長くやってくって、男とか女とか関係なく、大変なことだよ」

　江森は手の中のグラスの氷が溶けるのをじっと見る。

「でも……男同士って、ゴールがないんです」

　どこまで行っても、相手が自分のものという確信が持てないのだ。

　佐々木は俯いたままの江森の肩に手をかけた。

「お前、恋愛のゴールは結婚だって思ってるのか？」

「違うんですか？」

　佐々木は江森の無邪気さに苦笑する。

「それは違うな。いや、恋愛に限らず、人生そのものにゴールなんてないじゃないか。あるのはずっと長く続く道だけなんだぞ？」

「あ……」

　江森は顔を上げ、大きな眼でじっと佐々木を見た。

「結婚なんてゴールでもなんでもないよ。そりゃ、ある意味でスタートではあるけれど、たかが紙切れ一枚のことじゃないか。どれだけ長く二人で歩いていけるかってことだ。決まったルールはないんだよ」

　いつの間にか、佐々木の妻が入って来た。自分でロックを作ると、ポテトチップスを皿にあける。

「ウチだって、子供がいないからホモのカップルと同じよ」

「こ、こら！」

　いきなりの発言に佐々木は焦った。江森と柴田のことをベラベラと家でしゃべっているようで、バツが悪い。

　しかし江森はあまり気にならないようで「そんなこと、ありませんよっ」とマジで答える。

「それに……僕、男同士って、全然悪いって思ってないもの。何、言われたって、へーきだし……」

　それで悩んでいるのではないのだ。

「問題は……僕じゃ浩司さんを幸せに出来ないってことなんです」

　佐々木は妻と顔を見合わせる。

「だって、あんなにうまくいって、一緒に暮らすまでになったんじゃないか」

「それが……一緒に暮らすようになってから、あの人……」

　どこまで言ったらいいか分からない。

　相手が相沢や坂口のように医者だったら、発作のことも話せるのだが……。

　すると、佐々木が「俺、席、ハズすから」と言って立ち上がる。

「え？」

「こいつ、心理療法士の資格、あるからサ」

　自分の妻を指す。

「……あ」

「大学でカウンセリングもしているのよ。もし良かったら、聞くわ」

　佐々木の妻はニッコリ微笑みかける。

「………」

　迷っていたが、これまでいくら考えても解決できないまま来てしまい、誰に相談するわけにもいかないでいることなのだ。

　促され、柴田が起こす発作のことを少しずつ話し始める。息が早くなったり、冷や汗をかくなどの症状や、起こしたあと記憶が混乱してしまうことも、簡単に付け加えた。柴田が発作の最中にセックスを求めるということは、不安がって抱き締めてもらいたがると言うように、少し変えて語った。

　佐々木の妻は時々質問していたが、大筋の話が終わると、別の部屋に退散していた佐々木を呼び寄せた。

「江森さんは、今、頭の中は柴田先生のことで一杯だから分からないでしょうけれど、問題点は二つ、あるのよ」と言う。

「え？」

「一つは不安発作のこと」

「あ……」

　自分の部屋に入って、重そうな心理学の分厚い本を持って来ると、ページをめくって江森に見せる。

「ちょっと難しく書いてあるけど、柴田先生の起こすタイプは、ヒステリー発作と似通ってるわね。ヒステリー発作というのは、誰もいないところでは起きないの。自分を受け止めてくれる人の前でしか、起こさないのよ」

「でも、僕のいない時にも……」

　佐々木の妻はじっと江森の眼を見る。

「坂口とかいう人も、柴田先生の理解者でしょ？」

　そう言えばそうだった。

「何故、不安発作を起こすか考えたこと、ある？」

　江森には分からなかった。

「一人にされると思った時、起こすんじゃない？」

（そう言えば……）

　出会ってすぐの頃のことを思い出した。柴田のマンションに招かれた夜、江森は自分が嫌われていると思って「もう二度と会いません」と告げた。すると柴田は「置いていかないでくれ」と叫んで、震えながら江森にしがみついた……。

（あれが初めての発作だったかもしれない）

　その時以降、どんどん発作は重くなっていった……。

「それはあなたの存在が、柴田先生の中でドンドン重くなっていったからじゃない？」

「それなら少し、嬉しいけど」

「発作を起こせば、絶対あなたは離れていかないって、思ってるんだと思うわ」

　そうかも知れなかった。

　発作を起こすたびに必ず、抱き締めてセックスをした……そのうち、発作の時激しく求めて来るようになった。

　となるとやはり、発作がひどくなった原因は、自分にあるのだ。

「どうしたら発作を止められるんでしょうか」

「不安がなくなったら、あなたがいなくならないと確信したら」

「僕、絶対、いなくなりませんよ！」

　速攻で答える江森に、佐々木の妻は微笑んだ。

「あたしに言わないで、柴田先生に言ったら？」

「言ってますよッ」

「でも、向こうは信じていないのかも。最近発作が多くなったのは、何かあなたの態度が変わったからなのではないかしら？」

　そんな筈はない……が、少し、心に引っ掛かるものがあった。

　嫉妬からひどい発作を起こさせ、相沢に助けてもらって以来、「自分ではダメなのでは」という考えが常にあった。坂口が出現してからは、特に自信が揺らいでいる。いつの日か、必要とされなくなる時がくるのではという不安が生まれた……そしてその時が来たら、潔く身をひこうと、自分に言い聞かせていたのだった。

「自分に自信がないと……相手が不安がるってことですか？」

「かも知れないわ」

　佐々木の妻は、それに、と続ける。

「精神医学的に言って、発作を無理に止めることが正しいかどうかは分からないのよ？」

「ええッ？」

「発作を見ている側は、患者がすごく苦しんでいると思うでしょうけれど、患者にとって発作は必要なことなの。発作を起こせば、身体は辛いけど心は楽。起こさないと、身体は楽だけど、心は辛い。どっちが良いとは言い切れない」

　理知的な光を宿す大きな眼で江森を見詰める。

「私のよく知っている精神科の先生も言ってたわ。言葉で自分の心をうまく伝えられない人は、身体で伝えることがあるって。柴田先生は発作という形で、あなたに心を伝えているのよ。薬を使って無理にそれを止めたら、伝える手段が無くなってしまう」

　思いもよらない言葉に、江森は必死で考えを巡らす。

（浩司さんは……発作で僕に伝えようとしている）

　そんなことは考えたこともなかった。あの発作はとにかく見ているのが辛くて、悪の根源のように思っていたのに……柴田にとっては必要だなんて。

　発作を止めて柴田の心がもっと辛くなるくらいなら……。

　柴田が発作を起こし、自分の胸の中で身体を震わせて呻いているのを見ていると、江森は心臓に爪で裂かれる程の痛みを覚えた。ただギュッと肩を抱き、熱く固いモノを与えることしか出来ず、無力さに唇を噛み締めた。

　発作が収まって柴田がやっと眠りについたあと、ひっそりと涙をこぼしたこともあった……が……。

「……僕は浩司さんが良ければいい」

　ポツリと漏らした。

「僕が辛いより、浩司さんが辛い方が嫌だから……」

　自分の前でだったら、幾ら起こしても受け取められる。佐々木さんの奥さんの言ってることが正しいなら、手術中に起こすことはないのだ。それさえ分かれば我慢出来る。

「じゃあ、問題の一つは解決したじゃない」

　佐々木の妻はグラスに口を付けた。

「もう一つは嫉妬の問題ね」

「ハァ……」

　嫉妬深いと思われるのは、本当に恥ずかしかった。しかも男のクセに……さぞや叱咤の言葉が飛び出すだろうと首を竦めていると、意外にも「それは解決できないのよ」と言う。

「ええッ」

「九十才になっても、嫉妬深い人は嫉妬深い。性格の問題ですもの、一生付き合うしかないわね」

「そ、そんなッ」

　佐々木も口を出す。

「前にも言ったろうがッ、嫉妬ってヤツは人間の感情の一部なんだから、全くなくなることはないんだ」

「で……でも、僕、スッゴク嫉妬心が強いから……」

「いいじゃないの」

　佐々木の妻は江森を見詰める。

「柴田先生には、自分が嫉妬深いって打ち明けた？」

「ンなこと、言えませんよッ、恥ずかしくてッ」

「どうして？　柴田先生ってヒトは、強く求めてもらいたがるたちのようだから、あなたが嫉妬するのは却って嬉しいんじゃない？」

「……あ」

　さすがに佐々木の妻には、柴田を縛り上げてお互いの体液が涸れ果てる程、セックスしたとは言わなかったので、その意見に全面的には賛成できなかった。嫉妬されるたびにあんな目にあわされたんでは、イヤがるに決まっている。が……一理あるという気はする。

「とにかく、性格はＤＮＡに書かれているようなものだから、変えようと思っても難しいわよ。でも、遺伝情報が総て表現されるわけじゃないから、なるべく抑える努力は必要だけど」

　インテリだけあって難しい言い方ではあったが、要するに歯止めは要る、ということなのだ。

「性格の問題なんですか……」

　それは自分の問題で柴田の問題ではない。坂口に嫉妬して柴田を苦しめるなんて、筋違いなのだった。話しているうちに、だんだん気持ちの整理がついてきたようだった。

「一番大切なのは何か、考えろって前に言ったろ？」

　佐々木は優しく声をかける。

（一番大切なこと……それは浩司さんの傍にいることなんだ。そしてそれこそ、浩司さんが僕に望むことだ）

「僕、うんと浩司さんに悪いこと、しました……これから帰ってあやまります」

　立ち上がると、深くお辞儀をした。

「力になって下さって、ありがとうございました」
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　マンションに戻ると、玄関と廊下には明かりがついていた。

　昨夜壊した部屋の扉が少し開いていて、中を覗くと、もうベッドは片付けてあった。昨夜の蛮行の名残は無かったが、江森はまた今朝のことを思い出し、後悔で胸が潰れそうになった。

　今朝起きてみると、シーツには血が飛び散っていて、柴田は後ろ手に縛られたまま、全裸でベッドに横たわっていた。手首は擦り切れて赤くなっており、縛っていたネクタイを外した時も、眼をつぶったままで一言も発さなかったっけ……。

（もしかしたら浩司さんは、今日は帰ってこないかもしれないな……）

　それも仕方ないことだ……。あんなに酷いことをしたんだから、怖くて帰ってこないかも知れなかった。

（明日でもいいから、とにかく会ったらすぐ謝ろう）

　シャワーを浴び、パジャマに着替えてベッドルームへ行くと、ベッドの毛布が一部こんもりと盛り上がっている。

「ええっ？」

　まさか柴田がベッドに寝ているとは思わなかったので、大声を出してしまった。

「……五月」

　江森の声で柴田は眼を覚まし、枕から頭を持ち上げた。

「……浩司さん」

　柴田はベッドの上に上半身を起こすと、俯いたまま、「……五月、お前がシたいなら、シてもいいんだ」と言う。

「浩司さん！」

「俺……ずっと考えてた」

　一言一言、ゆっくり考えながら言う。

「……俺たち……知り合ってまだ、五ヶ月だ……お互いのこと、良く知らない。昔のこと、あんまし教え合ってないし……過去のこと、知らなきゃ、今のことも分からなくてとーぜんだよな。き、既往歴が分かんなきゃ困るのとおんなじでさ……それも、しょーがないよな……だって、お前のこと、知らないでいた時間の方が長いんだもんな」

　柴田は潤んだ眼で見上げる。

「でも、少しずつ……一緒にいる時間が長くなれば……それが俺達の共通の過去になると思う。どんどんそれが積み重なれば、きっと……お互い知らないでいた過去のことは気にならなくなると思うんだ。それに、大事なのは今だから」

　柴田の言葉は深く江森の胸に染み込んで行く。

　柴田はまた眼を伏せて、顔を赤くしながら小さな声で言う。

「だから、俺、あ、あーいうの……あんまし好きじゃねーけど、シたければシてイイ……俺、我慢すっから」

「ええッ？」

　柴田が何を言っているか見当がつかないので、江森は呆然として見詰めた。

「だからッ、お前……今までスッゴク優しくシてくれた……の……俺のためだったんだろ？　ホ、ホントはッ、し、縛ったりッ……ちょ、っと、い、痛くすんのがいいんだろ？　お、俺のために、ズーッと我慢してたんじゃねーのか？」

「ええーッ、それって、浩司さん、ＳＭのこと言ってるの？」

　ここに来て、柴田がまたしても完璧にズレたことを考えているというのが分かった。

「……ま、前のヒ、ヒトとは、そーしてたんだろ？　お……俺、我慢……するからシていい……ぶつのはだめだけど、ちょっと痛いぐらい、お、お前のためなら我慢できるからッ」

「浩司さん、それ、ぜんぜん違うよッ」

　傍へ行って、震える肩を抱いた。

「……ま、前のヒトとお前はうまくイッてたのかともうと、お、俺ッ、辛くて……お前と知り合う前、俺、自分のことがスッゴク、嫌いだった……もう……ヤだッ……そんな日には戻りたくない……お前のいなかった過去にはぜったい、戻りたくないんだッ」

　しがみついて来て、苦しそうに叫ぶ。

「で、でもッ、お前は前の人の方がヨかったんだとするとッ、俺ッ……す、捨てられちゃうから……俺、努力して、きっとヨくなるからッ、ああいうのッ、シていい！」

「違うよッ、違うってば、そんなんじゃないんですよッ」

　江森は柴田の頭を胸に抱き締め、一所懸命に否定するが、柴田の勘違いは続くのであった。

「だってッ……さっき精神科の教科書、読んだんだ、俺。そこに書いてあるよ、あーゆーのが好きな人は、そうしなくっちゃ、全然ヨクないって。ま、満足出来ないんだって……お前、すっごく我慢してたんだろ、ホ、ホントは、あーゆーのがシたくて、ツラかったんじゃねーのか？　きッ、きのーはお前、泣いてたから……」

「あ……」

　勘違いをしている柴田は、相変わらず進路変更がきかない。江森は本当のことを打ち明けるのは今だと感じた。両手で頬を挟み、仰向けると、江森は真剣な眼で柴田を見詰めた。

「僕、ホントのこと言うと……」

「……五月」

　柴田はビクリと震えた。江森の昔の恋人のことなど、聞きたくない……。

「昨日の夜は僕、嫉妬したんだ。嫉妬して、あなたに酷いことをしちゃったんだ」

「ええッ？　なんだそれ？」

　柴田が眼を丸くしているので、江森はそっと唇を重ねた。柴田はまるで事情が分かっていないのだから仕方がない。

「あのね、僕、坂口センセに嫉妬してるんだ」

「ええーッ」

　柴田は大声を出した。

「なんだよッ、それ、どーゆーコト？　なんで坂口なんだよッ、ぜーんぜん、かんけーねーじゃねーか！」

　呆れたといった声なので、本当に坂口に対しては何の恋愛感情もないということが江森にもはっきりと分かった。それでも自分の気持ちは素直に伝えることにする。

「だって、僕、医者じゃないし、坂口センセは医者で頭も良くて、浩司さんと一緒のトコで働いてるし。僕、とられちゃうんじゃないかと思ったんだ」

「お前、何、考えてんだよ！　俺はッ、お前が好きなのッ、お前だけっていっつも、言ってんだろ！　お前ッ、俺のこと、信じてねーのかよ！」

　だんだん形勢が逆転してきた。

「だいたいッ、お前が医者じゃねーのと、坂口が医者なのと、ドコでドウ、関係するんだよッ、ぜんぜん違うことだろ？　俺はッ、お前が好きなんだから、お前が！　どーしてそれをうたぐんだよ！」

　声に怒りが含まれ始めたので、江森は焦った。

「浩司さんのこと、僕、信じてるよォッ」

　急いでまた、唇を重ね、頬ずりをする。

「でも、浩司さんが、いつも坂口センセと一緒にゴハン食べてるかと思うと……心配で」

「テメー、バッカじゃねーか、俺、医局でみんなとも食ってるんだぜッ、ゴハンぐれー誰とでも食うぞッ」

　江森はわざと疑いの眼で柴田をじっと見る。

「だって、僕とも最初はゴハン食べる仲だったじゃないッ」

　柴田は真っ赤になってしまった。

「違う……あ、あの時はッ、もう、シ、シてたじゃねーか、イッカイッ」

　切れ長のキツイ眼が更にキツく吊り上がる。

「お前はッ、特別なの、特別なんだよ！　どーしてわかんねんだッ、そんなことがッ」

　江森は眼を伏せて、震える声で言う。

「僕、異常に嫉妬深いんだよう」

「ええッ」

　そっと柴田を抱き寄せて、首筋に顔を埋めた。

「そうなんだ……きょう、佐々木さんと佐々木さんの奥さんに、言われちゃったよ。嫉妬深いのは生まれつきでしょうがないッて」

「お前のドコが嫉妬深いんだ？　全然そんなことないじゃないか」

　柴田は訝しげな声を出す。自分は江森が女性と話しているのを見ると、胸が引き裂かれそうになる。が、江森は今まで、そんな様子を見せたことがまるでなかったのだ。

　確かに相沢に激しく嫉妬した時期はあったが、相沢だから特別なのだと思った。中学の時からずっと好きだった相手が身近にいるのだ。江森と知り合った時どころか、本当は付き合い始めた後でもまだちょっと好きだったのだから……。

　江森の方は、一体これまでに何人の恋人がいたのか、柴田の前に付き合っていた人はどうだったのか、柴田は何一つ知らなかった。

「浩司さんたら……」と呆れたように自分の世間知らずを笑う、物分かりの良い、余裕たっぷりの大人だと思っていたのに。

　目の前の江森を見詰める。

　いつも自信に溢れている大きな眼は、確かに今日はなんだか弱気に見える。

「そうなのか？」

　江森はうんと頷く。

「浩司さんに嫌われちゃうと思って、ズーッと隠してきたんだよ」

「……ホントか？」

「ウン」

　じっと見詰め合った。

「僕、本当は浩司さんの傍にいる男、みーんな殺しちゃいたいんだよ。浩司さんのこと、鎖で縛って、閉じ込めて、鍵かけて、誰にも見せたくないんだ」

「……ンなこと、一度も言わなかった」

　ポツリと柴田が言う。

「だって、そんなこと言ったら、嫌われちゃうと思って……」

「……ンなこと、ない」

　なんとなく嬉しそうな口調になっている。

「ホント？　嫌いにならない？」

「……ウン……ちょっと……ウレシイ」

「ええーッ？」

「……もっと言ってもいい」

　ホッとして江森はギュウギュウ抱き締めた。

「もう、この部屋に閉じこめて、僕が仕事いってる間、鍵かけて、帰って来たらズーッと二人ッきりで、ズーッと朝までセックスして、ゴハンも外に行かないで、僕がコンビニでお弁当を買って来て、出前の人にも見せたくないから、出前もとらない！　こないだピザとった時、持って来た男の人、浩司さんのこと、ジロジロ見てたから、もう殴り殺したくなっちゃったッ」

　あの時、柴田は風呂上がりで、洗ったばかりの髪をタオルで拭きながら、丈の短いバスローブ一枚で、フラフラと歩き回っていた。日曜の午後、たっぷりヤッたあとだったので、目付きも仕草もえらく艶っぽかった。持って来た若い男は、ヨダレを流さんばかりにして、ジロジロ柴田を眺めていた………江森はピザを受け取ると、すぐ男を追い出したのだ。

「それから？」

　柴田はひどく嬉しそうだ。

「窓もぜーんぶ、目張りして、外から誰も覗けないようにするッ、電話も引っこ抜いちゃうッ、浩司さんの声、セクシーだから誰にも聞かせたくないッ、ヘンタイがテレホンセックス仕掛けて来るかも知れないしッ」

「……それから？」

「服も燃やしちゃってッ、ハダカにしとくッ、そーすれば浩司さんがスるのイヤがっても逃げらんないしッ、僕、好きな時にすぐ、できるもの」

「……それから？」

「ホントはアソコに鍵、かけたいけど、それは出来ないから……」

「バ、バカッ」

　唇を重ね、深く口付けた。

「ぜったい、ぜったい、誰にも渡さないからね！　あなたは僕だけのものだからね！」

　抱き締めて江森は囁く。

「……ウン」

「浩司さんが嫌って言っても、僕、一生、ぜったい、あなたの傍を離れないからね！」

「……ん」

　パジャマを脱がせ合い、並んでベッドに横たわった。

「昨日はごめんね、浩司さん」

「……いいんだ、もう」

　江森は赤く腫れた柴田の手首に、唇を這わせる。

　ほんの僅か触れただけで、柴田が痛そうに顔をしかめるので、江森は後悔で胸が張り裂けそうになった。両手で柴田の顔を挟んで見詰める。

　ふと、今朝、血に染まったシーツに仰天したことを思い出す。途中から柴田は、江森がねじ込んでも、ピクリと震えるだけで、呻き声すら出さなくなった。……アソコは手首より、傷ついたに違いなかった。

「アソコ……痛いでしょう？」

　柴田はちょっと困った顔になった。

「安心してよ、今夜は入れないから」

「ン……」

　そっと指でお互いを導いていく。

「ンン……ッ、ウウッ」

　柴田のモノは、初めは力無く項垂れ、指のままに揺れているだけだったが、そのうち小さな生き物が当たりを伺うように、首を振り始めた。

「ああ……ここ、かわいい……大好きだよ、浩司さん」

「バ、バカッ」

　ぎこちなく江森のモノを愛撫していた柴田は、真っ赤になる。

「あのね、初めてした時から、かわいいって思ってた」

　括れを持ち、先端の小さな頭を撫でながら、江森は囁く。

「アソコも好きだけど、ここも好きだよ、浩司さん……でも、ここだけじゃないんだよ」

　江森は柴田をいとおしそうに見詰める。

「浩司さんのことは、どこも、みんな好きなんだよ」

「五月……」

　やがて柴田の先端から蜜が滲み出る。

「濡れてきたよ？　このままイク？　それともクチでする？」

　すると、顔を赤らめて「……あのさ……アレ……やってくれよ」と言う。

「あれって？」

「ホラ……まえ……一緒にさ……」

「ああ！」

　江森は柴田の上に覆い被さると、大きな手でまとめて持ち、扱き出した。同じリズムで快感が二人を襲う。

「……アア……ッ、お前とッ、一緒にッ」

　江森の手を見詰めながら、柴田は高ぶり始めた。腰を持ち上げて、江森の手の動きに合わせる。

「ア……ハッ……イ、イッ、五月ッ」

　不思議な一体感が官能を高めた。

「浩司さん、イイよッ」

　柴田の中にモノを入れなくても……二人は、一ツなのだ……先端を太い指で同時に刺激した。両方の先端からの液が交じり合い、トロリと滴る。

「ウ……ウウッ……ンッ、五月ッ」

　甘い声が絶え間無く漏れる。

「イイよ……浩司さんッ」

「さつきッ……ッ、イイッ」

　二人のモノは一体となって、頂上を目指す。熱の中心は溶け合ってビクビクと脈動し、今にも爆発しそうだ。

「ああッ、ううッ……ハァッ、いいッ、いいッ」

　柴田は追い上げられ、愉悦に身体を震わせる。

「アアッ……アッ、五月ッ……お前だけだッ、俺ッ」

　またあの顔だ……江森の一番好きな顔を見せ始める……柴田は江森だけが好きなのだから、やっぱりこの顔は、自分だけのものなのだ。

　突然柴田は動きを止め、両手でシーツを握り締める。

「アアッ、も、もうッ」

　全身が弓なりにしなった。

「浩司さんッ」

　江森は扱く手を止め、ぎゅっと握る。

「アアアアッ、さつきッ、出るッ」

　恍惚に満ちたその顔を見詰めながら、江森も自分のモノを扱いて解放した。

「五月……」

「浩司さん……」

　お互いの放った熱い液を腹に感じながら、身体をピッタリ重ね合わせる。

　今まで胸の中に、肉を食い破って出て来そうな激しい生き物が潜んでいたとは思えない程、心は落ち着きを取り戻していた。

「愛してる……愛してる……」

　眠りに吸い込まれそうになりながらも、江森は柴田の髪を撫でながら囁き続ける。

　もう何も怖いものはないのだ。柴田がどんなに発作をおこしても自分が受け止めてみせる。

（浩司さんが不安なら、いつまでも傍にいる。いつだって抱いてあげる）

　そういう気持ちが何より大事なのだと解った。

　迷わずにただ、ずっとずっと愛し続ける。

　これからも相沢や坂口に嫉妬するだろうが、それも仕方がない。

（嫉妬するのは、僕が浩司さんを愛してる証拠だもの）

　嫉妬は苦しいけれど、柴田が苦しむより自分が苦しい方が、ずっといい。自分はデカくて丈夫だから、どんなことでも耐えられる。

　これからは嫉妬しても、口に出して言えばいいのだ。さっきのように。

（焼きもちを妬いているところを見せても、浩司さんは嫌がらない。むしろ喜ぶくらいなんだもんな）

　それだけでも楽になる。

（坂口先生とのことだけは言えないけど）

（これからはもっと、いろんな話をしよう！　そう……二人で……）

　過去も大事だが、現在と未来の方がずっと大切なのだ。犯してしまったただ一度の過去のことで、現在と未来を駄目にするなんて、そんなばからしいことはない。それに過去は柴田の言う通り、二人でこれから作っていくものなのだから……。

「これからは、もう、絶対、大丈夫だよ……浩司さん……」

　何度も耳元で囁いた。
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（……と、そろそろ切り上げようかな？）

　柴田は左腕のバセロン・コンスタンチンを見る。

　もうじき三時だ。三病棟のナースステーションではそろそろ看護師が申し送りの準備に入っている。

（あと少しだから、やっちゃおう）

　中検から上がって来た検査データを急いでカルテに張り付ける。

（あ……）

　土井という名前に柴田の手が止まる。先週、精神科の外来から依頼された消化性潰瘍の患者だ。カルテを開くと、小早川のコメントが最後のページに書いてある。中学生の娘のカウンセリングが好調だとあった。

（そうか……良かった）

　帰る前にもう一度顔を見ておこうと、柴田は病室へ向かった。

　六人部屋の真ん中で、カーテンが引かれており、中から明るい少女の声が聞こえる。

「じゃ、これ、洗濯物、ここに入れとくからね」

　バタバタと扉の開閉音がする。

「ごめんね、今日は学校の帰りで遅くなっちゃって」

「百合子、学校へ行ってるのか？」

　驚いたような父親の声がする。

「ちょっとだけね。それより、こっちが汚れ物でしょう。まったくさぁ、ママも寝てるから、大変なのよ、パパの分まで洗濯するのってさ」

「すまんな」

　父親のか細い声。

「ま、だから当分入院してな。ちゃんと治ってから帰ってきてよ、半端はかえって迷惑だからさ」

　ちょっときつい声だが、照れ臭さが滲んでいる。離れたところで見ていると、肩に大きな手が置かれる。振り返ると白衣を着た大きな男で、小早川哲雄だった。

　小早川は唇に人差し指を縦にあて、柴田の手を取って外へ出る。自販機コーナーまで行くと、「うまくいってるよ」とにっこりした。

「まだ摂食障害はあるが、学校へは取り敢えず行き始めた。自分がちゃんとしなくちゃという責任感が芽生えたのが良かったようだね」

「……良かったですね」

　柴田も笑みを浮かべる。

（うわ、ほんと、可愛いぜ、この子は）

　小早川は自分を見上げる繊細な美しい顔にクラクラときた。そして、「な、先生」と馴れ馴れしく肩に手をかける。その瞬間、「哲雄！」と凜とした声が響いた。

「うわっ」

　足を怪我しているにもかかわらず、小早川は３０㎝程も飛び上がる。

「お前、ここで何をしている！」

　やって来たのはフレームレスの眼鏡をかけ、半袖の短い白衣を着た医師だった。栗色の髪を横に流し、細く鋭い眼をしている。名札で「第１外科　木田博基」と読み取って、柴田はお辞儀をする。

　小早川は柴田の肩にかけた手をパッと離し「あのな、俺の患者の父親が、こないだ吐血してな、柴田先生に主治医になってもらったんだ。でさ、お礼言ってるところだよ」とおたおたと弁解にかかった。しかし木田は聞いていないようで、柴田の方へ優しい視線を投げかけた。

「第２外科の木田といいます。柴田先生、先生とは一度、話したいと思ってましたよ」

「え……」

　柴田は怯えた目を向ける。１外の木田といえば、臓器移植チームの中心的役割を果たしている、切れ者と評判のエリート医師だ。そんなエリートがなぜ自分なんかに……。

　柴田は詰まりながらも、「あの……初めまして」と答えた。

　木田はくすりと笑い、「先生、今度うちの移植チームの会合に出席してください」と言う。小早川には打って変わって厳しい眼を注ぐ。

「お前、柴田君が怖がるようなことをしたんじゃないだろうな！」

「と、とんでもない！　お、俺がそんなこと、するわけないだろうが！」

「ふん、どうだか」

　再び木田は優しく柴田を見て、「じゃあ、今度、ぜひ」と話しかけた。

「え……俺なんかでよかったらいつでも」







　病棟を後にして医局へと歩きながら、柴田はさっきの少女の明るい声を思い出していた。推測ではどうも父親と和解出来たらしい。吐血して苦痛に歪んでいた土井の顔からは、本当に娘を愛して苦しんでいる父親の心情がうかがえた。

（良かった……）

　自分にそんな日が来るとは思えなかったが、親子が和解することは何かをきっかけにあるのだと、柴田は感動していた。

　医局へ戻ると、白衣を脱いでロッカーに入れる。代わりにサマーカシミヤの白いジャケットを手に取った。折り畳みの傘を出し、窓の外を見上げると、重たい灰色の雲は所々切れ、青空が覗いている。遠い西の空はからりと晴れて、夏の日の入道雲のような丈の高い積乱雲が盛り上がり、白く輝いている。 

　今年はいつまでも雨の日が続いたが、きっと明日あたりは梅雨明けになるだろう。

（もういらないな、それにどうせ車だし……）

　また傘を戻す。久し振りの土曜日デートに心が弾んで来た。

「お先に」

　声をかけて医局を出る。外来の待合い室の公衆電話に寄ると、マンションの電話番号を打ち込んだ。

「浩司さん？」

「あ、俺。今、病院から出るトコ」

「僕、車で迎えに行くから、玄関で待ってて」

　江森の明るい声に胸が熱くなる。

「玄関？　目につくよ？」

「いーじゃん、誰に見られたって、恋人同士だモン」

「……だな」

　玄関へ向かおうとすると、内科の外来からスラリとした白衣の男が走って来る。

「……相沢」

　相沢はズレた眼鏡をかけ直すと、柴田の前で止まった。

「柴田……ごめん！」

「え？」

　唐突に謝られ、柴田は驚いて目を見開いた。

「僕、先週、お前のこと、傷付けた」

「相沢？」

「ヘンなこと、言ったろ？　ＣＰＣの時。出ない方がいい、なんて」

「……あ」

　もう大昔のことに思えた。相沢に憐れまれたとあの時は思ったのだ。

「お前、あの時、研修医といたろ？」

「ああ、坂口か？」

「お前、あいつにイヤがらせ受けたんだって？　僕、その噂、芝元に聞いたんだ。だから心配になって……本当なの？」

「……うん」

　柴田は頷く。

　相沢は更に心配そうに柴田を覗き込む。

「症例が症例だったろ？　それでまたあの研修医が思い出して嫌がらせをするかもしれないって思って……」

　相沢はそこまで言うと、また柴田をじっと見る。

「あの時、お前が……同性愛ってことで気まずい思いをするって思ったから、ＣＰＣに出るの、やめた方がいいって言ったんじゃないんだ。でもひょっとして、お前、そう感じたんじゃ……」

「……そーだったのか」

　相沢の眼は真っすぐ柴田に注がれている。優しい、こちらが暖かくなって来るような、眼差しだった。

「柴田、ごめん。お前、途中で出てったから、僕、心配して……」

「あ……」

　柴田は焦った。自分のことなんかで相沢を傷付けたくない。

「違うんだ、俺、三病棟から呼び出されたんだ」

「そうか、良かった」

　相沢はホッとした様子だった。

　考えてみれば、相沢が自分を憐れむなんてワケはないのだ。母親が担任の教師と駆落ちして、イジメを受け、イジケていた柴田を相沢一人が対等に付き合ってくれたのだから……それを……。

（俺、僻みっぽくなってたんだ……）

　坂口に一緒に働きたくないと言われた時もそうだった。男に見境がないと直接言われたわけでもないのに、一人で傷付いたつもりになっていたのだ……江森にもあたってしまった。

（一生、ぜったい、離れないって言ってくれる恋人がいて、スッゴク良く分かってくれる親友がいて……）

　なんで自分は不幸って思ってたんだろ……柴田は考える。

（俺……何も怖いもの……ないのに）

　いつも何かを怖がっていた。それは前に立ちはだかる実体のない自分の不安そのものだったのかも知れない。

「これからは、もう、絶対、大丈夫だよ、浩司さん」

　昨夜の江森の囁きが蘇り、身体が熱くなる。

　全身の筋肉の緊張が抜け、ふいに軽く浮き上がりそうな感覚に襲われた。

「ごめんな、相沢、心配かけて」

　にっこり笑いかけた。

「俺、へーきだぜ、何、言われても。もうお前に心配かけないヨ」

「ホントか？」

　相沢もニッコリする。優しく微笑む顔がまぶしかった。

　柴田は胸の中が熱くなった。

　涙が零れそうでとても全部、口には出せないが、嬉しいという気持ちを込めて相沢を見上げる。

「お前の心配する相手は薫ちゃんだろ？　俺にはちゃんと五月がいるから」

　自分から江森の名を出したくせに、照れ臭くなって柴田は話題を薫に振った。

「薫ちゃん、どう？　赤ちゃんは？」

「ウン、順調だよ、また勤務し始めたから」

　あの夜の想いが交差して、二人はじっと見つめ合った。

「よかったな……」

「うん、そうだね」

　二人ともどちらからともなく歩き出す。

　しばらくして相沢が今度は遠慮がちに話しかけた。

「なぁ柴田……夏休み、都合がつくようだったら、一緒に田舎へ帰らないか？」

「え？」

　突然の言葉に、柴田は足を止めて相沢を仰ぐ。つられて相沢も立ち止まった。

「ほら、薫も落ち着いたし、何日か帰ろうと思ってるんだ。だからお前も一緒に帰ったらどうかな。もう随分帰ってないだろ？　一人じゃ帰りづらいだろうけど、僕たちと一緒ならいいんじゃないかな」

「……相沢」

　相沢は柴田を気遣いながら、もちかける。

「ほら、自分の家がいやなら、僕のうちに泊まってもいいし。ちょうどお祖母ちゃんの七回忌だろ？」

（覚えててくれたんだ……）

　祖母が亡くなった時、柴田には連絡がなく、間に合わなかった。しかし相沢は自分の車を飛ばし、渋る柴田をお通夜の席に連れて行ってくれたのだ。

　熱いものが眼から溢れそうになって、柴田は俯いた。

　以前に言われた言葉が頭の中に柔らかく響く。

「ずっと、これからも、いつまでも親友だよ？」

　薫と結婚すると告げた時も、柴田が自分はホモセクシュアルだと告白した時も、相沢はそう言ってくれた……。

　俯いたままの柴田を誤解し、相沢は慌てて「嫌ならいいんだ、次の機会にでも」と言葉を繋ぐ。

「ううん、違うんだ」

　柴田は顔を上げ、笑って見せる。

「あのさ、俺、五月と行こうと思ってるからさ。あいつの休みに合わせるから」

　相沢は気が付いたという顔をした。

「そうだね！　その方がいいね！」

　また二人は歩きだした。

「お茶でも飲もうか？」

　相沢が誘う。

「ウウン、五月と待ち合わせてっから」

「デートか、いいな」

　柴田は真っ赤になったが、小さく続ける。

「か、買い物に行くんだ、あいつ、ボーナス出たからさ、プ、プレゼントくれるんだって」

　相沢の前だとどういう訳か、ついポロポロ、ノロケが出てしまうのだ。

　相沢はクスクス笑っている。

「なに、貰うの？」

「あいつ、薄給だもん、せーぜーネクタイってとこかな？　青山に行くんだ」

「青山のどこ？　ブルックス・ブラザース？　ハケット？」

「ええッ」

　柴田は呆れたという顔で相沢を見上げた。

「『洋服のアオヤマ』だよ、ロッポンギ・アオヤマのアオヤマじゃねーよ」

　ちょっと偉そうに説明してやる。

「五月の行きつけの店なんだ！　すっごく大きくて何でも揃ってんだ、安いしさ、便利だぞ、お前、知らないのか？」

　本当は知っていたが、

「知らない」

　ますます得意そうになるので、相沢は吹き出すのを必死で堪えた。

「ったくもう、医者ってなーんにも知らねーんだもんな、世間のことを」

　柴田はきっぱり宣言する。

「五月は色んなこと、すっごくよく知ってんだ。今度、一緒に連れてってやるよ！」

　玄関まで来ると、既にタクシーの列の隣に赤いミラージュが停まっていた。

「じゃーな！」

　柴田は相沢にブンブン手を振り回すと、小走りに車へ向かう。

（なんか、江森くんに仕草が似てきたな）

　相沢は考えた。







　車に乗り込むと柴田は運転席の江森を振り返り、少し首をかしげて微笑んだ。

　総てが溶けていくような、そういった透明な微笑みで、見ていた江森は胸が苦しくなった。

「どうしたの？　浩司さん？」

　涙が出そうになったので、慌ててごまかそうと尋ねる。

　柴田は微笑みながら答えた。

「だって、楽しいだろ？　お前、楽しくないのか？」

「そうだね」

　江森も微笑み返す。

　こういった一分一秒がどんなものより大事なのだと思った。

　いつの日か楽しかったことだけでなく、苦しかったこともPast Historyとして笑って話せるようになるに違いない。

　でも、一番大切なのは、今・現在の幸せな時間だ。その幸せな時間を積み重ねて行けばいい。

　佐々木が言ったように、ロマンスにゴールはないのだ。二人の前には長く続く道があるだけだ。

　江森はそっと手を伸ばし、柴田の手を握った。

「え？　なんだ？」

　柴田は不思議そうに江森を仰ぐ。

「ううん、何でもないよ、浩司さん」

　いつか佐々木に教わったことを柴田にも伝えようと思った。

「じゃ、行くよ、シートベルト、締めてよ？」

　江森は弾む声を柴田にかける。

「……ん」

　ギヤをドライブに入れると、方向指示器を点滅させながら江森はミラージュを発進させた。



 END　　　
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　眩しいほどに晴れ上がった日曜日、下りの幹線道路は行楽地へ向かう車で混んでいる。夏休みの最中だから当然のことだ。

　朝、ベッドでゆっくりしてしまい、出掛けるのが遅くなったため、江森の運転するミラージュはしっかり渋滞に巻き込まれていた。

「うわーっ、ちょっと時間がかかりそうだよ、浩司さん」

　江森はエアコンのスイッチを強にすると助手席の柴田に眼をやった。単なるドライブではなく、お墓参りということで、二人ともグレーのサマースーツを着ている。上着はもちろん脱いでいたが、タイも締めているので江森は少し暑さを感じていた。

　倒したリクライニングシートに寄りかかって柴田は眼を閉じていたが、エアコンの風が強くなったことに気づく。瞼を擦って江森を見上げ、「オーバーヒートするぞ、混んでるから」と注意した。

「そっか……でも浩司さん、暑くない？」

「大丈夫だ」

　江森はスイッチをまた弱に戻す。そして「眠かったら寝ていてよ、高速降りるまでは分かるから」と声をかける。

「ごめんね、昨日も浩司さん、夜呼び出されちゃったのに」

　緊急手術で手が足りないと柴田は病院から連絡を受け、夜中に出掛けて行った。明け方帰って来て、数時間の睡眠しか取れなかった……それなのについ、朝方江森は求めてしまい、そのせいで出掛けるのが遅れたのだ。前の週から今日の予定は決めていたのにと江森は反省していた。

「ごめんね、もっと早く出れば良かったね」

「いいんだ、何時までって決まってる訳じゃないんだし、今日のうちに行って帰って来れればいいんだから」

　目的地は柴田の祖母のお墓だ。ちょうど今年の夏は七回忌にあたり、法事には行かないつもりだが、一度はお墓参りをしたいとずっと柴田は考えていた。江森に自分の住んでいた街をみせたいという希望もあったので、思い切って言い出したというわけだった。実家はその目的地には入っていないが。

　高速を降り、しばらく柴田のナビで走ると着いたのは市営霊園だった。

　柴田の故郷は北関東の大きな都市で、東京と違い１５分も中心地から車を走らせると、もう山並みが迫ってくる。拡大したベッドタウンの外れにその霊園はあった。

　山際のこの辺りには昨夜は雨が降ったらしく、道路には大きな水たまりが出来ている。霊園の駐車場にミラージュを停め、外へ出ると、熱い草いきれが鼻をついた。緑溢れる園内はキョウチクトウが盛りで、暑い日差しをものともせずまっすぐ上に伸びた枝に、独特の濃いピンク色の花がたわわにつき、盛夏を感じさせる。

　ムクゲも多く植えられていて、底紅と呼ばれる白い花弁の一重と、薄紫の八重のものがやはり咲き誇っている。こちらは時折吹く風にゆらゆらとたおめき、涼しげな雰囲気だ。

「霊園って、お寺はないんでしょう？」

　入り口へと歩きながら江森は尋ねる。

「うん」

「じゃあ、お花はどこで買ったらいいんですか？」

　管理事務所で買うことが出来るのだが、柴田はううんと首を振った。

「……誰かに来たって分かるの、嫌だからいいよ、花は」

　すると江森は「じゃあ、お線香だけお供えしよう」と提案した。

「お線香？」

「うん！　あれは燃えちゃって、誰かが最近来たって分からないから、いいんじゃないかな」

「お前、頭いいな！」

　柴田は眼を丸くして江森を仰ぐ。

「実はねえ……」

　江森の父は、江森が中学２年生の時、クモ膜下出血で突然死したのだった。しばらくの間、母は江森と二人の姉を連れ、寺に足しげく通った。

　ある時から花を供えるのを止め、線香を持って行くようになったのである。

「どうしてなの？」

　姉が尋ねると、母は「萎れたお花を見ると、なんだか父さんをないがしろにしてるみたいに感じちゃって……嫌なの」と答えた。確かにお墓参りはどうしても日々の生活に紛れ、間遠になっていた。それは決して父親のことを忘れつつあるという意味ではないのだが、母にとっては辛かったのだろう。

「だから、ほら、お線香ならこの前来たのがいつ頃かって、分からないからって」

（そうなのか……）

　柴田は押し黙って江森の手を取る。ぎゅっと握って見上げた。

（五月は中学ん時に、辛い思い、したんだ……）

　二人は線香の束を二本求めると、ぶらぶらと園内に入った。きちっと区画整理のなった、公園形式の霊園だ。植えられた木々は丈も高く、小道にうまく陰を落として真夏の日差しを遮っている。

「浩司さんのおうちって、お寺さんにあるのかと思ってたよ、だって名家なんでしょう？」

「名家なんかじゃないよ。普通の病院だもの。どっちかって言うと、成り金かもな」

　柴田は心外という顔で答える。

「それにお祖父ちゃんは分家だから、お祖父ちゃんの代からのお墓だし。この霊園もそんなに古くないはずだよ。出来てすぐ買ったって、お祖母ちゃんが言ってたからね」

「ふーん」

　それでも植えられた木がかなりの大きさになっている区画もあった。江森は興味を示して、色々な所に入り込んで道草をしている。柴田はそれを見て「変な奴だな」と言った。

「お墓なんて見て面白いのか？」

「っていうか、くせかなあ」

「くせ？」

　江森は一つのお墓に目をやり、刻まれた文字を読んだ。手を合わせて拝むと、露を乗せた草を飛び越えて柴田の元へ戻ってくる。そして「母方のお祖母ちゃんの十三回忌にいったことがあるんだ」と話す。

　江森の家は湘南にあるが、母の実家は東京だった。江森が九歳の時に祖母の十三回忌があり、それをすぎるとしばらく法要はないので、一家でお寺へ行ったことがあった。そこは町中にある古くからのお寺で、

「この霊園みたいに広くなくて、すごく小さいけどね」

　父と母は祖母のお墓に行くまでの間に、幾つものお墓をじっくりと眺めている。最初江森も二人の姉も謎に思っていたが、母がとあるお墓の字を読んで「いらっしゃい」と呼ぶ。

　傍へ行くと、「ほらね、見てご覧」と石に刻まれた字を指し示した。

「あのね、『三月十日』って、いっぱい書いてあったんですよ」

「……それって……」

　柴田だって知っている。もちろん生まれる前のことだけれども。それは太平洋戦争の末期にあった、東京大空襲の日付だ。東京のその辺りでは、三月十日の空襲で亡くなった人が多かったらしい。たくさんのお墓に亡くなった時のその日付が刻まれていた。それだけではない。戒名には『童』とつくものが多かった。

「子供の戒名って、『童』ってつくんだね」

　江森は言う。

　戒名とは死んだ後の名で、お寺につけてもらうのだ。

　父母は、

「まあ、この子は五歳だったんだわ……」

「こちらの子は三歳だ」

と言い、手を合わせた。そして江森達にも「お参りしなさい」と促した。母は「うちの子達を守ってください」といい手を合わせる。

「それってどういうことなんだ？」

　柴田は話の途中で江森に尋ねる。

「うーん、僕も詳しくは知らないんだけれど、小さいころに亡くなった仏様は、子供を守るんだって昔から言われてるらしいよ」

「ふーん」

　江森の父は手を合わせると、「お前達は健康に育って、本当にありがたい」と言った。江森と二人の姉も、父母の真似をした……。

「僕、小学校のときは扁桃腺が弱くて、しょっちゅう入院してましたからね、二人とも僕のことお願いしてたんじゃないかなあ」

　明るく言う江森を見詰め、柴田は胸が一杯になる。子供の江森と、二人の姉と両親がお祈りしている様が目に浮かんだ。それは家族団欒という図ではなかったが、江森の両親の慈愛深い人柄を表していた。

（五月のお父さんとお母さんは本当に優しくていい人で……）

　だから江森も優しいのだと思った。

　戻って来た江森の傍へ寄ると、自分から手を絡ませる。そして「ごめんな」と言った。

「え？　どうしたの、浩司さん？」

「だって、お前はお父さんが……小さい時に亡くなって……辛い思い、したんだろ？　それなのに、また思い出させちまった」

　江森は柴田の手を握り返す。

「でもずっと前のことだし、それに僕にはうんと楽しい思い出がいっぱいあるから、平気なんですよ」

「思い出？」

「うん」

　江森の父は仕事の忙しい中、ずいぶん子供達と遊んでくれた。

「遊園地にも行ったし、キャッチボールもしたし、釣り堀にも行ったし。僕が釣り好きなのは、そのせいかなあ」

　そして柴田の顔を見詰める。

「ごめんね、僕の方こそ。浩司さんこそ、そういうの、ないでしょう？」

「俺は……そうだな」

　柴田は目を細めて小さいころの情景を思い浮かべる。確かに父との思い出と言えば、嫌なことばかりだ。あまり抱かれた記憶もない。物心が付いてからの父の膝の記憶と言えば、あれは誕生日だったのだろう。大きなケーキにロウソクが灯り、父が抱き上げて吹き消すのを手伝ってくれた。そしてそのまま膝に抱かれ、頬擦りをされたが、髭がひどく痛かった。

「だいたい抱かれるなんてのも、珍しいことだから緊張してたのかな。『痛い』って言ったらおやじに怒られるかと思ってさ、俺、ずーっと我慢してたんだ」

　しかしついに我慢出来ずに、涙目になったところを見つかり、「女々しい子だ」といつものように怒鳴られたのだ。

「浩司さん、すぐ言えばよかったんだよ、『ヒゲが痛い』ってさ。そうすれば怒られなかったと思うよ」

　江森はクスクス笑う。江森に明るく言われると、そんな気がしてくる。

「そ……そうかな？　早くそう言えば良かったのかな？」

　父親のことはもう、家を出てからは出来るだけ思い出さないようにしていたので、「どうすれば良かった」なんて、最近は考えたこともなかった。

　柴田は感心して江森を眺めた。

　小さな口を開けて自分を見上げる柴田に、江森は可愛くてたまらなくなる。

「うん、浩司さん、僕にはもっと思ったこと、言ってよ？　浩司さんはシャイだからね、あんまり思ったこと言ってくれないから」

　笑いながら身を屈め、耳元でこっそりと続けた。

「ほら、あの時はいっぱい言ってくれるのにね。『イク』とか『デル』とか、『ソコ』とかさ」

「ば、ばかッ」

　ふざけた言い方は江森が自分の気持ちを引き立てようと、わざとしているというのはもう分かっている。柴田は江森の身体に擦り寄って、腕にしがみついた。

「五月……俺、もっとしっかりする。ごめんな」

「何？　どうしたの？」

　また急に謝られ、江森は驚いて柴田を見下ろす。

「だって、本当は俺の方が年上なのにさ……いっつもお前に俺、支えられてるよ」

　出会った時からずっと。

「俺、親父にもお袋にも会おうと思えば会えるのにさ。お前はお父さんにはもう会えないのに。俺の方がずっと大変じゃないのに」

「浩司さん……」

　江森はぎゅっと胸が詰まる思いだった。

（そんなことない……愛されていないと感じてた子供の方が、ずっと不幸で、大変なんだ……それなのに、こういう風に考えちゃう人なんだよな）

　それを今、口に出したら、かえって深刻な雰囲気になってしまうかもしれない。

　江森は優しく柴田の身体を引き寄せ、囁いた。

「僕は今のままの浩司さんで十分ですよ」
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　霊園の奥まったところは、ゆったりと大きく区画が取ってある。柴田は「こっちだ」と先に立って江森を導いた。一つ一つの区画は立派な造りになっていて、その中に柴田家のものがあるのだった。

　先を歩いていた柴田が「あ」と小さな声をだして立ち止まった。視線の先の一つの区画に、麦藁帽子を被り、Ｔシャツにジーンズ姿の中年女性がいた。女性は腰を屈め、辺りの草を抜いている。

「佳子叔母さんだ」

　柴田がぽつりと呟いた。

　柴田が「佳子叔母さん」と呼んだ女性がこちらに気づいた。両手に抜いた草を持ったまま、「あらまあ、浩ちゃんじゃないの！」と叫ぶ。

「……あ」

　柴田は一歩後退りしたが、後ろにいた江森にぶつかった。仕方がなく、おずおずと進み出る。

　佳子は柴田の手に線香を認め、「まあ、お参りに来てくれたのね！」と目を丸くした。

「叔母さんは……今日はなんでここに」

　柴田は俯いて尋ねる。

　佳子はうーんと腰を伸ばすと、「もうじき七回忌でしょう」と言った。

「そりゃあ長男だから、貴浩兄さんが段取りをしてくれるって言ったんだけど、お墓を綺麗にするまでは頭、回らないと思ってね。格好悪いじゃないの、草ボウボウじゃあ」

　佳子は柴田の後ろの江森に視線を投げかける。

「お友達なの、浩ちゃん？」

「はい、富士製薬の江森といいます。柴田先生の親友です」

　江森は丁寧にお辞儀をし、名刺を手渡す。

「遠い所をご苦労様」

　佳子は愛想良く言った。

「お線香、ありがとうね、浩ちゃん。あげて下さいな」

　線香の煙の中、江森と柴田は手を合わせる。その間も佳子は周りの掃除に余念がない。

　二人がお参りを済ませると、佳子はもう一度「どうもありがとうね」と言った。

「七回忌は来ないんでしょう？」

「ええ」

「まあ、来てもあんまり楽しくないわよね、貴浩兄さんがああだもんね」

「はい」

　柴田は俯いたまま言葉少なに答える。

　佳子はそんな柴田を見詰め、やれやれと首を振った。

「浩ちゃんも私たちが冷たいと思ってるかもしれないけど……まあ事情が事情だしね。一番悪いのは貴浩兄さんだけどね」

　柴田の話からは冷たい意地悪な叔母を予想していた江森だが、目の前のラフな格好の中年女性を見ていると少し印象が違って来ている。ハキハキとして、結構兄には批判的だ。

「あの……」

　江森は思い切って尋ねることにした。

「本当は浩司さんは、法事に出たいって思ってるんですけど、それはまずいでしょうか？」

　おおむね江森は年上の女性に受けがいい。佳子も背の高いハンサムに仏頂面は出来なかった。

「そういうわけじゃないんだけれど……多分、俊貴ちゃんのところも来るでしょう？　浩ちゃんの方が嫌なんじゃないの？」

　俊貴は十二も年上の柴田の異母兄だ。威圧的なところは父親似で、柴田は苦手としているのだ。

「はい」

　また柴田は俯いて答える。

　佳子は溜め息をつき、憐れみの表情を浮かべた。しばらく柴田を眺めていたが「浩ちゃん、これから病院へ行くの？」と尋ねる。

「いいえ」

「じゃあ、少し時間、取れるかしら？」

「はい」

　柴田はすっかり萎縮して言葉が出なくなっている。知り合った頃の柴田に戻っていると、江森は心配になって、佳子から見えないように後ろから手を柴田の肩に回した。

「あのね、あなたに渡したいものがあるのよ。この前、お祖母ちゃんの箪笥を片付けていたら出て来たんだけどね」

　説明しながら佳子は抜いた草をビニール袋に入れ始める。江森は「手伝います」と周りに散らばった草をかき集めた。

「まあ、ごめんなさいね、スーツが汚れるからいいわよ」

　佳子は駐車場へと戻る間も話を続ける。

「貴浩兄さんに渡そうと思ったんだけど、あてにならないからね。本当になんで兄さんは浩ちゃんに対して、あんなに冷たいのかしらね」

　佳子は大袈裟に肩を竦める。続けて話そうとしたが、ちらりと江森に視線を投げかけるので、江森は「僕、浩司さんから何でも聞いてますから」と言った。佳子は安心して続ける。

「兄さんが浩ちゃんに冷たいのは、ほら、出て行った愛美まなみさんに生き写しだからって、みんな言ってるけどね」

「え、浩司さんて、お母さん似なんですか？」

　江森の問いかけに佳子は「そうなのよ」と頷く。

「まあ、今更言ってもなんだけどね……兄さんはあの通りの人だけど、本当は愛美さんを一番好きだったんだと思うのよ。だから余計そっくりの浩ちゃんにあたるんだって。うちではそう言ってるのよ」

　意外なことを聞いてしまったと江森は眼を丸くする。隣の柴田を窺うが、柴田は無表情だ。駐車場に着くと佳子は自分の車に乗り込んで、「着いて来てね」と言った。




　柴田の祖母の家は市の中心部の大きなビルで、下は経営している不動産会社だった。

　佳子は上階の居住部分に二人を通すと、奥から鎌倉彫りの文箱を持って来る。

「ほら、浩ちゃんを預かったことがあったじゃないの」

　柴田は両親が離婚を話し合うため、ひと夏の間祖母の家に預けられていた。

「浩ちゃんの学校のものらしいのよ」

　文箱を開けると、ノートにクレヨン、リボンで綴じられた画用紙が入っている。なにやら絵日記のようだ。柴田は黙って受け取った。

「ごめんなさいね、こんなに遅くなって」

　佳子はソファに座っている二人に冷たい麦茶を勧めると、またしゃべり出した。

「本当は亡くなった時に渡すつもりだったんだけど、すっかり忘れてしまって。あの時は急なことでバタバタしたから……」

　柴田の祖母は八十過ぎまで健康だったが、心臓発作で突然亡くなった。

「でもねー、虫が知らせたっていうのかしらね」

　亡くなる一週間程前、急に祖母の峰子が「あたしに何かあっても、浩司には絶対知らせないでおくれ」と言ったのだ。

「あの子は今、勉強が忙しいんだからねって」

（そうだったのか……）

　柴田はぼんやりとあの頃の哀しみを思い出す。峰子に対して深い愛情を感じていたという自覚はなかったが、自分を襲った強い喪失感で改めて峰子が自分の唯一の味方だったのだと思い知らされた。そして臨終の床に呼ばれなかったことで、柴田家での自分の存在は抹殺されたのだと感じていた。

「お祖母ちゃんは、浩ちゃん、あんたのことを一番心配していたからねえ」

　佳子はしみじみした口調で言う。

「まあ、それも今になればよく分かるわ」

　佳子自身は、内孫・外孫といった区別に反発を覚え、あとから現れたくせに自分の息子より祖母に大事にされる柴田の存在を疎ましく思ったこともあった。しかし傍で見ていても、柴田に対する父親の貴浩の態度はは眼に余るものがあったのだ。佳子自身の家庭は兄の家庭のようなエリートではない。名士と言われるような家でもないが、愛情はたっぷりあった。おっとりとしてはいるが優しくて責任感の強い夫に、長男も家の仕事を継ぐため、不動産関係の資格を取っている。それに比べ、金銭以外では恵まれないこの目の前の気弱そうな甥に、一抹の同情を感じるようになっていた。

　しばらく言うのを迷っていたが、佳子は切り出した。

「実はお祖母ちゃんのお葬式に、愛美さんは来て下さったのよ」

「え……お母さんが？」

　江森と柴田が同時に叫んだが、佳子はそのまま続ける。

「そうなのよ。浩ちゃんはお通夜に来てくれただけだったでしょう？　その日のうちに帰ったから……愛美さんはきっとあなたがいると思って、会いに来たんじゃないかしら。すれ違いになってしまったんだわね」

「それで……お母さんは……どうしたんですか？」

　柴田は思い切って尋ねる。

「それがね……」

　別れてもう十年も経っていたが、貴浩は激怒して家には上げず、追い返したのだった。

「亡くなったお祖母ちゃんの話では、愛美さんは家を出た後、浩ちゃんのことを心配して、よくこっそり見に来ていたんですって。でもそのたびに、兄さんが追い返していたって……」

　佳子はほっと息を吐く。

「それを聞いた時は、兄さんがあんたを取られまいとして、それで会わせないようにしてたのかと思っていたけれど……でも、そうじゃなかったのね」

　十年後に現れた愛美は相変わらずほっそりとしていて、黒いスーツに手首には紫水晶の数珠をつけ、凜とした美しさがあった。出迎えた佳子が美しさに見とれていると、そこへ貴浩がやってきた。貴浩は取り乱し、皆の前で面罵したが、それはかえって自分を貶めるだけだった。

　佳子の目の前で愛美は落ち着いた表情で深く一礼し、去っていった。そのあとも貴浩は罵り続けたが、その場に居合わせた佳子には分かった。貴浩は愛美を深く愛していたのだ。愛していたが故に、裏切られたと激しく憎んだ。十年経ってもそれは変わらなかった。

　一応、血の繋がった兄弟として、溜め息を着きながらも佳子はフォローで締めくくる。

「だからさ、兄さんも本当は愛美さんのことが一番好きだったんだと思うのよ。それなのに、愛情をうまく表せないのだと思うわ。あんなにケンカばかりしてたのも、本気で好きだったからなのよ。馬鹿よねえ」

（そんな……）

　柴田は佳子から聞いた衝撃的事実に、ただ頷くことしか出来なかった。




　押し黙った柴田が助手席に乗り込むと、江森は「これからどうするんですか？　すぐに帰りたい？」と尋ねた。

「……別に」

　柴田はボソッと答える。

「それじゃあさあ、僕、浩司さんの通ってた高校、見てみたいな！」

　江森は元気良く提案する。

「高校？」

　よく利用した店ぐらいは行ってもいいと思っていたが、高校とは……柴田は怪訝な顔をする。

「そうだよ！　恋人の通ってた高校見るって、定番なんだよ？　ＴＶドラマでもあったじゃないか！」

「ＴＶドラマ？」

　ますます柴田にはピンとこない。だいたい柴田のマンションにＴＶはないのだ。

「あのね、昔、お母さんが見ててね。もう毎週、すごかったんだって。主演の女優さんに感情移入しちゃって……で、ＤＶＤになったのをまた借りてきて、お姉ちゃんたちと見たんだよ」

　江森は運転をしながらそのドラマの筋を話して聞かせる。

「へーえ」

　終いまで聞くと柴田はしかめっ面になった。

「そのカンチって奴、結果的に二股、かけてたんだろ？　ひでー奴だなー」

「でしょう？」




　柴田の通っていた高校は、祖母の家と同じ市内にあった。

　もう夏休みだが、校庭には運動部の部員なのか、ユニフォーム姿の生徒達が多い。三階建ての立派な校舎に体育館・金網に囲まれたプールと繋がっていて、校舎の窓にもちらほら人影が見えた。

「補習、始まってんだな。俺らの頃も、補習補習で大変だったよ」

　グラウンドの周りをぶらぶらとプールの方へ歩きながら、柴田は言う。

　プールでは水泳部の練習が行われているようだった。独特のエコーがかかったような鈍いホイッスルが鳴る。

　見上げると輝くような青空で、山々は稜線をくっきりと浮かび上がらせ、今にも手が届きそうなほど近くに見える。綿菓子のようなこんもりとした雲が、山肌に黒い影を落とし、ゆっくりと流れて行く。

　もう一度、気が抜けたような笛の音が空へと吸い込まれて行き、同時に大きな水音が次々と響く。プールサイドには元気な声が溢れた。伸び上がってフェンス越しに覗くと、ちょうど部員達は休憩に入る所だった。どの子もしっかり日焼けした肌に濡れた水着を張り付かせ、若さと健康美に溢れている。シャワーを浴びると笑いながら体育館の方へ引き上げて行った。

　急に静けさが訪れた。

　眩しい光が誰もいないプールの水面に踊り、水底には金色のレースがゆらゆらと揺れている。

「浩司さんもここで練習、してたんだね」

　ちょっといけない空想をしながら、江森は隣で同じようにプールを覗き込んでいる柴田を横目でちらりと見た。

「ん……まぁな」

　柴田は青いプールの底に揺れる美しいレース模様を眺めた。

「……綺麗だ」

　ポツリと漏らす。

「え？」

　江森は柴田の視線の先を辿る。

「何が？」

「いや……俺、水って好きなんだ……見てると泳ぎたくなっちゃう」

　あの頃の自分を思い出す。父親……母親……兄……相沢……どんなに強く求めても答えてくれなかった。どれほど眠れない夜を過ごしたことだろう。辛くなると柴田は、よく泳ぎに行った。水の中で涙を流し、息の続かなくなるまで潜る。酸素が足りなくなると頭の中が真っ白になって、何も考えずに済んだ。水の底から見上げると、水面には光が溢れ、その美しさにすべての哀しみが溶けて行くように思えた。自分を取り巻いてゆらゆらと動く光のレースを見ていると、優しい腕に抱かれているように感じた……。

「浩司さん、いつ頃から水泳をやっていたの？」

　柴田はプールに背を向け、フェンスに寄りかかる。

「俺、ちびだったから背が伸びるようにって、小学校三年からスイミングに通ってた」

　プールではあまり人と喋らずにすむし、黙って泳いでいればいいのでスイミングは好きだった。

「でも、熱中し始まったのは……やっぱ、お袋がいなくなってからかな……」

　毎日学校の帰りにスイミングスクールに寄り、何時間も泳いだ。家になるべくいたくないという理由もあったが、何よりも泣いて腫らした眼を「プールのせい」に出来たからだ。

「それまでも、俺、泣くと親父に怒られたから、よくフロに潜って泣いてたんだ。そうすると、石鹸とかが眼に入ったって言い訳、出来るからさ」

　淡々と柴田は自分の靴を見詰めながら話す。

「そうだったんですか……」

　柴田が水泳好きというのは、付き合った初めの頃から知っていた。が、裏にそんな悲しい理由があったとは。

　江森も同じようにフェンスに寄りかかると、柴田の手を握った。

「そうだねえ、浩司さん、本当に水泳、好きだよね。ほら、覚えてる？　初めてドライブに行った時さ……」

「あ……」

　江森との初ドライブデートだった。釣りが退屈になって、柴田は下着で泳いでしまったのだ。

「まだ水はすごく冷たいのに、変な人だなーって思ったよ、僕。でもその変なところが好きなんだろうね、きっと」

「もうっ、何だよ、変って」

　柴田は顔を赤くして江森を仰ぐ。そして「……また釣りに連れてってくれよ。今度は泳がないから」と小さく言った。

「うん、今度また行こうね。でも浩司さんは泳いでもいいよ。僕、見たいもの、浩司さんのビキニショーツ。濡れて張り付いてるとこがまた、いいんだよねー」

「バカッ」
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　明日の手術の下調べをしていた柴田は、ふと眼を上げる。サイドボードの上の時計を見て、「もうこんな時間なんだ」と呟いた。

「五月は？」

　リビングに姿は見えない。本を読み始めた時は、隣のアームチェアでノートパソコンを叩いていたと思ったのだが。

「五月？」

　すべての部屋を覗いたがどこにもいない。玄関へ出るとちょうど扉が開いて、パジャマにサンダルの江森が入って来た。手にはあの鎌倉彫りの文箱を持っている。

「……あ、それ」

「ごめん、車の中に入れっぱなしにしてた。思い出して取って来たんだよ」

　江森はリビングへと歩いて行く。ロウテーブルに箱を置いた。

「浩司さん、見る？」

「……いいや。祖母ちゃんの形見ってわけじゃなくて、俺のだし」

　江森は気をそがれたそいう顔をする。

「じゃあ、僕、見てもいい？」

「いいよ」

　文箱の蓋を開けると、前に見たようにノートやら色鉛筆やらが入っている。やはりピンクのリボンで綴じられた画用紙は、夏休みの絵日記だった。

「ねぇ、読んでもいい？」

「いいけど……」

　江森がノートを喜々として捲るのを見て、柴田は少し恥ずかしくなる。

「お前のも、じゃあ今度見せろよ！」

「わかってますってば」

　几帳面な字で書かれた読書感想文やら、漢字の練習やらを江森は楽しく眺める。

（ふーん……浩司さんの小さかった頃かあ……可愛かったろうな……）

　下の方を探っていると、あるものが出て来た。

「浩司さん、通信簿が入ってるよ？」

「へぇ……」

　柴田は近寄ってちらりと江森の手に視線を落とした。

（そう言えば……）

　母が家を出たのは、夏休みの始まる三日前だった。駆け落ちの相手は後から知ったことだが、柴田の担任の教師で、その日から病欠届けが出ていたのだという。

　校長も教頭もまさか教え子の母と駆け落ちしたとは想像もしていなかった。普段から熱心な先生と評判で、きちっと通信簿や夏休みの宿題プリント類も用意してあり、「さすがだ」と言われたくらいだ。それが翌日には辞表が郵便で届き、事態は一転した。

「大騒ぎになっちゃって、俺、終業式の日は学校、行かなかったんだよな」

　柴田は眼を細めてその当時の情景を脳裏に思い浮かべる。

「だから、一学期の通信簿はもらわなかったんだ。お祖母ちゃんのとこに届いてたのか」

　江森は通信簿を手に取った。「五年二組　柴田浩司」と書いてある。

「中、見る？」

「もーいいや、今更」

「じゃあ僕、見てもいい？」

　柴田はきっと小学校の頃から成績が良かったのだろうと、江森は興味を持った。

「いいよ。俺、フロ、入ってくる」

　柴田はバスルームへと歩きかける。

　江森は一人で通信簿を開き「すごいね、みーんな『良く出来ました』だ！」と感心した。

「あ、でも、音楽は『頑張りましょう』だね？」

　柴田はバスルームで服を脱ぎながら、「俺、人前で歌、謳えなかったからさー」と返事をする。

「ふーん、やっぱ、浩司さんってほんとにシャイだったんだねー」

　視線を下へと移した江森は、「通信欄」に書かれている言葉に気が付いた。

「浩司さん！」

　大声を上げる。

「ちょっと来てよ！」

「え？　今か？」

「そうだよ、大切なことなんだ！」

　いつになく真面目な江森の声に、柴田は腰にバスタオルを巻き付けてリビングへ戻る。江森が真剣な眼でこちらを見ていた。

「なんだよ、大切なことって？」

「浩司さん、この通信簿、一回も見たことなかったんだね？」

「ああ」

　江森は泣き笑いのような複雑な表情を浮かべる。

「じゃあ……これも……知らなかったんだ」

　そして柴田の手を取って傍に引き寄せ、通信簿を渡した。

「通信欄のところ、読んでごらん？」

　柴田は言われた通り、一番下にある書き込みのスペースに目を落とした。

　そこにはきちんと整った見覚えのある字が書かれている。四年・五年の一学期と柴田の担任だった、優しい真面目な性格の男の字だ。水谷というその男は、母の高校の同級生だった……思い起こせば、担任でなかった低学年の頃から、何くれとなく柴田の面倒を見てくれていてなぜだろうと疑問を感じていた。四年になって担任と決まった時、同僚の先生がちゃかすように「水谷先生、初恋の女性の子の担任になれて良かったな」といい、そのことを初めて知った。

　『浩司くんへ。僕たちは君のことをとても大切に思っています。何があってもそれだけは忘れないで下さい。そして負けずに頑張って欲しい。幸せを祈っています』

　十七年後に届いたメッセージを柴田は黙って読む。

　江森は柴田の肩に手をかけ、力を込めた。

「良かったね、浩司さん」

「……ん」

　柴田はくるりと後ろを向いて、「フロ、入って来る」と言う。

　小刻みに肩が震えているのが分かり、江森は前に回ると身体を抱き締める。そして「お願いだ……もうこれからは、おフロの中じゃなくて僕の腕の中で泣いてよ」と囁いた。

「……ん」

　耳をすまさなければ聞き取れない程の小さな返事が返った。







　その夜、ベッドで柴田は自分の中へ入るよう江森に求めた。

「え？　大丈夫、痛くない？」

　江森は心配して尋ねる。

　ついこの間、江森の激しい行為で柴田は傷ついてしまい、この一週間は身体を繋げるのを控えていたのだ。

「うん、大丈夫」

「本当に？」

　重ねて尋ねる江森に、柴田は頬を赤らめ、「さ……さっき、フロでさ……自分で指、入れてみた」と打ち明けた。

「痛くなかったから……」

「うわっ、浩司さん、ダイターン」

　江森はクスリと笑い、秘部へ指を伸ばす。

「でも浩司さんの指、細いじゃないか。僕のアレはうんと太いもの、心配だなあ」

「大丈夫だって！」

　柴田は強固に主張する。

「俺、お前のが欲しいんだよ……」

　ストレートな誘いに江森を入れることに決めた。一週間ぶりということもあり、入念に前戯を施す。

　肌を吸い、そこかしこに愛の徴を刻印する。いつもなら跡をつけるのを拒む柴田だが、今夜は自ら江森の髪に指を入れ、行為を促す。

（浩司さん……）

　求められているという想いに江森は腹の底から熱いものが込み上げる。胸の突起を柔らかく噛み、ぷつんとかわいらしく尖ったところを強く吸う。臍の窪みにも舌を入れた。舌先を中で回すと、そのたびにビクンと柴田の身体が踊る。

「浩司さんって、窪んだところが舌に弱いよね？　ここと、あと、前も後ろもさ」

　クスリと笑うと、柴田の肌が羞恥に赤く染まった。

　なおも脇腹から腰、敏感な部分へと舐めて行くと、柴田は背中を反らして大きく喘ぎ始めた。

「ああッ、五月ッ、ンンッ」

　叢から立ち上がった熱の塊が十分涙を零しているのを確認すると、江森も自分のモノを急いで扱く。そして滲み出た液を、柴田の蕾に塗り付ける。自分の先端を蕾に押し当て、柔らかに擦り上げた。

「ああ、気持ちいいよ、浩司さん」

　江森は柴田を胸の中に抱き込め、腰を揺らしながら囁く。

「浩司さんの下の口、尖っててちっちゃいから……こうすると先っぽ、くすぐったくて気持ちいい……うんと濡れてきちゃったよ、僕」

「もうッ、どうして、やらしい事、言うんだよッ」

　柴田は恥じらって身を捩る。するとまた江森は「それ、気持ちいい」と囁く。

「もっと擦ってよ、僕の先っぽ」

「ばかッ……あ……はァッ」

　しだいに蕾が柔らかくなるのが分かり、江森は指で広げ、先端を少し入れてみた。しばらくそのまま、腰を揺らす。

「あ……ああっ」

　いいところの一歩手前を刺激され、奥が欲しがってヒクつき始める。柴田は「もっと……奥へ」と自分で腰を持ち上げた。角度が変わり、先端が自然に飲み込まれる。

「ああっ、五月、来て！」

「入れるよ、浩司さん！」

　熱く柔らかいものに固く熱いものが包まれ、その瞬間貫く方も貫かれる方も一つの肉に溶け合う。一週間ぶりの結合に、二人は痺れるような快感を味わった。

「愛してる、浩司さん」

「五月、愛してる」

　舌を絡ませ、名を呼び、お互いの息を掬う。貪り合い、全力で駆け登る。熱流が身体の奥で渦巻き、激しい動きに促され、出口を求めて昇って来るのが分かった。

「ああ……もうッ」

　そして、至福の一瞬が訪れる。

「五月！」

　目の眩むような陶酔の中、柴田は愛する者の名を呼ぶ。同時に耳元で「浩司さん！」と懐かしい声を聞いた。

　達すると、身体を繋げたまま二人は横たわって汗ばんだ肌を密着させた。

「イクの、一緒だったね！」

　江森は嬉しそうに言う。

「……ん」

　本当のことを言うと、その瞬間、柴田は頭の中が真っ白になってしまったので、良く分からなかった。でも気づくと、自分の中で江森がビクビクと踊っていたので、多分一緒だったのだと思う。

「お前のって、イク時、すっごくビックンビックンするのなー」

　感心した声で柴田が言うので、江森は吹き出した。

「浩司さんのだって、そうだよ？　みんなそうじゃないの。お医者さんのくせに、知らないの？　やだなー、イク時はそうなるんだよ？」

　ことセックスに関する知識は江森の方が上なのは当たり前である。江森は実地とＡＶでたっぷりと得ているのだ。バカにされて柴田は口を尖らせる。

「バカッ、医者だからっていったって、イク時のなんか、いっぱい見てねーよ！」

　笑いながら江森はしばらく柴田の髪を撫でていたが、急に、「ねえ、浩司さん」と真面目な声を出した。

「ん？　なんだ？」

　江森は大きな眼で柴田の顔を覗き込む。

「あのねえ、お墓、買わない？　今すぐじゃなくて、そのうちでいいんだけど。僕達二人の」

「ええっ？」

　いきなりの話題に柴田は大声を出す。

「だってね、僕、今日、思ったんだ。あなたと一生、一緒って思ったけどもうそれだけじゃ足りないよ。たとえ死んでも、一つになっていたいんだ」

「そ……そんなの、無理だ……」

　柴田だって、法律のことぐらい知っている。男同士は結婚できない。同じ籍になるには、養子縁組という方法があるらしいが。

「知ってるよ、僕だって。でもねえ、僕達、あと六十年くらい生きるんだから、その間に法律が変わるかもしれないよ？」

　言いながら、柴田の髪に額に江森はキスを降らせる。

「六十年くらいじゃ足りないよ、僕……あなたと一緒にいる時間は。ずっと、ずっと、一緒にいよう、ね？」

「五月……」

　柴田は言葉を失って江森を見上げた。いつもは優しく笑っている江森の顔はとても真剣で、強い意志を滲ませている。柴田は両手で江森の頬を挟んだ。

「ほんとに……ほんとに、俺なんかとずっと一緒にいてくれるのか？」

「やだなぁ、浩司さんだから一緒にいたいんだよ」

　江森はきっぱりと言うと、同じように柴田の頬を両手で挟む。

「ね、いいでしょう？」

（五月となら……）

　どんな大変なことも乗り越えられる。二人ならどこまでも一緒に行けるに違いない。出会ってまだ僅かしか経っていないけれど、それは確かだ。

　この男なら信じられる。

　迷わず柴田はコクンと頷いた。

「浩司さん……」

　江森は柴田を抱き締めると、子供をあやすように揺らし始める。ゆらゆらと寄せる快感の波に、柴田も合わせて内部を締め付けた。

「うわ、浩司さん、それ新しいテクじゃないの。僕、感じてきちゃったよ」

　江森はくすっと笑うと、動きを早めた。

「もういっぺん、一緒に達(い)こうか？」

「……ん」

　暖かな波間にまた二人は身を投じていった。




おまけ




「せんぱーい、何、見てんすか？　ボクにも見せてくださいよぉ」

　脳天気な声を上げたのは言わずと知れた渡辺わたなべ公平こうへい、江森の後輩だ。いろいろあって、今や渡辺公平は柴田をなぜかアニキと慕う、言うなればお邪魔虫なのだが、当人は天然なのかそれとも空気が読めないのかお構いなしでいる。

　日曜日の今日も渡辺は「お手伝い」と称して二人のマンションに上がり込み、まめまめしく掃除や洗濯などをしている。久々の二人の休日を邪魔された江森はげんなりとしていたが、それでも無料の家事手伝いとして確かに役には立っていた。

　バルコニーから取り込んだ洗濯物を抱えたまま、渡辺は江森の手元のモバイルをのぞき込む。

「へ？　霊園って？　やだなー、辛気くさい！」

　相変わらずの天然発言に江森は自分の固い決意を否定されたようでむっとした。顔を上げて反論する。

「辛気くさいって、なんだよ。みんな最後には入るとこだ。僕と浩司さんのお墓、どっかいいとこに買おうと思ってさ」

「え〜っ、いつ入るんすか？」

「って、んなこと解らないって！」

　呆れながらも江森は渡辺に説明する。

「一生一緒に暮らすって決めたけど、夫婦になったらお墓だって一緒だろ？　だから二人のお墓を今から買っておくんだよ」

「へー」

　気のない声を上げると渡辺はソファにどんと腰を下ろし、洗濯物を畳み始めた。そして「さすが、先輩っすね〜」と言う。

「でもねえ……男同士って、子供もいないだろ。だから結局無縁仏になっちゃうのかなって最近気が付いたんだよねえ」

　江森はため息をつく。

「死んじゃえば同じだって言うけど、僕は地球最後の日まで浩司さんと一緒にいたいんだよ」

「すげーっす、先輩！」

　チャチャを入れたのかと江森は睨んだが、渡辺は真面目だ。

「僕の家は姉が夫婦養子になって継いでるし、姉のところには子供が沢山いるから、いっそ浩司さんを僕の養子にして、うちのお墓に入るって手もあるんだけどねえ」

　江森はクリックしてサイトを閉じた。

「でもうちの姉ちゃんたちはうるさいからなあ……」

　特に二番目の姉・葵は何かとうるさい。

（まあ、葵姉ちゃんはお嫁に行っちゃえば関係ないけど……あの性格じゃあ、生涯独身かもなあ……）

　はあー、と江森は大きく息を吐く。すると渡辺が目を輝かせてソファから立ち上がった。

「いい案があるっす。先輩、ボク、一時は族だったでしょう？」

「でしょうって、そんなこと初めて聞いたけど？」

　目を白黒させる江森に渡辺はたたみかける。

「族のヘッドにはお世話になったんすけど、そのヘッドが漢気おとこぎがあって、柴田センセそっくりなんす。で、今は引退して家業を継いでるんすけど、そのヘッドに頼んでみましょうか？」

　渡辺の思考過程はいつもついていけない。柴田の次ぐらいに。江森はそう感じた。

「渡辺君、だからなんなんだい？」

「だーかーらー。ヘッドは今、寺の坊主やってんす。ヘッドに頼めば未来永劫、お祀りしてくれますよ。ボク、頼んでみます、ボクの命の恩人で、ヘッドみたく男の中の男なんですって言えばきっとだいじょぶっす」

　暴走族のヘッドが今は寺の住職というのにも驚いたし、渡辺が暴走族だったというのにも驚いた。唖然としている江森に渡辺は「任せてくださいって」と胸を叩いてみせる。

「いや、そんなに簡単には……」

「へーきですって、ボクを頼ってくださいよぉ」

　よく考えれば今、今日ここで決めることでもなく、江森は「そうだね」と大人の対応で締めくくる。

「それより、そろそろ浩司さんが帰ってくるころだから、そこ、片づけておこう」

　日曜でも病院からの呼び出しはしょっちゅうだ。柴田は先ほど当直医から連絡があって、患者の家族への説明ムンテラに出かけたところだった。

　柴田の名が出て、渡辺は一気にテンションが上がる。

「はーい、すぐやっときます！」と猛烈な勢いで洗濯物を畳む。そして寝室へと走り込んでいった。

　残された江森は首を捻る。

「ほんと、渡辺君って、浩司さんの次にわかんないよなあ……」

　渡辺のほうは内心わくわくだった。

（年齢からいってもボクのほうが長生きするもんな……ヘッドに頼んでボクも柴田センセと先輩のお墓に入るんだっと）

　永遠のお邪魔虫な渡辺なのだった……。








　この渡辺公平が登場する第二部は近日公開予定です。お楽しみに！
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電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。









  OEBPS/images/enjugroup_title.png
. enjugroup





OEBPS/nav.xhtml


    

      目次



      

       

        		

          ロマンスのサイン

        



       

        		

          夢の中へ

        



       

        		

          ファーストチョイス

        



       

        		

          ロマンスのゴール

        



       

        		

          Be Together

        



        

        		

          おまけ

        



      



    

  

OEBPS/images/renai5.jpg





OEBPS/images/zuttokimi.png





OEBPS/images/renai3.jpg





OEBPS/images/higashikara.jpg





OEBPS/images/cover.jpg





OEBPS/images/enju2.gif





OEBPS/images/renai1.jpg





OEBPS/images/cover2.jpg





OEBPS/images/mitsumete.png
RE AR A T





OEBPS/images/cover3.jpg





OEBPS/images/fn_logo.png
> FUSE Network





OEBPS/images/dickens.jpg





OEBPS/images/cover4.jpg





OEBPS/images/nintojin.jpg





OEBPS/images/oresama.jpg





OEBPS/images/jounetsu.jpg





OEBPS/images/dream.jpg





OEBPS/images/cover5.jpg





